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　　　　プロローグ







「先にある、モノは知らねど、なお進み……」

　月夜に眠る天てん山ざん山脈の南、低くも鋭えい角かくに切り立つ峰みね々みねの間に、細い川が流れている。

　雄ゆう大だいな眺ながめに比して、あまりに心細い、すぐにでも途と切ぎれてしまいそうなそれは、しかし黒く乾いた岩いわ肌はだの底に、確かな緑の園そのをなさしめていた。

「世は変わり、人〝徒ともがら〟も、また変わる……」

　石の砕さい片へんでしかない河原かわらには、土ど壌じようと呼べるだけの実りの源げん泉せんがなく、芝生しばふになりきれない草も川の両岸に寄り添うのみ。身を寄せ合う低い灌かん木ぼくと疎まばらな木々も頼りなげである。

　が、それらは秘かながら確かに、緑を月光に映えさせていた。

「見ゆるは何なんぞ、得るは誰たぞ、思い想いの睦むつみ合い、果てに紡つむぐは如い何か様ようの──」

　その薄い色合の中、歌声を紡つむぐ一人の男が、川上へ向かってヒラヒラ踊り歩いている。手にある古びたリュートを爪つま弾びくのは、目ま深ぶかに被かぶった三角帽ぼう、襟えりを立てた燕えん尾び服ふく、という異い装そう。

　楽がく士し〝笑しよう謔ぎやくの聘へい〟ロフォカレである。

「──」

　その彼が不ふ意いに、声を途と切ぎれさせた。

　踏んでいた河原かわらの感かん触しよくが、唐とう突とつに、しっかりした硬い土のものとなっている。

　帽ぼう子しと襟えりに隠かくした顔を、やや上げた。

「──？」

　目で見ても光景の意味が分からず、呆ぼう然ぜんとなる。

　辿たどるでもなく辿っていた川が、なくなっていた。河原も灌かん木ぼくも疎まばらな木々も、左右の峰みね々みねさえも消え失うせて、やけに広大な青あお一いつ色しよくの空の下、代わりの光景が、ある。

　不ふ可か思し議ぎな、公園が。

　揺れるブランコも、放られたボールも、持ち上がったシーソーも、蹴け散ちらされた砂の一ひと粒つぶまでもが、静せい止ししている。封ふう絶ぜつ発はつ動どう時じの状況に似ていたが、地ち表ひように火か線せんの紋もん様ようはなく、周囲に陽炎かげろうのドームも張られていない。日常の一いち場面そのままで、止まっている。

　不可思議というのは、しかしこれらの静止状態を指しているのでは、ない。

　瞬しゆん間かんを切り取った光景の中に、在るべきものがないことを、指す。

　即すなわち、あらゆる動きの源みなもととなるはずの、人間の姿すがたである。

　人間ではない異い物ぶつとして、そこに混じる一人の〝徒ともがら〟へと、

《へえ、題だい『欠けつ落らく』二十二番にかかったか。即そつ興きようで仕上げたものに、なあ。いや、即興にしては良い出来だが、良いだろ？　今という時の主題にも合がつ致ちしてる。してる、なあ？》

　自分の言葉で足を縺もつれさせるかのように調子っ外ぱずれな、甲かん高だかい声がかかった。

　何ど処こからともなく放られてくる声に、我に返ったロフォカレは軽く首を傾かしげて問う。

「どちら様、でしょうか？」

　答えを待つ傍かたわら、

（いささかなりと広さ鋭さを自負する、我が索さく敵てきの網あみをして、気け配はいを取り損ねるとは）

　どうやら自分が罠わなの内に落ちたらしいことを、遅まきながら理解した。この情じよう勢せい下かで他人に構う〝徒ともがら〟がいるはずもない……となると、残るは一いつ種類のみ。

（だとしても、理解しかねますが）

　今さら自分のような小こ物ものを捕らえてどうするのか、と思ったところで、

《俺おれか？　自じ在ざい法ほう『パラシオスの小路こみち』で、分かるか、分かるよな？　木の幹みきに貼はっておいたの、気付かなかったろ、欠けつ落らくを埋めるため足を向けさせられたの、気付かなかったろう？》

　再び甲高い声が降りかかってきた。その誰だれかは、あえて己おのが名を明かさず、遠とお回まわしに相手に言わせたがっている。

　他を以て己を表現する者同士、ロフォカレにはその気持ちがよく分かった。深く頷うなずいて、素直な賛さん意いを込めて、大きな声で返す。

「はい、絵とすら気付けぬ見事なお手て前まえ──『興きよう趣しゆの描かき手』ミカロユス・キュイ殿どの!!」

《うんそう、その通り！　知ってたか、うん！》

　問いかけた相手が知っていてくれた喜き悦えつが、声に溢あふれかえっていた。

　実際のところ、その知ち名めい度どは絵ではなく戦いの腕うで前まえによってこそ高かったのだが、ロフォカレは気にせず明るく返す。のみならず、リュートの弦げんに指をかける。

「いやはや！　我が賛さん意い、拙つたなき調べながら是ぜ非ひに示──」

「そこまで」

　と、そこに新たな、渋く低い男の声が。

「今は互いに、空々しい笑しよう劇げきを演じている時ではない、と思うんだがね？」

「フリーダ─君の言う通り、今は品ひん評ぴよう会かいにも演えん奏そう会にも付き合ってられないの！」

　続いて、か細くも必ひつ死しな女の声が。

　二つの声の主ぬしは彼の正面、ほんの数秒前まえまで人ひと影かげなどなかったベンチに堂どう々どう、足を組んで座っていた。眉び目もく秀しゆう麗れいな長身の偉い丈じよう夫ふと、その胸に挿ささる洒落しやれた小ぶりの造ぞう花か──フレイムヘイズ『骸がい軀くの換かえ手』アーネスト・フリーダーと〝応おう化かの伎ぎ芸げい〟ブリギッドである。

「ミカロユス、君の担当区く域いきは遠いのだろう？　お喋しやべりする余よ裕ゆうがあるのなら、合流のためにこそ力を注そそいでくれないか」

《待て、待て。心は絵に置き、足は駆かけてる。問題ない、ないだろ？　我が筆ひつ致ちに琴きん線せん爪つま弾びかんとする者と、語り合ってなんの不ふ都つ合ごうがある。ないだろ？　どうだ》

　慌あわてて会話と繫つなげようとするところにもう一人、老人らしき厳きびしい声が割って入る。

《なれば、常の如ごとく我わが輩はいが評して進ぜよう。まず砂の描びよう写しやが甘い。動どう線せんにブレが見える》

《そんなはずはない！　ないぞ断じて！　力りき学がくに矛む盾じゆんなきよう、写真だけでなく動どう画がも交え研究したのだ、しつこく！　それとも印いん象しよう派はに媚こびて写しや実じつ性せいを崩くず》

　どちらの意い思しか、声が途と切ぎれて、場は静せい寂じやくに満たされた。

　弦に掛けていた指を保ほ持じすること数秒、

「おおよそ半世紀ぶりでしょうか、お二ふた方かたとも。ご壮そう健けんそうで何より」

　ロフォカレは諦あきらめたような溜ため息いき混まじりに、リュートを小こ脇わきへと挟んで挨あい拶さつする。その動きの流れるまま、帽ぼう子しの鍔つば先さきを指に摘つまんで腰を屈かがめ、明るく優ゆう雅がにお辞じ儀ぎした。

「ところで……というより、本ほん題だいなのでしょうか？　私なりに気を遣つかって、逃とう走そう経けい路ろを選定したつもりだったのですが、この因いん果が路ろの交差、偶ぐう然ぜんでは」

「ないさ、当然な」

　フリーダ─は声を継ぐと、鋭く足を揃そろえ、立ち上がった。

「急きゆう用ようがあったので、探していたんだ」

　その額ひたいから、ブリギッドがけたたましく補ほ足そくする。

「なんせ貴方あなたの索さく敵てき範はん囲いってば、他の〝徒ともがら〟と段だん違ちがいなんだもの。地域丸まるごとの包ほう囲い網もうをゆっくり狭めて、罠わなのある区く域いきに追い込む、なんて手て間ま暇ひま掛かけないと会えないなんて！」

「サバリッシュ総そう司し令れい官かんのご指し示じで、中央アジアの索さく敵てき網もうが前もって空あけてあったとはいえ、あのバカ爆ばく弾だんに相当数すう、持って行かれたからな。取り逃がさずに済んでホッとしたよ」

　軽く肩をすくめたフリーダ─は、安あん堵どに苦く笑しようを混ぜた。

　ブリギッドの方は変わらず早はや口くちで、契けい約やく者をフォローする。

「レベッカちゃんには『尻しり込ごみしてる奴やつらに逃げる口こう実じつを作りやがって』って怒られちゃったけど、チューリヒで動けないゾフィーちゃんやヒルダちゃんには喜んで貰もらえそう！」

　一いつ介かいの〝徒ともがら〟に過ぎない自分を、聞くだけでも相当に大きな規模で以て探していたらしいことに、ロフォカレは心しん底そこからの驚きと不ふ審しんを抱いた。

「そこまでして、私めをお求め頂けたとは嬉うれしい限り。なにか、ご所しよ望もうの曲でも？」

「いや、そっちはない」

　フリーダ─はつれない前置きをしてから、詰きつ問もんの矛ほこ先さきのように軽く指を指した。

「中ちゆう国ごくの戦せん場じようから離り脱だつした君だが、ミサキ市の現状は、ご自じ慢まんの『千せん里り眼がん』で見ているのだろう？　となれば、私たちが何をさせたいかくらい、見けん当とうがつくと思うのだが」

　が、問われたロフォカレは本気で分からない。

「はあ、て？」

　埒らちが開かない、と見たブリギッドが早さつ速そく、口を挟む。

「とぼけてる場合じゃないでしょ!?　私たちが知ってる〝徒ともがら〟の中で、一番手てっ取とり早く見つけられるアレの眷属は貴方あなただけ、ってこと！」

　そこまで言われて、ようやく楽がく士しは得とく心しんがいった。

「ああ、なるほど！　しかし、ふぅむ……そういうことですか」

　いって、なお考え込む。彼は、とある自身の理由から考こう慮りよの外に置いていた事こと柄がらについての要よう請せいを受けていたのである。改めて思えば、確かにこれは門もん外がい漢かんには分からない。

（困りましたね、どうも……今さら逃がしては、くれそうにありませんし）

　考え込む傍かたわら、自じ在ざい法ほう『千せん里り眼がん』を付近の把握に用いるが、どうやら嵌はまり込んだ『パラシオスの小路こみち』に阻そ害がいされているらしく、常は明めい瞭りような、目に拠よらない視し界かいに靄もやがかかっている。これでは逃げるどころか、目め眩くらましをかける糸いと口ぐちすら見出せない。能力への過か信しんから、遠く御み崎さき市しの出来事を眺ながめている間に眼がん前ぜんの罠わなに陥おちいった、我が身の不ふ明めいを恥はじる。

（といって、『骸がい軀くの換かえ手』相手に荒あら事ごとなど論ろん外がい）

　戦いを苦にが手てとする自分が、この状況で一か八かの大おお暴あばれを仕掛けるのは、全くの無む意味だった。一方で、それら危き機き感かんよりも、まさにブリギッドの言う眷けん属ぞくとしての呆あきれもある。

（仮に言ったところで、分かってもらえるでしょうかね？）

　胸の内の感情を、相手へのアピールとして表おもてに出すべきかどうか、彼は迷っていた。

　そんな相あい対たいする〝徒ともがら〟の内ない心しんを知ってか知らずか、フリーダ─は極めて大きな要求を、あくまで気安く軽く、酒の一いつ杯ぱいでも所望するかのように突きつける。

「そういうわけで、導きの神の〝神しん託たく〟を一つ、頼むよ」










　　　　１　飄か風ぜが呼ぶもの







　琥こ珀はく色いろの風が、戦せん場じように吹く。

（今の、坂さか井い君とシャナちゃんが選んだ『互いに望まない形』を──）

　吉よし田だ一かず美みの想いを、源げん泉せんに。

（どうか、私の全てと引き替えに『そうではないもの』へと──変えて!!）

　想いを受け、風は嵐あらしとなる。

　強きよう烈れつな琥珀色の流れは爆ばく発はつ的に膨ふくれ上がり、一帯にある全ての物を押し退のけ、叩たたいて揺るがし、肌はだ身みを震わせ、そして──場の状況を願いのままに攫さらって、変える。

　直ちよつ下か、剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を芯しん柱ばしらに、辛かろうじて倒とう壊かいに耐えている巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』が、唐とう突とつな大だい圧力の発生に軋きしみを上げ、封ふう絶ぜつの中空に舞う無数の〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟らも翻ほん弄ろうされる。

　彼女の至し近きんに在った『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナも、

（あの宝ほう具ぐを使ったの、一美!?）

　僅わずか遅れて追ってきた〝祭さい礼れいの蛇へび〟の代だい行こう体たい・坂井悠ゆう二じも、

（なんてことだ！　この刻こく限げんも近くなった今になって、あいつを!!）

　上空で交こう戦せんしていた『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメルも、

（やはり、来た……貴女あなたは一体、彼は一体、なにを考えているのでありますか……!?）

　突き立つ『神しん鉄てつ如によ意い』の頂いただきで耐え踏み留まる〝千せん変ぺん〟シュドナイを除く、

（まったく、次から次へと……好こう事じ魔ま多おおし、というやつか？）

　その場で戦っていた者らは方々、なにを対たい処しよする間もなく弾はじき飛ばされていた。

　爆ばく心しん地ちには、吉よし田だ一かず美みだけが変わらず佇たたずんでいる。

　彼女だけには柔らかく、髪かみを撫なでそよいでいた風は、

《何な故ぜ、だろう》

　静かに深く、遠きよりの声を届ける。

《答えは、いつも変わらない》

「っ!!」

　体を蝕むしばむ、血けつ肉にくが蒸じよう発はつするような倦けん怠たい感かんに、吉田は抗あらがい目を見開いた。

　自分が呼び寄せた、ためにならないものを、

　引き起こされるだろう、二人の選んでいない事じ態たいを、

　だからこそ、しっかりと見み据すえるために。

　今や、近きに迫る力強い声は、

《あなたも、やはり同じだった》

　彼女が胸元で握りしめるギリシャ十じゆう字じのペンダント、宝ほう具ぐ『ヒラルダ』から溢あふれている。語りかけているのは、誰だれ、と今さら問うまでもない、

《命を超える、愛の至し極ごくなる境きよう地ちを見出した者が、私を喚よぶ》

　ペンダントを彼女へと託した〝紅ぐ世ぜの王〟──〝彩さい飄ひよう〟フィレス。

《その者は必ず、想う者を認めてなお、己おのが存在を軛くびきとする》

　声には、かつて宝具を託したときのような、寒々しい虚うつろさは微み塵じんもない。

《その者は必ず、強く固く、揺るぎない芯しんを心に持っている》

　風と同じく止とめ処どない、悲しさ熱さからなる活力が、滔とう々とうと湧わき出ていた。

《それが、宝具起き動どうの要件と重なるのは、偶ぐう然ぜんなのだろうか》

　風が強まり、琥こ珀はくの色も濃くなってゆく。

《彼方かなたより吹き、此方こなたより発たつ風を、指すモノと似た……心こころ》

　応じて声も明めい瞭りように、鼓こ膜まくを震わせてゆく。

《遍あまねく寄せる力を、己おのが則のりに捕らえ、確かつ固こと屹きつ立りつする……姿すがた》

　聞き入る少女の両肩かたに、いつしか後ろから抱くように掌てのひらが置かれていた。

「だから私たちは、その宝具を──『風見ヒラルダ』──と名付けた」

　囁ささやき告げる美び麗れいの細ほそ面おもてが、右の耳に近く、頰ほおに頰を寄せて、既すでに在った。

「フィレス……さん」

　今にも飛びそうな意識を必ひつ死しに繫つないで、吉よし田だは自身の望みを遺のこそうと喘あえぐ。

「お願、い……」

「大だい丈じよう夫ぶ、聞こえていた。とても、とても、強く」

　顔の向きを揃そろえて、フィレスは返した。

「……おね、が……」

　なおも言おうとする少女を、風が緩やかに攫さらい上げる。

　フィレスはその体を寝かせるように抱くと、

「百年ほど前にも、同じ奇き跡せきが起きた」

　言い聞かせるような冷静さで、しかし突き放すような残ざん酷こくさを込めずに、続けた。

「あなたと同じように、使えば死ぬ、と脅おどされ渡されたはずの一人のお婆ばあさんが、これを起き動どうさせたの。そのお婆ばあさんは……愛する男への伝でん言ごんを私たちに託して、死んでしまった」

　小さくも明めい瞭りような声の外で、二人を中心とした風の流れに変化が生じている。

　フィレスの両肩かたにある大きな、鳥とも人とも見える顔かお状じようの装そう飾しよく品ひんが、それまで双そう方ほう噴ふん出しゆつさせていた風を、右から吸い込み、左から吐き出す、という形へと変えていた。

「この『ヒラルダ』は、人間に自じ在ざい法ほうを使わせるため生み出された宝具。起動条件は、使用者の〝存在の力〟ではない。そんなものは、予あらかじめ宝具に込めておける。必要なのは、命を捨てることなどより遙かに困こん難なんな──〝徒ともがら〟と同じように自在法を使う──というもの」

　彼女は、ただ長々と喋しやべるため留まっているのではない。

　出現時じの爆ばく発はつで吹き飛ばした者らの位置を風の中で正確に捉とらえ、それらを激げき流りゆうで縫ぬい止めつつ、自身が自由に行動するための風の道を構こう築ちくしている。

「人間の意い思し総そう体たいは、私たち〝徒ともがら〟にとって呼吸同どう然ぜんな自在法を使うには、良くも悪くも煩はん雑ざつすぎて──真まっ直すぐに念じる──ただそれだけのことができない。だから普通、これを託すときは、自らの存在という雑ざつ念ねん最大の根こん源げんを払うため、命が代だい償しよう、と伝えられる」

　半なかば瞼まぶたを閉じつつ、フィレスは風の先へと奔はしる体勢を整える。

　また半ば瞼を閉じつつ、吉よし田だは懸けん命めいに昏こん睡すいの誘いに抗こうし、尋たずねる。

「じゃあ、お婆さん、は……なぜ、亡くなって……？」

「困こん窮きゆうした生活の末に老おい衰おとろえた彼女の体は、自在法という異い質しつな力の滾たぎりに耐えられなかった。私たちは、私たちが冗じよう談だんのように渡した宝具で、不可能だと思っていた奇き跡せきを……命を懸かけた奇跡を起こしたお婆さんのために、望みを叶かなえた」

　古きを思って言った〝紅ぐ世ぜの王〟は、少女の新しきを感じて告げる。

「あなたは若く力に溢あふれ、この街で数多あまたの戦いに関わることで〝存在の力〟に対する耐たい性せいも僅わずかながら帯びている。つまり、あなたは──死なない」

　張り詰めた精神を解ときほぐす最後の一ひと言ことに、瞼を閉じる吉田は相手の優しさを求め、

「それを、知ってたから……私に宝ほう具ぐを……」

「逆だ」

　しかし悪びれない身み勝がつ手てさを以て、瞼まぶたを開くフィレスは答えた。

「あなたが、あの場で最も不ふ要ような存在で、なんにもならない気持ちを持っていた、だから絶対に喚よべない。そう思ったからこそ、私はあなたに『ヒラルダ』を渡した」

　そうして、笑いかける。

　まさに風の奔ほん放ぽうさゆえに表れる、爽そう快かいの様さまを示すように。

「なのに、それでもなお、あなたは自分を必要とされない場で、なんにもならない気持ちで、私を喚んだ。この、全てを定め動かす場に、全てを引っ搔かき回せる私を」

　笑って、抱きかかえた吉よし田だを、あやすように揺らした。

「それ、じゃ……」

　極きよく限げんの緊きん張ちようから解放された少女が、ゆっくりと眠りに落ちて行くのを眺ながめて、

「再びの奇き跡せきに応えよう。あなたの望みを叶かなえよう。今の彼を彼女を崩くずしてみせよう」

　また高らかに誓ちかって、吹き荒れる風の中に通された道へと、彼女は飛び発たつ。

「そして……ああ、そうだ……私自じ身しんも」

　その口から、より強い、自らへの誓いが零こぼれ落ちた。

「ヨーハンとの望まない約束を、果たそう」

　忌き避ひする道を、風は貫つらぬいて征いく。







　吉田一かず美みを囚とらえ封じていた鎖くさり『タルタロス』が断ち切られ、彼女が所しよ持じしていた召しよう喚かんの宝ほう具ぐ『ヒラルダ』が起き動どうし、応えて〝彩さい飄ひよう〟フィレスが出現した。

　これら対たい処しよを許さない相次ぐ事じ態たいの急きゆう変へん、その証あかしとも言える琥こ珀はく色いろの暴ぼう風ふうに掌てのひらをかざす悠ゆう二じの内ない心しんは、避けようもない大きな振幅の中にあった。

（余よの『タルタロス』を、ああも容易たやすく斬きり裂いて宝具を起動させるとは──）

　蛇へびの吞のん気きな感かん嘆たんに、悠二の理り性せいが乗る、という形で。

（──そうか、全ての自じ在ざい法ほうの干かん渉しようを受け付けない『贄にえ殿とのの遮しや那な』！）

　融ゆう合ごうした一つ意識の中、記き憶おくの浅きより浚さらい上げたのは、まるで少女の全てを表すかのような大おお太だ刀ち。全てが斬きるという一いち事じに向け凝ぎよう縮しゆくされた、まさに精せい粋すいであるがゆえの芸術品ひん。

（既すでにシャナが力を取り戻していた、この事実から推すい察さつして然しかるべきだった！　神たるがゆえの過か信しん……いや、神への責任転てん嫁かか？）

　自己ではないモノと、自己たるモノを揺らして、舌した打うちをする。

（この期ごに及んで、あいつを喚ばれてしまうなんて）

　脳のう裏りの内どころではない、全身から滲にじみ出すように、おぞましい感覚が蘇よみがえっていた。

　かつて坂さか井い悠ゆう二じの〝ミステス〟であった頃、彼は〝彩さい飄ひよう〟フィレスによって己おのれの体内に潜ひそんでいた異い物ぶつを立て続けに呼び覚まされ、存在消しよう失しつ寸すん前ぜんにまで追い詰められたことがあった。自身が胸から這はい出す銀色の鎧よろいとして織り成されてゆく恐きよう怖ふ、さらには丸ごと全てを別べつ人じんに転てん換かんさせられた喪そう失しつ感かんは、どんな強きよう敵てきとの戦いよりも暗い力で、心しん身しんを締しめ付ける。

　これらに対する猛もう烈れつな忌き避ひ感かんから、

（なにをされるか分かったものじゃない、警けい戒かいしなければ）

　考えるまでもないことを強く念じる。

　そう、あの〝紅ぐ世ぜの王〟がなにをするかなど、分かりきっていた。

　下へ手たをすると、それを起き点てんに計画全体に滞とどこおり──破は綻たんはあり得ない、と悠二は自身を鼓こ舞ぶする──が生じかねない。断じて、させるわけにはいかなかった。

（とは、いうものの）

　周囲に気を配りつつも、悠二は眉まゆ根ねを寄せる。

　空の一帯を覆おおって無む秩ちつ序じよに、上下の感覚さえ失いかねない乱らん流りゆうとして渦うず巻まく琥こ珀はく色いろの風は、彼が備える鋭えい敏びんな諸しよ感覚を遮さえぎって、包まれる者に情じよう勢せいを容易に把は握あくさせない。

（そういえば、いつだったかシャナから聞いたな）

　フィレスによって引き起こされる風の自じ在ざい法ほうは、飛行を阻そ害がいするだけではなく、彼女の気け配はいを宿して吹き荒れることで、気配や攻こう撃げきの関かん知ちを困こん難なんにすることこそが本ほん領りようという。

（たしか、名前は『インベルナ』──）

　以い前ぜん二度の遭そう遇ぐう時じ、いずれも存在消しよう失しつの際という極きよく限げん状況下か、その効果を確かめるどころではないパニックに陥おちいっていたが、今度こそは冷静に対たい処しよ

「──」

　しようとする瞬しゆん間かんに、来た。

　眼がん前ぜんの風の薄うす壁かべを突き破って、

　彼を消し去ろうとするフィレス、

　ではない者が。

「──な!?」

　まさに意い想そう外がい、

　吉よし田だ一かず美みが、放り出されていた。

　眠りへと落ちた姿すがたが無む造ぞう作さに、

　捕えねば落下する危うさで。

（吉田さん!!）

　己おのが計画への必要性からか、あるいは単純な慈いつくしみからか。

　自身にも判はん別べつの付かないまま、悠二は、反射的に少女へと手を伸ばす。

　その、大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を持たない方の手首を、

「捕まえた」

　吉よし田だの背後から軽やかに、風の巻くように現れたフィレスが摑つかんでいた。悠ゆう二じにとっては怖おぞ気けしか呼ばない、陶とう然ぜんとした喜びの笑えみが、手を引いて迫る。

「っく!!」

　避け得ない戦せん慄りつの一いつ瞬しゆんで、フィレスは摑つかんだ腕を支点に愛する男を宿す入れ物の後ろへと回り、後あと押おしするように軽く、掌てのひらを当てた。そして優しい呟つぶやき、

「起きて、ヨーハン」

　それだけで、彼女の用件は半分、済んだ。入れ物に、眠れる少女を渡すことすら拒こばんで、当てた掌の反動で一気に二人、後こう背はいへと飛び抜けてゆく。少女と誓ちかった通り、微み塵じんの容よう赦しやもない苛か烈れつさ迅じん速そくさで、代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じの今の形が、文字通りに──変わった。

「う、ぐ……っ」

　悠二の体を形作る〝存在の力〟に新たな流れが生じ、虚きよ無むに蝕むしばまれるような痺しびれを全身に広げてゆく。その中、二度と味わいたくなかった感覚に必ひつ死しで抵抗する彼と、

《無む駄だだよ。いかに〝螺ら旋せんの風ふう琴きん〟謹きん製せいの対たい抗こう策さくを幾いく重えに施ほどこしても》

《おまえ、は》

　もう一人との、言葉ではない刹せつ那なのやりとりが電でん撃げきのように奔はしる。

《そう、僕は君の中から全てを見ていたんだから。手て札ふだを明かしながらのカード勝負に分ぶがない、ってのは世の道どう理りだろう？》

《だから、といって……こんなところで!!》

　精神力の爆ばく発はつが、もう一人の言う対抗策を発はつ動どうさせた。

　即すなわち衣ころもの下、全身に入れ墨ずみとして刻まれていた、存在の強制変へん換かんを阻そ止しする各種自じ在ざい式しきである。それが黒い炎ほのおとなって全身から吹き上がり、代行体の形態を辛かろうじて維い持じする。

　その成功の余よ勢せいを駆かって、背後のフィレスを追おうと振り向いた鼻はな先さき、

「やあ」

「っ!?」

　まるで鏡きよう像ぞうのように、顔と顔、正面で向き合う少年が、忽こつ然ぜんと現れていた。

「ね？　準備が万ばん端たんなら、君の保ほ持じする莫ばく大だいな〝存在の力〟で、こんな真ま似ねもできる」

　使い込まれた旅りよ装そうを纏まとい、金色の髪かみを靡なびかせ、黒い瞳ひとみを輝かせる、少年。細い体に壊こわれるほどの躍やく動どう感かんを漲たぎらせた、命の鮮あざやかさを具ぐ現げん化かしたような──『永遠の恋人』ヨーハンが。
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「別の体を、構成したのか!?」

　驚きよう愕がくしか表せない悠二に、

「そういうこと。〝存在の力〟は全ての構こう成せい要素なんだから、一人も二人も、量さえ在れば可能だよ。初めまして、だね、坂井悠二君……と〝祭さい礼れいの蛇へび〟さん」

　ヨーハンは陽よう気きに笑いかけ、

「挨あい拶さつついでは不ぶ躾しつけだけど、これ、返してもらうよ」

　同じく顔の傍かたわら、鏡かがみ合あわせに付けていた掌てのひらを、笑顔のまま、離してゆく。

　と、

「う、うっ!?」

　己おのれの奥おく底そこで、要かなめとなる物が動いた感かん触しよくに、悠ゆう二じは背せ筋すじを凍り付かせた。得たはずの剛ごう力りきを込めるが、合わせた掌てのひらを引き剝はがすことも振り払うこともできず、大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を持った方の手も、後こう頭とうから伸びる竜りゆう尾びも、金かな縛しばりにあったように麻ま痺ひして動かない。

　掌と掌が離れた二十センチ程ほどの挟間はざまに、黒と琥こ珀はくの炎ほのおが噴ふん出しゆつして、すぐ消えた。

　後には、剝むき出しの歯車を集しゆう積せきして組み上げられたなにかだけが、残っている。

「これ、は……これが！」

「うん。こっちも君には初めまして、かな？」

　鼓こ動どうとともに歯車を回し、嚙かみ合う先のない凹おう凸とつを外へと向けた、永遠の心しん臓ぞう。

　悠二も初めて実じつ見けんするそれこそ、時の事じ象しように干かん渉しようするという不ふ世せい出しゆつの永久機き関かん。




「宝ほう具ぐ『零れい時じ迷まい子ご』さ」




　ヨーハンが掌を下げるごとにジリジリと離れつつあるそれを、

「やら、せるか」

「ははっ──『良いではないか。元来が僕のものなのだ』──ってね」

「ぬうっ……!!」

　悠ゆう二じは嘲ちよう弄ろうへの反発と戦せん慄りつへの抵てい抗こうを力に変え、引き止めんとする。己おのが計画を遂すい行こうするための担たん保ぽであり、なによりトーチたる存在を維い持じし続け得た根こん源げんでもある。元の持ち主であろうが、絶対に渡すわけにはいかなかった。

（くそっ、シュドナイは……っ）

　途と中ちゆうまで思って、それが無む駄だな求めであると理解する。

　現在、倒とう壊かいの危き機きに瀕ひんしている巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』は、『三柱臣トリニテイ』の一ひと柱はしらにして将しよう軍ぐんたる〝千せん変ぺん〟シュドナイの剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』によって支えられている。この異常事じ態たい下かで、彼が守るべき儀ぎ式しきの中ちゆう核かくたる『真しん宰さい社しや』頂いただきの神しん殿でんから動くわけがないことは容易に察しが付いた。所しよ詮せんは盟めい主しゆの操あやつり人形に過ぎない代だい行こう体たい、状況に余よ裕ゆうがなくなれば、共に遊ぶ理由もない。

（そうだよ、な）

　彼だけではない。巨塔を囲む［仮装舞踏会バル・マスケ］全軍、世界中から押し寄せる〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟、数あれど危険を押して坂さか井い悠二を助けに来る者など皆かい無むだった。彼らが信しん奉ぼうするモノは、渦うず巻まき荒れ狂う風のさらに上、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』となる卵を抱いて輪を描く、黒い蛇へびなのだから。

　かつて共にあった人々を敵に回し、今在るどこにも真の味方はいない、ただ一人。

（ああ、分かってる、分かりきっていた、ことじゃないか）

　悠二はその冷れい厳てつな事実に、怒りも恨うらみも、まして寂しさも悲しさも覚えない。

（この異い変へんを本当に気に掛けているのは、ベルペオルくらいだろう）

　ただ、認にん識しきした事実を材料に、感情の制せい御ぎよに利用できるものを精せい製せいする。

（なら、今の有あり様さまはなんだ……考えて、動け……なんのために、戦ってきた）

　限界を超えた力を燃え上がらせるための発はつ火か点てんとしたそれは、叱しつ咤た。

（この程てい度どのことに耐えられなくて、乗り越えられなくて……これからをどうする!!）

　離れつつあった『零れい時じ迷まい子ご』が、掌てのひらの間、宙の一点で止まった。

　ヨーハンの笑顔に、軽い感かん嘆たんがこもる。

「へえ、抵てい抗こうできるんだ？」

「そうだ……それこそが、この坂井悠二だ」

　自己暗あん示じをかけるように、悠二は断だん言げんしていた。

（他には誰だれも、誰もいない、ただ一人で──）

　と、新たにした誓ちかいをぶち壊こわすように、降ってくる。

　猛もう烈れつな速度で、紅ぐ蓮れんの煌きらめきを翼つばさとして引く、少女が。

　思いの外にあった、この世界での、もう一人として。

（──シャナ!?）

　と口から声の出るより先に、灼しやく眼がんと目が合っていた。

　それだけで彼女が、彼女だけが助けに来たと分かる。

　明確に敵てき対たいしていながら、この状況下かで、ただ一人。

　その強きよう襲しゆうするシャナの真ま横よこ、風に新たな流れが、攻こう撃げきの予よ兆ちようとして発生したことを、

「!!」

　彼女の後こう背はいに浮かぶ紅ぐ蓮れんの眼め『審しん判ぱん』が感かん知ちした。反はん射しや的に、自じ在ざいの黒こく衣い『夜よ笠がさ』の上にもう一枚、紅蓮の障しよう壁へき『真しん紅く』が眩まばゆく展開する。

　僅わずか遅れて、その実体すら伴う強きよう固こな表面を、琥こ珀はく色いろの一いち撃げきが重く叩たたいた。

　ダメージを負わないまでも、強きよう烈れつな圧力に軌き道どうを逸そらされた彼女へと、

「させない」

　やや遠く、無ぶ骨こつな手てつ甲こうで固めたフィレスの右拳こぶしが突き出される。逆に軽く開いた左ひだり掌の上では、直径二メートルほどの球きゆう状じように風が渦うず巻まき、胎たい児じの姿し勢せいで眠る吉よし田だを包んでいた。

　向き合う形で空に静せい止ししたシャナは、彼女らの様さまを両の灼眼で真まっ向こう、睨にらみ付ける。

「それは、こっちの台詞せりふ」

　不ふ敵てきな言葉の裏で、自分を召しよう喚かんした少女を人ひと質じちのように扱う〝紅ぐ世ぜの王〟のやり口に対する憤ふん激げきが燃え上がっていた。元より、互いに利用し合うだけの間あいだ柄がら、信用などしていない（ヴィルヘルミナはそうでもないようだが）。愛する男のためなら、どんな非ひ道どうも断だん行こうする女と分かってもいた。ゆえに、この怒りはフィレスの敵てき対たいについてのものではない。この戦いに巻き込まれてしまった友達を思いやってのものである。

（一かず美みには拒こばみようのないことで……そう、悠ゆう二じを助ける、とでも唆そそのかしたに違いない）

　一方で、やはり、という思いもある。

　戦せん闘とう開始の直前、田た中なか栄えい太たから『坂さか井い悠二が吉田一美を連れて行った』との急きゆう報ほうを受けた時点で、既すでにこうなることの見当は皆して付けていた。これまでに張り巡らせた手て管くだの周しゆう到とうさに鑑かんがみれば、どのような甘かん言げんを弄ろうしてでも、あらゆる恫どう喝かつを駆く使ししてでも、フィレスは自身を召しよう喚かんさせるに決まっていた。吉田の覚かく悟ごに応え、その身を縛しばっていた封ふう印いんだろう『タルタロス』を斬きった瞬しゆん間かんに出現したことが、誤ご算さんと言えば誤算だったが、どの道、主しゆ導どう権けんが囚とらわれた少女の側にあったとは思えない。それこそ、フィレスが狙ねらわせた機会かも知れないのだ……。

　それら推測は、全くフィレスに対する偏へん見けんから来るもので、心しん情じよう面めんにおいては的まと外はずれだったが、事じ象しようの結果としては同一のものとなっている。

　ゆえにシャナとしては、眼がん前ぜんに立ち塞ふさがる〝王〟の姿すがたに、驚きも戸と惑まどいも覚えない。これまでの協力も、今の状況を作り出すための布ふ石せきだったのだから、気に病む意味も引け目を感じる必要もない。当然、大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』を指し向けることへの迷いもなかった。

「今さらあんなことをさせるために、私たちも、一美も利用したって言うの？」

「ええ」

　フィレスは、それこそ今さら、という顔で平へい然ぜんと答えた。

「ここに近付けないよう、周りの風を搔かき混ぜておいたのに、よく飛び込んで来られたわね。もしかして、その浮かんでる眼めは、探たん査さの自じ在ざい法ほうなのかしら？」

　男を守る女として、いっぱいに喜びを溢あふれさせ、彼女は待つ。すぐにでも抱きつきたい気持ちを抑える恋人として、ヨーハンが『零れい時じ迷まい子ご』を取り戻す時を待っている。

　シャナも、それが分かっていて、迂う闊かつに飛び込めない。

「そう。全部、見えてる」

　少年を守る少女として、すぐにでも悠二の許もとへ突とつ進しんしたい気持ちを抑え、彼女は探る。戦せん士しとして、気力充じゆう実じつした手て練だれの〝王〟を躱かわす道を、冷静に慎しん重ちように探している。

　互いに会話が、成じよう就じゆまでの時間稼かせぎ、隙すきを探す手段となっていた。

　その口くち火びを切ったのは、シャナの胸に下がる、黒い宝石に金の輪を意い匠しようしたペンダント。神じん器ぎ〝コキュートス〟に意い思しを表ひよう出しゆつする〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールである。

「この状況全すべて、貴き様さまの狙ねらい通り、というわけか？」

「どうかしら。ヨーハンの望みに近づいた、とは思うけれど」

　いっぱいの喜びに幾いく分ぶんかの感情的異い物ぶつを混ぜて、フィレスは答えた。相あい対たいする紅ぐ蓮れんの煌きらめき、その壮そう麗れいさに眼を細め、異物の方の力で、笑う。

「この状況が、どんな想いで引き起こされたのか、教えてあげても……まあ、お節せつ介かいね。この子の本ほん意いでもないでしょうし。それより」

　言いたいことを言うと、今度は異物ではない方の力で、笑った。

「ヨーハンの邪じや魔まは、させない」

　この、自分の全てを表す無む邪じや気きな喜びに、

「する」

　純じゆん粋すいな怒りを以て、シャナは立ち向かう。

　と、フィレスが無む造ぞう作さに、ぽい、と吉よし田だの入った風の球たまを前に放り投げた。

　球は羽う毛もうのようにゆっくりと、二人の間に漂い出てゆく。人ひと質じちか賞品か、あるいは戦いの障しよう害がい物ぶつとするつもりか、行為の意い図とは判はん然ぜんとしない。

　ただ、シャナはその行為の陰で、フィレスが戦せん闘とう態勢に入るのを……具体的には、無ぶ骨こつな手てつ甲こうに覆おおわれた両拳こぶしが固く握り締しめられていくのを、見て取っていた。

「シャナ、焦あせりは」

「禁きん物もつ……分かってる」

　アラストールの助じよ言げんで、自じ明めいのことをより明確に意識し、備える。

　隙すきを狙ねらうだけの弛ゆるみは、会話の中で消化されてしまった。

　あとは、激げき突とつの中から戦せん機きを摑つかみ取るしかない。

　女おんな二人は、各おの々おのの男のため、時を計る。

　一方の男二人は、

「余よの中にいて、全てを見ていた、と言ったな」

「言ったけど、それが？」

　未いまだ掌てのひらの間に『零れい時じ迷まい子ご』を据すえて対たい峙じする体勢を崩くずしていない。

　時とき折おり、宝ほう具ぐの周りに黒と琥こ珀はくの火ひ花ばなを散らすほどに引き合う様さまは逆に、二人こそが自身の核かくによって宙の一点へと縫ぬい止められているようにも見えた。

　悠ゆう二じは説せつ得とくの誠まことではなく、我が意いの熱によって相手に譲じよう歩ほを迫る。

「なら、この坂さか井い悠二が何をしようとしているのかも、知っているのだろう」

「まあ、二つばかりね。だから僕らの『零れい時じ迷まい子ご』を、はいどうぞ、と差し出せと？」

　ヨーハンはそんな──まるで〝徒ともがら〟の如ごとき──率そつ直ちよくな要求を笑い飛ばした。

　熱を帯びた悠二の黒い瞳ひとみが、炎ほのおを吹きそうな力を向ける。

「そうだ。そのためなら強ごう引いんでも暴ぼう慢まんでも、やると決めた……決めて、そうしてきたんだ」

「なるほど、その辺りは理解できなくもないか。僕らも似たようなものだし」

　物わかりのよい風ふうを見せるも一いつ転てん、

「でも、同どう意いは出来ないな」

　向き合う少年と同じ『零れい時じ迷まい子ご』の〝ミステス〟は、笑いの中に明快な不満を混ぜた。

「方法はともかく、結果が気に食わない」

　予想外がいの方向から来た拒きよ絶ぜつに、悠二の眉まゆ根ねが寄る。

「結果？」

「そう、もちろん神様の方じゃない。坂さか井い悠二君の方の、結果だよ？」

　分からないという顔に、ヨーハンは再び額ひたいをぶつけるほどに近く、顔を近付けた。燃える目に目を合わせて、しかし全く怯ひるまない。

「殊しゆ勝しような誓ちかいだとは思ったけど、ただそれだけ。つまらないし、面白くないし、なにより身み近ぢかにいる誰だれにとっても不幸だ。そんなことへの協力なんて、御ご免めん被こうむるね」

「遊びでやってるわけじゃない!!」

　からかわれた、と思った悠二は『零れい時じ迷まい子ご』を引き寄せる手に、より力を入れる。

　からかったつもりなど毛もう頭とうないヨーハンは、むしろ相手の反応を心しん外がいに思った。言い含めるように、近付けた真剣の面おも持もちへと声を掛ける。

「坂井悠二君、君はなんでも綺き麗れいに片付けようとしすぎなんだよ。こうしたから、そうしなければ、って理り屈くつで、自分をその結果へと追い込んでる。馬ば鹿か馬鹿し──」

「できる限りのことをやって、今までやったことへの罰ばつも受ける、それのなにがいけない」

　無む理り矢や理りに遮さえぎった宣せん言げんは、しかしヨーハンの再びの声で、

「好きな子が不幸になるのは、いけないことだろう」

「っ──」

　継ぐべき言葉を失った。

　反はん論ろんする意味すらない、それは感情論ろん。

　悠ゆう二じは、自身への真の脅きよう威いが眼がん前ぜんにあると感じた。

　間違いなく全ては、シャナのためにやってきたこと──

「口では彼女のためと言いながら、不幸の結果に突き進んでいる。とんだ矛む盾じゆんじゃないか」

　でありながら、結果的にはシャナを悲ひ境きように立たせて──

　脅威とは強きよう大だいな敵でも、計画阻そ止しの手段でもない。

　全てを知った部ぶ外がい者しやの、無ぶ遠えん慮りよな感想。

　客きやつ観かんの、感情論だった。

「罰ばつを受け、企き図とを果たした先にしか、シャナと共に歩む道は、ない」

　辛かろうじての抗こう弁べんも、ヨーハンは全く寄せ付けない。

「ふうん、やっぱり罰と企図の二つ、か。随ずい分ぶんとお行ぎよう儀ぎがいい……いや、頭でっかち、と言うべきかな。もしかすると、夢ゆめ叶かなえる神様とも、そういうところで気が合ったのかもね」

　自覚しつつも、理り屈くつと使命感かんによって誤ご魔ま化かしてきた悠二の奥おく底そこが、容よう赦しやなく掘り返され抉えぐり出され、眼がん前ぜんに突きつけられる。まさしく、こうしたから、そうしなければ、という自己の強きよう迫はく観かん念ねんから来ていた割り切りの道理──シャナに対する運命の押しつけを。

「だいたい罰はともかく、企図の方は、遠えん大だいな計画と言うより、無む謀ぼうな夢ゆめ物語じゃないか」

「さっきからなにが言いたい。これだけのことをやった。これからもやる。他に道はない」

　反発の声が、苛いら立だたしいほどに切せつ迫ぱくする。

　常ならば寄せ付けるはずもない感情論ろんに、なぜこれほど動どう揺ようしてしまうのか。

　悠二は理り性せいを総そう動どう員いんして考え、

（存在の根こん幹かんである『零れい時じ迷まい子ご』を奪うばい合っている危き機き的な状況のせいか、それとも、いきなりの暴ばく露ろと指し摘てきに面めん食くらったせいか……いや、違う……！）

　そして、ようやく気が付いた。

　原因が、受け取る自分の側ではなく、相手の側にあることを。

　彼ら『約束の二人エンゲージ・リンク』は、坂さか井い悠二が創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の代だい行こう体たいとなって以降、初めて出くわすこととなった、余よ計けいな枷かせを持たない者たちなのだった。

　配はい下かの［仮装舞踏会バル・マスケ］構こう成せい員いんや他の〝徒ともがら〟らは、創造神と合ごう一いつした少年に踏み込めない。

　使命を前ぜん提ていとするフレイムヘイズらは、少年などではなく、その企き図とや行為を見ている。

　シャナや吉よし田だ一かず美みは逆に、一人の少年である彼を、力や心で押し止めようと努めていた。

　しかし、ヨーハンとフィレスは、創造神という〝紅ぐ世ぜ〟に関わる者として尊そん崇すう・畏い怖ふすべき超ちよう存在を、成されつつある創造すらも、一いつ切さい気に留めていない。少年が自己正せい当とう化かのため厳げん重じゆうに固めた理り屈くつの鎧よろいの内側にも軽々と踏み込み、さらには踏み荒らして、なんの心苦しさも感じていない。お互い以外は、どうなろうと知ったことではないのである。

　そして、だからこそ、最悪なことに、彼は彼女は話しやすい存在なのだった。無む責任ゆえに直ちよく截せつで、無む関係ゆえに言葉が届く、そんな存在がこんな核かく心しんの場に出現してしまっていた。

　悠ゆう二じが絞しぼり出した決意の表ひよう名めいに対してすら、

「他に道はない、ね」

　全くの他ひ人と事ごととして、物もの見み高だかくも赤せき裸ら々らに、ヨーハンは物もの申もうせてしまう。

「愛が根っこの理由なら、もっと自分勝かつ手てに振る舞ってもいいと思うけどな」

「シャナがそれを許すわけがない。現に今、戦っている」

　悠二が事実を突きつけたつもりで言っても、別べつ方向から軽く反はん撃げきしてくる。

「ちゃんと全てを明かした上で、協力を求めたわけでもないのに？　目的を達成する戦いばかりに目を向けて、肝かん心じん要かなめの彼女の方を疎おろそかにするのはどうかと思うよ」

　それは、悠二が想そう定ていし備えていた三種──この状況でそれ以外が来るわけなかった──からの攻こう撃げきではなく、しかも的てき確かくに急きゆう所しよばかりを突いてくる……が、他のなにより、

「シャナなら頭もいいし、分かってくれるんじゃないかな」

「……!!」

　シャナを気安く呼び捨てにされたことに、悠二は心しん底ていを大きく波立たせた。波立たせた、という段階で辛かろうじて押し止め得たのは、この動きを起き爆ばく剤ざいに『零れい時じ迷まい子ご』をもぎ取れ、という尋じん常じようならざる理り性せいの働きによるものである。

「それを期待するほど、能のう天気じゃない」

　冷たいほどの声とは裏うら腹はらに、恐るべき力が『零れい時じ迷まい子ご』を引き合う掌てのひらへと注そそがれる。

「むしろ『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞう阻そ止しの材料にされる可能性の方が高い。坂さか井い悠二自身の計画は、創造の成功の上に立っている。万まんが一いちの危険も冒おかすわけにはいかない」

　引き合うのではなく摑つかみ取ろうと、悠二は掌てのひらを握り込んでいた。

　対するヨーハンは、その飽あくなき渇かつ望ぼうの強さに呆あきれたように、ただ肩をすくめる。

「期待が危険、ね。君って奴やつは本当に、お堅かたいなあ」

　と、その中で、

「というより、ははあ……そうか、分かったぞ」

　急に得とく心しんがいった風ふうに頷うなずいた。

「どうも目的の大きさと身を捧ささげる姿し勢せいの割に、シャナに対する気持ちが、どこか二歩三歩退ひいてるように思えたんだけど」

　再びの呼び捨てに、いっそう握る力を強める悠二は、次の一ひと言こと、




「さては君、愛をなめてるんだな？」




　完全に想そう定てい外がいな、意味の分からない言葉の繫つながりに、思わず訊きき返す。

「……なんだって？」

　言ったヨーハンは、頻しきりに頷うなずきを繰くり返して、自分の回答を検けん証しようしていた。傍かたわらで続いている『零れい時じ迷まい子ご』の引き合いを、ほとんど文字通りの片かた手て間まとして、問い質ただす。

「愛があるのに、それをそのまま相手にぶつけちゃ駄だ目めだ、自分の行為の言い訳わけに使っちゃ駄目だ、って自じ縄じよう自じ縛ばくに陥おちいっている。君の愛は、どんどん世界を狭くしているんだ？」

　説せつ教きようではない。

　嘲ちよう弄ろうでもない。

　無む知ちなる者を発見した、賢けん者じやの感心だった。

「愛ってのは実際、君が恐れているような理り屈くつや利害に左右されたりしない、なんでもできる最強の動どう因いんになる、途と轍てつもなくすごいものだってのに」

　悠ゆう二じは根本の性格から、それを無む制限に許きよ容ようすることができない。真しん理りの一面として感かん得とくできるほどの経験も時間も持てなかった。ゆえに、懐かい疑ぎと反発でしか返せない。

「ただ言葉で言われて、それを信じろと？」

「ははっ、そう言うんだろうな、君は」

　ヨーハンは根本の性格として、それこそが真理と感じている。感じたものを恋人と深め高め合って、確かつ固こたる価か値ち観かんとして根付かせていた。ゆえに、平へい然ぜんと論ろん評ぴようできる。

「まだそれを知らない内に……いや、自分が幸福になることは許されないと判断して、確かにあるものを振り払って、ここまで来てしまったんだから」

「おまえに、来てしまった、なんて言われる筋すじ合あいはない」

　どこまでも癇かんに障さわる相手への怒りを加えて、悠二は『零れい時じ迷まい子ご』を、より強く握りこんだ。

　と、涼すずしい顔で対たい峙じするヨーハンが好き放ほう題だい、

「筋すじ合あいがあろうとなかろうと、僕が僕の感想を言うのは勝かつ手てだよ」

　言う傍かたわら、風を介かいし耳に届いた恋人からの、

《いいよ、ヨーハン》

　小さな、睦むつ言ごとのように甘い囁ささやきを聞くや、

「こう、するのもね」

　呆気あつけなく引き合っていた掌てのひらを──離す。

「っ!?」

　反動で跳ね上がった自分の掌を、悠二は目め線せんで追っていた。自分の引く手が切れたのではなく、相手が切ったことを、今や掌しよう中ちゆうに握られた『零れい時じ迷まい子ご』を確認することで、知る。真しん贋がんの証あかしこそなかったが、分かった。外そと向むきに歯車を回す心しん臓ぞうが、自分のモノになった、と。

　それは一いつ瞬しゆん、宙で不安定に揺れ、また次の一瞬、黒い炎ほのおに包まれ、消えた。

　胸の奥深くに、今まで抜け落ちていたピースが嵌はまった感かん触しよくを、悠二は得る。そうしてようやく、不ふ可か解かいな行動を取った少年、空になった〝ミステス〟へと、怪け訝げんの視線を投げた。

　ゆっくりと遠ざかりつつあるヨーハンは、変わらず笑っている。

「そんなに怪あやしまなくても、小こ細ざい工くなんかしないよ。取り合ったのも、連中を探して引き上げるまでの暇ひま潰つぶし。元々、今の僕らには不要なモノだったんだから……ああ、そうだ」

　いよいよ分からないことを言う、その指が教きよう鞭べんのように、悠ゆう二じを差す。

「楽しい会話のお礼に、元もと・同どう居きよ者として一つ、お手て本ほんになる惚気のろけを聞かせてあげるよ」

　悠二にとって、そんなことはどうでもいい。綱つな引ひきに勝った、と吞のん気きに喜べるわけもない。むしろ自分が『零れい時じ迷まい子ご』を手にし、彼が離れたことで起きるだろう、何事かを恐れた。

「なにを、する気だ？」

　ゆっくり問いかける陰で、大たい剣けんを持つ腕、後こう頭とうの竜りゆう尾び、さらには全身が金かな縛しばりから解き放たれたか、動どう作さの気け配はいを漏もらさぬよう注意を払って確かめる。

　ヨーハンの方も、訊きかれたことなど無む視しして、自分の言いたいことだけを言う。

「僕がフィレスを大好きなわけは、凝こり固まったものを吹き浚さらい、遠く広くへと導く、爽そう快かいな力だからさ。今という時も、僕らは奇き跡せきの代だい価か分ぶんだけ、この軋きしむ場に風を入れる」

　底そこ意い地じの悪い、愉ゆ快かいげな笑いを添えて。

「つまり、なにをする気か、といえば……君たちが固めた今を、吹っ飛ばしてやるのさ」

「!!」

　悠二は問い質ただす言葉でもない、動どう揺ようの表情でもない、ただ理り性せいの働きとして、眼がん前ぜんの脅きよう威いへと斬きりかかっていた。剛ごう力りきに振るわれる大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』が、琥こ珀はく色いろの風を裂さいて奔はしる。

　この問もん答どう無む用ような斬ざん撃げきに、ヨーハンは軽く風を纏まとうだけで向き合った。いかな高速の突とつ進しんをも軽やかに躱かわす羽う毛もうとして、殊こと更さらな回かい避ひの姿し勢せいも取らず、ヒラリと身を舞わせる。

　と、舞う風の正面から、斬ざん撃げきの動どう作さから連続した後こう頭とうの竜りゆう尾びが横よこ一いち文もん字じ、強きよう烈れつな打だ撃げき力を伴って飛んできた。竜尾は黒い炎ほのおを噴ふん出しゆつして、羽毛を焼き尽くさんとする。

　ヨーハンは、笑えみにスパイスとしての真しん剣けん味みを混ぜつつ、右掌てのひらに丸まる盾たて状じようの自じ在ざい式しきを展開、突き出した。自在式と黒い炎、激げき突とつの反はん発ぱつ力で、一気に距離を取る。

　させじと悠二は追い、衣ころもの袂たもと、自らにある影の内から銀の歯車や鎧よろいの破は片へんを、宙に湧わいた雪崩なだれのように吐き出した。広こう範はん囲いに質しつ量りようの暴力が追いすがる。

　丸盾状の自在式を、腕を払って消去するや、ヨーハンは纏まとっていた風の威い力りよくを強めて、銀の雪崩を吹き飛ばした。これら、十数秒の攻こう防ぼうを経て、

「おいで、フィレス!!　次は僕たちの番だ！」

　自分からは決して始めないだろう、最さい愛あいの恋人へと、呼びかける。

　自分からは決して始めないが、求められれば最さい速そくで、彼女は来る。

「うん、ヨーハン!!」

　眼がん前ぜん、にらみ合っていたフレイムヘイズをも放り出して。

　放り出されたシャナは、フィレスを追わなかった。どんな奸かん計けいの種に使うのか、と警けい戒かいしていた、吉よし田だの入った風の球たままで、彼女は置き去りにしていったからである。

　その意い図とは、全く風のように捉とらえどころがない。

　逆に、誰だれが見ても分かる明け透すけなものもあった。

　好こう意いを超えた、圧あつ倒とう的な愛情。

「ヨーハン、私、ちゃんと全部やったよ？」

「うん。分かってる、フィレス……ありがとう」

　子供のように抱きつく恋人を、少年は優しく抱き留め、頰ほおに頰を寄せる。

「嫌いやだったけど、頑がん張ばったの。すごく、すごく頑張ったの」

「辛つらいことをさせて、ごめんね。でも、だからこそ、嬉うれしいよ」

　そうして二人、右手と左手、左手と右手を、結んだ。

　瞬しゆん間かん、無限の力が湧わくように、風の勢いが増す。

「大好きな、僕のフィレス。もう、何なん人ぴとにも──」

「うん、ヨーハン。二度と、私たちを離させない」

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の上部を包んでいた琥こ珀はく色いろの風が、絞しぼり込まれるように細まった。頂点は塔の上空から、底てい辺へんは塔の基部まで、荒れ狂う一本の竜たつ巻まきと化している。

　その中心に浮かぶ『約束の二人エンゲージ・リンク』は、片方の手を解いて、共に下方へと差し出した。

　まるで、客を招待するように。

　動どう作さに応え、自じ在ざい式しきによる道が生まれる。

　二人を始し点てんに、琥珀色に輝く絨じゆう毯たんとも見える、道が。

　道はどんどん直ま下したに伸びて、遂ついには竜たつ巻まきの底へと突き刺さった。

　巨きよ塔とうの傍かたわら、真ま南な川がわの川面かわもだったそこが、大きく水みず煙けむりを巻き上げて弾はじける。

　同じ竜巻の中に囲われた、別の二人、

　シャナは自分たちがこの地に運ばれてきた経けい緯いから、また後こう背はいに燃やす自在法ほう『審しん判ぱん』の力によって、二人が誰だれを招いているのか、なにをしようとしているのかを察する。

（今さら、逃げるつもり？）

　悠ゆう二じは竜巻の発生を攻こう撃げきの予よ兆ちようかと警けい戒かいしつつ、常のように状況を探り考えを巡らせようとして、己おのれの体に新たな異常が発生していることに気付き、攻撃の出で足あしを止めた。

（な……どういう、ことだ!?）

　前ぜん者しや二人に応じて、後こう者しや二人を余よ所そに、琥珀色を映して霞かすむ水煙の中から、場に似つかわしくない一つのモノが出現する。咆ほう哮こうと言うには無む機き質しつな、エンジンの唸うなりを上げて。




　それは、車。




　自在式しきで編まれた道を真ま上うえへと駆かけ登る、丸っこいライトバンだった。

　本来エンブレムのあるだろう平へい坦たんなフロントマスクに、木製の角かく張ばった獣けものの頭が壁かべ掛かけのお面よろしく貼はり付いており、その口がカクカクと動いて、やけっぱちな男の声が溢あふれ出す。

「行くぞパラ！　飛ばせぇ!!」

「はいぃー！」

　運転席で情なさけない悲鳴を返したのは、緑色の制服制せい帽ぼうの運転手。ゴーグルやスカーフで隠かくされた顔、純じゆん白ぱくの手て袋ぶくろの端はしから袖そで口ぐちにかけて覗のぞく手首は、幽ゆう鬼きのような陰りでできている。

「用意された道だ、この期ごに及んで誤るなよ」

　その真ま上うえ、車の屋根にあぐらを搔かいて行く先を鋭く睨にらんで言うのは、顔に隈くま取どり、纏まとうは着き流ながし、という出いで立たちの女。組んだ腕になぜか、ごついツルハシを抱え込んでいる。

　忽こつ然ぜんと出現した彼らは〝深しん隠いんの柎ふ〟ギュウキ、〝輿よ隷れいの御ぎよ者しや〟パラ、〝坤こん典てんの隧すい〟ゼミナ。

　フィレスによって駆かり出され、御み崎さき市しへの強きよう襲しゆうを仕掛けんとするシャナ一派をニューヨークから日に本ほんに、さらにその内二人を秘ひそかに巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』内へと潜せん入にゆうさせた、隠いん蔽ぺいと遁とん走そうに抜きん出た才さい覚かくを持つ〝徒ともがら〟の運び屋──［百ひやつ鬼き夜や行こう］だった。

　パラの〝燐りん子ね〟であるライトバンが、急きゆう加か速そくで自じ在ざい法ほうの道を辿たどってゆく。車体を左右させながら、道の先せん端たんに在る『約束の二人エンゲージ・リンク』目指して。

「ちいっ、何な故ぜこうも──!!」

　悠ゆう二じは、自身に起きた新たな異い変へんへの対たい処しよを一いつ旦たん措おく、その罵ののしりを乗せて、助じよ勢せいと見た怪あやしげな一団へと黒い炎えん弾だんを多数、撃うち放った。

　細い道にタイヤを貼り付かせ疾しつ走そうするライトバンは、応おう戦せんしない。

「ひえぇええ!?」

　運転手であるパラの腕うで前まえは見事なもので、情なさけない叫びとは裏うら腹はらに、車はやや乱らん暴ぼうながら右に左に、また速度差さをも利用して破は壊かいの豪ごう雨うを搔かい潜くぐってゆく。

　行く先にも数十からの炎えん弾だんが炸さく裂れつし、燃え上がる黒い炎ほのおが行く手を阻はばむが、屋根の上で片かた膝ひざ立ちになったゼミナが舌した打うちしつつツルハシを一ひと振ふり、車を通すだけの大おお穴あなを開けた。

「ちっ、ギュウキさん、早いところ回かい収しゆうを！」

　その突とつ進しんの先せん端たん、フロントマスク中央のお面ことギュウキが、走行中の車体側そく部ぶから木製異い形ぎようの腕を伸ばしてサイドドアを開け、今回の雇やとい主ぬしらへと鋭く声をかける。

「旦だん那な、姉あね御ご、早く乗んな!!」

　応えて『約束の二人エンゲージ・リンク』は自在法の道から手を離し、

「ありがとう、フィレスが世せ話わになったね」

「手て筈はず通りにお願い」

　向かってくる車、サイドドアの内へと身み軽がるに飛び移った。そうして二人、振り向いてから能のう天気に明るく声を合わせて、

「「それじゃ!!」」

　これから駆かけ落ちでもするかのような別れを告げた。

　告げられた悠ゆう二じは、眼がん前ぜんの行為が意味するところを察して、

（襲しゆう撃げきじゃない、逃とう走そうのための合流!?）

　大きな危き機き感かんを抱きつつも、即そく座ざに制せい止しのため動けずにいた。

（辛かろうじて『零れい時じ迷まい子ご』を譲ゆずられた現状で、なおも不ふ確かく定てい要素の塊かたまりのような彼らを深ふか追おいすべきなのか？　そうでなくとも不可解な異常に襲おそわれているというのに──）

　逡しゆん巡じゆんの間を埋める、当面の妨ぼう害がいとして再び放たれた炎えん弾だんも、

「──!!」

　至し近きん、行く手を遮さえぎる壁の如ごとく出現した、巨きよ大だいな紅ぐ蓮れんの掌てのひらによって阻まれる。

　火ひの粉こと散った掌の向こう、

「シャナ」

「……」

　勢いを殺さず、上へ上へ駆け抜けんとする車との間に割って入る形で、双そう翼よくを燃やし滞たい空くうするシャナが現れていた。その表情は固く、悠二同どう様ようの迷いが微かすかに見える。

（……これで、よかったのかな）

　彼女の『審しん判ぱん』は、直ちよく視しせずとも背後で起きたなにもかもを捉とらえていた。

　全くの勘かんだったが、予想通りになった。

　車は『約束の二人エンゲージ・リンク』のみならず、吉よし田だをも連れ去ったのである。

　彼女を入れた風の球たまが、車体側そく部ぶに生はえた異い形ぎようの腕に捕らえられ、化ばけ物ものに吞み込まれるようにサイドドアの内へと消えた。待ちわびていたかのようにドアを閉めた車は、加速する。

（もう一かず美みに危き害がいを加える気け配はいもない、その意味もない……むしろ、この危険な場所から退たい避ひさせてくれる、悠二の企き図とを阻そ害がいすることで動どう揺ようも誘える）

　と、理り屈くつでは分かっていたが、やはりシャナは不安を拭ぬぐいきれなかった。

　悠二に負けず劣らず、なにをしでかすか分からない『約束の二人エンゲージ・リンク』への不ふ審しんが──いかにヴィルヘルミナが弁べん護ごしようとも──厳げん然ぜんと、ある。ヨーハンが『零れい時じ迷まい子ご』を放棄したことも、よからぬ企たくらみの一いつ環かんなのでは、と大いに疑っていた。が、

（今は、行って）

　結局のところ、そう結けつ論ろん付づけざるを得ない。

（アラストールがなにも言わないのは、それが現状での最さい善ぜん策さくだって認めてるからだ）

　胸に下がるペンダントの無む言ごんで、改めて選択の正しさを確信し直す。

　それに、現実問題として、吉田を奪うばい合いながら戦えるほど、状況に余よ裕ゆうがない。

　勝敗の際きわで非情の行為に出て、こちらの動揺を誘うのは、間違いなく［仮装舞踏会バル・マスケ］の側である（効果の有う無むが分からずとも、とりあえず試してみるだろう）。もしそうなれば、悠二がどのような行動に出るか、流りゆう動どう的な状況の先行きがなおさら不ふ透とう明めいになる。

（だから、一かず美みを遠ざけておく……どのみち、この戦せん場じように安全な所なんてないんだから）

　冷れい然ぜんと考えつつも、フィレスに『審しん判ぱん』の機き能のうを隠かくさず告げたことが、吉よし田だ一美の安全保ほ証しようの一いち助じよ、あるいは脅おどしとなっているはず、と根こん拠きよある希望的観かん測そくをも抱く。

　対する悠ゆう二じは、立ち塞ふさがるシャナを前に、目め線せんだけを僅わずか上に流して、『約束の二人エンゲージ・リンク』が遁とん走そうするのを、吉田が連れ去られるのを、見送っていた。見送らざるを得なかった。問もん答どうをして道を開けてもらうにも、離り脱だつは早はや過すぎて、もう追いつけない。

「あれも、シャナの作戦？」

　常ならば危き機きにこそ冴さえる彼の精神は、天敵たる二人エンゲージ・リンクを前にしたときだけは変へん調ちようを来きたす。自身の計画に必要不ふ可か欠けつな少女を奪だつ取しゆされたことへの動どう揺ようが、その表情に滲にじんでいた。

「さあ？」

　とぼけたシャナは彼の表情、変調により入った皹ひびの隙すき間まから、一つの事実を見出す。

（──そう、か！）

　対たい峙じする『零れい時じ迷まい子ご』の〝ミステス〟に異常が起きているという、事実を。

　短い会話の間に、もう車は竜たつ巻まきの頂いただき、径けいを細める渦うずの中へと突っ込んでいた。突っ込まれた渦は、まるで風船の割れるが如ごとく、粉こな々ごなに弾はじけ飛ぶ。

　後には、ゆっくりと広がり薄れゆく竜巻が在るのみ。

　車は中身もろとも、現れたときと同じく唐とう突とつに、消えていた。

　頭上には再び、世界の卵による銀色の輝きと黒い蛇じや身しんが現れつつある。

　その、ぽっかり開いた空くう域いきに、シャナと悠二が所しよ在ざいなさげに取り残されていた。双そう方ほう、仕切り直しの間を計って、苦く笑しよう寸すん前ぜんの顔を見合わせている。

「……」

「……」

　最初に口を開いたのは、実際に苦笑を浮かべた悠二。

「……不ふ確かく定ていなことが起きると、つい頭で考えるのが先に立って出で足あしが鈍るね。咄とつ嗟さの判断を下すには、まだまだ場ば数かずが足りてないってことかな」

　自己の弱点を平気な顔で洗い出した少年に、真ま顔がおを崩くずさないシャナは、これまでずっとそうしてきたように、的てき確かくな助じよ言げんで答える。

「逡しゆん巡じゆんの気け配はいを感じたときは、まず前に出る。その反はん射しやを身につければ、かなり違ってくるはず。少なくとも、今みたいに後こう悔かいはしなくて済む」

「なるほど。ここにある覚かく悟ごを、戦いに反映させればいいんだ」

　悠二は親おや指ゆびで胸を押さえ、その陰で思し考こうを猛もう烈れつに回転させていた。

（周囲に満ちる〝徒ともがら〟を、そう易やす々やすと突とつ破ぱはできないはず……まだ、追える）

　吉田が連れ去られたことで、坂さか井い悠二の計画は、まず彼女を奪だつ還かんするところからやり直さなくてはならなくなった。今や、頭上の銀の卵は大きく膨ふくらみ、黒い蛇へびの環わの内を埋めようとしている。午前零れい時じも含めた、多くのことを成すべき時は、容よう赦しやなく迫っていた。

　満ちる時の近さは、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟にとって好こう材料である。

　が、それは同時に、代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じにとっての悪あく材料にもなっていた。

（実行の時にズレがあるとはいえ、確保が必ひつ須すであることに違いはない）

　早急に逃とう走そうした車を天地の全軍に追わせよう、この風さえ止めば遠えん話わも通じる、儀ぎ式しきの邪じや魔ま者と布ふ達たつすればいい──と次々対たい策さくを連ねる理り性せいの働きで、心を平静に引き戻す彼へと、

「悠二」

　シャナが容よう赦しやなく、先から彼を襲おそっている新たな異い変へんを突きつけた。

「あなた、感知能力をなくしたでしょう？」

「──!!」

　隠かくそうとしていた秘ひ密みつを速そつ攻こうで暴あばかれ、固まった悠二に、シャナは笑いかける。

　彼女は『審しん判ぱん』で、吉よし田だを回かい収しゆうした車が、直後にどうしたのかを、明確に捉とらえていた。

　作られた幻まぼろしが勢いよく上に、姿すがたを消した実じつ体たいが反はん転てんして下に、それぞれ走った……即すなわち、車は竜たつ巻まきの頂点で消えたのではなく、全くの逆、竜巻底てい辺へんの川面かわもに向かったのである。

　そして、これまで鋭えい敏びんに全ての事じ象しようを捉とらえていた悠二が、どういうわけか、まんまと幻の逃走に引っかかって、目め線せんを上へと流した……即ち、彼の感かん知ち能力は失われている。

　確信した理由は、二人で手を握り合い鍛たん錬れんしていた頃からの、親指で不明確なモノを確認する癖くせ……即ち、『零れい時じ迷まい子ご』を奪だつ還かんしてなお、そうさせる異変が、彼の身に起きている。

　見たものに意味を見出し、積み上げたもので確定する。

　誤ご魔ま化かしようのない指し摘てきに面して、また戦いでの不利を悟さとって、

「酷ひどい奴やつらだったな、本当に」

　それでも悠二は笑い返していた。この期ごに及んで、不利の一つ二つで揺るがされるほど、温ぬるい覚かく悟ごはしていない。ハッキリに答えなかったのは、せめてもの見み栄えである。

　その見栄を男として理解するアラストールが、単たん刀とう直ちよく入にゆうに尋たずねる。

「奴の抜けた影えい響きようか」

「さあ？　遠えん話わが通ったら、ラミーにでも訊きいてみようかな」

　とぼけるように、相手の興きよう味みをそそる事こと柄がらと名前を持ち出すことで、自身も考えを巡らせる時間を数秒、稼かせいだ。稼ぎ、考え、言い、

「言われてみれば確かに、彼から構こう造ぞう解かい析せきの講こう義ぎを受けたとき、奴と原因不ふ明めいの感かん知ち能力が、不ふ確かく定てい要素として一ひと括くくりになってたように思うし……まあ、原因究きゆう明めいよりも」

　その結けつ論ろんとして、手にある大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を握り直す。

「うん、お互いやるべきことが、ある」

　シャナも、大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』を両手で正面に構えた。

　引ひっ搔かき回された後に、二人は新しい形で、向き合う。

　吉よし田だ一かず美みは、全く願った通りに、それまで二人が選び、完全な形で驀ばく進しんしていた『望まない形』を崩くずし、『そうじゃない』状況……混こん沌とんへと傾けることに成功したのだった。







　存在を隠いん蔽ぺいし、真まっ逆さかさまに真ま南な川がわの水面へと疾しつ走そうしていたライトバンの斜め前方に、巨きよ大だいな背中が聳そびえ立っている。

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の基き部ぶを破は壊かいし引き倒そうとした『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシン操あやつる、瓦が礫れきの巨きよ人じんだった。それが、地じ響ひびきと水みず煙けむりを撒まき散らしながら、河かわ中なかによろめいている。塔とう破壊に疲ひ労ろうしたわけではない。琥こ珀はく色いろの風が薄れたのを機に、河川かせん敷しきに詰めかけていた〝徒ともがら〟らが、めいめい炎えん弾だんによる遠距離攻こう撃げきを仕掛けていたのである。

　体中に色とりどりの爆ばく発はつを起こし、巨人の身を形作る『真しん宰さい社しや』の建けん材ざいが砕くだけてゆく。一つ一つが大した威い力りよくでなくとも、また川には踏み込まない遠くからの攻撃でも、数千もの集中砲ほう火かが間かん断だんなく浴びせかけられれば、流石さすがに足取りがよろめく程てい度どの影えい響きようは出る。

　彼ら［百ひやつ鬼き夜や行こう］は、その火か線せんに飛び込みつつあるのだった。

　車に取り憑つくことで隠いん蔽ぺいを行っているギュウキが、泡あわを食って叫ぶ。

「パラ、旦だん那なの敷しいた道から外れても構わん、避けろ！」

「いえ、道と巨人を盾たてに突とつ破ぱします!!」

　事こと運転に関しては、パラは名人である。集中砲火の効果範はん囲いが、彼らの駆かけ下る自じ在ざい法ほうの道と瓦礫の巨人との間に、微かすかな隙すき間まを空あけていることを看かん破ぱしていた。

　未だ一本の道として川面かわもに突き立っている自在法にも、炎えん弾だんは容よう赦しやなく降り注そそいでいるが、ヨーハン謹きん製せいの逃とう走そう経けい路ろはびくともしていない。横よこ合あいからの直ちよく撃げきさえ食らわなければ、十分突とつ破ぱが可能、とパラは判断した。

　彼の〝燐りん子ね〟であるライトバンが、ハンドル捌さばきに応えて車しや首しゆを左右に振り、襲おそい来る炎弾を躱かわしてゆく。そうして数秒、目もく論ろ見み通り巨人と道の間に車が差し掛かった──瞬しゆん間かん、




　褐かつ色しよくの光を撒まいて、巨人が大だい爆ばく発はつを起こした。




　その巨きよ体たいを構成していた膨ぼう大だいな建材が火か山ざん弾だんのように飛び散り、周囲一いつ帯たいに降り注そそぐ。ご丁てい寧ねいにも破は片へんは再び爆ばく裂れつ、榴りゆう散さん弾だんと化し、微び細さいな欠片を絶ぜつ大だいな殺さつ傷しよう力りよくとしてばら撒まいた。

　空中にあった者、地上にあった者、全てに等しく死が襲おそいかかり、褐かつ色しよくの爆発の内に吞み込み、消し飛ばしてゆく。一帯はまさに煮えたぎる炎えん熱ねつの葬そう場じようと化した。

　パラは、これら唐とう突とつな災さい厄やくの発生に驚きよう愕がくしつつも、

（これは、避けられない！）

　決してブレーキを踏まず、一いちか八ばちかの加速をかける。

　と、その勇気に運命が応えたのか、あるいは単なる偶ぐう然ぜんか、車の前方で、信じ難がたいことが起きた。破は片へんが一つとして自じ在ざい法ほうの道に当たらず、爆ばく発はつも起きなかったのである。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの真ん中に道は開け、車は川面かわもへと一気に走り抜ける。

　が、破片の代わりに一つ、車へと飛ひ来らいする何者かの、

「ぬっ!?」

　気け配はいを察して、ゼミナがツルハシを振るった。

　その切きっ先さきに、鉄てつ塊かいが衝しよう突とつする。

「何なに奴やつ!?」

　叫んで、着き流ながしの身が姿し勢せいを低く落とした。衝しよう突とつの反はん発ぱつ力を次なる刺し突とつの回転へと変へん換かんされたツルハシ、その反対側がわの切っ先が奔はしる。

　が、再び無む造ぞう作さに、巌いわのような鉄塊が正面から受け止めた。

　そこまで打ち合ってから、ようやくギュウキが声を上げる。

「待て、ゼミナ！」

「なに？」

　手の痺しびれを隠かくして構えるゼミナは眼がん前ぜん、屋根に降り立っていた姿すがたを、初めて認めた。

　鉄てつ棒ぼうを屋根に立てた少年、それは一いつ旦たん別れたはずの、本日の乗客の一人。

「ああ、お邪じま魔ましますよ」

　吞のん気きに挨あい拶さつする巨きよ人じんの操そう者しや、『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシンだった。

　その手に絡む飾り紐ひも型がたの神じん器ぎ『サービア』から〝不ふ抜ばつの尖せん嶺れい〟ベヘモットも声をかける。

「ふむ、先と違って、随ずい分ぶんと乱らん暴ぼうな接せつ客きやくだの」

　言う間に、車は川面へと着ちやく水すいし、巨きよ塔とうからの離り脱だつを始めていた。カムシンによる周囲の爆ばく破はが、当面は航こう跡せきを眩くらませてくれるはずである。地下に潜もぐってもよかったが、これはネタがばれていた場合、逃げ道がなくなるため危険として避けた（そしてその判断は正しかった）。

　とにかく、彼ら［百ひやつ鬼き夜や行こう］はこれから雇やとい主ぬしが良しと言うまで、周囲を無む数すうの〝徒ともがら〟に囲まれた御み崎さき市しを逃げ回らねばならない。そんな中での闖ちん入にゆう者は、大いに迷めい惑わくだった。

　頭とう目もくとしてギュウキが、屋根に獅し子し舞まいのような首を伸ばして尋たずねる。

「今さら強ごう引いんに飛び乗ってくるたあ、どういう了りよう見けんだい、カムシン翁おうよ。こちとら、新しい客を乗せて別の道を行かにゃならんのだぜ？」

「それより、どうやって我らの位置を摑つかんだのだ。ギュウキさんの隠いん蔽ぺいを、そうそう見み破やぶることはできんはずだ」

　ゼミナの方は用よう心じん棒ぼうとして、一いち味みの安全について問い質ただした。

　カムシンは平へい然ぜんと、麦むぎわら帽ぼう子しの下に目め線せんを隠かくして答える。

「ああ、祭さい壇だん近きん辺ぺんの破は壊かいと攪かく乱らん、という私に課せられた役割はほぼ果たし終えましたからね。その後は各かく人じんが最善と思える行動を取れ、という事じ前ぜんの取り決めに従ったまでのことです」

「ふむ。お主ぬしら、これから大たい軍ぐんの中を逃げ回るのじゃろう？　新しい客も、拾った娘むすめも、もちろんお主ら自身にとっても、護ご衛えいは多い方が良いと思うがの」

　ベヘモットも言ったが、肝かん心じんな部分……車の位置を把は握あくできた理由には答えていない。

　隠いん蔽ぺいの腕うで前まえに相そう応おうのプライドを持つギュウキは面白くなかったが、ゼミナを軽く超える戦せん闘とう力の持ち主であるフレイムヘイズの古こ老ろうを、腕ずくで追い出せるはずもない。

「そういうことなら断る理由もねえ、か」

　もの言いたげなゼミナを目め線せんだけで押さえつつ、互いの念ねん押おしを兼かねた説明をする。

「お嬢じようちゃんを奪うばって逃げる、なんて言われないだけマシだ。旦だん那なと姉あね御ごは、まだあのお嬢ちゃんに用があるらしいからな。降車のタイミングは、用が済んでから改めて相談するさ」

「ああ、では改めて、宜よろしくお願いします」

　言って、カムシンは手にある鉄てつ棒ぼう『メケスト』を無む造ぞう作さに振るった。

　その猛もう烈れつな威い力りよくの余よ波はが、至し近きんに飛ひ来らいしていた炎えん弾だんの流れ弾だまを接せつ触しよく前に破は裂れつさせる。熱ねつ波ぱと炎ほのおが車しや体たい上部に降りかかり、川面かわもを走る軌き道どうを、ややよろめかせた。

　と、状況確かく認にんのためか、水中で警けい戒かい線せんを張っていたらしい［仮装舞踏会バル・マスケ］の構成員、巨きよ大だいな亀かめが、頭と甲こう羅らを浮ふ上じようさせた。他にも、水面下かから近づく影が数十は見て取れる。

（ちっ、流石さすがに人ひと手でが有り余ってるだけのことはあって、包ほう囲いに隙すきがねえ……こりゃ地下も危なかったか）

　ギュウキが舌した打うちする間にも、パラが慌あわててハンドルを切り、車は浮上した小島のような障しよう害がい物ぶつを避けていた。

　幾いくら姿すがたと気け配はいを隠いん蔽ぺいしていても、不ふ用意に戦えば居い所どころは露ろ見けんしてしまう。実力行こう使しは、せめて誤ご魔ま化かしが利く状況で、それも最さい低てい限げんのみに留めなくてはならない。そうでなくとも、今回のように戦せん場じようにいること自体が例れい外がい中の例外、彼ら［百ひやつ鬼き夜や行こう］は、あくまで運び屋なのである。穏おん便びんに済ませられるならそれに越したことはない。

「あんまり目立つ真ま似ねしてくれるなよ、カムシン翁おう。冷や冷やしたぜ」

　弱気が声こわ色いろにも表れている頭とう目もくを、用よう心じん棒ぼうが──不満は不満として──叱しつ咤たする。

「今の炎弾は、打ち落とさねば直ちよく撃げきしていたぞ。一つ統とう制せい下かで動く［仮装舞踏会バル・マスケ］だけじゃない、楽園を目当てに集まった有う象ぞう無む象ぞうどもまで好き放ほう題だいに暴あばれている状況なんだ。最低限であっても、降りかかる火ひの粉こは多い……ギュウキさん、ここは腹の据すえどころだ」

　言葉に詰まるギュウキの頭に向き合ったカムシンが言い、

「ああ、その通り。一いち事じの混乱を収しゆう束そくし、正式に捜そう索さく命令が出れば、隠おん密みつ行動はより難しくなります。今や世界中から〝徒ともがら〟が押しかけている、この有ゆう利り不ふ利りどころではない状況であっても、ある程てい度どは飛び込んで、道を切り拓ひらいて行くしかないでしょう」

「ふむ、とはいえ、儂わしらも無む謀ほうを働くつもりはないぞ。最さい低てい限げんの交こう戦せんで抜けられるなら、それに越したことはないしの。まあ、相手がこの数では、最低限がどれほどの大きさになるか、計り難がたいところではあるが」

　ベヘモットもまた、平へい然ぜんと苦く難なんの戦いへの覚かく悟ごを表ひよう明めいした。

　ギュウキはぐうの音ねも出ない。

「ええい、分かった、分かったよ畜ちく生しようめ。姉あね御ごの依頼を受けた時から、こうなるだろう、って思ってたからな。その代わり、しっかり護ご衛えいの方を頼むぜ」

「ああ、鋭えい意い努力しますよ」

　カムシンは素そっ気けなく返しつつ、先から一ひと言ことも発しない『約束の二人エンゲージ・リンク』が、吉よし田だも乗せた車内でなにをしているのか、不ふ審しんの眼差まなざしを足あし下もとに向けた。

　風の中を駆かけ抜けた車は、風を起こした者らを乗せて、戦せん場じように走り出る。







　混こん沌とんの象しよう徴ちようのような、全てを隠かくし揺り動かす琥こ珀はく色いろの風が薄まるまで、将しよう軍ぐん〝千せん変ぺん〟シュドナイは、自らが突き立てた剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』の上に蹲うずくまっていた。

　彼の意のままに形も大きさも変える宝ほう具ぐたる剛槍は今、カムシンの巨きよ人じんによって基き部ぶを崩くずされ、倒とう壊かいの危き機きに瀕ひんした巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』を支えるための芯しん柱ばしらとなっている。

　塔の頂いただき、創そう造ぞうの儀ぎ式しきを行う神しん殿でん中央に突き出た、柱どころか一つの塔とも見み紛まごう物体は、巨きよ大だい化かした槍やりの石いし突づき、ほんの端はしなのだった。

　大きすぎて石突に見えない、そこから足を投げ出して、シュドナイは算さん段だんする。

（そろそろ、向こうもやりたいことを終えた頃ころ合あいか）

　彼が『約束の二人エンゲージ・リンク』の引き起こした危険極きわまりない騒そう動どうに面してなお、待たい機きしていたのは無む論ろん、槍やりなしでの戦いを避けたからではない。元より身一つでも強きよう大だい極まる〝紅ぐ世ぜの王〟、その気になれば、風の中に突っ込んで、相そう応おうの戦せん果かを上げることもできたはずだった。

　が、彼はそうしていない。

　理由は単純で、神殿の守しゆ護ごが、代だい行こう体たいの援えん護ごよりも重要だった、それだけである。

　彼が果たすべき使命は創そう造ぞう神しんの儀式を守ることであり、具体的には神殿の床に輝く銀ぎん色いろの影だった。これは頭ず上じよう、世界の卵たまごの内で生いけ贄にえに供きようされている巫み女こ〝頂いただきの座くら〟ヘカテーの存在の投とう写しや、目に見える儀式の一いつ端たんなのである。

　この場を迂う闊かつに離れて、儀式への望まぬ干かん渉しようをされては本ほん末まつ転てん倒とうだった。それに代行体とはいえ、所しよ詮せんは盟めい主しゆの意い思し総そう体たいを宿しているだけの道具、危険を押して助ける義ぎ理りもない。

（個人としては助すけ太だ刀ちするにも吝やぶさかではないが、盟主殿どのにも付けるべき格好ってものがあるだろうからな……無ぶ粋すいは止めておくさ）

　などと半なかば本気で思いつつ、彼は風の止むまでの時を過ごしていたのだった。

（なにより、時を潰つぶしてくれるのは、こちらとしてもありがたいことだ）

　やがて風も薄れ、その内に浮かぶ人ひと影かげの見え始めた頃ころ合あいに、向こうも監かん視ししていたのだろう、中央制せい御ぎよ室しつに在る参さん謀ぼう〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟ベルペオルからの遠えん話わが来る。

《まんまとしてやられた、と言うべきかね。代だい行こう体たいご執しゆう心しんの少女は『約束の二人エンゲージ・リンク』と［百ひやつ鬼き夜や行こう］が連れ去ったようだ》

「［百ひやつ鬼き夜や行こう］だと？　いや……そうか」

　意い外がいな名を聞いてシュドナイは驚き、しかし同時に得とく心しんもしていた。連れん中ちゆうの手て引びきがなければ、この警けい戒かい厳げん重じゆうな『真しん宰さい社しや』にまで、カムシンを運び込むことなど出来るわけもない。

「しかし、奴やつらがアレを連れ去って、どうしようというのだ。元々盟めい主しゆ殿どのにしか利用価か値ちのないモノだろうに。わざわざ救きゆう出しゆつしてやるほどの間あいだ柄がらだったのか？」

《さてね、嫌いやがらせ以上の意味があるとも思えないが……まあ、そっちの処しよ置ちは盟主が行われるだろうさ。それより、『儀ぎ装そうの駆かり手』の派は手でなやりようから見て──》

　参謀の声こわ色いろに漂う微かすかな警けい戒かいの色を、将しよう軍ぐんは察する。

「ああ、あれは陽よう動どうで、他にも潜せん入にゆう者がいるだろうな。『震しん威いの結ゆい手』は敗はい戦せん処理に追われているとして、姫ひめ様と連つるんでいた面子めんつから『弔ちよう詞しの詠よみ手』か『輝き爍しやくの撒まき手』、もしくはその両方、というところか？」

《ふむ……抜け穴は潰つぶした、という油ゆ断だんを突いて、異なる方法で同じ手を取るとは、少々意い表ひようを突かれたよ。混乱が収まり次し第だい、塔とう内部の捜そう索さくはこちらで改めてやるとしよう。外の方は任せるが、先の混乱でなにか変化はあったかね？》

　訊きかれて、サングラスが戦せん場じよう全体を見み渡わたす。

　今のところ、実行が危ぶまれているのは、少女を連れ去られた代行体・坂さか井い悠ゆう二じの計画だけで、彼ら［仮装舞踏会バル・マスケ］の絶対的な優ゆう位いには微み塵じんの揺らぎもない。

　再び出現した『約束の二人エンゲージ・リンク』は、確かに不ふ確かく定てい要素ではあったが、事じ態たいの中ちゆう核かくからの逃とう走そうに移った以上、もはや大たい勢せいに影えい響きようを及ぼすほどの真ま似ねをするつもりはないだろう。

　市街の三さん方ぽうで戦せん闘とう中の『大地の三さん神しん』らは、既すでに前進を止めて長い。連中は確かに世界最さい強きようクラスの討うち手だが、今回ばかりは戦う数が二ふた桁けた三み桁の単位で違っていた。

　塔とうの基き部ぶでは、ようやく暴ぼう風ふうの影えい響きようから脱した、教きよう授じゆの操あやつる鉄てつ巨きよ人じんが動き出している。これらと戦っている二人の討ち手らも、まず危き急きゆうの脅きよう威いとはなり得ない。

　シュドナイは驕おごりも油ゆ断だんもなく、平へい明めいに結けつ論ろん付づける。

「全体としては問題はない。片付けるべきは潜せん入にゆう者と……なにか企たくらんでいる姫様だな」

《なるほど。では、せいぜい刻限までにキッチリ追い詰めて、手の内全すべてを暴あばいておくれ》

　返ってきた頷うなずきの気け配はいと気き軽がるな要よう請せいに、思わず苦く笑しようが漏もれた。

「安全な場所から簡単に言ってくれる。そっちこそ、中から妙みような真ま似ねをされんでくれよ」

　と減らず口ぐちを叩たたいたが、実のところ今の状況こそ、彼かれ自身も携たずさわった戦せん争そう計画の既き定てい方針に沿ったものなのである。調子がいい、と責めるのはお門かど違ちがいではあった。

　方針とは他でもない、突とつ撃げきをかけてくるだろうシャナ一いつ派ぱへの対たい抗こう策さくを、街に溢あふれかえる無む数すうの〝徒ともがら〟で押し止めての乱らん戦せんではなく、核かく心しんの場である巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』付近へと引き込んでの直接対たい決けつで決める、というもの。

　シャナ一派の用意しているだろう秘ひ策さくが用いられる対たい象しようは『真しん宰さい社しや』や創そう造ぞう神しん、なにより世界の卵であることは予想するまでもない。仮に外がい縁えん部ぶでの乱らん戦せんにしてしまうと、その乱戦をこそ利用して、こちらの隙すきを突かれる可能性が高くなる。制せい御ぎよの利かない大たい群ぐんが押し寄せる状況になることが分かり切っていれば、なおさら危うい。

　であるなら、先の自じ在ざい式しき打ち込みのように思う存ぞん分ぶん、隠かくしている策を吐き出させて、刻こく限げんまでに全てを使い切らせるべきなのである。

　ベルペオルは、なされるだろう妨ぼう害がいを見み越こした上で、笑っていた。

《されたとて、最後には、ままならぬものを全て、ひっくり返してやるさ》

「豪ごう儀ぎな話だが、まずは目先のことを片付けねば、な」

　色合いの違う笑いを込めつつ、シュドナイは別の場所へと声を送る。

「そういうわけで、そろそろ腰を上げるつもりだ。まだ塔とうの調整は終わらんのか、教きよう授じゆ」

《ストォーップ・ザ・タイム！》

　と、どういう意い図との言葉か分からない、遠えん話わでなお声の大きい、絶ぜつ叫きようが返ってきた。

　声の主ぬしは言うまでもなく、『教授』こと〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオン。

　彼は今、機き器き管かん制せい室しつへと居きよを移し、シュドナイが『神しん鉄てつ如によ意い』を抜いても塔とうが倒とう壊かいしないよう、各部構こう造ぞうを弄いじり回している最さい中ちゆうだった。遠話でありながら、背後の五う月る蠅さい機械の駆く動どう音おんや蒸じよう気きの噴ふん出しゆつ音おんまで届けてくる。

《んんーっふふふ！　置ぉーいて積み上げ結ゆわえて組んで、壊こわれたモォーノを建ぁーって直す!!　以いぃー前に増して頑がん丈じように、二ぃー度目は決ぇーっして許さない！　こぉーれぞ改かい造ぞう！　こぉーれぞ前進！　名ぁー付けて呼ぶは、ェエーックセレントなウィル・パゥワ──ッ!!》

　忙せわしない身動きを想そう像ぞうさせるほど楽しげに弾はずむ、しかし求めた答えが欠片かけらもない声に、シュドナイはゲンナリした。最初からこっちに訊きいておけば、と反省しつつ、教授の〝燐りん子ね〟にして助手たる『我が学がくの結けつ晶しようエクセレント28−カンターテ・ドミノ』へと声をかける。

「つまり、どうなっているんだ、ドミノ」

《はい、将しよう軍ぐん閣かつ下か！　現在『星せい黎れい殿でん』からの変形機き構こうで稼か働どうを終えた箇か所しよと、余よ剰じよう部品のピックアップ、および強きよう度ど計算と仮か想そう実験を終えたところでございますです！　これらを常じよう時じ稼働状態にすれば、相当威い力りよくの攻こう撃げきを受けても、塔は自立を保てるはかほとひいはたはたはた〜》

《ドォーミノォー!!　こぉーれから順序立だてた解説で、華かぁー麗れいなるクライマァーックスを演出しようとしぃーていた私の意い図とを台だい無なしにするとは、そぉーれでも私の助手ですか!?》

《ひいはたひいひいはたひい、すいません教授〜》

　放っておけばいつまでも漫まん才ざいをやっていそうな二人を、ベルペオルが促うながす。

《要するに、いつできるんだね》

《いぃーつかいつならいつまでも、直ただちというなら──スイーッチ・オン!!》

　ポチッ、という妙みような音に呼こ応おうして、巨きよ塔とうが鈍い震しん動どうを始めた。

《あっ、教きよう授じゆ！　まだ将しよう軍ぐん閣かつ下かが槍やりを!!》

「！」

　ドミノの声に走る切せつ迫ぱく感かんから察して、シュドナイは瞬しゆん時じに『神しん鉄てつ如によ意い』を通常の大きさに戻した。自然、引き抜かれた場所が完全ながらんどうとなる。

　が、芯しん柱ばしらを抜かれた塔は、崩くずれない。

　なにかの予よ兆ちようとして、不ふ自然な硬こう直ちよくを数秒。

　やがて、塔とう基き部ぶの川面かわもに立っていた波が、警けい戒かいのため歩き回る鉄てつ巨きよ人じんの起こすそれを超えて細さざ波なみへ、またすぐ大おお波なみへと変わっていった。

　その揺れに応じて、輪りん郭かくがふやけるように少しずつ浮き上がってゆく。これは、各部の結けつ合ごうを一いつ旦たん解いたことによる、体たい積せきの膨ぼう張ちようだった。いつしか装そう甲こう板ばんの奥で唸うなっていた駆く動どう音おんも程ほどなく停止し、狭間はざまから漏もれた蒸じよう気きが緩く辺りに漂い出す。

　再び、数秒。

　間を置いてから、部品が雪崩なだれを起こして、表面のみならず内部構こう造ぞうまでをも巻き込む整理を始めた。カムシンがもぎ取った基部にも、雪崩は流れ込んで空白を埋め、次の一いつ瞬しゆんで組み上がる。装甲板は隙すき間まも空あけずに組み合わさって覆おおいをかけ、新たな構造材ざいが下から順じゆん番ばんに積み上がっていった。大だい重量の擦こすれ合う音だけが、その誕生を飾る。

　そうして、一分にも満たない変へん容ようの時を経て、巨塔『真しん宰さい社しや』は、新しく生まれ変わっていた。周囲に浮かぶ岩がん塊かい群ぐんや居い並ならぶ鉄巨人らの防ぼう御ぎよ機き構こうを従え、より頑がん丈じように固められ、より耐たい性せいを持たされて、真ま南な川がわの中に聳そびえ立つ。

　ついでに、機き器き管かん制せい室しつが周りの機き材ざいごと、塔基部から真ま横よこに突き出される。

　ガシーン、とロックされた衝しよう撃げきで、そこに座っていた教授とドミノが我に返った。

　歯車の両目をぐるぐる回して、ドミノが慌あわてふためく。

「きょきょ教授ぅ!?　機器管制室が外に露ろ出しゆつしてるんでございますで……あ、まさか、仮か想そう実験での再さい構こう成せいパターンを、修正し忘れたんじゃひいはたはたはたはたー」

「そぉーんなイィージィーなミス！　こぉーの私が」

　マジックハンドに変えた手で助手を抓つねり上げていた教授は、そこで一いつ旦たん言葉を切り、

「こぉーの管制室ブロックを組ぅーみ込んだ場合、塔全ぜんーっ体たいの強度が一ランク下ぁーがってしまうがゆえの！　美しき自じぃーっ己こ犠ぎ牲せいの英えい断だんと言ぃーいなさい!!」

　声の勢いだけ、なんとなくのフィーリングで、もっともらしいことを高らかに叫んだ──その光景を、浮かぶ岩塊の陰から見て取った二人が、

「出ました!!」

「ああ、出たな、ひょっこり」

　言い合う間にも速そつ攻こう、眩まばゆい極きよつ光こうを一いつ閃せんさせた──その輝きが、教きよう授じゆの眼鏡めがねを眩く照らし、弓なりの軌き道どうを描く、神しん速そくの狙そ撃げきとして飛んでくる。

「ぬひゅおぉぉー!?」

　ズドン！

　と、エネルギーの炸さく裂れつではない、制せい止しによる衝しよう撃げきが走り、叫んだ教授の眼がん前ぜんで極光は軌道を真ま横よこに変えた。そのまま、黄蘗きはだ色いろの自じ在ざい法ほうを輝かす掌てのひらへと受け止められる。

「やれやれ……」

　いつしか管かん制せい室しつの縁ふちに舞い降りていた、暗あん灰かい色しよくのトップハットにテールコートという怪あやしい出いで立たちの紳しん士し──〝冀き求きゆうの金きん掌しよう〟マモンが、老ろう若にやく判はん別べつの付かない白はく皙せきの美び貌ぼうで嘆たん息そくした。

「あまり予想外がいすぎる心配をさせないでください、ダンタリオン教授。心しん臓ぞうに悪い」

　言いつつ掌の上で、捕えた極光を玩もてあそぶ。これは、意い中ちゆうのものを思いの儘ままに引き寄せ摑つかみ、また押し退のけ払う自在法『貪どん恣し掌しよう』である。

　ドミノが、ガスタンクのように丸い体をヘナヘナと座らせながら感謝の言葉を述べる。

「たた、助かりました、〝冀き求きゆうの金きん掌しよう〟様〜」

「なに、心臓以い外がいには易やすい手て間まです。それより、間違いなく連中はここを集中して狙ねらってきますよ。もう一度、塔とうを再さい構こう成せいして内部に退たい避ひできないのですか？」

　マモンの当然といえる危き惧ぐに、教授は白はく衣いを大きく翻ひるがえして請うけ合う。

「心しんっ配ぱぃーご無む用よう！　元々機きぃー器き管っ制室は『星せい黎れい殿でん』超ちよう・変へん・形けい！　巨きよぉー大だい怪かい獣じゆう形けい態たいのザ・コォーックピットとして作られています！　ゆぅーえに防ぼう御ぎよ機き構こうもまぁーた万ばんっ全ぜん!!」

「怪、獣……？」

　自分たちの本ほん拠きよ地ちが機械の化ばけ物ものとなる光景を想そう像ぞうして、マモンは思わず目め頭がしらを押さえた。

　傍かたわら、教授の次なる行動を予想して機器の予備稼か働どうを始めるドミノがボソッと呟つぶやく。

「その変形案あんは参さん謀ぼう閣かつ下かに却きやつ下かされたのに、気分だけでも味わいたいって、管制室ブロックにだけコッソリ変形機構を残すから、こんなエラーを起こすんでございますでふすひいはたはたはた」

「とぉーっにもかくにも！　キャノピー閉へい鎖さっ！」

　再び助手をつねり上げつつ、教授は手て前まえの、黄き色いろと黒で彩いろどられたレバーを引いた。

　瞬しゆん間かん、金属の擦こすれる音を響ひびかせて、二人を入れた管制室が装そう甲こう板ばんで覆おおわれる。さらに、技術的には優れた余計な細工として装甲板が透とう明めいになり、中の二人を透すかして見せた。

「こぉーれでよしっ！　鉄てつ巨きよ人じんたちのモードを防ぅーっ御から攻こうぅーっ撃げきに切きり替かえ!!　とぉーっととっとと、あぁーの停てい滞たい不ふ憫びんの失ぃーっ敗作さくその他ほか一名を片付けまぁーすよぉー！」

「はいでございますです!!　モード切替！　『揮き拳けんの圏けん套とう』を防御から攻こう撃げきに！」

　実に楽しげに、二人は立ち働き始める。

「ふう。では、こちらも──」

　吐と息いきを漏もらしつつ、掌しよう中ちゆうの極光を握り潰つぶしたマモン、その意識の内に、やり取りが落ち着くのを待っていたらしい、ベルペオルとシュドナイからの遠えん話わが届く。

《マモン、ご苦労だが、しばらく教きよう授じゆのお守もりを頼むよ》

《相手が相手だ、十分用よう心じんしてかかれ。上の始し末まつは、俺おれがやる》

「は、お任せを」

　言う彼の周りでは、鉄てつ巨きよ人じんらが一いつ斉せいに激しい動きを見せていた。拳こぶしに発生させていた渦うず、あらゆる物体を両りよう界かいの狭間はざまへと押し出し消しよう滅めつさせる必ひつ殺さつ武ぶ器き『揮き拳けんの圏けん套とう』を構え、さらに三角帽ぼう子しのような首を回して遠く、岩がん塊かいの一いつ郭かくへと両目の焦しよう点てんを合わせる。スポットライトになっているそれらが絞しぼり込まれ、熱ねつ線せんとなって迸ほとばしる、

　寸すん前ぜん、

　標ひよう的てきだった岩塊自体が、鮮あざやかな極光の輝きを放って打ち砕くだかれた。粉こな々ごなに飛び散る岩の欠片かけらが、僅わずか遅れて浴びせられた無む数すうの熱線を受け止め、代わりに溶よう解かいする。

「来ましたね」

　予想通りの対応、その意味する戦いの再開に、マモンは戦せん慄りつの笑えみを浮かべた。

　赤しやく熱ねつ化かして飛び散る岩、

　川面かわもから濛もう々もうと上がる水すい蒸じよう気き、

　乱らん雑ざつに交差し破は壊かいをまき散らす熱線、

　対たい象しよう物ぶつを探し右う往おう左さ往おうするスポットライト、

　全てを圧して輝く極きよつ光こうが、戦せん闘とう機きとも見えるシルエットを押し立てて、飛ひ来らいする。

「計画とは少し違ったけど、引きずり出したって結果は同じかな？」

「あるモノみんなぶち壊こわしてー、ってのよりは楽に済んだわね」

「どっちにせよ、みんなぶち壊すことになりそうだけどさ！」

　鏃やじり型がたの神じん器ぎ〝ゾリャー〟を駆かる『極きよつ光こうの射い手て』キアラ・トスカナと、

「さあ、て……俺おれたちに課せられた、事によっちゃ一いち番ばん大事な役割を果さなきゃな」

「プレッシャーに足を取られない程てい度どに、張り切っていこうか」

　同どう乗じようして十じゆう字じ操そう具ぐ型がたの神器〝レンゲ〟と〝ザイテ〟をかざす『鬼き功こうの繰くり手』サーレ・ハビヒツブルグ、二人のフレイムヘイズである。

　風の生んだ小しよう康こう状態は、ややとは言えない大きな変化を経て、また破られる。













　巻き起こった琥こ珀はく色いろの風にも、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の変へん容ようにも、ほとんど影えい響きようを受けていない者たちがいる。御み崎さき市しの北、西、東、三さん方ぽうで繰くり広げられている死し闘とうの演えん者じやらである。中ちゆう核かくにおけるそれに比べ、遙かに大きな規模と熾し烈れつさを見せながら、あくまで周しゆう辺へん状況でしかない戦いは、飽くことなく、いつ果てるともなく、ただ続いていた。

　行こう為い自体は甚はなはだ単純なもの。

　即すなわち、『大地の三さん神しん』と〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の殺し合い、ただそれだけ。

　しかし、やがて当とう事じ者の一方、〝徒ともがら〟を指し揮きする［仮装舞踏会バル・マスケ］の守備隊たい長ちようらは気付く。単純に見えるもう一方、『大地の三さん神しん』の行為が、あまりに不ふ自然なものであると。

　彼らの立場にいなければ、気付けないことだった。

　北方、

　真ま南な川がわの川面かわもで、『滄そう波はの振ふり手』ウェストショアが戦っている。

　乱らん戦せん、などという生なま易やさしい光景ではない。

　世界中から続ぞく々ぞく集まってくる無む数すうの〝徒ともがら〟と、

　その中で孤こ軍ぐん奮ふん闘とうするウェストショア、ただ一人。

　圧あつ殺さつ、という言葉を具ぐ現げん化かしたかのような、絶望的な多た対一いちなのだった。

　もっとも当人の様よう子すは、開戦時じから全く変わっていない。

　全ぜん方向から群がり立って襲おそいかかってくる〝徒ともがら〟の中心で、年ねん齢れいの摑つかめない麗れい容ようを今にも泣き出しそうなまでに崩くずしたウェストショアが、小さく跳ねた。

「はいっ！」

　トン、と軽く踏まれた水面が、深く鈍い衝しよう撃げきを伴う波は紋もんを広げてゆく。震しん源げんたる彼女から離れる毎ごとに、波紋の振しん幅ぷくは大きくなり、最初は足を取られる溝みぞ、やがては眼がん前ぜんを塞ふさぐ壁、最後には密みつ集しゆうしていた〝徒ともがら〟らを数百から吞み込む怒ど濤とうと化した。

　同時に彼女自じ身しんは、盛り上がった周囲の反はん作用か、下方へと撓たわんだ水面によって川底近ちかくまで沈ちん降こうする。その凹へこんだ場所から見渡せば、まるで水すい族ぞく館かんの如ごとく三百六十度、波に吞まれた者、元から忍しのび寄っていた者、数多あまたの〝徒ともがら〟がビッシリと取り囲んでいた。

　これら、殺さつ気きに満ちた視線の集中を受けて、

「痛いですよ？」

　なお彼女は、聞こえもしない相手を気き遣づかい、可か憐れんに踊る。足あし下もとに波紋を薄く連ねてクルリクルリ、手て先さきで空気を緩やかに搔かいてヒラリヒラリと、回った。

　応じて水中に、彼女を囲む形で不ふ吉きつな影が数十、ゆらりと過よぎる。鮫さめの群れ──と〝徒ともがら〟らが脅きよう威いに背せ筋すじを凍らせた途と端たん、これらは薄れて消え、後には珊さん瑚ご色いろの輝きを放つ牙きばだけが、鮫の頭とう数すう分ぶんだけ残された。

　本ほん能のうから、不吉が現実の危き機きへと変じたことに〝徒ともがら〟らは気付いたが、既すでに遅い。

　踊りに応じたのは、鮫だけではなかった。

　真南川の水が、抵てい抗こうを許さない重々しさで、回り始めていたのである。

　水の流れは〝徒ともがら〟を拘こう束そくするだけでなく、その内に鋭い牙を包ほう含がんして荒れ狂う。

　ウェストショアを回転の軸じくにした、あまりに凶きよう悪あくな殺さつ戮りくの大おお渦うずだった。

　次々〝徒ともがら〟を貫つらぬき引き裂さいて、珊瑚色の牙が大渦の中を広がり駆かけ抜けてゆく。

　上空に在る〝徒ともがら〟らが呆ぼう然ぜんと眺ながめる様よう相そうは、まるで咲き誇る大たい輪りんの花。

　巻き込んだ者らを極ごく彩さい色しきの炎ほのおとして挽ひき潰つぶし、水へと変へん換かんして咲く、花だった。

　当人もそれを自覚して、恐る恐るパートナーに言う。

「少し、残ざん酷こくだったかしら……」

「手て管くだを気に病むことはありません、『波は濤とうの先に踊る女』。どうせ殺すのです」

　その腰に下がる波は状じよう輪りん郭かくをした石のメダル型神じん器ぎ〝テオトル〟から、〝清せい漂ひようの鈴すず〟チャルチウィトリクエが、穏おだやかな女性の声で揺るぎなく答え、

「それに、言っている暇ひまもないでしょう？」

　次なる行動を促うながした。

　彼女の指し摘てき通り、渦うずの回転が収まり、通常の水面へと復した二人に向かって、またも新たな大たい群ぐんが押し寄せてくる。全ぜん世界の〝徒ともがら〟が御み崎さき市しに集しゆう結けつしつつある証あかしとして、執しつ拗ように。

　通常の戦いであれば、殺戮の光景を見せつけることで恐きよう慌こうと潰かい乱らんを呼ぶこともできたはずだったが、今この地で行われているのは、全くそうではなかった。

　数百の虐ぎやく殺さつを前にしても、誰だれ一人として引かない。

　どころか、意に介かいさず進んでくる。

　御崎市における〝徒ともがら〟の楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞうの成じよう就じゆを目指して、ただただ進んでくる。待つ、恐れる、止まる、逡しゆん巡じゆんする、さらには考えることすら放ほう棄きして、前へ前へと。

　集団による感情の爆ばく発はつが、自身の制せい御ぎよを放棄させ、理り性せい的な判断を失わせる、という観かん点てんからすれば、これも一つの恐慌、潰乱と言えなくもなかった。

　ただし、前に向かっての、である。

「こうまでして、欲しいのですね」

　ウェストショアは、自身を引き裂さかんと襲おそい来る無む数すうの熱ねつ狂きようを前にしても、まだ悲しむ。悲しんで、しかし殺す。それが神の戦せん士しを自じ認にんする彼女らの、使し命めいであるがゆえに。

　この凄せい惨さん極まる同どう胞ほう殺しの状じよう景けいを、やや南……つまり『真しん宰さい社しや』寄りの川面かわもから凝ぎよう視ししている一団がある。他ならぬ［仮装舞踏会バル・マスケ］北ほつ方ぽう守備隊たい、およびその陣じん頭とうに立つ隊長〝獰どう暴ぼうの鞍くら〟オロバスと副ふく官かん〝朧ろう光こうの衣きぬ〟レライエである。

「レライエ、まだ奴やつらに策があると思うか？」

「さあ？　あるとしても、私ならもう少し前進して、戦せん局きよくを動かせる位置取どりをするけど」

　二人して、不ふ審しんの体ていで『大地の三さん神しん』の一角たる女性の死し闘とうを観察している。

　今いま現在、彼女と交こう戦せんしている中に［仮装舞踏会バル・マスケ］の構こう成せい員いんは一人もいない。全て、封絶の外から押し寄せた外がい来らい者しやとでも言うべき〝徒ともがら〟だった。

　オロバスら北方守備隊は、緒しよ戦せんを経てすぐに防ぼう御ぎよ線せんを下げ、堅けん守しゆの構えを取っている。これは無む論ろん、臆おく病びよう風かぜに吹かれてのことではない。圧あつ倒とう的な力を持つ『大地の三さん神しん』を相手取どるには組織だった行動で対するのが上じよう策さく、と判断したためである。

　よって、現在の乱らん戦せんは、構成員らが後方で堅けん陣じんを築くまでの間、有う象ぞう無む象ぞうなりの数かず押おしで僅わずかなりと疲労させられれば良い……という時間稼かせぎの処置に過ぎなかった。

　ところが、と言うべきなのだろう。

　殺さつ戮りくの渦うずの中から再び姿すがたを現したウェストショアは、来ない。その場で応おう戦せんして、殺して、殺して、殺し続けることを、まるで作業のように延えん々えん、続けている。

「今度も前進して来ないのか。いったい、どういうつもりだ」

　万ばん全ぜんの態勢で待ち構えていたつもりのオロバスが、苛いら立だちを隠かくさず吐き捨てた。

　彼の激げき情じように付き合う気のないレライエは、自分の所しよ感かんを改めて述べる。

「私たちを警けい戒かいして、なんて可愛かわいらしい理由ではないわよね、あの威い力りよくだもの」

「それに備えた自じ在ざい師し前ぜん衛えいの布ふ陣じんだぞ。まったく、なにをしている！」

　まるで残念がるようにオロバスは怒ど鳴なって、手にある長なが柄えの斧おのを川面かわもに突き立てた。自在法ほうで支し持じされている体同どう様よう、斧の石いし突づきも川面に打ち付けられて、鈍い音を立てる。

「まさか、我々を誘い込もうとしているわけでもないだろうが……こっちは『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞうを待つのみ、向こうは刻こく限げんまでに盟めい主しゆを害し奉たてまつらねばならんのだからな」

「ええ」

　熱くなってるように見えて、ちゃんと考えてるのね、と感心したことは口に出さず、代わりにレライエは副官として、さらなる注意を喚かん起きする。

「あの馬鹿力ぢからで一気に押し込まれる可能性もまだ、あるにはあるわよ。油ゆ断だんは禁きん物もつ」

「当然だ。今さら緩んでたまるか」

　オロバスは力強く答え、状況の変化に備える。

　が、来ないものは、来ない。

　彼らが先せん刻こくから感じている不ふ自然さとは、つまり『大地の三さん神しん』が一向に前進してこない、ということなのだった。御み崎さき市し全ぜん域いきを覆おおう巨きよ大だいな封ふう絶ぜつの中に踏み込み、能力を十分に発はつ揮きし得る地ち点てんを得ると、そこで足を止めてしまったのである。今こそがむしゃらに突とつ進しんして守備隊たいを食い破り、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』に迫はく撃げきすべき状況であるにもかかわらず。

　ウェストショアは膨ぼう大だいな数ゆえの苦く闘とうこそしているものの、一方的になぶり殺しにあっているわけでもない、食い止めらているようにも見えない、いわば余よ裕ゆうがあった。そのくせ、踏み留まって叩たたき潰つぶし、逃げず動かない。

　全く、わけが分からなかった。

　相手の意い図とが摑つかめない以上、オロバスらとしても迂う闊かつに攻こう撃げきを掛けて裏をかかれるわけにはいかない。向こうには時間がないのだから、放っておけば自然と動くはず。そんな、強きよう敵てきを前にした、消しよう極きよく的かつ不ふ本ほん意いな状態で待ち構えるしかなくなったのだった。

　奇き妙みような膠こう着ちやく状態の下、ただ乱らん戦せんだけが無む意味に、どこまでも続く。

　西せい方ほう、

　住宅地に面した大通りで、『群ぐん魔まの召めし手』サウスバレイが戦っている。

　状況は北方と似たり寄ったりだったが、狂きよう気きの度どは、より深い。

　というより、露ろ骨こつに地じ獄ごくめいていた。

　怒ど声せい、悲鳴、悪あく罵ば、絶ぜつ叫きよう、呪じゆ詛そ……あらゆる負の声が混じり合い充じゆう満まんする戦いくさの中心は、大通りに横よこ倒だおしとなったビル。元は［仮装舞踏会バル・マスケ］西せい方ほう守備隊たいのバリケードだった場所である。

　今、そこは攻め込んできたサウスバレイ率ひきいる亡もう者じやの軍ぐん勢ぜいによって占せん拠きよされており、周囲から外がい来らいの〝徒ともがら〟らが攻め上るという、開かい戦せん時じと攻こう守しゆを替えた籠ろう城じよう戦せんの様よう相そうを呈ていしていた。

　戦せん場じようの頂には、黄おう金ごんの輿こしに据すえられた椅い子すに座すサウスバレイの姿すがたがある。

「私の可愛かわいい亡者たちを恐れない敵と戦う、というのは、なかなかに新しん鮮せんな心持ちだなあ、我が御おん憑つき神がみテスカトリポカよ？」

　自ら戦わず、足を組み頰ほお杖づえを突いている彼は、細く尖とがった容よう貌ぼうを悦よろこびに歪ゆがめて、御み崎さき市しの街並みを睥へい睨げいしていた。どこもかしこも〝徒ともがら〟で埋め尽くされた、異常の街並みを。

　その腰に下がる、尖とがった石のメダル型神じん器ぎ〝テオトル〟から、〝憚たん懾しようの筦かん〟テスカトリポカが野の太ぶとい怒ど鳴なり声で返す。異常の街並みを埋め尽くす〝徒ともがら〟へも聞かせるように。

「結けつ構こう結構！　酷ひどく純じゆんではないか、恐ろしく粋すいではないか、我が同どう胞ほうらは！　熱ねつ烈れつに迎えてやらねばなあ、『死者の道を指す男』よ!?」

　輿を囲んで倒れたビル上層で、登り来る〝徒ともがら〟らと実際に戦っているのは亡者……黄金の仮か面めんを付けた土つち人形である。人ひと型がただけではなく、ジャガーやリャマなども加えるそれらは、食らった〝徒ともがら〟を土へと変へん換かんし、肥こえ太った体を分ぶん身しんさせて増え続ける、無限の軍勢だった。

　しかし〝徒ともがら〟らは、この近づけば食いちぎられ、押し寄せては食い尽くされる悪あく夢むの顎あぎとを前にしても直攻ひたぜめに攻めてくる。まるで自分たちが巨きよ大だいな一個の生物として地に溢あふれ、ゆえに細さい胞ぼうの摩ま滅めつなど気に留める必要もないかのように。断だん末まつ魔まの瞬しゆん間かんだけ、彼らは個に返る。

　それでも、迸ほとばしる言葉は、

「楽らく園えん」

「楽園へ」

「楽園『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へ」

「俺おれたちの楽園『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へ」

　誰だれも彼も、全く同じ。

　その言葉によって、彼らは一つの生物として結びつけられ、楽園を前に踊り狂い、希望へ向かって燃え弾はじけることで、邪じや魔まをする地じ獄ごくと悪あく夢むを踏み越えようとしているのだった。

　そして、ここでも［仮装舞踏会バル・マスケ］の守備隊は、攻こう撃げきに参加していない。

　籠城戦の行われているビルから『真しん宰さい社しや』の方へと防ぼう御ぎよ線せんを引き、隊たい伍ごを揃そろえて静せい観かんしていた。互いを削けずり合うだけの戦に付き合う必要はない、という、ごく常じよう識しき的な判断による。

（我らが足止めしている、我らが足止めされている……どちらでもない、な）

　その判断を下した、西方守備隊の隊長である〝煬よう煽せん〟ハボリムが、双そう頭とうのガスマスクを微かすか、戸と惑まどいにひねっている。

（作戦意い図とが、見当たらぬ）

　先せん刻こく来らい、彼は友ゆう軍ぐんを援えん護ごする自じ在ざい法ほう『熒けい燎りよう原げん』を解き、後方に配置した〝燐りん子ね〟による砲ほう撃げきも停止させていた。もはやこの状況では、まともな指し揮きも支援も不ふ要ようだったからである。力を浪ろう費ひして敵の奇き策さくに対応しきれなくなっては元も子もない。ゆえに守備隊たいには即そく応おうの準備だけを抜かりなくさせて、静せい観かんするに留めているのだった。

　とはいえ、とハボリムは不ふ審しんを思し考こうに混ぜる。

（仮に囮おとりを務めているとしても、我らに自由がありすぎる）

　彼ら守備隊は、反はん転てん急きゆう進しんして『真しん宰さい社しや』支し援えんに向かうことさえできる距離を、既すでにサウスバレイとの間に空あけていた。本来は、その距離を稼かせぐふりをして、不ふ可か解かいな敵の意図を探らんとする試みだったのだが、結局亡もう者じやの軍ぐん勢ぜいは愚ぐにも付かない籠ろう城じよう戦せんを続けるのみで、その場を一歩も動かず、目もく論ろ見みは失敗に終わっていた。

　現状、互いの距離も間を隔へだてる無む数すうの〝徒ともがら〟も、一ひと息いきのアクションで飛び越えるには開きすぎ、多すぎる程ほどになっている。いかにサウスバレイが『大地の三さん神しん』の一角としての強大な力を振るったところで、もはや事じ態たいの急きゆう展開はあり得ない。

　結果として、両軍は戦せん場じようにおいて関連づけされず、ともに浮いた状態となっている。

（この状況で突とつ破ぱを図らず、漫まん然ぜんと戦っているだけとは、どういうことだ？）

　ガスマスクの目が、再び亡もう者じやの軍勢へと向けられた。

　緒しよ戦せんの砲ほう撃げきで、倒れた上部の殆ほとんどを瓦が礫れきへと変えたビル。その頂いただきに黄おう金ごんの輿こしが、これ見よがしに輝いている。時とき折おりキラキラと目につくのは、サウスバレイの振るう杖つえか。

　指し揮きに従い、押し寄せる〝徒ともがら〟を食らい続けている亡者らは、陣じん取どったビルの上部に密みつ集しゆうすることで、間かん断だんない強きよう襲しゆうを凌しのいでいた。増えた分ぶん身しんを片かたっ端ぱしから敵てき中ちゆうに吶とつ喊かんさせることで攻こう撃げきの矛ほこ先さきを乱し、圧力の弱まった部分を突き崩くずして大いに食らう、という方法で、辛かろうじて抗こう戦せんを維い持じするだけの数を確かく保ほしている。

　まともに当たれば処理しきれないだろう未み曾ぞ有うの大たい群ぐんが相手でも、サウスバレイの指揮ぶりには、一切の動どう揺ようが見られなかった。

（流石さすがにモノが違う）

　同じ軍ぐん団だんの指揮官かんとして、ハボリムは率そつ直ちよくに感かん嘆たんする。

　と、不ふ意いに、飛行を得意とする者らを搔かき集めていたらしき襲しゆう撃げきが、カラスの群れの飛び立つように湧わき上がった。集つどうようにビルの上から急きゆう降下し、また炎えん弾だんを放つ。

　対してサウスバレイは黄金の杖を一ひと振ふり、ビル四よ隅すみの亡者を数十から崩し、縁ふちをギザギザに尖とがらせた巨きよ大だいな円えん筒とうの土ど器きを四つ、組み上げた。土器の表面に、腕を胸で交差させて直立する人ひと型がた──火か刑けいの図である──が浮き上がった瞬しゆん間かん、

「高きに供く犠ぎをば!!」

「炎ほのおの飛沫しぶきと捧ささぐ!!」

　怒ど号ごうを噴ふん火かと変えたかのように、土ど器きの中から猛もう烈れつな象牙ぞうげ色いろの炎ほのおが吹き上がった。

　襲おそいかかった者らは自らその炎へと飛び込んで消し炭ずみに、さらには変へん換かんされて土つち塊くれとなり、黒く重い雨としてビルの周りへと降り注そそぐ。この直ちよく撃げきを避け得た者らも、炎の中に火か山ざん弾だんのように混じって飛ひ来らいした数百もの黄金の仮か面めんによって嚙かみ千ち切ぎられていた。ご丁てい寧ねいにも、黄金の仮面は宙に散る土塊を集めて体を構こう成せいし、翼つばさを広げて襲おそいかかる新たな亡者と化す。

　象牙色の火と黒い土塊に悲鳴を混ぜて、空をも埋める地じ獄ごく絵えに、サウスバレイとテスカトリポカの、哄こう笑しようと咆ほう哮こうが加わった。

「ははははは！　あれもこれもと扱こき混ぜた、これぞ絶ぜつ景けいか！」

「うむ!!　今日きようの良き日を飾るに相応ふさわしい、盛せい大だいな花火よな!!」

　亡者どもが蠢うごめき、吹き上がる怪あやしい炎に照らし出される半はん壊かいのビルは、まさに〝徒ともがら〟らにとっての邪じや教きようの祭さい壇だんだった。だからこそ、誇こ示じされても、食われても、この地に集つどう〝徒ともがら〟らには許せない。これを壊こわして、潰つぶしてしまうまで、彼らは進み続ける。

　ハボリムには、その全てが空から騒さわぎに思えて仕し様ようがなかった。

　東とう方ほう、

　市街地の一点で、『星せい河がの喚よび手』イーストエッジが戦っている。

　他よ所その戦せん況きようなど一切気きに留めず、ただ歌っている。

「我ら、この日に」

「為なし得るは一つ」

　その腰に下がる、丸い石のメダル型神じん器ぎ〝テオトル〟から、〝啓けい導どうの籟ふえ〟ケツアルコアトルが答えて朗ろう々ろうと歌い上げた。

　彼らがぽつんと立っている広場は、元は繁はん華かな御み崎さき市し駅の裏うら手てにあるオフィス街である。少し離れた場所で、青せい磁じ色の炎をところどころ燃やす堆うずたかい瓦が礫れきの山は、駅えき舎しやのなれの果て。広場とは、その場に在った悉ことごとくを打ち砕くだき吹き飛ばした、なにもない破壊の痕跡なのだった。

　光景の意味を知りながら、なおも〝徒ともがら〟は押し寄せる。幾いくら壊こわしても幾ら殺しても、まるで意に介かいさず、燃え盛る感情のまま取り囲み、押し潰つぶさんと殺さつ到とうする。

　そんな彼らの走る足あし下もと、イーストエッジを中心とした半はん径けい数百メートルの地面が、

「雄お々おしい地の獣けものとして」

「猛もう烈れつに駆かけ抜け、戦う」

　二人の歌に応じて、瞬しゆん間かん的に豪ごう勢せいな星空へと変じた。

　幻げん術じゆつの類たぐいではない。一定空間内の光を凝ぎよう縮しゆくさせることで現出した、架か空くうにして力在る星々だった。地面だけでなく、歌う二人の姿すがた、走る〝徒ともがら〟らの下半身をも巻き込んで構成された、光の結けつ晶しようたるそれは、何処いずこからか響ひびき渡る歌声に乗って、

「また我ら、この日に鳥として」

　まるで銀ぎん河がのように渦うず巻まきながら、天空へと駆け上る。

「生の艱かん難なんを前に、強く羽撃はばたく」

　飛ひ翔しようの中ちゆう途とでぶち当たったモノを爆ばく砕さいする星々は、次々と光を弾はじけさせ、たちまち殺した者らの〝存在の力〟を変換した、青磁色の炎の海となった。

　その中にただ一人、猛もう火かに毛織りのマントをはためかせるイーストエッジが、再び影を立たせている。身構えは変わらず、身動きの残ざん滓しも見えなかったが、星々の生じる前とでは立つ場所が変わっていた。どういう手法でか、自らの姿を隠かくした間に移動しているらしい。

　低くも通る歌声だけが、炎の海に響き渡る。

「我ら住まう星の、いかに小さきかを」

「星々の世界より眺ながめ、心に確かめる」

　答えるケツアルコアトルの歌声も、破は壊かいの後先で変わりない。

　二人は、ただ、ただ、押し寄せる〝徒ともがら〟を殺し続ける。岩になめし革を被かぶせたような厳いかつい面めん相そうに一切の感情を表さず、最低限、唇くちびるだけを動かす歌を紡つむぎながら。

「かくして我ら、星の大空で高らかに笑い」

　イーストエッジの歌に答えて中空に、再び壮大な銀河が出現し、

「恋しき大地へと、再び馳はせ下りて、立つ」

　ケツアルコアトルの歌に答えて、空から襲おそい来る〝徒ともがら〟らを木こっ端ぱ微み塵じんにする。

　今度は空中に青せい磁じ色の炎ほのおが、文字通り爆ばく発はつ的に湧わき上がり、未だ燃える地のそれと混じり合って、荒れ狂い焼き尽くす嵐あらしそのものとなった。

　これらの惨さん状じようを『真しん宰さい社しや』方面に下がった即席陣じん地ち、駅を挟んだ反対側の繁はん華か街がいビル屋上から、東とう方ほう守備隊たいの隊長、〝驀ばく地ち祲しん〟リベザルが舌した打うちしつつ眺ながめている。

「ちっ、どれだけ殺せば気が済むんだ。しかも、あの頻ひん繁ぱんな移動は、やはり……」

「うん。僕の『ダイモーン』への警けい戒かい、だね。あのレベルのフレイムヘイズは毒すだけでも骨なのに、あそこまで動き回られちゃあ敵かなわないな。結局、捉とらえきれなかったよ」

　その副官として傍かたわらに在る〝蠱こ溺できの杯はい〟ピルソインも、お手上げという風ふうに首を振った。

　彼ら東方守備隊は、接せつ敵てきの最初期から大きく後方に下がっている。

　理由は、眼前の光景そのもの……つまり『大地の三さん神しん』の中でも、とりわけ強大な破は壊かい力を持つイーストエッジ相手に、正面からの殴なぐり合いなど論外だったためである。積極攻こう勢せいに出る必要性が生じたとして（幸い、現在は守勢こそ求められている）、よほどの仕掛けで固めてからでなければ、徒いたずらに死者を増やすのみで、効果など得られるはずもない。

　ゆえにリベザルとピルソインは、無む尽じん蔵ぞうに押し寄せてくる外来の〝徒ともがら〟を使ってイーストエッジに消しよう耗もう戦を強いつつ、その隙すきを突いて倒す、という方針で動いていた。

　ほんの数分前までは。

　指し揮き官かんとしてではなく一いち戦せん士しとして、リベザルは事の成り行きを心しん底そこ残念がる。

「捉とらえきれないからこそ、色々と嵌はめる準備をしていたんだがな」

「こんなことなら、最初にし掛けたりしなきゃ良かったね」

　ピルソインも間の悪さに、思わず溜ため息いきを漏もらした。

　ほんの数分前、この副官の許もとに、一つの捜そう索さく命令が布ふ達たつされていた。

　非常に高度な隠いん蔽ぺいを駆く使しし、様々な手て管くだを以て『真しん宰さい社しや』周辺に潜せん伏ぷく、あるいは逃とう走そうを図っているだろう一団──即すなわち［百ひやつ鬼き夜や行こう］および『約束の二人エンゲージ・リンク』の、捜索命令である。

　ピルソインの持つ悪あく名みよう高き自じ在ざい法ほう『ダイモーン』は、この手合いを捉えるのに最適、ゆえの命令だった。かつてリベザルと共に、その［百ひやつ鬼き夜や行こう］を利用した経けい歴れきも買われている。

　東とう方ほう守備隊たいの指揮官としてこの場を離れることの出来ないリベザルとしては、副官を全く別の任務に駆かり出されることに文もん句くの一つも出ようというものだったが、不満を持って部下を送り出すことの愚ぐも、同時に理解していた。自じ他たに後あと腐くされのないよう、キッパリと告げる。

「思い通りになる戦いくさなどない、今さらの愚ぐ痴ちだ」

　それに、と付け加えて、表情の読みにくい甲かぶと虫むしの顔に笑えみを浮かべた。

「奴やつにああして、対策を取らせただけでも上出来ってもんだ。おまえの不在を、攻めあぐねている、と勘かん違ちがいさせることで時間も稼かせげるだろう。任務に遺い漏ろうは出んさ」

　その読みにくい笑みを受け取って、ピルソインも笑う。

「僕が抜けたからヘマをした、なんて悪評は取らないでよ。ハボリム様もマモン様も出来た人だから何も言わないだけで、撤てつ退たい戦で僕らがミソ付けたのは事実なんだからさ」

「ふん、減らず口を叩たたいてる暇ひまがあるなら、とっとと盟めい主しゆのお役に立ってこい。おまえでなきゃ、あの厄やつ介かいな連れん中ちゆうは捉えられんのだ」

　リベザルの使った言葉の一つに、ピルソインは少しだけ引っかかりを覚えた。果たしてアレが、今の状況で自分たちへの命令権を持っているのかどうか──疑念が声こわ色いろに表れる。

「盟主、ねえ」

「言うなよ。どんな巡り合わせがあったにせよ、あの立場に自ら望んでなった奴やつだ。その覚かく悟ご分くらいは応えても、我らが神の罰ばちは当たらんだろう」

「ま、たしかにご機き嫌げん取りくらいにはなるか……」

　青せい磁じ色いろの炎ほのおに照らされる中、ピルソインはお人好しな相あい棒ぼうの足を軽く小こ突づき、

「死んじゃダメだよ、リベザル」

「そうだな。今さら、そりゃ勘かん弁べんだ」

　リベザルも素直ではない相棒の頭をポンと叩いて、軽く別れた。







　ここに一人……正確には二人にして一人、琥こ珀はく色の風が止みきった今もなお、事態の核かく心しんたる場所に居ながら、厳げん重じゆうに隔かく離りされ続けている人物がいた。

　フレイムヘイズ『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメルと、彼女と契けい約やくし力を与える〝紅ぐ世ぜの王〟、〝夢む幻げんの冠かん帯たい〟ティアマトーである。

　今、彼女らは吉よし田だ一かず美みが囚とらわれたものと同じ形式の、しかし大きさも強度も段だん違ちがいに厳げん重じゆうな風の球きゆう内ないにある。それでも強ごう引いんに破ろうと思えば破れただろう、この檻おりの中で、ヴィルヘルミナは一歩たりと動けなくなっていた。

　彼女を雁がん字じ搦がらめに縛しばるのは、力ではなく、心。

（また、だ）

　どれだけ覚かく悟ごを固めても、変わらない。

　どれだけ奮ふん戦せんを続けても、変えられない。

（また、私は拒こばまれてしまった）

　彼女は、いつも、仮か面めんの中で揺れ動いてしまう。

　揺れ動いた結果として、今も、止まってしまっていた。

（私は、そうじゃないのに、どうして）

　戦せん場じように琥珀色の風が吹いたその瞬しゆん間かん、彼女はこの風の球へと捕らえられ、

　そしてフィレスから一言、万ばん感かんを込めた拒きよ絶ぜつの言葉を、届けられていた。

（どうして、なにもさせてくれないの）

　それは、裏切ってしまった重さに押し潰つぶされそうな、




《──ごめんなさい、ヴィルヘルミナ──》




　という、優しくも辛つらい、悲しくも断だん固ことした、拒絶。

（あのときの裏切りの意味くらい、分かってる）

　叫びたいような衝しよう動どうが、心を引き裂さくような痛みを伴って奔はしる。

　であるというのに、その一言で、彼女は動く力を失ってしまう。

（今だって……そう、今のこれだって、私には分かってる）

　フィレスが召しよう喚かんされた以降の事態の推すい移い──ヨーハンの復活と、連れ立っての遁とん走そう──は、この囚とらわれた中に在っても、微かすかな気け配はいの動勢や、自分たちに［百ひやつ鬼き夜や行こう］を送り届けさせたことから、容易に察しが付いた。二年もの間、苦楽の旅を共にしてきた間あいだ柄がらなのである。

　そんなヴィルヘルミナだからこそ、分かった。

（違う、二人とも）

　彼女ら『約束の二人エンゲージ・リンク』は、互いだけを見、互いの愛のためにはなんでも利用する。それゆえに決して、ヴィルヘルミナをそうしてしまう場所に入れたくなかったのだと。

（そうじゃ、ない）

　二人は、ヴィルヘルミナ・カルメルを利用したくなかった。

　こうして隔かく離りすることで、自分たちの行いから友達を守った。

　分かっているのである。

（私は、言ってさえくれれば、私にできる限りの、ことを）

　いつしか、ヴィルヘルミナの着けた仮か面めん型の神じん器ぎ〝ペルソナ〟に皹ひびが入っていた。

　内心を隠かくす壁を涙が破る前ぜん兆ちようのように、亀き裂れつが入っていた。

（なのに、なのにどうして）

　無む力りよく感かんが、彼女を襲おそう。

　いつも、いつも、こういう泣き顔を作っていた。

　必死に手を伸ばしているのに、届かない。

　懸けん命めいに走っているのに、届かない。

　動かせるはずのモノたちに。

　非ひ情じようの破は局きよく、辛つらい別れ、躱かわせない死、払えない呪のろい、

　穏おだやかな喜び、嬉うれしい出会い、大切な愛、燃える恋、

　走って、手を伸ばし続けて、

　そうして、ようやっと追いついて、

　なにかができる距離にまで近付けたとき、

　そこに在るモノたちは決まって、こう言うのだ。

　ごめん、お別れだ、と。

（いや、そうさせてしまうのも当然……私では無理だから）

　激げき情じようの中に一点、抗こうするように残る彼女の理り性せいは、そう冷れい酷こくに告げていた。

　今もまた、数年前と同じように、数百年前と同じように、思いは届かない。

（私はいつも、なにもかも抱え込もうとして、なにも為なせない）

　理性は容よう赦しやなく、彼女の弱さを、弱い彼女が得る結果を、抉えぐり出していく。

　なにかを言って、なにかを残して、皆いなくなってしまう、という結果を。

（だから皆、巻き込むまい、抱えさせまい、と判はんじ、行ってしまう）

　実のところ、今に抗する術すべは、あった。

　というより、自明のことだった。

　すぐにでも風の牢ろう獄ごくを破り、周りにあるモノを見て、自身の望む道を選ぶ。

　たった、それだけのことだった。

　が、それだけが、どうしてもできない。

（今もまた、私は抱え込んだものの、あまりな大きさの前で立ち竦すくんでいる）

　彼女は、その望む道を、不ふ用意に選ぶことができなかった。

　彼女にとっての正しい道が、別に存在していたからである。

　この戦いに臨むにあたって立てた、一つの誓ちかい。抱える重さすら感じない、身しん命めいを賭かけるに値あたいする唯ゆい一いつの、そして本来の、すぐにでも選ぶべき誓ちかい──即すなわち、

（──『私たちの育てた少女に、己おのれの定めた道を進ませるため、戦う』──）

　無む意識に、仮か面めんに手を伸ばす。

　仮面の亀き裂れつは、広がっていた。

　心に溢あふれるものを、抱えきれなくなるように。

（そう、決めていた……だというのに、性しよう懲こりもなく迷っている）

　仮面を摑つかむ掌てのひらに、力が籠こもる。

　亀裂が軋きしみ、欠片かけらが零こぼれる。

　方ほう途とに迷う思いの、荒れ狂う切れ端はしのように。

（こんな腰が据すわらない私を、二人が気き遣づかい、遠ざけるのも当然──）

　と、そんな破は裂れつ寸すん前ぜんの彼女に向かって、

「自由」

「──っ!?」

　たった一声が、頭上から投げ落とされた。

　誰だれと問うまでもない、ヘッドドレスに意思を表ひよう出しゆつさせているティアマトーである。風の牢ろう獄ごくに囚とらわれて以降、常にも増して無む口くちだった彼女の、これが初めての発言だった。

「使し命めい消しよう失しつ」

「使、命」

　懊おう悩のうの流れを完全に把は握あくしているらしいパートナーの短い助言を、読み解くように反はん芻すうしたヴィルヘルミナは、ようやく気付く。友達からの拒きよ絶ぜつと悲しみ、全てに対する無む力りよく感かんと苦く悶もん、誓いの大切さと焦しよう燥そう等々ではない、自身を立ち往おう生じようさせていた、根こん源げんの理由を。

「使命が消えて、私は」

　これまでの彼女には、いかなる突とつ発ぱつ事が起きようとも、強ごう引いんに再びの一歩を踏み出させていた原動力、向かう先を違たがえない確かつ固ことした指針があった。

　フレイムヘイズの使命、である。

　が、それは創そう造ぞう神しんの掲げた大たい命めいにより雲うん散さん霧む消しようした。

　今や彼女は、どんな道も選び得る、真に自由の身だった。

　そして、ゆえにこそ彼女は、立ち竦すくまずにはいられなかった。

　自らの由よし──拠よって来たるところ──となったものの狭間はざまで、友情と愛に両手を引かれ、虚こ空くうに足あし場ばを失い、大切な想おもいを自ら背負い込んで、惑まどっている。

「私は……」

　ヴィルヘルミナ・カルメルは、フレイムヘイズ『万ばん条じようの仕し手て』の使命を盾たてに、無む理り矢や理りな気持ちで己おのれを進ませることができなくなっていたのだった。

　しかし、

　それでも結局、彼女は進まされる。

　そんな彼女がこれまでに築いてきた、別の絆きずなによって。

　それは、ティアマトーの投げた現状直ちよく視しの鍵かぎとも違う。

　そこには不ふ釣つり合いな気軽さでの、新たな道への誘いざない。




「大おお方かたのことは分かってるわよ」




　不ふ意いな声に驚いて見上げた先で、風の牢ろう獄ごくが流れを乱し、破れていた。

　群ぐん青じよう色いろの自じ在ざい法ほうが円形に渦うず巻まいて弾はじけ、残ざん光こうの中からフレイムヘイズが現れる。

　画が板ばんほどもある本に腰掛けて宙に浮かび、自在法を展開させたらしい掌てのひらを握り直す伊だ達て眼鏡めがねの美女、『弔ちよう詞しの詠よみ手』マージョリー・ドーである。

[image: ]

　本型の神じん器ぎ〝グリモア〟から騒そう々ぞうしく喚わめくのは、〝蹂じゆう躙りんの爪そう牙が〟マルコシアス。

「ヒャーッハハハ！　首しゆ尾び良く宿題済すませて只ただ今いま参さい上じようーっと!!」

「ホント、順調すぎるくらい順調だったのよねー。ダミーばら撒まくのに使った時間も、あいつが搔かい摘つまんで状況を説明してくれた分で取り戻せたんじゃない？」

「一度ならずブッ殺されかけた相手だっつーのに、ご親切なこって、ヒヒッ」

「ま、そこから助けてくれた奴やつのためでもあるし、ね……」

　まったく普段通りに二人、言葉を交わすフリをしていたマージョリーは、ポカンと自分を見上げる視線を認め、やはりと軽い溜ため息いきを漏もらした。

「……ちょっとは予想を裏切って、話に乗ってきてくれてもいーんじゃないの？　チンタラしてる暇ひまはない状況なんだからさ」

「そーそ、これでも我が不ぶ器き用ような輓ばん馬ば、マージョリー・ドー苦く心しんの策なんブッ！」

　掌てのひらを打って相あい棒ぼうを黙だまらせると、遠回しなフォローを取り止め、ズバリと切り込む。

「どーせアレでしょ、なにか『約束の二人エンゲージ・リンク』のためにしてあげなきゃ、でもチビジャリも助けなきゃ、とか迷ってたら、さっきのに閉じ込められて、ガーンってなってた感じ？」

「ハッハァ、おめーの助けは要いらねえ、ってか？」

　効果は覿てき面めん。

　ヴィルヘルミナはまさに今、ガーンとなった。なってなお、頼りなく言葉を繫つなぎ合わせながら、律りち儀ぎに認にん識しきの違いを正す。

「発生の順序は、違うのであります……謝しや罪ざいの言葉で、協力を断られ……あの中に」

「んで、私たちがこじ開けるまで、ここで立ちん坊ぼうしてた、と」

「戦せん場じようのど真ん中で、そーりゃまた随ずい分ぶんと肝きもの太えこった」

　マージョリーとマルコシアスは非ひ難なんの風ふうも見せず、冷静に事情を了りよう解かいした。再びガーンとなっている飲み友達を、どの方向から奮ふん起きさせるべきか、二人して考え、結局は元の彼女に効く方法を──答え合わせをするでもなく自然に──取る。つまり、

「経けい緯いがどうあれ、今の、ここは、ボーッとしてたら尻しりに火の付く鉄てつ火か場ばよ。少なくとも、もう動き出してる〝千せん変ぺん〟の奴は、そう思ってるでしょうね」

「！」

　敵という避け得ない脅きよう威いで焚たきつけ、

「死なせたくなきゃ、自分が動く以外にねーわな」

「!!」

　守るべきものを示して目を覚まさせ、

「だいたい、今のあんたは選べるほど贅ぜい沢たくな立場なわけ？　［百ひやつ鬼き夜や行こう］どもが呼び出された時点で、どうなるかくらい分かるでしょ？　なにかしてあげようにも、当の本人たちは……ホラ、気け配はいの欠片かけらも摑つかめやしない」

「カズミ嬢じようちゃんにジジイどもまでお供ともに加えて、どこぞにトンズラ中、ってな。なら、もうやるこたぁ一つしか残ってねえじゃねえか？」

　最後に、戦せん況きようの把は握あくへと誘ゆう導どうする。

　そうして最後に、

「果か断だん即そつ行こう」

　ティアマトーが駄だ目め押おしすることで、ようやくヴィルヘルミナは自分の檻おりを破り、外へと漂い出た。静止していた中空から、重い迷いを引き摺ずって緩かん慢まんに。

　マージョリーは景けい気きづけのように声を張り上げる。

「ほら、とっとと行く！　迷ってる間になくしたくはないでしょ？」

「了りよう解かい、であります」

　声に押されて、漂いは滑るように速く、緩慢は突き抜けるように強く、変わった。そっと掌てのひらを添えられた仮か面めんを桜さくら色いろの炎ほのおが覆おおい、皹ひびを消し去る。

（迷うのではなく、動く……なくしたく、ないのなら）

　煩はん悶もんの答えとしては簡かん素そに過ぎる理り屈くつを、それでも薪まきとして胸の炎へと放り込んだフレイムヘイズ、『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメルは動き出した。

　共に行くマージョリーは、戦いの衣ころも『トーガ』に身を没しつつ、明るい声を投げる。

「優ゆう先せん課題をなくした討うち手から忠告──恐れはしばしばあんずるより危険そのものより悪いうむがやすし、ってね」

「世の中、何が役に立つか分かんねーもんだなあ、キーッヒヒ！」

　マルコシアスの撒まき散らす笑しよう声せいを後に引き、二人のフレイムヘイズは飛ひ翔しようする。

　まさに本来、戦うべき場所へ。







　黒い蛇へびに抱かれた世界の卵は、着実に『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞうへと歩みを進めている。

　生いけ贄にえたる巫み女こヘカテーを核かくに一ひと重え、また一重と『大たい命めい詩し篇へん』を重ね続ける銀色の外がい殻かくは、蛇じや身しんの環わに触れて楽らく園えんを孵かえす時まで、あとほんの僅わずかと見て取ることができた。

　その輝きの下に、縺もつれ舞う二つきりの炎がある。

　煌きらめく紅ぐ蓮れんを燃やすシャナと、闇やみのような黒を撒く悠ゆう二じである。

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』至し近きんで繰くり広げられる空くう中ちゆう戦せん、世界の卵への道を拓ひらかんとする者と塞ふさがんとする者による鬩せめぎ合いは、まさしく運命の如ごとき複雑さ激しさを示している。ただし、美しい調和を描いている、と評するには、やや以上に乱れが大きい。

　激しく旋せん回かいしつつ高度を変えるシャナ、この頭を押さえ頑がん強きように阻はばむ悠二、幾いく度ど目めになろうかという二人の対決に今、緩やかな優劣の勾こう配ばいが表れつつある。

　シャナの優ゆう勢せい、悠二の劣れつ勢せい、という勾配が。

「はあああああっ！」

　眩まばゆい噴ふん射しや炎えんを引く紅蓮の双そう翼よくに押されて、大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』が突き上げられ、

「っぬん!!」

　対して大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』が、刀とう身しんを撓しならせるほどの剛ごう力りきによって振り下ろされる。

　擦さつ過かの火花は一いつ瞬しゆん。

　シャナは激げき突とつの反動を利用して、刃やいばを触れ合わせた者に傷を負わせる、という『吸血鬼ブルートザオガー』の特性が発はつ揮きされる寸すん前ぜんに体を離している。鍔つば迫ぜり合いに持ち込もうとする相手の力加か減げんや、剣の運び全てを読み切った上での、巧こう緻ち極まる業わざ前まえだった。

　悠ゆう二じは元より剣けん技ぎでシャナに伍ごし得るとは考えていない。当たれば一いち撃げき必ひつ殺さつという斬ざん撃げきも、あくまで初しよ手ての囮おとり。斬撃の動作に連れん動どうして放つ、後こう頭とうの竜りゆう尾びによる一撃こそが本ほん命めいだった。とはいえ、これも目的は牽けん制せいで、命めい中ちゆうまでは望んでいない。

　もはや慣れすら覚えるほど、この手順を経ているシャナは、斬撃に続く竜尾の攻こう撃げきを躱かわすための唯ゆい一いつの進路、即すなわち下方へと軌き道どうを逸そらす──

「──ひゅっ！」

　と見えた瞬しゆん間かん、双そう翼よくの片側が爆ばく発はつ的に出力を上げ、その場で急速旋せん回かいした。

　悠二は、まったく異変が来るという勘かんだけで、

「！」

　衣ころもの袖そで口ぐちから『銀』の破は片へんを洪こう水ずいのように撒まき散らしていた。螺ね子じや歯は車ぐるま、装そう甲こうの断片などが渦うずを巻きながら広がって、彼の前方至し近きんに広く展開する壁となる。

　その正面から、シャナの放った高こう圧あつを伴う炎ほのおの塊かたまり『飛ひ焰えん』が激げき突とつし、灼しやく熱ねつの余よ波はで一帯の空気を引き裂さき、燃え上がらせ、爆ばく発はつさせた。

　と同時に、

　炎に紛まぎれて幾いくつかの物体が弾だん丸がん以上の速度でぶつかったことを、展開した壁と同どう質しつの力で構成された自じ在ざい式しきが銀の火ひ花ばなとして散ったことを、悠二は分ぶん身しんの感覚を通じて、知る。

（あの『大たい命めい詩し篇へん』を込めた指輪を）

　飛ばしていたのか、とまで思し考こうを言葉に纏まとめる余よ裕ゆうがない。即そく座ざに壁を破は裂れつ、四し散さんさせて、数百の『銀』を構成する。シャナの上昇を阻はばむ当とう座ざの手当て、物理的な障しよう壁へきだった。様々な部品を混ぜた不完全な形態で具ぐ現げん化した西洋鎧よろいの群れは、蠢うごめき藻も搔がいて下方に手を伸ばし、隙すき間まに覗のぞく無数の目で異い変へんの有う無むを窺うかがい、またすぐ燃え尽きてゆく。

　阻はばまれたシャナの方は、既すでに『飛ひ焰えん』の放ほう射しやと爆発による反動で離り脱だつを果たしており、両者の接せつ触しよくはない。新たな攻こう勢せいの機を得るため、何度目かの下降に入る。

　猛もう烈れつに荒れ狂う熱ねつ風ぷうの中、立て続けの攻撃をなんとか凌しのぎきった悠二は、

（他に追い打ちは、ない）

　慎しん重ちように周囲の状況を確認してから、ようやく自分に冷や汗あせをかくことを許した。胴どうを薙なぎに来た斬撃、視し界かいを埋める炎の波、世界の卵を扼やくす指輪の宝ほう具ぐ、これら脅きよう威いに次ぐ脅威への実感が総そう身しんに染しみこんで、代わりに汗がどっと吹き出す──が、なおもその中で、

（翼つばさを制せい御ぎよする力の集中、強力な炎の波は、ああいう構成なのか）

　彼かれ自身の持つ真の武器、難なん局きよくの中でより透とう徹てつ明めい晰せきとなる思し考こうは巡り続けていた。決して表おもてに出せない青あお息いき吐と息いきの様さまを、懸けん命めいに押し殺しながら。

（自前で力の流れを測ることが、ここまで大変だったなんて……しかも、把は握あくできる感覚が曖あい昧まいで、察さつ知ちのタイミングも発現ギリギリってんじゃ、危険は段だん違ちがいだ）

　こと戦いに関して、シャナは容よう赦しやというものを知らない。

　悠ゆう二じは、今という時こそ、それを心しん底そこから痛感していた。

（それでも、ごく自然にやってたときの感覚がコツとして残ってるだけマシ、か）

　渾こん身しんフレイムヘイズたる少女は、敵に生じた弱点──鋭えい敏びんな感かん知ち能力の喪そう失しつ──を突くことに、なんの躊躇ためらいも持っていない。最も効率的な手段で敵を倒すことが、彼女にとっての尋じん常じような勝負なのだから当然だった。

　が、皮ひ肉にくなことに、だからこそ悠二は、彼女が手て加か減げんしてくれる、などという幻げん想そうを抱かず、理り性せいと感かん性せいを戦いに総そう動どう員いんできている。

（そろそろ『銀』を使った妨ぼう害がいもパターンを見切られるだろうし、手を変えなきゃ……障しよう壁へきの自じ在ざい法ほう、手ほどきは受けたけど、ぶっつけ本ほん番ばんで使えるかどうか）

　自在法に関しては、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟としての感覚から拾い上げることもできたが、漠ばく然ぜんとした記き憶おくを手た繰ぐるようなそれは、咄とつ嗟さの対たい処しよには不ふ向むきである。

　そうでなくとも〝祭さい礼れいの蛇へび〟は、戦せん闘とうなどという些さ末まつな行為に興きよう味みを示していない。計画実じつ行こうが概おおむね悠二の意い思しを主体に行われている理由も、実のところ彼が楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞうに専心しているため……平たく言うと、それ以外はどうでもいいから任せている、ということなのだった。余よ事じはまさに『そのために作られた代だい行こう体たい』に委ゆだねられている。

「文もん句くを言える筋すじ合あいでもないよ、な」

　わざわざ自分の声で確かめるように言いつつ、悠二は鋭く腕を払った。

　戦いで自在法を使う予よ行こう演えん習しゆう、また万まんが一いち、動どう揺ようを誘えるなら儲もうけ物、という思おも惑わくに従い、一つの物体が二人の丁ちよう度ど中間点に構成される（こちらは、使えなければ自身の望みに支し障しようが出る可能性もあったため、しっかり練習していた）。

　下方で反転し、再び向き合ったシャナも気付いたそれは、

「！」

　人間大だいほどもある、簡かん素そな作りの砂すな時計。

　周りに古めかしい字じ体たいの数字が巡り、減り続ける残り時間を正確に伝えている。曰いわく、

《５５：３１》

　黒い炎ほのおの濃のう淡たんで器うつわを、銀の欠片かけらで砂を象かたどるそれは、減り続ける数字を纏まとって、これ見よがしに宙を漂い出した。現れた時点から、既すでに銀の砂は上に残り微かすか、下に山と降り積もる形になっている。これは特とく定ていの時刻を基き準じゆんに構成されたものではなく、楽園『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創造まで時がない、と見せつける演出の類たぐいである。

　現実に危き機きが迫っていることをも示しつつも、焦あせりを誘う、砂すな時計。

　そして、

　その示された核かく心しんへと引き寄せられるように、二人の許もとへと飛んでくる。

　互いの最さい短たん距離、即すなわち砂時計へと突とつ進しんするシャナの灼しやく眼がんに、濁にごった紫むらさきの炎ほのおが。

　反対側、彼女を待ち構え自じ在ざい法ほうを練る悠ゆう二じの黒い瞳ひとみに、群ぐん青じようと桜さくら色いろの輝きが。

　と、先せん鞭べんたる剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』が悠二の頰ほおを掠かすり、

「ご無ぶ礼れい！」

　砂すな時計の陰から飛び出つつあったシャナを打ち落とさんと伸長する。

　対して、シャナの手首にリボンが巻き付いて引き、

「遅ち参さん容よう赦しや」

　迫る鋭い穂ほ先さきから遠ざけ、群青の炎からなる獣けものの背に放り落とした。

　躱かわされたと知ったシュドナイは、四し肢しの内、槍やりを持たない三さん肢しを巨きよ大だいな竜りゆうの首に変えて襲おそいかかる。それぞれ、無む数すうの炎えん弾だん、炎の放ほう射しや、牙きばによる攻こう撃げきと手て管くだを変えて。

　宙を奔ほん放ぽうに駆かけ巡るマージョリーは、トーガの腕から同じく無数の炎弾を放って全てを撃うち落とし、追つい随ずいするヴィルヘルミナは、リボンの渦うずを作って炎の放射を跳ね返し、最後にシャナが、自在法『真しん紅く』による拳こぶしで牙剝むく竜の首を粉ふん砕さいし、その悉ことごとくを退しりぞけた。

　とりどりの火ひの粉こを舞い散らす戦せん場じようの挨あい拶さつを終えてみれば、砂時計を中心とした位置こそ違え、互いの高度は変わらない。マージョリーがどさくさ紛まぎれと目もく論ろんだ上空への突とつ破ぱは、シュドナイの攻撃で阻はばまれた形となっていた。

　強力なフレイムヘイズの来らい援えんという状況を経て、なお現状を維い持じし得たことに安あん堵どの一ひと息いきを吐ついた悠二は、そうできるだけの余よ裕ゆうを与えてくれる将しよう軍ぐんへと感謝の声を掛ける。

「ありがとう、来てくれたんだ」

　シュドナイは、代だい行こう体たいに少年の人じん格かくが色いろ濃こくなっていることに気付いて、しかし見ぬふりをした。これはこれで、面白い。

「情勢の見み極きわめが、ようやく付いたもので。それに、やはりあれは現実の脅きよう威いかと」

「だろうね。でも、今になってマージョリーさんまで加わったか……ベルペオルはなんと？」

　虚きよ勢せいを張って偉ぶるでもない、ひたすら考え努める悠二の姿すがたに、

（これだけ戦いに振り回されていて、よく気が回る）

　と秘ひそかに感心しつつ、表おもて向むきは恭うやうやしく答える。

「出現した場所は一応『真しん宰さい社しや』の外だそうですが、分かったものではありませんな。ベルペオルは『儀ぎ装そうの駆かり手』ともども潜せん入にゆうし、何事か仕掛けたのでは、と」

「調査は？」

「進行中です」

　よし、と悠二は頷うなずき、代行体に与えられた任にん務むであり、自身の望みを果たす代だい償しようでもある戦いに、大たい剣けんを振り向ける。その様さまはやはり、どこまでも真しん摯しで、どこまでも頑かたくなだった。

　シュドナイは奇き妙みような成り行きに半なかば自じ嘲ちようしつつ、己おのが盟めい主しゆと穂ほ先さきを揃そろえる。

　その切きっ先さきの指す場所、意い外がいと柔らかなトーガの背に摑つかまっているシャナの胸むな元もとから、アラストールが自分たちの計画について尋たずねていた。

「『弔ちよう詞しの詠よみ手』、ここにいるということは──」

　三み日か月づきのように大きく裂さけた口から、マージョリーとマルコシアスが笑って請うけ合い、

「ええ、全部キッチリ、やったわよ」

「ヒッヒ、後は好きに暴あばれても良いんだよな、大だい魔ま神じん様よお？」

　追加の事じ項こうを訊きき返す。

「真ん前にあいつがいたけど、大だい丈じよう夫ぶなのよね？」

　シャナは答える代わりに、傍かたわらで黙だまって飛んでいる、もう一人のフレイムヘイズを見た。

　そのヴィルヘルミナは、仮か面めん以上に固い声で、事務的に声を零こぼす。

「先だって、私どもが『星せい黎れい殿でん』に侵しん入にゆうした折、彼女は我々の戦いに資する情報を隠かくすことなく提供し、またヨーハンから託された本ほん作戦の要かなめである『大たい命めい詩し篇へん』改かい変へんの要よう諦ていをも、渡してくれたのであります。消極的ながら、敵対の意い思しはないかと」

「当とう面めん信しん用よう」

　ティアマトーの端たん的てきな結論にシャナは頷うなずいて、

「……」

　ふと、もう一度見た。

　仮面を付けたヴィルヘルミナが、随ずい伴はんして飛んでいる。

　表情の見えない仮面を付けて、フレイムヘイズとして技の冴さえを見せつけて。

　それでも、シャナには育ての親の様よう子すがおかしいと分かった。

　怪け訝げんの気け配はいを察して、マルコシアスが敢あえて軽く囃はやす。

「なんかグールグル回ってたんでなあ、無む理り矢や理り引っ張ってきたってわけよ」

「友達にできる程度はしといたけど、後の世せ話わはあんたの役目よ」

　マージョリーにも言われて、

「うん」

　シャナはトーガを摑つかんでいた手を離し、跳んだ。紅ぐ蓮れんの双そう翼よくがその背に燃え上がり、マージョリーとヴィルヘルミナの間に入る。共に同じ道を飛んで、しかし手は伸ばさない。火ひの粉こ舞まい咲く炎えん髪ぱつの中から、煌きらめく灼しやく眼がんで強く見つめて、

「行こう、ヴィルヘルミナ」

　ただ、笑いかけた。双翼の噴ふん射しやが強まり、二人に先行する。

　悠ゆう二じとシュドナイを上に、シャナとヴィルヘルミナ、マージョリーを下に、砂すな時計を挟んだ対決は、双そう方ほう速度を上げて渦うずを巻き、さらなる激げき突とつへと収束していった。
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　ベルペオルは一人、元『祀し竈そう閣かく』だった中央制せい御ぎよ室で佇たたずんでいる。

　教きよう授じゆが『真しん宰さい社しや』を再構成したため、シュドナイの開けた穴は完全に塞ふさがっていたが、丁ちよう度ど中央に位置していた竈かまどの宝ほう具ぐ『ゲーヒンノム』は粉こな々ごなに打ち砕くだかれていた。

　灰と破は片へんを撒まき散らした無む残ざんな残ざん骸がいを三さん眼がんで眺ながめながら、

（これは『星せい黎れい殿でん』が持つ修復能力の範はん疇ちゆうに入っているのやら）

　などと、愚ぐにも付かない思いを流していた彼女の前に、遠えん話わの自じ在ざい式しきが浮かび上がる。塔とう内ない部の捜そう索さくに当たっていた〝徒ともがら〟の所属を表す印いん章しようである。

《こちら第七隊！　中層・第二四区く画かくにて大だい規模な爆ばく発はつが発生！　色は桃もも色いろです!!》

　聞き捨てならない情報に、微かすかベルペオルは眉まゆ根ねを寄せる。

「それで、『輝き爍しやくの撒まき手』本人は捕ほ捉そくできたのかい？」

《いえ、接せつ触しよくした者が討うち滅ぼされたため、未だ確認はできておりません！　引き続き周囲の捜索に当たります！》

　敬けい礼れいが見えるほどの折り目正しい声が、自在式と共に消えた。

「ふむ……」

　と、顎あごに指を当てて考える彼女の前に新たな自在式、先とは異なる印章が浮かび上がる。

《こ、こちら第二隊！　上じよう層そう・第四区画にて……紫し電でんが目もく撃げきされました!!》

「！」

　紫電と言えば、『震しん威いの結ゆい手』ゾフィー・サバリッシュのものに他ならない。桃色の炎を持つ『輝き爍しやくの撒まき手』レベッカ・リードともども『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』や『万ばん条じようの仕し手て』とは浅からぬ関係、援えん軍ぐんとして入り込んでいてもおかしくない面々ではある。

（が、どうにも、作さく為いが匂においすぎるねえ）

　先の『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がん』強きよう襲しゆうの際には、褐かつ色しよくの自じ在ざい式しきが撒まき散らされ、実際に『儀ぎ装そうの駆かり手』が出現した、という事実を前もって示し、次に異なる色の炎ほのおを見せて、まだまだ他にも来らい援えんはある、しかも本ほん拠きよ地ち内部に、と見せかけているのではないか。

（引っかける策としては下の下と思えるが、いずれ確かく証しようを得るために、現実の捜索を続けねならんわけだ……結果として、指し揮き系統は混乱し、行動は鈍化させられる）

　つまりは、下の下であっても避けようのない罠わな、というわけだった。

（ふふ、敵も然さる者、なかなか最後まで楽しませてくれる……いいだろう、駄だ賃ちんとして、そちらの茶ちや番ばんに付き合ってやるともさ、おおよその察しも付いていることだし、ね）

　数秒の思し索さくを経て、ベルペオルは二つ目の自在式に確認する。

「そちらでも、『震しん威いの結ゆい手』本人は？」

《は、不意の攻こう撃げきを受けた隊の前ぜん衛えいが、勝かつ手てに戦せん端たんを開いてしまい……》

「自分たちの攻撃で、調査を許すほどに現げん場ばが残らなかった、か」

　やはり、やれやれ、と溜ため息いきを混ぜて、

「今後は第一いち撃げき目を、仕掛けられた罠わなと認にん識しきして当たるように。軽けい率そつな反はん撃げきは厳げん禁きん、まずはなにが起こっているかを調べること。他の隊にも、そっちから通つう達たつを回しておくれ」

　改めて方針を定めた。

《はっ！》

《了りよう解かいしました！》

　返信と共に消える自在式を見て、もう一度、溜息を吐つく。元もと『星せい黎れい殿でん』の守備隊たいでもあった彼らである。普ふ段だんであれば、このような当たり前のことを指示するまでもないのだが。

（どうも、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞうが間ま近ぢかに迫っている興こう奮ふんのせいか、手立てが総じて雑になっている……なんにせよ、これで幾いくらか成果の出るまでは、また待ち、か）

　ままならぬものに面して、愉ゆ悦えつの笑えみが面おもてに過よぎった。

　と、その前に、また別の自在式が浮かぶ。

《参さん謀ぼう閣かつ下か、建けん議ぎのお許しを頂きたく》

「ほう、なんだね？」

《正体が何者であれ、敵潜せん入にゆうが事実である以上、閣下の身辺……中央制せい御ぎよ室しつに警けい護ごの部隊を置かれるべきかと》

　意い外がいな言葉にベルペオルは少し面めん食くらって、異ことなる笑みを漏もらした。

「心こころ遣づかいは嬉うれしいが、無用のことだ」

《無用、ですか？》

　戸と惑まどう部下に、創造神しんの眷けん属ぞく・三柱臣トリニテイの参謀として言う。

「ああ。私の仕事である仕掛けは全て終わったんだ。この期ごに及んで、守られる必要もない」

《そ、そのようなわけには参まいりますまい》

「もう、遅いのさ。連れん中ちゆうがなにをやろうとも、ね」

　先の異い変へんにおいて『零れい時じ迷まい子ご』を奪うばわれなかった時点で、彼女の目もく論ろ見みは完かん遂すいしたも同どう然ぜんだった。不ふ確かく定てい要素への追つい撃げきの手当も代だい行こう体たいが──その標ひよう的てきは、少女・〝ミステス〟と異なってはいたが──先んじてやってくれている。為なすべきことは、全く、全て、終えていた。そんな得えも言われぬ満足感が、常は冷静な彼女の口く調ちように、僅わずかな抑よく揚ようを加えている。

「後は、事の運びに遺い漏ろうがないか監かん督とくするだけの、吞のん気きな役割さ。まあ、それこそが参謀としての醍だい醐ご味み、とも言えるが……」

　ベルペオルは急せくのではなく、どこか惜おしむように司し令れい室しつ中央、砕くだかれた『ゲーヒンノム』の上に浮かんでいる、とある物体を見やった。

　三つの視線を浴びたそれ、

《５２：１０》

　悠ゆう二じが作ったものと同じ、自じ在ざい法ほうによる砂すな時計は、残る時を着ちやく実じつに減らし続けている。







　剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を携たずさえたシュドナイに、正面からかかる選択はあり得ない。

　が、シャナら三人のフレイムヘイズは、敢あえてそのあり得ない選択を採っていた。

　時間制せい限げんのある現状、慎しん重ちようで迂う遠えんな方法は論ろん外がいである。といって、創そう造ぞう神しんの眷けん属ぞくとその宝ほう具ぐは、多少の小こ細ざい工くなど叩たたき潰つぶしてしまえるだけの圧あつ倒とう的な力を持っている。となれば、正面からぶつかって、ギリギリの攻こう防ぼうの内に生じる微かすかな隙すきを拾い上げるしかない。

　そして、シャナとヴィルヘルミナ、マージョリーは、シュドナイを相手に、その攻防を搔かい潜くぐることのできる、数少ないフレイムヘイズなのだった。

　とはいえ、それも既すでに数分、

　並の討うち手なら十からは粉ふん砕さいされているだろう交こう錯さくの時を経ている。死まで皮かわ一枚、髪かみ一本という命を、シャナらは砂時計の砂一ひと粒つぶで買うように舞い踊り続けさせられていた。

　戦せん況きようにようやくの変化が訪れるのは、その砂が一割ほども減ってから。

　危き急きゆうの空を貫つらぬいて飛ぶ三人の前、まさに真ま正しよう面めんから、巨きよ大だいな『神しん鉄てつ如によ意い』の穂ほ先さきが迫る。

　シャナは怯ひるまず、絶対に砕くだけない大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』を弾だん頭とうに、掠かすった。それだけで、とんでもない相そう対たい速度と威い力りよくに翻ほん弄ろうされ、錐きり揉もみ状態へと陥おちいるが、

「──」

　彼女はそれを立て直さず、逆に紅ぐ蓮れんの双そう翼よく、その片方の推すい力りよくを増して、回転を加速させる。そうして気き合あい一いつ閃せん、

「──だっ！」

　左拳こぶしを模もした自じ在ざい法ほう『真しん紅く』を具ぐ現げん化させ、傍かたわらを突き抜ける槍やりの柄えを真ま横よこから強打した。弾はじかれた回転に、双そう翼よくによる加速が加わって、その威い力りよくは壮そう絶ぜつなものとなる。

　宙に出現した塔とうのような『神しん鉄てつ如によ意い』が、距きよ離り感を麻ま痺ひさせる速度で吹っ飛んだ。

　その崩くずれを逃さず、ヴィルヘルミナがリボンを穂ほ先さきに絡ませる。絶ぜつ妙みようの力加か減げんで、吹っ飛ぶ槍を、引いてはシュドナイを、より速くより強く、逆に錐きり揉もみ状態へと追い込んだ。

（ぬっ、大きさでは武器にならんか？）

　まるで『神しん鉄てつ如によ意い』を芯しんにしたスクリューに巻き込まれたような様さまとなったシュドナイは、早回しに流れる視し界かいの中、槍を元の大きさに戻す。

　と、

「はぁい」

「ぃよお！」

　軽い、聞き知った声が至し近きん、頭上から。

「!?」

　見上げる前に、両掌てのひらを組んだ強烈な打だ撃げきが叩たたき込まれ、シュドナイは下方へと文字通り打ち落とされていた。落下の中、サングラスに、とあるものが映る。

　それは、槍の柄から解け、燃え尽きつつある群ぐん青じよう色いろの鎖くさり。

（そういう、ことか！）

　ヴィルヘルミナの投げで錐揉み状態になったとき、自在法で編んだ鎖くさりを柄に巻き付けられていたのである。槍が元の大きさに戻る、まさにその現げん象しように乗って、マージョリーは一気に距きよ離りを詰めたのだった。各おの々おのの特とく性せいを生かした見事な連れん携けい──と感心している暇ひまはない。

（ちいっ、盟めい主しゆ殿どのが！）

　現在、悠ゆう二じは上空・世界の卵への突とつ破ぱを阻はばむことに専念し、攻こう勢せいを任せたシュドナイのすぐ傍そばにあった。マージョリーの不ふ意いな接近、シュドナイの落下、という状況は、つまり両者の間に割って入られたことに他ならない。

　並み居る強つわ者もの三人の内、あるいは『弔ちよう詞しの詠よみ手』マージョリー・ドーこそ、代だい行こう体たい・坂さか井い悠二に最も近付けてはならない存在だった。彼女が対たい処しよに経験を要する縦じゆう横おう無む尽じんな自在法の使い手であることに加え、悠二の方は鋭えい敏びんな感かん知ち能力を喪そう失しつしているのである。さらに当然、こうする間にシャナとヴィルヘルミナも猛もう烈れつな速度で接近しつつある。

　シュドナイはどちらに対処するか、とは考えない。

「ぬあああああああああああああ!!」

　どちらにも、対処する。

　そのために与えられた眷けん属ぞくとしての権けん能のう、千せん変ぺん万ばん化かの力だった。腕が変わり、足が変わり、見る間に下か半身を一つに繫つないだ四匹ひきの巨きよ大だいな虎とらとなって、空を貫つらぬき走る。

　盟めい主しゆ・坂さか井い悠ゆう二じと、

「いつぞやは、すいませんでした」

　襲おそいかかるマージョリー、

「戦いだもの、気にしちゃいないわ」

「だがま、とりあえずブン殴なぐられてくれや！」

　全力噴ふん射しやで飛来するシャナ、

「っ！」

「来たぞ！」

　傍かたわらに引かれるヴィルヘルミナ、

「仕掛け時であります」

「失しつ策さく不ふ可か」

　いずれの前にも虎の上じよう半身を伸ばすことで、シュドナイは物理的な障しよう壁へきとなった。

　悠二の元に現れた虎だけが、彼を額ひたいに乗せて上昇する。フレイムヘイズらに対しては、前を塞ふさぐことで攻こう撃げきさせ、その攻撃させた時間だけを稼かせいで態勢を整える。


「豚ぶたがお空を飛んだとさ！」



　そうする、はずだった。

「ホイ、茶色い服をば着た男っ！」

　上昇するシュドナイと悠二が、


「ハイ、すぐさま御お許もとに引き下とすっ！」



　互い違いに上がった歌声に戦せん慄りつする。

「ディケリ・ディッケリ・ディケリ・デアッ！」

　フレイムヘイズ『弔ちよう詞しの詠よみ手』による、強力な自じ在ざい法ほう発現を示す『鏖おう殺さつの即そつ興きよう詩し』！

　まず、

　ガンッ！

　と、悠二が、

「っぐ!?」

　次に、

　ズゴン！

　とシュドナイの虎とらが、

「ぬ、がっ!?」

　それぞれ頭をぶつけていた。

　否、ぶつけた、どころの衝しよう撃げきではない。

　硬こう質しつな障しよう壁へきに、上昇の勢いのまま、激げき突とつしていた。

　それを見届けたかのように壁は砕くだけ、群ぐん青じよう色いろの火ひの粉こと散る。

（しまっ──た）

　悠ゆう二じが押し潰つぶされなかったのは、後こう頭とうの竜りゆう尾びに付与された自動防ぼう衛えい機き構こうの賜たま物ものである。激げき突とつを感かん知ちした瞬しゆん間かん、体の周囲を螺ら旋せん状に取り巻き、主あるじの体を衝しよう撃げきから守ったのだった。

（いかん！）

　またシュドナイは、この思わぬ失しつ態たいに驚き、眷けん属ぞくとしての逆らい難い性しように従う。即すなわち、反はん射しや的に虎の身を下げ、衝撃に意識を朦もう朧ろうとさせる悠二を、宙に取り残したのである。

　そして、まさにこの瞬しゆん間かんを、シャナは待っていた。

「っはああああああああああ!!」

　後背に現した『審しん判ぱん』で標ひよう的てきの位置を把は握あくし、大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』を起き端たんとした『断だん罪ざい』を発現させる。灼しやく熱ねつの大たい剣けんは、ヴィルヘルミナが纏まとめて縛しばり上げた二体の虎とらを瞬しゆん時じに焼き払い、進路上の空気を破は裂れつさせながら驀ばく進しんした。

　狙ねらい違たがわず、容よう赦しやもなく、坂さか井い悠二に向かって。

「──ッ！」

　叫ぶ余よ裕ゆうもないまま、悠二はこの直ちよく撃げきを受けた。

　一いつ瞬しゆん、二に瞬しゆん、あったのか、悠二が恐きよう怖ふとともに発動させた火ひ除よけの指ゆび輪わ『アズュール』が、その提げられた首くび元もとで輝いて『断だん罪ざい』の炎を受け止め、しかし、すぐに許きよ容よう量りようを超えた。

　破られた結けつ界かいの中で、

（　　指輪　駄だ目めだ　怖こわい　熱い　自じ在ざい法ほう　防ぼう御ぎよ　絶対　シャナ　　生き　　る　　）

　混こん濁だくした意識が迸ほとばしり、

　思いの結けつ晶しようがこもごも綯ない交ぜになり、生なまの感情と冷れい徹てつな認にん識しきが鬩せめぎ合い、なおも頑がん健けんに根を張る理り性せいの元で固まり、執しゆう念ねんにも似た強きよう靱じんな意い思しによって現出する。




　悠二の正面に現れた、透とう明めいな煉れん瓦が塀べいのような──自在法として。




　透明な一ひと塊かたまりの中に自在式しきの断片が黒々と燃え、塊が無数に組み合わさって結びつき、一個の壁として構成されていた。のみならず、機能していた。

　灼しやく熱ねつの大たい剣けん『断だん罪ざい』を正面から受け止め、耐えきったのである。

　これを放ったシャナだけでなく、

「なっ?!」

　自在法を発現させた悠二自じ身しんも、

「……？」

　驚きよう愕がくに呆ぼう然ぜんとなった。

　人間の形けい態たいに戻り『神しん鉄てつ如によ意い』を構え直したシュドナイも、彼を牽けん制せいするため至し近きんに滞たい空くうしていたマージョリーも、シャナとの連れん携けい技わざを決めたばかりのヴィルヘルミナも皆、予想だにしない新たな現げん象しようを把は握あくできずにいた。

　その中で、誰だれより先に我に返ったのは、シャナ。

（まさか、あれは）

　元よりの性質もあったが、なにより彼女は自じ在ざい法ほう『審しん判ぱん』によって力の流れを知ち覚かくすることができていた。知覚に伴い、それが戦いにおいてどのような意味を持つのか、戦せん士しとして鍛きたえ上げた思し考こうと勘かんが、回答として彼女を動かす。

（坂井悠二の自在法！）

　ヴィルヘルミナに、目め線せんだけでシュドナイの牽けん制せいに加わるよう頼みつつ、

（あれは、危険だ）

　素早く自在の黒こく衣い『夜よ笠がさ』を払って、中から一式の宝ほう具ぐを宙に放り出した。

（習しゆう熟じゆくする前、今の時点で）

　浮かんでキラリと光るそれら数十の指ゆび輪わは、自在式を込めて弾だん丸がんのように打ち出すことのできる宝具『コルデー』。今は『大たい命めい詩し篇へん』の改かい変へんを行う式が込めてある。

（一気にカタを付けなければ!!）

　そんな彼女の前で、悠二もようやく我に返り、自身の起こした異い変へんを反はん芻すうする。

（坂井悠二の……自在法？）

　確かに、誰だれから教わった形式のものでもなく、創そう造ぞう神しんの関かん与よ等も感じなかった。

（いや、その前に）

　と気を引き締しめ直す。今は、ゆっくり考えられるほど余よ裕ゆうのある状況ではない。

（指ゆび輪わを、防がなければ）

　シャナが宙に浮かべた指輪は、頭上に育つ世界の卵に害なすものである。楽らく園えん創そう造ぞうを達成してこそ、自らの望みも叶かなえることができる。断じて阻そ止しせねばならなかった。

　と、その指輪をシャナが軽く、自分の前方、やや上にばらまいた。

　すぐに、一つ一つが『大たい命めい詩し篇へん』と同じ銀色に輝き、準備を整える。

　それらに向かって、彼女はあくまで軽い動作で、左手を後方に流した。

　瞬しゆん間かん、

　掌てのひらを開いたまま掬すくい上げるようなアッパーカットを繰くり出す。その途と上じようで自じ在ざい法ほう『真しん紅く』による巨きよ大だいな掌が出現し、数十の『コルデー』全てを握り込んで、急きゆう速そく上昇。

　悠ゆう二じは、彼女の意い図とを正確に察し、

（指輪ごと、世界の卵に、ぶつける気だ!!）

　思わず巨大な拳こぶしの軌き道どう上に飛び込んでいた。もちろん、ただ無む謀ぼうに体を張る気はない。

（さっきの自じ在ざい法ほうを──）

　咄とつ嗟さに、あの『断だん罪ざい』さえ受け止めてびくともしなかった自在法を展開させるべく、念じていた。心身に残る感覚は鮮せん烈れつで、一度覚えた道みち順じゆんを辿たどるように、驚くほど簡単に成功する。

（──できた!!）

　ただし、それは全く、念じた通りの現出でしかなかった。

　現れたモノは、巨大な『真しん紅く』の拳を遮さえぎる、透とう明めいな煉れん瓦が塀べい。

　それはただ遮っただけで、ひとたまりもなく粉ふん砕さいされていた。

「!?」

　驚きよう愕がくした悠ゆう二じをも一いち撃げき、弾はじき飛ばして『真紅』の拳は、上昇する。

　そのまま、速度を増しながら、世界の卵へと叩たたき付けられた。

　防ぼう衛えい機構として発動した無む数すうの『銀』は拳こぶしに打ち砕くだかれ、

　拳は卵を構成する『大たい命めい詩し篇へん』に直ちよく撃げきし、爆はぜ散る。

　ただ、

　拳の内に握り込まれていた指輪だけが、

　指輪に込められた『大たい命めい詩し篇へん』だけが、

　世界の卵へと、眩まばゆく打ち込まれていた。

　シャナが、握った拳を前に、笑う。










　　　　幕まく間あい１　眷けん属ぞく







「無む理りです」

　フリーダーから導きの神に知らしめて貰いたい事柄の説明を受けた楽がく士し〝笑しよう謔ぎやくの聘へい〟ロフォカレは、間違いなく命に関わるだろう要求を、素そっ気けなく断っていた。

「ああ、いえいえ、できることなら協力したいとは思っていますよ？　なにせ、哀あわれにも監かん禁きん恫どう喝かつされている身ですから」

　へりくだっているようで人を食った答えに、フレイムヘイズ『骸がい軀くの換かえ手』アーネスト・フリーダーは本気で恫喝すべきか、少し迷った。もっとも彼は、この楽士とは過去に幾いく度どか出くわしており、脅おどしの類たぐいが通じる人格でないことも理解している。自分の生命にすら大した興きよう味みを持たず、楽しいことにしか思し考こうを割さかない〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の一いち典てん型けいなのである。

　言葉を選びかねている契けい約やく者しやを見かねて、胸の造ぞう花か型の神じん器ぎ〝アンブロシア〟から〝応おう化かの伎ぎ芸げい〟ブリギッドが、哀あい願がんのような口く調ちようで問い詰める。

「無理って貴方あなた、眷属なんでしょ？　眷属と接せつ触しよくすれば導きの神の〝神しん託たく〟が下される、って聞いてるわよ。ね、お願いしてみてよ、こっちも切せつ羽ぱ詰つまってんだから！」

「うーん」

　が、ロフォカレは三さん角かく帽ぼうを傾かしげて難なん色しよくを示した。静止した公園をフラフラ歩いて、止まったままのブランコを物もの珍めずらしげに眺ながめるついでのように言う。

「いえ、その……本当に無理なんですよ。確かに〝応おう化かの伎ぎ芸げい〟の言われることに間違いはないのですが」

「じゃあ──」

「いいよ。ありがとう、ブリギッド」

　フリーダーは、常の如ごとく自分に代わって感情を、この場合は焦しよう燥そうを吐き出してくれるパートナーに優しく声をかけてから、改めて尋たずねる。

「せっかく出会えたんだ、無理という理由くらいは説明してくれないかな。無む駄だ骨ぼねを折ったというのなら、せめて納なつ得とくくらいはしたいんでね」

「……分かりました。代わりに、と言ってはなんですが」

　ロフォカレは帽ぼう子しの先を摘つまんで、一帯を伺うかがう素そ振ぶりを見せた。

　その意味を察して、フリーダーは組んでいた足を解き、立ち上がる。両手を広げ、フレイムヘイズにとっては意味のない、非ひ武ぶ装そうをアピールした。表ひよう裏りがないことを示す──レベッカからは度たび々たびわざとらしいと悪あく態たいを吐つかれる類たぐいの──誠せい意いの姿すがた、のつもりである。

「分かった。ここに集まってくるフレイムヘイズに、決して手出しはさせない。安全圏けんに出るまでの保ほ護ごも約束しよう。その後は、何処いずこへ遁とん走そうしようとミカロユスと芸術談だん義ぎに花開かせようと、君の勝かつ手てだ」

「感謝します」

　誓ちかいの儀ぎ式しきのように、ロフォカレは身ごと屈かがめて返礼する。そうして、既すでに目を付けていたらしい自分の演えん壇だん、バネ上に据すえられた白はく馬ばの遊ゆう具ぐへと、身み軽がるに飛び乗った。遊具をピクリとも揺らさず爪つま先さきだけで降り立ち、先とは違う、楽がく士しとしての優ゆう雅がさで腰を屈かがめ、徐おもむろに、

「さて、さて──」

　バラン、と語るに必ひつ須すとでもいうように、リュートを爪つま弾びく。

「常の夜会であれば、我らが神の栄はえある故ゆえ由よしと、数多あまた取り置きの譚たん歌かをば、微睡まどろみの夜よ更ふけまでお聞かせするところなれど、本日は御ご見けん物ぶつも繁はん劇げきの体てい。まこと口くち惜おしきを忍しのび、ただ問いへの答えのみ、謡うたい上げましょう」

（前置きが長い）

　共に思うフリーダー、ブリギッドを余よ所そに、楽士は語り始める。

「なにゆえ無む理り、つまりは『ことわりなき』か……それは簡単、まこと当然」

　バラン、とリュートで合いの手が入った。

「なんとなれば、今あるままに放っておいても成るもの、既すでにその流れができあがっているものを『導く』ことなど、できはしないからです」

　バラン、とまた一ひと息いき、詩の朗ろう読どくのように。

「ことわりなきところ、我らが神は生まれ得ない……実に簡単、それも当然」

　フリーダーが、質問で会話の進行を早めようと、質問を浴びせる。

「生まれ、得ない……？　他た心しん通つうなり儀ぎ式しきなりで、この世の何ど処こかに眠る神に呼びかけ、神しん威い召しよう喚かんするのではないのか？」

　バラン、とロフォカレは質問も歌に含めるように、爪弾いた。

「我らが神は、決して眠りません……世界の内を見けん聞ぶんして巡る、我ら眷けん属ぞくの間にたゆたう神しん霊れいそのものが、畏かしこみて仕つかえ奉たてまつらむ導きの神──〝覚かくの嘯しよう吟ぎん〟シャヘル──」

　バラン、と爪弾く音ね色いろに、深さが増す。

　襟えりと帽ぼう子しの鍔つばに隠かくれていた顔が、まるで元からなかったかのように、暗く陰った。

「我ら眷属の見聞した事こと柄がらの内に、導きなくば儚はかなく失うせる新たな灯ともしびを見出したる時、唯ゆい一いつの霊れい告こく──『知らしむるべし』──が降り、神意召しよう喚かんが為なされる」

　眼がん前ぜんに在る小さな〝徒ともがら〟に脅きよう威いを感じ始めている、と自覚したフリーダーは、それを振り払わんと、自分たちの示したものを再びぶつける。

「我々が説明した『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』による計画は、それに当たらないというのか？　両りよう界かい渡りも、宝ほう具ぐも、人じん化かも、封ふう絶ぜつも、表ひよう明めい思し想そうも、フレイムヘイズの生せい成せいでさえ、〝神しん託たく〟を降ろして世に知らしめたというのに……!?」

　その声には、同どう胞ほうたる〝徒ともがら〟らですら忌いみ嫌きらう、また彼自じ身しんがその災さい禍かを被こうむったことも多々という、好き放ほう題だいに誑たぶらかし唆そそのかす神への言い知れない不ふ信しんと怒りが籠こもっていた。

　バラン、と深く深く、音ね色いろをたゆたわせて、神の眷けん属ぞくは動じず、答える。

「貴方あなたたちの計画なるものは、既すでにある流れに加わる、微かすかな誤ご差さ……それを後追いで認めるのは、導きではないのです。我らが神の権けん能のう、『喚かん起き』と『伝でん播ぱ』の行使には値あたいしません」

　バラン、と裁さい断だんの槌つち音おとのように、リュートが鳴った。

　これを受けて、ブリギッドが早さつ速そく、弱よわ音ねを吐く。

「どど、どうしようフリーダー君？　レベッカちゃんにもゾフィーちゃんにもマージョリーちゃんにもケーサク君にも、大だい丈じよう夫ぶやってみせる、って啖たん呵か切きっちゃったよお!?」

「拒こばまれただけで諦あきらめられるほど、軽い任にん務むではない、な」

　パートナーが取り乱してくれることで、辛かろうじて平静さを取り戻したフリーダーは、今できることを模も索さくし始める。

「無む理り強じいができないことは分かった。なら、仮に戦せん場じようでなにかが起きたとき、君を脅おどしつければ、その神しん意い召しよう喚かんをしてくれるのか？」

「これはまた、随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうなお申し出……」

　バラン、と今度は軽く鳴らしてから、ロフォカレは少し、考える素そ振ぶりをした。彼にとっても他の眷属にとっても、他者に強きよう要ようされる形での神意召喚は例ためしがない。どのような答えが妥だ当とうなのか、自分でも整理し直す必要があった──が、やがて、

「まずは、事実」

　一言、端たん的てきに告げる。

「今も見ているミサキ市の戦いにおいて、我らが神の目に留まるだけの事実が起これば、私としても協力しない理由はありませんね」

「それは、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がん』の計画だけでは？」

　フリーダーの念ねん押おしに、やはりロフォカレは容よう赦しやなく頷うなずく。

「ええ、足りません……が、なに、舞台は新しい世界を形作る戦せん場じようなのです。図ったこと以外にも、なにが起きるか、誰だれにも分かりません。運がよければ、思わぬことが──」

　と、そこで彼は言葉を切った。

「？」

　フリーダーとブリギッドが窺うかがう眼がん前ぜんで、ロフォカレは体を声を震わせ始める。

「──思わぬ、こと、事実、が」

　思し考こうと言葉を纏まとめる余よ裕ゆうすら失った中、彼の自じ在ざい法ほう『千せん里り眼がん』は、御み崎さき市しの戦場で、一つの事じ象しように、文字通り目を奪うばわれていた。身の内で、とある予感が膨ふくらみ始め、導きの神の眷属として至し高こうの言葉を、叫ぶように強く、謡うたうように高らかに、吐き出す。

「なんだ、これは？」










　　　　２　異い邦ほう人じんの夢、神の夢







　吉よし田だ一かず美みは、風の中にいた。

　琥こ珀はく色いろの暴風ではない、柔らかな野風の中に。

　眼前、天てん穹きゆうの円さを実感できるほど遠く広がる青空の下、波を襞ひだほどに立てる静かな湖みずうみを挟んで、彼方かなたに雲影を落とす低い山々、此方こなたに白い地じ肌はだを方々覗のぞかせた緑の丘が、在る。

　水と土と草の匂においが、体中を満たしてゆくようだった。

　そよぐ野風に乗って頰ほおを撫なでたのは、草の端はか、花はな弁びらか。

　丘の上に立つ吉田は、それら全てに眼めを細めながら、呟つぶやく。

「なんて綺き麗れいな……夢」

　そう、夢だとハッキリ、分かっていた。

　どこにいたのか、なにが起きたのか、分かった上で心を震わせていた。その光景が、幸福の悲しさに、喜びの痛みに、平へい穏おんの切なさに、色づいているのを感じていたからである。

　だから、それが誰だれの見ている夢かということも、分かっていた。

「ありがとう、吉よし田だ一かず美みさん」

　吉田は自分の前、緩ゆるやかな緑の斜面に、一人の少年が背を向け座っているのに、初めて気付く。それが『永遠の恋人』ヨーハンであることも、当たり前のように分かった。

「ありがとう、ですか？」

「うん」

　おずおずと尋たずねる少女に、ヨーハンは小さな背中越しに優しく、静かに返す。傍かたわら、頰ほおを寄せ肩を預けて安らかに眠る〝彩さい飄ひよう〟フィレスを、起こさないように、そっと。

「僕の勝かつ手てな望みを、絶対に望まないフィレスに、果たさせてくれたから」

　吉田には、その不ふ思し議ぎな言い回しの意い図とが分からない。

「なのに、ありがとう、と？」

「そうだよ。あのまま『零れい時じ迷まい子ご』の中にいたら、どのみち僕は消えてしまっていたんだ。そうなる前に、僕らを再会させてくれたのは、間違いなく君だ。だから、ありがとう」

　衒てらいのないヨーハンの謝しや辞じは、しかし吉田にとってあまりに辛つら過ぎた。夢ゆえの率そつ直ちよくさか、抱いた感情が、そのまま言葉になる。

「ごめんなさい」

「ん？」

　いきなり謝られて、ようやくヨーハンは目線を背後に振り向けた。

　風の伴はん侶りよに相応ふさわしい、屈くつ託たくのない笑顔の似に合あう少年に、吉田は告こつ解かいする。

「私は、フィレスさんが『ヒラルダ』を渡した気持ちを、たぶん、理解できたと思います。なのに、その絶対に望まないことを……私は、私の好きな二人の形を変えるため、彼女に強いたんです。だから、ごめんなさい、なんです」

「……」

　少しポカンとなってから、ヨーハンは笑顔に、正直さへの敬意を込めた。

「……君は、フィレスのために謝ってくれるんだね。そもそも『ヒラルダ』はフィレスの方から無む理り難なん題だいを込めて渡された宝ほう具ぐだし、そのために君は酷ひどく悩んで、とんでもない危険にも晒さらされたっていうのに。だったら、やっぱり僕の返す言葉は、ありがとう、さ」

「ヨーハン、さん」

　恐きよう懼くして言葉を詰まらせる吉田から再び正面、広がる絶景に目を転じたヨーハンは、満足げな吐と息いきを一つ、野風に混ぜる。

「ここに君を呼んだ理由は、友達への伝でん言ごんを託す、それだけだったんだけど……今は、話が出来て良かった、と思えるよ」

「伝言、ですか？」

「これから、忙しくてそれどころじゃなくなるからね。フィレスは彼女に酷いことしちゃったのを気に病んで『来ちゃダメ』って関わりを拒こばんじゃったけど……僕は逆に、調子よく甘えてみようと思ってる。なんせ、友達だからね」

　その無む邪じや気きな身み勝がつ手てさの中に、吉よし田だは不意に感じるものがあった。茫ぼう漠ばくとした哀あい切せつ、あるいは秘めたる苦心を。余よ計けいな口出しと思いつつも、やはり夢ゆえか、率そつ直ちよくに尋たずねる。

「これから、どうするつもりなんですか？　フィレスさんが望まない、っていうことは、ヨーハンさんは……」

「うん。僕は消える。フィレスが嫌いやがっていたのは、ただ、その一事だったよ。彼女自身に求められていることなんか、気にも留めていなかった。残された時は少ないけど、その間にできることに賭かけようと……いや、希望を託そうと思う」

　背中だけを見せ、決意の声を返すヨーハンに、吉田はまさしく希望し、

「治ち療りよう、とか、そういうものとは」

　どこまでも優しい吉田の言葉を、しかしヨーハンは微笑ほほえんで否定した。

「違う、だろうな。でも、かつて一人の〝王〟が試みた、命が死を乗り越える唯ゆい一いつの方法、ではある。これから起こることを利用すれば、それが叶かなうかもしれないんだ」

　説明というほど明快ではない、覚かく悟ごへの確認が、自じ問もん自じ答とうの言葉に変わる。

「僕らは、創そう造ぞう神しんの大たい命めい遂すい行こうに乗っかるつもりだ。だから、式を改変する虎とらの巻まきも渡して、ああなるよう仕向けた。先せん達だつの天才二人が参考になる雛ひな形がたを残してくれたおかげで、興味本位に研究してた式も、なんとか実用レベルに漕こぎ着けられたし……あ、今の乗っかるとか仕向けたって話は秘ひ密みつにしておいてね。創造神もフレイムヘイズも怒るだろうから」

「はい、分かりました」

　大半は分からないながら、悪戯いたずらっ子のような口止めに、吉田も思わず笑えみを零こぼした。

　釣つられて、笑みの気け配はいを細肩に現したヨーハンは顔を上げ、

「いい、景け色しきだろう？」

　空を、山を、湖みずうみを、共に見る夢を、少女に誇る。

「ここはね、小さな子供だった僕が、初めてフィレスと空を飛んでやってきた場所なんだ。父とうさんと世界中を飛び回ったことを聞かされて、なら僕も、って駄だ々だをこねて、ね」

　答えを求められていない、と察した吉田は、少年の語るに任せ、聞き入った。

「僕はフィレスとずっと一いつ緒しよに飛んでいたくて、風の冷たさも瞼まぶたの重さも我が慢まんした。繫つないだ手の温かさにしがみついて、苦しさをひた隠かくしに隠して。けど、コンスタンティノープルを越えた辺りで、とうとう気を失って……気付けば、この湖の畔ほとりに寝かされていた」

　僅わずか、隣となりに顔を寄せる気配があった。

「目が覚めた時、この光景と、僕を心配そうに覗のぞき込むフィレスが見えた。また一緒にどこまでも飛んでやるから安心しろ、って変な叱しかられ方をしたよ。それっきり数百年、ここを訪れてはいないし、一緒に飛ぶ機会は、何万回も何十時間もあった」

　涙よりも熱い、感情の溢あふれる声が、野風に混じる。

「なのに、どうして今、フィレスはこの夢を見ているんだろうね」

　大きく息を吸い、大きな声で言う。

「ああ──あのときと変わらず、僕らはここにいる」

　夢の終わりを告げる、暁ぎよう鶏けいとして。

「僕は、幸せだ」

　フィレスの、寄せていた肩が揺れ、髪かみが揺れた。

　ヨーハンが穏おだやかに強く、愛する人に宣せん誓せいする。

「これからなにがあっても、この身がどうなっても、フィレスとなら」

「うん。私もよ、ヨーハン」

　至し誠せいの宣誓を認めるように、あるいは宣誓が成ったかのように、フィレスは答え、そして振り向いた。吉よし田だに見せたものは、どこまでも安らいだ、二人でいることの笑顔。

　あまりの清せい麗れいに胸打たれた吉田は、同時に夢が風に散りゆく感覚をも得る。

「あ……」

　夢の欠片かけらが降り始める中、いつしか『約束の二人エンゲージ・リンク』は、彼女と向き合って立っていた。愛し愛されてなお、それゆえに離れていた互いを、邂かい逅こうへと導いてくれた少女に微笑ほほえみかける。

　もう決して解けない、手を繫つないで。

　そうして、

　伝でん言ごんを託された吉田は、目覚めた。

「……──」

　微睡まどろみの余よ韻いんすらなく、唐とう突とつに拓ひらけた視し界かい一いつ杯ぱいに広がるのは、戦せん場じよう。

　異い形ぎようの〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟が群がり立って襲おそいかかってくる、悪夢のような光景。

「──っ!?」

　あまりなギャップに声すら出せない吉田は、たまらず身をよじろうとして、

（縛しばられてる!?）

　体が拘こう束そくされていると気付いてパニックに陥おちいった。

　必死に自分を縛るものを解こうと手を掛けたところで、

「落ち着いて下さい！　大だい丈じよう夫ぶ……」

　すぐ横から、慌あわてる男の声がかけられる。

「……でもないか」

　まったく頼りない追つい伸しんをくっつけて。

　他人がいることに気付いて、しかし悪夢の光景から目を離せない吉田の前で、

　それが一いち撃げき、

　真横に押し流され、破は裂れつした。褐かつ色しよくの炎ほのおを纏まとった黒い塊かたまり──正体は炎に牽けん引いんされた自動車なのだが、既すでにぶつけ回されて原形を留めていない──が薙なぎ払ったのである。

　その効果範はん囲いの外から、さらなる数で殺さつ到とうして来る〝徒ともがら〟の群れを見て、しかし吉よし田だは自分が守られていることを直感し、褐かつ色しよくの炎ほのおが意味するところも悟さとっていた。ようやっと思し考こうに回す容量を、僅わずか精神の内に得て、周りを改めて認にん識しきし直す。

　目の前、戦せん場じようとの間をガラスが隔へだてており、移動、というより運ばれていて、室内、らしい今いる場所にエンジン音が響ひびいていて──そして、

（自動車、の中？）

　身を縛しばっている、と思えたものは、シートベルトだった。自分がこれを必死に振り解こうと醜しゆう態たいを晒さらしていたことに、吉田は今さら赤せき面めんする。するだけの余よ裕ゆうができていた。

　そこに再び、

「落ち着かれましたか？」

　左隣どなりから（左右すらも分かっていなかった）声がかかる。

「ベルト、混乱させてしまったようですいません。内部は一応、私の領りよう域いきになっていて、衝しよう撃げきも傾きも殆ほとんど関係ないのですが、助じよ手しゆ席に座らせる時の習慣として、つい」

　その人の良さそうな声に、吉田はばつの悪い笑顔を向けようとして、またパニックに陥おちいりそうになった。

　運転席で姿勢良くも必死の体ていでハンドルを切っているのが、緑色の制服制せい帽ぼうに身を固め、顔をゴーグルとスカーフで隠かくした怪あやしげな人物だったからである。

　理り屈くつでは〝徒ともがら〟、勘かんでは友好的な〝徒ともがら〟、とそれぞれ認にん識しきこそしていたものの、それでも一少女たる吉田に、易やす々やすと慣れることのできる状況ではなかった。

　恐れを向けられる事に慣れているのか、運転手は気安く尋たずねる。

「やっぱり、人じん化かの術じゆつを使っておいた方が良かったですか？　カムシン翁おうから、見かけによらず戦せん歴れき豊富な方と伺うかがっていたもので──」

「よせよせ。パラ、余よ計けいなことに気を遣つかってる暇ひまがあったら、運転に集中しろ」

　と、どこからか別の、壮そう年ねんの男の声が響いて、運転手こと〝輿よ隷れいの御ぎよ者しや〟パラは伸ばしていた背せ筋すじに、より力を入れた。

「はっ、すいません、ボス」

　言って、長細いシフトレバーをゴスゴスと操あやつりながら、ハンドルを左に右に切る。車は新たに褐色の閃せん光こうが埋うめ尽くした行く手へと飛び込んだ。ドカン、となにか固い物に乗り上げる騒そう音おんもあったが、運転手の言う通り、外の景け色しきが示すほどには車内に揺れは感じない。

　野の太ぶとい声が再び、今度は吉田に語り掛ける。

「お嬢じようちゃん。ちょいと騒さわがしいが、我が慢まんしてくれ。なんせ周り一面これでな」

　さほど大きくないライトバンの窓に、炎も眩まばゆく照り映え、共感の叫び轟とどろくものは、戦場。気を抜けば即そく座ざに失神しかねないそれは、凄せい惨さんな『光景』で片付けられるほど優しくはない。窓を破って飛び込んでくる危険性を常に孕はらんでいる、現実の脅きよう威いだった。

「こっそり逃げてやり過ごすつもりが、どうにも数が多すぎて退路がないときた。これでも頭数の少なそうなところを選んでるってえのによ」

　ボスこと〝深しん隠いんの柎ふ〟ギュウキは、この戦せん場じようの先頭にあたるフロントマスク中央、本来はアルファベットを組み合わせたエンブレムが据すえてある場所に、木製の面としてへばりついている。その口がカクカクと動いて、車内へと困り切った声を届けていた。

「仕し様ようがねえから、状況が変わるまで街まち中なかを逃げ回ることにした。理解はできたか？」

「は、はい。あの、カムシンさんたちは？」

　頷うなずき、尋たずねた吉よし田だの前、

「屋根の上で、見た通り──」

　答えたギュウキの鼻先、疾しつ走そうする車に寸すん暇か空あけて、褐かつ色しよくの炎ほのおを纏まとった塊かたまりが壮そう絶ぜつな速さと重さで通り過ぎ、そこまで迫っていた数多あまたの〝徒ともがら〟を無む造ぞう作さに叩たたいて屠ほふる。

「うちの用よう心じん棒ぼうと一いつ緒しよに取り込み中だ。それより、旦だん那なと姉あね御ごの伝でん言ごんは受け取ったんだろう？　後ろで二人を見てやってくれ。俺おれたちゃ正直、そっちまで手が回らん」

（ダンナとアネゴって、ヨーハンさんとフィレスさんのことかな）

　と察して訊きかず、吉田はもう一度頷いた。

「はい、分かりました」

　体感以上に揺れて流れる光景に、全身を引っ張られるように思う中、なんとかシートベルトを外した吉田は、運転席との狭い間を（少々はしたなく）潜くぐって、後部ラゲッジスペースへと入る。座席を取り払った小部屋になっているそこに在るモノを見て、

「……！」

　思わず彼女は、息を吞んだ。







　防ぼう衛えい装置たる西洋鎧よろいの、砕くだけ散った欠片かけらの奥、

　叩たたき込まれた衝しよう撃げきのまま弾はじけた、紅ぐ蓮れんの拳こぶしの彼方かなた、

　指輪の宝ほう具ぐ『コルデー』によって楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』を宿す世界の卵へと打ち込まれた自じ在ざい式しきは、一時的に周囲の『大たい命めい詩し篇へん』を活性化させながら広がって行く。

　まるで、シャナの意思を轟とどろかす波は紋もんのように。

　あるいは、世界の卵を浸しん蝕しよくする病原体のように。

　強烈な打だ撃げきを受け落下していた創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じは、

「くっ!?」

　なんとか姿勢を立て直す傍かたわら、中央司し令れい室しつに在る参さん謀ぼうへと遠えん話わを飛ばし、

　頭上の異い変へんに驚きよう愕がくした将しよう軍ぐん〝千せん変ぺん〟シュドナイは、

「ヘカテー!!」

　より直接的に、卵の中ちゆう核かくとなっている少女の名を叫んでいた。

　応えて、司し令れい室からの返信が来るよりも前に、巫み女こ〝頂いただきの座くら〟ヘカテーの、

《──　だい　じょう　ぶ　──》

　言葉というほどには固まっていない、微かすかな他た心しん通つうが、シュドナイにのみ伝わる。

《──　でも　きもち　わるい　──》

　続いて二人に、参さん謀ぼう〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟ベルペオルによる、

《破は壊かいでは、ない》

　端たん的てきな状況報告のみが返ってきた。

《これは、破壊ではない》

　念押しする彼女の声は、慮りよ外がいの事じ象しように低く抑えられている。

　彼女の言う通り、世界の卵は波は紋もんを一いち輪りん流してからも、その形状に変化らしい変化は起きていない。悠ゆう二じらが危き惧ぐした儀ぎ式しきの妨ぼう害がい、同じ『大たい命めい詩し篇へん』によって引き起こされると思われた崩ほう壊かいは、何ど処この部位にも、端たん緒しよの欠片かけらすら、現れていなかった。

　が、だからこそ、おかしい。

　戦せん端たんを開いてから初めて悠二は、なにもかも忘れ、頭上の異変のない異変を振り仰ぎ、

「なにを、した──!?」

　一いつ拍ぱく置いて、ようやく戦いへと意識を向けた〝祭さい礼れいの蛇へび〟の声を、同じ口から吐かせる。

「余よの創そう造ぞうせし楽らく園えんに、なにをした？」

　その前、

「……」

　代だい行こう体たいを守らんと位置するシュドナイは、破は裂れつせんばかりの憤ふん怒ぬを秘すサングラスに、正面の光景を映した。いつしか彼らと対たい峙じしていた、三人にして六人の討うち手らを。

　左に、ずんぐりとした戦いくさの衣ころも『トーガ』を纏まとう〝蹂じゆう躙りんの爪そう牙が〟マルコシアスのフレイムヘイズ、『弔ちよう詞しの詠よみ手』マージョリー・ドーは、三み日か月づきの形に口を開けて、大いに笑う。

「そいつは、打ち込んだ当人からの仰おおせがあるわ」

「お控えあって、よーく聞きやがれい、キィーッヒヒヒ！」

　右に、仮か面めんから無数のリボンを鬣たてがみと靡なびかせる〝夢む幻げんの冠かん帯たい〟ティアマトーのフレイムヘイズ、『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメルも、傍かたわらへと手を振り向け、誇こ示じした。

「神をも裁さばく神の御ご諚じよう……今こそ賜たまわる時」

「俯ふ伏ふく傾けい聴ちよう」

　そして中央、紅ぐ蓮れんの双そう翼よくと巨きよ大だいな牙きばある顎あぎとを燃やす『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナが、

「私たちの目的は阻そ止しじゃ、ない」

「だが、放ほう埒らつな望みを儘まま、容認もせぬ」

　天てん罰ばつ神しん〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールと共に、堂々と自らの裁さい断だんを、大だい音おん声じようで告げる。




「──私たちは、創そう造ぞうされる新世界に──」

「──一つの理ことわりを、新たに織り入れる──」




　二人の声を受けた悠ゆう二じが、即そく座ざに理解する。

　戦せん闘とう者として、打ち込まれた自じ在ざい式しきの効果を。

「狙ねらいは式の破壊じゃなく……改変か!!」

　二人の声を受けた〝祭さい礼れいの蛇へび〟が、強く憤ふん激げきする。

　創造神しんとして、自在式の効果によって生じた変へん異いを。

「余よの手になる〝徒ともがら〟の結実を、歪ゆがめんとするか」

　そうして片方は、鵜う吞のみにして良いものか、と疑い備え、

　もう片方は、戦せん場じようの片かた隅すみに浮かぶ砂時計へと意識を向けた。

《４８：２０》

　互いの考えを、縄なわを綯なう如ごとく収しゆう束そくさせ、

　悠二の声と、

「その、新たな理ってのは？」

　創造神の声で、連ねて問いかける。

「いずれ〝徒ともがら〟に嵌はめる枷かせの類たぐいであろうが」

　シャナとアラストールは、誤ご魔ま化かしも時間稼かせぎも、一切しない。

　問われて隠かくすことなどない、とばかり、再び明確に回答する。

　敵てき手しゆへと投げつける勢いと、戦せん場じよう全体に聞かせる大きさで。




「──人間を喰らえなくする。新たな理は、ただそれ一つ──」

「──我らは新世界を、無条件な楽園には、決してさせぬ──」




　轟とどろく声こわ音ねは、宣せん戦せん布ふ告こくに似ていた。

　やがて、というほどの間も空あけず、

　悠二は気付き、

「なっ……それ、は……」

　創造神は感じる。

「楽園を乱す、というのか──」

　彼女らは、まさにその理によって、無む軌き道どうと放ほう埒らつに戦いを挑いどんでいる、と。

　フレイムヘイズと天罰神が、どこまでも〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟と創造神の対極に在ると──律りつし抑える眼めとして、討うち滅ぼす力として、彼女ら『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』が在ると──無軌道と放ほう埒らつに生きる〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の中に、なお一ひと柱はしら、厳げん然ぜんと罰ばつする存在が在ると──顕けん示じすることで。

　楽らく園えんにとって、それこそまさに、最大の脅きよう威いだった。

　そんな戦いを宣せんし、布ふれ告げる、シャナとアラストールの煌きらめく在あり様ようを前に、

「……」

「──」

　悠ゆう二じは声を震わせて感じ、

「……それ、って」

　創そう造ぞう神しんは異常に気付いた。

「──む？」

　双そう方ほうの意により、大たい剣けんを持たない方の手で衣ころもの胸元を摑つかむ。微かすかにずれたものを、しっかりと押さえ込み、強ごう引いんに繫つなぎ止めるように。表情を頑がんと変えないまま、悠二の声で、

「シュドナイ」

　前に在る将しよう軍ぐんに、命めいを下す。

「手て加か減げん無む用よう」

「御ぎよ意い」

　憤ふん怒ぬの大圧力を人型の内に押し込めていたシュドナイは、代だい行こう体たいが見せた強きよう靱じんな意志への敬意として、飛びかかる前に短く答えた。同時に、輪りん郭かくがゆるりと崩くずれ、大きく膨ふくらんでゆく。

　その陰で〝祭さい礼れいの蛇へび〟自ら、中央制せい御ぎよ室しつのベルペオルへと遠えん話わを送る。

《あれは、刻限の間ま際ぎわまで待つべきと思うが、我が参さん謀ぼうよ》

《は。余よ計けいな策を講じる間、新たな手立てを考える猶ゆう予よ、いずれもこちらより与える必要はないかと、我らが盟めい主しゆ》

　こちらは、笑顔すら見えるほどの──盟主たる創造神が作戦の遂すい行こうにおいて、常に下か問もんの上で裁さい決けつすることに、参謀としての幸福を得ている──喜色に溢あふれた声。

　頷うなずいた〝祭さい礼れいの蛇へび〟は、代行体の口を使って語りかけ、

「なによりまず、共に目先のことを片付けるとしようではないか」

　悠二は摑む手により力を入れ、征ゆくべき戦せん場じようを睨にらんだ。

　自ら選んだ、自らの道を。







《ッンノオオオオオオオオオオオオオオ──ゥ!!》

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の基き部ぶに〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオン教きよう授じゆの、ハイテンションかつ素すっ頓とん狂きような絶ぜつ叫きようが、シャナらに負けない大だい音量で響ひびき渡った……が、その内容は、宣せん戦せん布ふ告こくに対するリアクションでも、語られた意い図とへの異い議ぎ申もうし立たてでもない。

《式の継けいっ続ぞく稼か働どうとそぉーの完全顕けん現げんまでを記しるすはずのメモリが全てクゥーリアーに!?　しぃーっかもこれは改かい竄ざん!?　いぃーわゆる一つでピンチなエェーマージェンシー!!》

　なによりまず、自身の目もく論ろ見みが乱されつつある怒りを、外に突き出た機き器き管かん制せい室しつ上のスピーカーで、余すところなく戦せん場じようへとばら撒まいているのだった。

　製作者と同どう調ちようしてか、川面かわもを蹴け立たてる鉄てつ巨きよ人じんまでも、駄だ々だっ子こよろしく活性化する。その両拳こぶしに構成される見えない渦うず、必ひつ殺さつ武器『揮き拳けんの圏けん套とう』を振り回して、当たるを幸い、なにもかもを両りよう界かいの挾間はざまに押しやり、この世から消し飛ばし始めた。

　続いて、ドミノが冷静にリストを読み上げる。

《レッドアラート該がい当とう部位は基き幹かん部第三層から第五層、主要構造群１０５１０項より５０４６８項。飛んで、稼か働どう法則群３０６１８１０項より９６１８５１０１項でございますです》

《なぁーっんという膨ぼう大だいな数！　しぃーかも基幹部を一ひと息いきに書ぁーき換えるほどの大っー威い力りよく!!　そぉーれをあの一片の自じぃー在ざい式しきで行ったと言ぃーうのですかぁー!?》

　絶ぜつ叫きように震える空気を斬きり裂さき、混こん沌とんと荒れ狂う波を払って、二人のフレイムヘイズを乗せた神じん器ぎ〝ゾリャー〟が奔はしる。鉄巨人が振るう必殺の拳と『真しん宰さい社しや』を囲んで浮ふ遊ゆうする岩がん塊かい群の狭間を、軌き道どうを曲げる矢のような勢いで駆かけ抜けていた。

　ときおり撃うち放たれる極きよつ光こうの弾だん丸がん、『ドラケンの咆ほう』と『グリペンの哮こう』は、しかし盾たて代がわりにもなる『揮き拳けんの圏けん套とう』によって大半は阻はばまれ、徒いたずらに岩塊を穿うがつのみである。教きよう授じゆの誇る防ぼう衛えいシステムは破は天てん荒こうな見かけとは裏うら腹はらに、緻ち密みつに連れん携けいを取って、二人を追い詰めていた。

　その間も、スピーカーからは会話が流れ続けている。

《えー、どうも打ち込まれた瞬しゆん間かん、代案更こう新しん機能を稼働させることで、一気に大量の式を書き換えたよう……あれ、この手しゆ法ほうと式の構成、教授が昔、試してた改変実験と同ひじひいはたはたはた》

　後ろ暗いものを隠いん蔽ぺいしようとしてか、

《しぃーかも！　そぉーの結果が人ーっ間に対する存在変へん換かんの禁止でぇーすってぇー？》

　教授が、ようやく宣せん戦せん布ふ告こくに触れる。

《なぁーっんという！　不ふ可か解かい無む意味没ぼつ意義な──っ規き定てい外がい条項！　一つ世ぇー界として完っー成していたフゥーッリーダムの地『無ザ何ナ有ド鏡ウ』に対するこぉーれは冒ぼう瀆とく!!》

「だから、それが気に食わないってことさ、親おや父じ殿どのよ」

「なんせ僕らは、フレイムヘイズなのだから」

　舌した打うちせんばかりの『鬼き功こうの繰くり手』サーレ・ハビヒツブルグと、気き障ざったらしい〝絢あやの羂けん挂けい〟ギゾーは、高速で流れる光景の中へと無む造ぞう作さに飛び降りた。

「サーレさん!?」

「ちょ!?」

「なにやって──」

　思わず振り向く『極きよつ光こうの射い手て』キアラ・トスカナ、泡あわを食う〝破は暁ぎようの先せん駆く〟ウートレンニャヤと〝夕せき暮ぼの後こう塵じん〟ヴェチェールニャヤら、飛行する〝ゾリャー〟を先にやって、

「さて、ちょいときついが」

「やれるだけ、やってみようじゃないか」

　サーレとギゾーは川面かわもを一歩、二歩と滑るように踏む。速度差ですっ転びそうになるのを、なんとかこらえる傍かたわら、腰から抜いた十じゆう字じ操そう具ぐ型神じん器ぎ〝レンゲ〟と〝ザイテ〟を、まるで二に丁ちよう拳けん銃じゆうのように両掌てのひらでクルクル回転させた。もちろん、これは格かつ好こうを付けているわけではなく、操具から延びる不ふ可か視しの糸を、遠くまで伸ばすための行動である。

《ん誰だれがオォーヤジでぇーすってぇー!?　停てい滞たい不ふ敏びんの失ぃーっ敗作と付き合うのも、今きよぉー日うがラストの！　ロォーング・グッバイ!!》

　教きよう授じゆの声に応じ、手に手に『揮き拳けんの圏けん套とう』を振りかざす幾いく体たいもの鉄てつ巨きよ人じんが、彼を押し潰つぶさんと襲おそいかかってくる。

　そのど真ん中の川面かわも、十字操具をぴたりと止めたサーレは、腰を落とした構えを取り、

「さよならしたい、か……ああ。まったく同意見だ、よっ!!」

　一気に両手を振り上げた。

　指先の操具から、水面を不可視の糸が全方位へと走り、先せん端たんに水で出来た掌を幾つも出現させた。近寄る鉄巨人の足を取り、大重量を飛びかかる勢いのまま引っかけて倒す。

　が、その二度目となる戦法、

「!?」

　期待した『揮き拳けんの圏けん套とう』による同士討うちは、起きなかった。鉄巨人の掌を覆おおっていた見えない渦うずが、巨人たちの接せつ触しよくする寸前に消えたのである。

「ちっ、そういや対策を取るようなことを叫んでたか」

「さすが、ラストまで甘くないな」

　今度こそ舌した打うちしたサーレと変わらない口く調ちようのギゾーに、外に突き出た機き器き管かん制せい室しつから得意絶ぜつ頂ちようで叫んでいた教授は、

《んんーっふふふ！　こぉーの私に何い時つまでも同じ手が通ぅー用すると、思っ──》

　倒れた鉄巨人を大重量で踏みつけ、跳ちよう躍やくしてくるモノを、見た。

　水面下から出現したそれは、岩石で組み上げられた、牙きば剝むく獅し子しの傀く儡ぐつ。

　材料は、幾いく度どもの激げき闘とうの中で破は壊かいされ、河か中ちゆうに没していた岩がん塊かい群の残ざん骸がい。

《──のほぁあああ!?》

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』を囲む盾たての役割を果たしていた岩塊群は、付与されていた『鬼き功こうの繰くり手』の糸た繰ぐり無効化機き能のうを、破は壊かいされたことで喪そう失しつしていたのである。サーレがあえて危険の中に飛び込むような真ま似ねをしたのは、これを確認するためなのだった。

（あとは、親おや父じ殿どののいる出っ張りが、どの程度頑がん丈じようかを──）

　水面に立ち、折り重なって倒れる鉄巨人が体勢を立て直すギリギリまで粘って、獅し子しによる攻こう撃げきを続けさせようとしていた彼の思おも惑わくが、しかし唐とう突とつにご破は算さんとなる。

「！」

　獅し子しが見けん当とう違ちがいな方向へと跳び、塔とうの壁へき面めんに激げき突とつして砕くだける、という形で。

　それに連れて、彼も引っ張られていた。

　気付けば、不ふ可か視しの力で編まれた繰くり糸が、中なか程ほどから纏まとめて摑つかまれている。

　誰だれの仕し業わざ、と考えるまでもない。

　浮かぶ岩がん塊かい群の一角に立つ〝冀き求きゆうの金きん掌しよう〟マモンである。

「楽らく園えんには〝存在の力〟が満ち溢あふれる。そうと知りつつ、わざわざ人間を喰らう行為を禁じるとは……人間の安全を保ほ証しようすることで、創そう造ぞうに異いを唱える者らとの妥だ協きようを図ったとでも？」

　掌てのひらに輝く『貪どん恣し掌しよう』の陰で、彼も一〝徒ともがら〟としての疑問と不ふ審しんを呟つぶやいていた。

「いずれにせよ、創造神しんの御み業わざ──即すなわち、我らが願いの結けつ晶しように、傷は不要」

　その姿すがたを認めたサーレは、

（もう来たか、相あい性しようが最悪だから、やり合いたくないんだがな）

（一番良いタイミングでの登場を計っていたんだろうし、そりゃ無む理りな相談だな）

　相あい棒ぼうと刹せつ那なの思し考こうを交しつつ、両手の操そう具ぐから伸ばす糸の長さを調節、摑つかまれた箇所を支点に、風中へ糸を伸ばして旅する蜘く蛛もの子のように、舞い飛ぶ。この、繊せん細さいな技巧の限りを尽くして取られた行動は、しかし強ごう引いん極まりないものだった。

「あんたみたいな最悪に危険な奴やつを……」

　コートをはためかせ、彼が一ひと息いきに飛び行く先は、

「向こうにやるわけにはいかねえんだ!!」

「それが、僕らに課せられた重大極まる任務で、ね!!」

　砕くだけた獅し子しと同じ、機き器き管かん制せい室しつ。

《きょきょ教きよう授じゆぅー!?》

《えぇーい、しぃーっつこいですよ！》

　ポチッ、と妙みような音が声の端はしに聞こえた瞬しゆん間かん、

　ズバッ！

　と空気の爆はぜる音を上げて、機器管制室全体を覆おおう大放電が起きた。

「ぐ、あっ！」

「いかん！」

　目を閃せん光こうに、全身を電でん撃げきに焼かれ、サーレはバランスを崩くずす。

　それを遠くに見たマモンが、

（もらった──）

　自じ在ざい法ほう『貪どん恣し掌しよう』を輝かす掌てのひらを向け──かけて、

「──!!」

　咄とつ嗟さに背後へと振り向けた。

　ズン!!

　と、そのど真ん中に極きよつ光こうが命めい中ちゆうし、白はく皙せきの美び貌ぼうに微かすか、激げき痛つうの歪ゆがみを与える。強大な威い力りよくを捕らえ続けておくことができず、掌しよう中ちゆうで破は裂れつさせた彼は、華か麗れいな身のこなしで、躱かわした。

「おっと、危ない」

　そのテールコートの端はしを裂さいて、キアラを乗せた〝ゾリャー〟が突き抜ける。

　極光を捕らえることに執しゆう着ちやくするか、回かい避ひを半はん瞬しゆんでも遅らせていれば、一いち撃げきで屠ほふられている際どさだった。もちろん、そうさせないからこその強大な〝王〟である。

「もう少しだったのに！」

　キアラは惜おしみつつも冷静に、〝ゾリャー〟をジグザグ軌き道どうで飛ばす。マモンの『貪どん恣し掌しよう』に捕らえられるのを防ぐための措そ置ちだったが、今はその僅わずかなロスでさえもどかしい。

「そう簡単にいけば、誰だれも苦労はしない、ってね」

「それより、慌あわてず急ぎなさい！」

　ウートレンニャヤとヴェチェールニャヤから思いの補完をもらい、影をも振り切る快足を飛ばした鏃やじり型がたの神じん器ぎは、煙を撒まいて落ちる師し匠しようを一気に拾い上げた。

　手を引かれ、ようやくしがみついたサーレは少し咳せき込んで、痙けい攣れんする体を宥なだめる。

「すまん」

「いやあ、面めん目ぼくない」

　ギゾーともども率そつ直ちよくに謝る様さまに、キアラはすぐには返さない。退たい避ひに集中し〝ゾリャー〟を岩がん塊かいの陰に入れてから、溜たまっていた圧力を解放するように叫ぶ。

「あんな無む茶ちやするなんて、なにを考えてるんです、サーレさん！」

「そーそ。熱くなっちゃって、らしくないわよ」

「今さらお義父様の熱気に当てられるほど、浅い付き合いでもないでしょーに」

　立て続けの非難にも、サーレは怯ひるまない。

　どころか、常にはないほど真剣な面おも持もちで、言う。

「浅くないからこそ、つい逸はやっちまったのかもな」

「なんせ、今こそ千せん載ざい一いち遇ぐうの……かの〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオンを討とう滅めつできる、おそらくは二度とない機会だろうからね」

　ギゾーの言うことは、決して大げさではなかった。

　教きよう授じゆは『この世で最も始し末まつに負えない〝徒ともがら〟』の異い名みようを奉たてまつられるほどの逃げ上じよう手ずとして知られている。彼が狂きよう熱ねつと天才を振り向ける先はあまりに膨ぼう大だいで、ゆえに個々への執着というものが全くなかった。僅わずかでも身の危険を感じたら、もしくはその時点でやっていることに価か値ちや興味を見いだせなくなったら、どのような責任・立場があろうと、すぐ逃げる。しかも手段は多た岐きに渡り、まずもって防ぐことも不可能、という手て管くだの厄やつ介かいさまで完備していた。

　が、今は違う。

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の元、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』を創造するという、古こ今こん未み曾ぞ有うの大事業のど真ん中、それも技術面での責任者として、全てを総そう覧らんし得る椅い子すに座っているのである。

　彼は、彼の持つ性質として、この場から逃げることはできない。

　あるいは、この場から逃げるという発想を、根本的に持てない。

　ここでなら〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオンを逃さず殺せるのだった。

　サーレは呟つぶやき、

「少しくらいの無む茶ちやでなんとかなるなら、と思えちまうのさ」

　ギゾーも嘯うそぶく。

「らしくない、というのはご尤もつともだが、熱くなることにも理解くらいは貰もらいたいね」

　キアラは本来、この危なっかしい勇み足を止めるべき立場にあるはずだったが、

「分かりました」

　疾しつ駆くする〝ゾリャー〟の上でかけた言葉は、正反対のものだった。

「ならせめて、私も巻き込んで下さい」

「「キアラ!?」」

　声を合わせて驚く〝王〟らに、笑って言う。

「制止がして聞くようなら、サーレさんもギゾーさんも最初から突っ走ったりはしないでしょ？　だったら一いつ緒しよに、力を合わせて正面突とつ破ぱするのが、私たち『極きよつ光こうの射い手て』に相応ふさわしい選択だと思うの」
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「「……っ」」

　今度は、感動の絶句が合わさった。

　そこに、笑いを声に乗せるギゾーが促うながし、

「エスコートを宜よろしく頼むよ、僕たちのキアラ」

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直すサーレが、小さくもハッキリ、呟つぶやく。

「ま、二人いりゃ、命を拾うくらいは軽いかもな」

　自分という討うち手が認められたことに、満まん面めんの笑みを浮かべたキアラの前を、再び鉄てつ巨きよ人じんの影が扼やくす。話をする間に、『真しん宰さい社しや』を一周していたらしい──と、

（なに？）

　気を引き締しめ、躱かわすためのルートを探っていた彼女の目が、奇き妙みような現象を捉らえた。

　巨人の両拳こぶしにあった渦うず、全てを押し出す必ひつ殺さつ武器『揮き拳けんの圏けん套とう』が、先より一回り膨ふくらんでいる。拳だけを覆おおっていたものが、不定期な鼓こ動どうと一緒に二の腕の半なかばまで吞み込むほどに大きくなっていた。上半身は既すでに半分方、この渦で見えない。

「サーレさん!!」

「！」

　声だけで察したサーレが、岩ではなく水面に不ふ可か視しの糸を数十から張って、疾駆する〝ゾリャー〟の軌き道どうを大きくＵターンさせた。その中で叫んだ彼の、

「キアラ!!」

　声だけでキアラは察し、高速で振り回される視し界かいの中、鉄巨人よりさらに遠く、黄蘗きはだ色の光点を見出し、流りゆう星せい群のような『ドラケンの咆ほう』と『グリペンの哮こう』を撃うち放つ。

　射しや出しゆつ直後に炸さく裂れつするよう定められた極きよう光こうの星々は、光こう芒ぼうを撒まいて膨ふくれ上がり、離り脱だつする〝ゾリャー〟を加速させる圧力に、またターンの瞬しゆん間かんを隙すきと狙ねらっていた『貪どん恣し掌しよう』から身を隠かくす目め眩くらましにもなっていた。

　その、膨ふくらんでいた光芒の下した半分が、

　鉄てつ巨きよ人じん諸もろ共とも、広がった渦うずに吞まれて、

　全く突然、異い様ような空白へと変かわった。

　見えなくなった、というより、見えていたものを吸い込んで、渦うずは消える。

「サーレさん、今の……！」

「ああ。今になって新しん兵へい器きの発表と来たか」

　サーレもキアラも、その意味に気付き、戦せん慄りつした。

　川底の地面まで、クレーターと言うにはあまりに鋭利な球きゆう状じようの空白を開け、すぐ水が流れ込んで痕こん跡せきを隠かくす。なにが起きたのか、もはや解説されるまでもなく明らかだった。

　もちろん、教きよう授じゆは解説する。

《どぉーうですか!?　この『揮き拳けんの圏けん套とう』を一段押ぉーし進めた究きゆうーっ極きよくっ爆ばく弾だん『揮き散さんの大たい圏けん』の威いぃー力りよくは!!　どぉーんな装そう甲こうも自じ在ざい法ほうも問題とせず！　直ちよぉーっ径けい三十メートルを一いち撃げきの元にゴォーックゴク吞み込む、ェエーックセレントな超ちよう・兵へい機き第二ぃーっ号!!》

　鉄てつ巨きよ人じんは未だ、数十体は残っていた。

　それが、群れを成して彼らを囲みつつある。

　マモンが遠くより隙すきを窺うかがい、残された時も少ない。

《んんーっふふふ！　半はんっ端ぱに避よぉーけると、体の部ぅー位だけを持ぉーって行ぃーかれてしまいまぁーすよぉー？　どぉーうせなら、全身で綺きぃー麗れいにマキマキ巻ぁーき込まれることをお勧めしぃーますねえぇー》

　逃げないとはいっても、あるいは逃げないからこそ、本気の〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオン教授は、容易たやすい敵ではなかったのだった。







　シャナとアラストールによる楽らく園えんへの宣せん戦せん布ふ告こくは、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』を囲む戦せん場じように、劇げき的てきな変化を引き起こしていた。

　足を止めていた『大地の三さん神しん』が、三さん方ぽう同時に進しん撃げきを再開したのである。

　それと直面する立場にある［仮装舞踏会バル・マスケ］の各かく守備隊たいは、どんな奇き策さくに出るか知れたものではない『三さん神しん』から距離を取る、防ぼう衛えい対象たる『真しん宰さい社しや』での事じ態たい急きゆう変へんに備える、という二つの理由から、かなり後こう方ほうに布ふ陣じんしていた。

　直接『三さん神しん』と戦う役割を、封ふう絶せつの外から押し寄せる無む数すうの〝徒ともがら〟らに委ゆだね得る状況あっての消極的な作さく戦せん行動だったが、この数に飽かせてという痛快極きわまる行為に、自分たちが知らず酔よっていたことを、守備隊の指し揮き官かんらは思い知らされることになった。

　有う象ぞう無む象ぞうが幾いくら集まろうと薄うす紙がみほどにも足止めの役に立たない、という事実によって。

　結果、再さい進しん撃げきを始めた『三さん神しん』は、まるで無む人じんの野を行くように距離を詰め、守備隊は自ら後こう退たいしていた距離の分だけ押し込まれる形になってしまったのである。

　三さん方ぽうの指揮官らは各おの々おのの形で自らの失しつ策さくを悔くいたが、もはや『真しん宰さい社しや』は背後に間ま近ぢか、寸すん暇かの反省すら許されない。遂ついに、かの『大地の三さん神しん』らと、直じき率そつする［仮装舞踏会バル・マスケ］の兵によって真まっ向こうからぶつからねばならなくなった。

　北ほつ方ぽう、

　真ま南な川がわの川面かわもをトントンとつつくように歩いてくる『滄そう波はの振ふり手』ウェストショアに向かって、人じん化かを解き黒い軍ぐん馬ばとなった〝獰どう暴ぼうの鞍くら〟オロバスが突とつ進しんする。その背に立って乗るのは〝朧ろう光こうの衣きぬ〟レライエ。指し揮きする兵らを後こう方ほうに置いての一いつ騎き駆がけである。

　無む論ろん、蛮ばん勇ゆうからの行動ではない。

　最大の戦力である自身を、部下の措そ置ちが完了するまでの盾たてとしているのだった。

　オロバスは怒ど鳴なって大きく、

《姫ひめ様さまの暴言と示し合わせていたとして、この進しん撃げき再開にどんな戦せん術じゆつ的てき意味がある!?》

　レライエは素そっ気けなく平へい然ぜんと、

《さあ？　そうでなくても彼女、なに考えてるのか分かり辛づらい顔してるし》

　声なき声を交わして、死の嵐あらしを引き摺ずって歩いてくる彼女、ウェストショアを目指す。

　その周りでは、もはやなんの意味があって戦っているのかも分かっていない、シャナらの宣せん布ぷさえ耳に届いていない、無む数すうの〝徒ともがら〟が、まとわりついては叩たたき潰つぶされていた。

　叩き潰しているのはウェストショア自身ではなく、その両脇わきに付き添う二頭の熊くまと、足あし下もとの水面から出現しては鋭い牙きばを振るうセイウチら、いずれも水でできた獣けものらである。

　本人は最初から、おっかなびっくり弱々しく、時には泣きそうに崩くずれかける、といった様よう子すだったが、レライエの言う通り、どんな戦せん況きようになっても、それが全く変わらない。

　二人は、ゆえにこそ恐きよう怖ふを感じていた。

（だが、ならば、なおのこと！）

（『真しん宰さい社しや』にやるわけにはいかない……！）

　年若い彼らは戦いのただ中で、宣せん戦せん布ふ告こくの意味や意い義ぎを、じっくり考えるだけの余よ裕ゆうを持てないでいる。ただ陣じん頭とうの戦せん士しとして、一いつ隊たいの指し揮き官かんとして、才さい幹かんを振るうのみだった。

　オロバスは水面を蹴け立たてる馬ば蹄ていの後ろ足に力を入れて一いち撃げき、爆ばく発はつのように水みず柱ばしらを立ち上らせる。その頂いただきから、二人は狙ねらい違わず、ウェストショアへと飛びかかった。

「──纏まといて包め、『ニムロデの綺き羅ら』──」

　呟つぶやくと、レライエの揺らす白い衣ころもの、裾すそや袖そでが薄うす絹ぎぬのように広がった。半はん透とう明めいになるほどのそれは、いつしか彼女自じ身しんのみならず、乗っているオロバスまでも包んでゆく。

　その正面から、羽を震わして飛ひ来らいするハチドリの群れが迫っていた。これらは水でできたウェストショアの攻こう撃げき、分ぶ厚あつい装そう甲こうも一羽で軽く貫く、弾だん丸がんの嵐あらしである。

　が、飛びかかる二人は、これらを全く寄せ付けない。というより、ハチドリの方が軌き道どうを変えて、彼らを避けた。レライエの自じ在ざい法ほう『ニムロデの綺き羅ら』によって、避けさせられていた。

　数千から群がった弾丸を全て潜くぐり抜けた眼がん下か至し近きん、熊に守られるウェストショアの姿すがたを認めたオロバスは、胸きよう郭かく一いつ杯ぱいに空気を吸い込んで、

「っかあああ!!」

　橙だいだい色いろの炎ほのおとして吐き出す。

　灼しやく熱ねつの吐と息いきは、既すでに振るわれていた熊の腕を溶かし、顔を蒸じよう発はつさせ、全身を崩くずした。さらには吐き出したオロバス自身も上に乗っていたレライエも包み込む炎ほのおの塊かたまりとなる。

　その鮮やかさに目を見張ったウェストショアに向かって、

「っしゃ！」

　人じん化かしたオロバスが長なが柄えの斧おのを槍やりとして突き出していた。

　既すでに護ご衛えいの熊くまは崩くずれ果て、足あし下もとの地面から何かを飛び出させたり、大だい規き模ぼな異い変へんを引き起こせるだけの猶ゆう予よはない。今や、恐ろしさに身を竦すくませる女一人──

　カン！

　──と、その女の靴が、斧ふ頭とうの横よこ面つらを軽く弾はじいていた。

「!?」

　驚くオロバスは眼がん前ぜん、不ふ思し議ぎな模も様ようで埋め尽くされた上うわ掛がけとワンピースが翻ひるがえり、その裾すそから伸びた華きや奢しやな右足が、綺き麗れいな高たか蹴げりを繰くり出していた、と気付く。蹴りは続いて、打だ点てんから鋭く小さく逆ぎやく回転し、同じ右足での二に撃げき目めを、自ら近付いていた青年の頰ほおに命めい中ちゆうさせた。

「っか──」

　その突き抜けるような衝しよう撃げきに一いつ瞬しゆん、意識を飛ばしかけたオロバスは、相手を遠ざけるための苦し紛まぎれとして炎えん弾だんを放つ。その手が望んだタイミングでレライエに引かれ、ようやく互いの間合いを空けることに成功した。

　川面かわもに降り立ったウェストショアは、脅おびえた様よう子すながら、すぐさま次なる攻こう撃げきを仕掛けようと身を屈かがめ……異変のあることに、困り顔の眉まゆをより顰ひそめた。

　その腰のメダルから〝清せい漂ひようの鈴すず〟チャルチウィトリクエが、穏おだやかに指し摘てきする。

「水が、重いわ」

「向こうでいっぱい、なにかやってるみたい……」

　ウェストショアは正面に立つオロバスとレライエの彼方かなた、守られるように隊たい伍ごを組んで自じ在ざい式しきを展開している［仮装舞踏会バル・マスケ］の〝徒ともがら〟らを、涙で潤うるんだ目に留めた。

　彼らが行っているのは、川の水に対する十じゆう余よ種しゆの様々な干かん渉しよう妨ぼう害がいである。一人だけ、一種だけであれば『大地の三さん神しん』に抗こうし得ようのない力も、数と種類を揃そろえ、ただ妨害のみに徹てつすることで、足を引っ張る程度の効果が現われている。互いに干渉を及ぼす主しゆ体たいである水が、元から手を伸ばしやすい場所に存在することも、予あらかじめの措そ置ちを彼らに許していた。

「ちょっとだけ、面めん倒どうかしら」

　憂うれえる、というほどには曇っていないチャルチウィトリクエの呟つぶやきに、ウェストショアは、どういうわけか僅わずかに喜き色しよくを過ぎらせて返す。

「でも、丁ちよう度どいいわ」

　その間にも、襲おそいかかってくる［仮装舞踏会バル・マスケ］ではない〝徒ともがら〟が、再び繰り出される高蹴りによって、次々と無む造ぞう作さに屠ほふられていた。

　下した顎あごを蹴り上げられ、上うわ顎あごを破は裂れつさせた大おお鰐わに──こめかみから横よこ一いつ線せんを振り抜かれて頭を半分失うしなった三頭の鎧よろい兜かぶと──着ちやく地ちを狙ねらった剣けん尖せんに左足を、眉み間けんに右足を打ち込まれて、首くび丸ごとを吹っ飛ばされた蝙こう蝠もり男──いずれもが、ぶちまける全てを水に変へん換かんされてゆく。

　ウェストショアがその端はしに指を付けると、水は凝ぎよう縮しゆくして数十の紐ひも付つき銛もりと化した。

「私も〝紅ぐ世ぜ〟へと帰らない方たちと戦い続けるより……」

　言いつつ紐ひもの端を握った彼女を中心に、それらは四し方ほう八はつ方ぽうへと飛び散って多くの〝徒ともがら〟を串くし刺ざしにし、加か速度的てきに水の総そう量りようを増して行く。気付けば既すでに、彼女の手に在る新たな水は細い紐ではなく、中ちゆう空くうに足を伸ばす巨きよ大だいな蛸たこと化していた。

　この恐るべき手しゆ練れんに戦せん慄りつするオロバスとレライエ、

（くそっ、化ばけ物ものめ!!）

（これでも足止めにならないなんて）

　矛ほこ先さきを鈍らせた上で守備隊たい総そう掛がかりの反はん撃げきに出る、という目もく論ろ見みを潰つぶされた二人に、耳を疑う、優しい声が届く。

「……この［仮装舞踏会バル・マスケ］の方たちとおはなしする方が楽しいもの」

　広がった蛸の足の下、恐れを成した〝徒ともがら〟が一時的に近付かなくなった舞台で、ウェストショアは迎え入れるように手を差しのばした。

「私たちは、天てん罰ばつ神しん〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールと『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナの言葉が届くまで、待っていたのです。貴方あなたたちだからこそ、伝える言葉を抱いて」

　人を絆ほだす健気けなげさといじらしさ、そして奥に秘められた包ほう容よう力りよくが、オロバスとレライエを、彼らの後こう方こうにある［仮装舞踏会バル・マスケ］の守備隊たいを、危うく蕩とろかしそうになる。

《惑まどわされるなよ、レライエ》

《貴方こそ、鼻の下を伸ばさない》

　声を交わして互いを正気に戻すと、長なが柄えの斧おのが数すう回転、石いし突づきで川面かわもを硬く打った。

　鋭く響ひびき渡った音に［仮装舞踏会バル・マスケ］の兵らも目覚め、心を引き締しめる。未だ川の水を縛しばる自じ在ざい法ほうに、手に手に構える武ぶ器きに、力を込めて備えた。

「今さら姫ひめ様さまの妄言に類するものを聞いてなんになる！」

「説せつ得とくなど、フレイムヘイズらしい行いとも思えませんね」

　戦せん意いを奮ふるい立たせる二人に対するウェストショアの答えは、まことに奇き妙みようなもの。

「説得などではありませんよ。なにも翻す必要はないのですから」

　彼らのために泣き笑いする彼女と対たい照しよう的な、チャルチウィトリクエの冷静な声が、まるで講こう義ぎでも始めるかのように本ほん題だいへと入る。

「どこから話せばよいのか。そう、ではまず、私たちが『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』に贈った言葉からにしましょう。即すなわち──素晴らしい夢を見て、それを行動に移せ──」

　オロバスとレライエは、心しん中ちゆう秘ひそかに首を傾かしげた。

　西方、

　住宅地の大通り、陣じん取どっていたビルから突とつ如じよ急きゆう進しんした『群ぐん魔まの召めし手て』サウスバレイ率ひきいる亡もう者じやの群れを、〝煬よう煽せん〟ハボリム率ひきいる守備隊たいが真まっ向こうから受け止めていた。

　前まえ数すう列れつが防ぼう御ぎよの自じ在ざい法ほうを何いく重えにも固め、後あと数列が隙すき間まから長なが柄えの武ぶ器きや爪そう牙がを繰くり出して突き崩くずし、それら以外が各種自在法による援えん護ごを行う、〝徒ともがら〟による密集隊形フアランクスである。

　油ゆ断だんから『大地の三さん神しん』に押し込まれても、実際に干かん戈がを交えれば頑がん強きような壁となってこれを阻はばむ。一いつ糸し乱れぬ集団行動は、まさに［仮装舞踏会バル・マスケ］の面めん目ぼく躍やく如じよというところだった。

　一帯の路ろ面めんにはハボリムの自じ在ざい法ほう『熒けい燎りよう原げん』が楝おうち色いろに燃えて、守備隊たい丸ごとを強化している。群がり立って押し寄せる土の亡もう者じやを辛かろうじて止め得ているのは、この強化の賜たま物ものだった。

　ハボリム自身は、守備隊の後こう方ほうにある。

（作戦目もく標ひようがなかった、のではなく、発ほつ起き要よう件けんを満たしていなかっただけ、と？）

　彼は『熒けい燎りよう原げん』効果範はん囲い内ないへの移動と通信、詳しよう細さいな情勢の把は握あくが可能なため、わざわざ陣じん頭とうで指し揮きを執とる必要がないのだった。必要とあらば自身の投入にも躊躇ためらいはないが、現状、その戦せん機きは到とう来らいしていない。思し考こうはただ、敵の意い図とについて巡らされる。

（仮に突入補ほ助じよの囮おとり役やくだったとして、何な故ぜ、それまで足を止めていた？　姫ひめ様さまと破は壊かい神しんの口こう上じようが合あい図ずだとして、何故、目標である楽らく園えん歪曲が達成された後に進しん撃げきを再開する？）

　彼には、サウスバレイら『三さん神しん』の行動が、どうにもチグハグに思えてならなかった。

　亡者の群れは、進撃の後方から襲おそいかかっている〝徒ともがら〟らを喰らい、分ぶん裂れつ・増ぞう殖しよくした分だけを［仮装舞踏会バル・マスケ］の陣じん列れつに注そそぎ込む方法を取っている。元より処理しきれないほどの数に囲まれていた、ゆえに籠ろう城じようの構えを取っていたのである。優ゆう位いな地歩も占められない乱らん戦せん、しかも前後を挟はさまれる窮きゆう状じように自ら進んで飛び込んだのは、愚おろかとしか言いようがない。

（しかし、奴やつらは決して、そうではあるまい）

　むしろ逆、独どく自じの論ろん理りに拠よって動く危険極きわまりない難なん敵てきである。となればやはり、他に何らかの狙ねらいが隠かくされている、と見るのが妥だ当とうだった。

（些いささか以上に骨も折れようが、いずれ埒らちは明けねばならぬ）

　現在、守備隊の後方……即すなわち『真しん宰さい社しや』至し近きんの戦せん域いきに、不ふ確かく定てい要素の塊かたまりたる『約束の二人エンゲージ・リンク』を乗せた［百ひやつ鬼き夜や行こう］が、文字通り逃げ隠れしている。

　シャナ一派、『約束の二人エンゲージ・リンク』、それに『大地の三さん神しん』、これら三さん勢せい力りよくが何らかの結けつ託たくをしている可能性はゼロではない。仮に無む関係であったとしても、接せつ触しよくがどんな化か学がく反応を起こして［仮装舞踏会バル・マスケ］にとっての毒どくを生じさせるか、分かったものではなかった。

　ハボリムはこの危険を回かい避ひするため、南なん方ぽうの守備隊に、陣じん列れつを隙すき間まなく固めて進路を塞ふさぎ、また隠いん蔽ぺいを剝はがさせるようベルペオルに進しん言げんし、容いれられている。南方は唯ゆい一いつ『三さん神しん』と当たっていない。そうするだけの余よ裕ゆうは十分にあった。

（加えて、代だい行こう体たいの命めいで〝蠱こ溺できの杯はい〟も投入される、となれば捕ほ捉そくも近かかろ──）

　と、彼の許もとに『熒けい燎りよう原げん』を介かいした一つの報告が届く。

《隊長、全体整せい列れつ完了致いたしました》

「よし……『熒けい燎りよう原げん』効果範はん囲いまで前ぜん進しん。号ごう令れいは、私が下す」

《はっ！》

　亡者の群れのあまりな急きゆう進しんぶりに、間に合うかどうか肝きもを冷ひやしたハボリムは、ようやく心しん中ちゆうに真の平へい静せいを取り戻した。燃える『熒けい燎りよう原げん』を介かいして、双そう頭とうの内に戦せん場じようを広く俯ふ瞰かんする。味み方かたの在る後こう方ほうに狭く、敵の在る前ぜん方ぽうに広く伸ばした力が、やがて一つの姿すがたを捉とらえた。

　ほぼ円形を形作る亡もう者じやの群れの、やや前方寄より、

「ははははは！　硬いな、どうにも」

「なに、雄ゆう敵てきとの根こん比くらべならば望むところ！」

　亡者の担かつぐ黄おう金ごんの輿こしと、その上に据すえられた椅い子すに座すサウスバレイ、そして腰のメダルから怒ど鳴なり声を上げる〝憚たん懾しようの筦かん〟テスカトリポカである。

（攻こう勢せい準備らしき亡者の集しゆう結けつもなく、前ぜん線せんは膠こう着ちやく状態……動きは、すまい）

　それら情報から弾はじき出した答えを、守備隊たい総そう員いんへと簡かん潔けつ明確な指し示じとして与え、先に到着したモノも同どう様よう、配置を終えた。そうして、照しよう準じゆんの微び調ちよう整せいに入り、

（ここ、だ）

　再び戦場全体の仕上がりを感じて、一ひと息いき、全軍に実じつ行こう命令を下す。

《一いちの手て！　二にの手！》

　味方にのみ伝わる無む音おんの号ごう令れいを受け、最さい前ぜん列れつが大きく三カ所、陣じん列れつを開けた。

　続いて、空いた隙すき間まを埋めるべく、後方から炎えん弾だんが撃うち放たれ、弾だん幕まくを形作る。

《三さんの手！　四よんの手！》

　さらに軍ぐん勢ぜいの奥、仰ぎよう角かくを正面に構えていた〝燐りん子ね〟の砲ほう列れつが、一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　自じ壊かいも辞じさず限界まで破は壊かい力りよくを放出した〝燐りん子ね〟の火が、亡者の群れを貫つらぬき伸びる。

《五ごの手！　全ぜん隊たい──掛かれ!!》

　残り火に身を焦こがすほど急速に、だが整せい然ぜんと、守備隊は陣じん列れつを並べ直して攻こう勢せいに出た。

　凄すさまじい破壊が群れの一いつ角かくを消し飛ばしても、亡者は歩みを止めない。

　意い思しを持たない黄金の面を輝かせて、ただただ、前進するのみだった。

　それでも、同どう時じ三カ所の多た重じゆう砲ほう撃げきをまともに受けたことで、物理的な欠けつ損そんは確かに生じている。決して小さくないその穴は、埋まる前に［仮装舞踏会バル・マスケ］の守備隊に割り込まれ、あるいは残った最前列への集中攻こう撃げきを許す結果となった。

　これを、テスカトリポカとサウスバレイが、大いに笑う。

「やりおる！　さすが［仮装舞踏会バル・マスケ］にその者在ありと謳うたわれし〝煬よう煽せん〟ハボリム！」

「ははははは！　私たち、駆かり立て追い遣やる豺さい狼ろうの輩やからとは、業わざ前まえの繊せん細さいさが違うな！」

　彼らを守るため、固まって土ど塁るいとなった亡者らを踏み越えさせながら。

　その、輿の直ちよつ下か、

「「！」」

　死し角かくとなっている地面からの攻撃を、サウスバレイは義ぎ足そくを高く打って飛び、躱かわした。

　黄金の破は片へんを纏まとって立ち上がるのは、案か山か子しの如ごとき体たい軀くを三倍ほどまでに巨きよ大だい化かさせた、ハボリム。四し方ほうから襲おそいかかった担かつぎ手を無む造ぞう作さに叩たたき潰つぶすと、逃した標ひよう的てきへと語りかける。

「お褒ほめに与あずかり、恐きよう悦えつ至し極ごく……〝煬よう煽せん〟ハボリム、御ご前ぜんに」

　そうしてから、彼は気付いた。

「ははははは！　推すい参さんなり、とは言うまい。ついでの殺しにも一ひと息いき入れたかった頃だ」

「うむ！　聞かせる相手がそちらから来てくれたのだ、手て間まも省けた!!」

　答えた『群ぐん魔まの召めし手』が、輿こしの上に据すえてあった黄おう金ごんの椅い子すを、片手に軽く持ち去っていたことを。ズシン、と巨きよ重じゆうを地に落とすと、わざわざ足を組んでかけ直す。

　周囲の亡もう者じやが、何な故ぜか取り巻いたまま動かないのを確認する傍かたわら、ハボリムは尋たずねる。

「聞かせる、とは？」

　時間稼かせぎにせよ欺ぎ瞞まん情報にせよ、彼らの意い図とをはかる端たん緒しよを得るべき、との判断だった。

　サウスバレイとテスカトリポカの方は、そんな謀はかりごとなど何ど処こ吹く風、と太たい平へい楽らくに返す。

「探り合いは面めん倒どうだ、とっとと言ってしまうとしよう」

「そう、なおも殺して殺して殺し続けている、その意味をな!!」

　まさに知りたかった核かく心しんだった──が、ゆえにこそハボリムは、彼らの底てい意いを窺うかがう。

　テスカトリポカが歓かん喜きの声で怒ど鳴なり、

「この戦いくさこそ──どれだけ殺されようと誰もが集い来る熱狂の処刑場だからだ!!」

「万、十万、百万を殺そうと、新しん世界への欲よく心しんが全てに勝る誘ゆう蛾が灯とう……だからここで、人の味を覚えた獣けものを、その実感を持つ害がい虫ちゆうを、可能な限り削けずり殺す」

　サウスバレイは皺しわに生じる陰として、

「人ひと喰くいという経験を、微かすかでも刮こそぎ落とすのだ。生まれ出ずる、新世界のために」

　どこまでも深い、笑顔を作っていた。

　ハボリムは、理解を超えた確信の様さまに、思わず問いかける。

「ただ、殺す……そんなことのために、『大地の四し神しん』が捨て駒ごまとなるのか」

　笑顔に、今度はおかしみが混ざった。

「捨て駒になった覚えはないが、まあいい。そんなことというなら、貴き様さまらへの言こと伝づてがある」

　いつしか彼らの周囲で、亡者が黄金の仮か面めんを無む理り矢や理りに歪ゆがめ、歌っている。

「──我らは、さして重からず、我らの生きた道のりは──」

「──永と久わの思いを染そめて伸ぶ、ただ一ひと筋すじの糸たれば──」

「──然しかして布の端はたる身の、時と空きを貫つらぬく旅に出る──」

　殺して喰らいながら、悦ゆ楽えつの歌を囂ごう々ごうと。

　東とう方ほう、

　青せい磁じ色いろの炎ほのおを揺らす、かつて御み崎さき市し駅だった瓦が礫れきの上、熱風に毛け織おりのマントをはためかせて立つ『星せい河がの喚よび手』イーストエッジに向かって、〝驀ばく地ち祲しん〟リベザルが咆ほえた。

「意味が、分からん!!」

　怒ど声せいと足音を混ぜながら、弁べん柄がら色いろの光の塊かたまりとなって突とつ進しんする。

「ここで同どう胞ほうを幾いく万まん殺したとて、どれほどの影えい響きようがあるというのだ!!」

　交こう戦せんする中で告げられた、彼ら『大地の三さん神しん』の狙ねらいに対する、彼の率そつ直ちよくな感想だった。

　踏みつける瓦が礫れきが赤せき熱ねつ化かするほどの熱量による猛もう撃げきを、しかしイーストエッジは平へい然ぜんと真っ正面から迎え撃うつ。唇くちびるが最さい低てい限げんの震えを以て歌と為なし、

「心して聞け、青き地に這はう、力ある者よ」

「我ら飛び立ち、汝なんじが住処すみかを、果てに探す」

　続ける〝啓けい導どうの籟ふえ〟ケツアルコアトルと共に、その場で旋せん回かいした。

　と、一いつ回転の間に広い闇やみと、光を凝ぎよう縮しゆくした星々が、彼を囲むリング状に現れる。それらは二回転目めの中、差し出された掌てのひらに搔かき集められるように集しゆう結けつし、至し近きんに迫っていたリベザルの突とつ進しん、その先せん端たんとして振り下ろされた角にぶち当てられた。

　鼓こ膜まくを裂さくような破は裂れつが衝しよう突とつの一点に生じ、周囲の炎ほのおが吹き散らされる。

「ちいっ！」

　リベザルは下した一組の腕を解き、絡んでいた水すい晶しようの数珠じゆずをばら撒まくと、あるいは衝しよう撃げきを流し、あるいは受け止めることで、自身にかかる圧力を制せい御ぎよ、後こう方ほうへ飛び退のいた。

　イーストエッジの方は、いつの間にか別の、瓦礫の山さん頂ちように移動して、先の問いに返す。

「ない、かもしれん」

「が、ある、かもしれん」

　ケツアルコアトルの声も、真しん摯しそのもの。

　彼らは、滔とう々とうと語りながら、すいと片手を振り上げ、

「自らの欲望に従い、この地に集った者らは、こうして──」

「死ぬ」

　光を凝縮した星々を降らせ、押し寄せる者らを殺す。

　またも一帯、円形に降り注そそいだ死の流りゆう星せい群ぐんが、新たな青せい磁じ色いろの炎ほのおを、彼らが変へん換かんしたこの世の現げん象しようとして、残す。まるで死してくべられる薪まきのように、〝徒ともがら〟がどんどんと、燃える。

「生き延びた者も、今の光こう景けいを胸に留めるだろう」

「人の味を覚えた獣けもの、その実感を持つ害がい虫ちゆうは、かつてこうなったと」

　彼らは……少なくともリベザルの方は、望んで一いつ騎き打うちに興きようじていたわけではない。近付く者が片かたっ端ぱしから『星せい河がの喚よび手』に叩たたき潰つぶされ、今の状況になっただけのことである。

　外から押し寄せる有う象ぞう無む象ぞうだけでなく、この方面に配された［仮装舞踏会バル・マスケ］の守備隊たいすら、彼に近付くことができないでいる。会話が始まって以降、攻こう撃げきはより激しくなっていた。

　リベザルは、面白くもない会話は会話として、現実に近付けることができないならと、守備隊の大たい半はんを、後こう方ほうの戦せん域いきで遁とん走そうを続ける［百ひやつ鬼き夜や行こう］の索さく敵てきに当たらせている。もちろん『大地の三さん神しん』と単独でやり合おうなどと考えてはいない。選えり抜きの自じ在ざい師しに渡した数珠玉だまを通して、自在法ほうの援えん護ごを行わせていた。先の激げき突とつの威い力りよくも、その効果である。

　ところが、イーストエッジらの方は、戦いは戦いとして、是せが非ひでも──表情からは一いつ切さい読み取れないが──［仮装舞踏会バル・マスケ］の将しよう帥すい格かくと会話をしたいようだった。

　リベザルとしては、こんな得え体たいの知れない化ばけ物ものと、好意的に語り合ってやる義ぎ理りも趣しゆ味みもない。できるだけ憎にくたらしい声を出すべく努め、一ひと言ことで切り捨てる。

「馬鹿な。その程度のことで、我ら〝徒ともがら〟を止め得るだけの拘こう束そく力りよくなど生じるものか！」

　返る二人の声は、それを気にした風ふうもない。

　ただ平へい然ぜんと、彼らの希望や願望ではない、事実を述べる。

「だが、新しん世界は続いて行く。この地に集つどい、渡った者らの死したる後も、連れん綿めんと」

「未来、そう、未来に生まれ出ずる〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の多くは、新世界へと渡るだろう」

　そして、事実であるがゆえに、リベザルには反はん駁ばくのしようがない。なにもかも彼ら〝徒ともがら〟にとって自じ明めいの理り、当たり前に訪れるだろう未来の話だった。

　そこに、大地を守る神の戦せん士しらは突きつける。

「そうして──おまえたちは過去よりの使者となる」

「かつて喰わでもの人間を喰らった──老人となる」

　これもまた、当たり前に訪れるだろう未来を。

「──!?」

　リベザルは、その見けん地ちの異い質しつさに声を失った。

　見ているものが、明らかに他の何者とも違っている。彼らは新世界の創そう造ぞうを許きよ容ようした上で、その摂せつ理りに思いを馳はせ、新たなものを見出そうとしているのだった。

　大だい法ほう則そくを書き換え楽らく園えんへと宣せん戦せん布ふ告こくしたシャナの激しさとは正せい反対の、摂理として自然に起こるだろう潮ちよう流りゆうを静かに見み据すえる賢けん者じやの澄ちよう明めいさに、心しん底そこからの畏い怖ふが湧わく。

（畜ちく生しよう、頭がおかしくなりそうだ!!）

　自分に憎にくまれ口で発はつ破ぱをかける副ふく官かんが今、傍かたわらにないことを、まったく不ふ覚かくにもリベザルは悔くいていた。秘ひそかな舌した打うちがてら遠えん話わを交わす。無む論ろん、副官にではない。

《もう一度だ、できるな？》

　その間にも、遠く周囲で流りゆう星せい群ぐんが降り注そそぎ、多くが餌え食じきとなっている。

「おまえたちは、星空の下、乗り物の上、行ゆき合あいの宴うたげ、間あいの遊すさびで、語るだろう」

「人間を喰らっていた者らは、新世界へと渡るに際し、無む慈じ悲ひな死を得た、と」

　かつて〝徒ともがら〟だった青磁色いろの炎ほのおに照らされる『星せい河がの喚よび手』の姿すがたが、低くも朗ろう々ろうたる声を上げて、惨さん状じようの中に聳そびえ立っていた。歌い上げるように、声は続く。

「それは、ただの事実」

「漂うは、禁きん忌きの風ふう韻いん」

　畏怖を意い思し力りよくで封じ込めるや、リベザルは一歩を重く熱く踏み出した。全身を弁べん柄がら色いろの炎に包み、より強めて光を纏まとい、轟ごう然ぜんと言い放つ。

「禁きん忌きだと？　んなもの伝えなきゃ良いだけだろうが!!」

　自身、言いながらも屁へ理り屈くつであることは分かっていた。

　この地に集つどう有う象ぞう無む象ぞう、ただ楽らく園えんを求めやってきた〝徒ともがら〟らに、そうと遵守させることなどできない。先せん刻こく、自ら口にしたように、拘こう束そく力りよくなど生じようはずもないのである。必ず、生き残った誰だれかが伝えてゆくことになる。それがただの、事実であるがゆえに。

　先に在る事実を予よ言げんの如ごとく響ひびかせる、

「我らは、その事実を作るために、今、ここに在る」

「ここに在って、ここに在る者らに、死を振り撒まく」

　二人の声は、どこまでも平へい静せいだった。

　憤ふん怒ぬ、拒きよ絶ぜつ、不ふ服ふく、あるいは恐きよう怖ふからか、

「思うようには、させねえ──!!」

　叫んだリベザルは、地を蹴けり割り、飛び上がった。下した一組の腕に防ぼう御ぎよの自じ在ざい法ほうを展開しながら、数珠じゆず玉だまから注そそがれる力を両拳こぶしに込めての、殴なぐり合いを挑いどむ。

　イーストエッジは逃げる素そ振ぶりも見せず、マントを払い、同じく両拳を差し出した。岩になめし革がわを被かぶせたような厳いかつい面めん相そうに、砂すな粒つぶほどの微笑が見える。

　真まっ正しよう面めんからぶつかり合う拳と拳、力と力が、緑ろく青しようと弁べん柄がらの火ひ花ばなを眩まばゆく散らせた。空気が燃え爆はぜ、衝しよう撃げきが響いて奔はしり、微笑は強まり深まる。やがて十、二十、三十と激げき突とつする間に、拳で示し合わせていた最後の一いち撃げきを正面衝しよう突とつさせ、互いに離れた。

　着ちやく地ちと同時に構えて、リベザルは問いかける。

「だいたい、この今は殺しまくるだけってんなら、他の〝徒ともがら〟も俺おれたち［仮装舞踏会バル・マスケ］も一いつ緒しよだろうが!?　なんで俺たちだけに、くだらん戯ざれ言ごとを吹き込む必要がある！」

　マントの内に拳を収め佇たたずむイーストエッジは、

「語り合う僚りよう輩はいの多き者らに、この今の意味を伝えることで、認にん識しきは広がる」

「この今が〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟の画かつ期き──『人間を喰らう時の終わりである』──と」

　ケツアルコアトルと共に、今という時の神しん髄ずいを、教え導く。

「共に世界を生きる〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟よ。我らはこうやって、創つくり続けているのだ」

「この世を〝紅ぐ世ぜ〟を、狭間はざまさえ容いれた全ぜん世界の未来を……今もなお、営えい々えいと」

　リベザルは、自分が知らず巨きよ大だいな流れに巻き込まれていると体感し、愕がく然ぜんとなった。

　イーストエッジは、そんな彼に、自身の確かく信しんを告げる。

「──創そう世せい記きは、今も続いている──」







　市街への突とつ破ぱを諦あきらめ、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』に程ほど近ちかい戦せん域いきを駆かけずり回っていた［百ひやつ鬼き夜や行こう］のライトバンは、いつしか間かん断だんない攻こう撃げきに晒さらされるようになっていた。

　そのフロントマスクに獣けものの面として貼はり付くギュウキが、危き機き感かんを隠かくさずに言う。

「カムシン翁おうよ。逃げるどころか、保もたせるのもヤバくなって来たんじゃねえか!?」

　屋根の上で鉄てつ棒ぼう〝メケスト〟を振るう『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシンが、

「ああ、その通りですが、当面、打つ手は一つ」

「ふむ、これを続けるよりあるまいの」

　その手に飾り紐ひもとして絡む〝不ふ抜ばつの尖せん嶺れい〟ベヘモットが、声に費やすだけの労ろう力りよくが惜おしい、とばかり素そっ気けなく返した。

　振るわれる鉄棒からは褐かつ色しよくの炎ほのおが鎖くさりのように伸び、その先せん端たんにはコンクリートの塊かたまりが同じく褐色の炎を纏まとっている。暴あばれに暴れて、軌き道どう上じようにある〝徒ともがら〟を打ち壊こわす先端は、もはや何なん度ど取り替えたか分からない。鈍どん器きとして爆ばく弾だんとして度たび々たび使い潰つぶすほどに、獲え物ものは多かった。

　運転席のパラが、焦あせりに揺れる声を伝えつつ、

《続ける、と言われても、その余よ裕ゆうがな──ぅわたっ！》

　慌あわててハンドルを切る。進路を塞ふさいで鎌かま首くびを擡もたげた首くび長ながの巨きよ竜りゆうを避ける、と見せかけて速度を増し、その首の下を一直線に通り抜けた。

　と、車の屋根にカムシンと同乗する用よう心じん棒ぼう〝坤こん典てんの隧すい〟ゼミナが、行き掛けの駄だ賃ちんとばかり手にあるツルハシを頭上に据すえ、竜の首を通過の速度に任せて圧し裂さく。さらに通り過ぎる寸すん前ぜん、掌てのひらを差し上げ、炎えん弾だんで爆ばく砕さいした。火ひの粉こを吹雪ふぶきと浴びる中、彼女も率そつ直ちよくに同どう意いする。

「たしかに、この多た勢ぜいの中で長時間、逃走を続けるのは厳きびしいな」

　これは弱音ではなく、正確な現状認にん識しきである。

　元来が運び屋である［百ひやつ鬼き夜や行こう］一いち味みは、戦せん闘とうが本ほん分ぶんではない。車内に逃しきらねばならない乗客まで抱えている現状では、なおさら戦せん場じようを耐え凌しのぐ道は険けわしかった。

　カムシンとベヘモットも当然、それら事情を把は握あくしている。

（ああ、しかし、その打だ開かいすべき道を見いだそうにも、とにかく敵が多すぎますね）

（ふむ、人じん海かい戦せん術じゆつとはよく言ったものよな）

　分かっていて、他に打つ手がない。互いにのみ届く声での愚ぐ痴ちも、思わず零こぼれようというものだった。かの『大地の三さん神しん』を投入してなお、視し界かいを埋め尽くすだけの〝徒ともがら〟が群がってくる。これほどの数が世界に巣す食くっていたのか、と改めて呆あきれざるを得なかった。

（それでも、逃走開かい始し直後なら）

（包ほう囲いの間かん隙げきを見つけることは、そう難しくはなかったんじゃがの）

　なにしろ、四し方ほうを取り囲んで『真しん宰さい社しや』を守っていたはずの［仮装舞踏会バル・マスケ］守備隊たいをも吞み込むほどの〝徒ともがら〟が詰めかけているのである。押し寄せる流れは無む秩ちつ序じよで、何者の命令も聞かず、新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞうの時だけを待ち望んでいる。塔とうを囲んで溜たまり、思い思いの場所に澱よどむ、その混こん沌とんにこそ、付け入るべき隙すきや裂さけ目を見出すことができた。

　が、

（さすが［仮装舞踏会バル・マスケ］の将しよう帥すいらは集団戦せんに長たけている、と褒ほめるべきでしょうか）

　さほどの時を経ぬ間に、逃走経けい路ろの本ほん命めいとしていた南なん方ぽうは、どさくさ紛まぎれの突とつ破ぱなど許さない、塔に向かっての防ぼう御ぎよ線せんと緻ち密みつな索さく敵てき網もうを張り巡らせていた。さらには、押し寄せる外部からの〝徒ともがら〟を『真しん宰さい社しや』近くにまで誘ゆう導どうすることで、文字通りの人ひと波なみを作り上げ、運び屋一いち味み最大のアドバンテージである隠いん蔽ぺいを、ほとんど無む効こう化かしてしまった。

　ギュウキは隠蔽の他にも強力な幻げん術じゆつを使えるが、これは逃走を始めた時点で披ひ露ろうしてしまっている。切きり札ふだとして使う瞬しゆん間かんのために、警けい戒かいや対策を喚かん起きさせぬよう、不ふ用意な乱らん用ようは控えねばならなかった。となると、選択肢しは戦って切り拓ひらくしかない。

（戦わねば道すらない、か……フレイムヘイズの業ごう、ここに極まれり、じゃの）

　守備隊たいでない〝徒ともがら〟らも、個々の力は大したことがなく、死を振り撒まく『三さん神しん』との戦いのように、恐きよう怖ふと興こう奮ふんから生死を超えた熱ねつ狂きように陥おちいることもなかったが、この場合、ただいるだけで足あし枷かせになる。戦いは、居い場所を触れ回るのと同じことなのだった。

　この人波に捕まった頃ころ合あいと場所を見計らってのことだろう、東とう方ほうの部ぶ隊たいが本格的に、かつ整せい然ぜんと押し出してくるに至って、退たい路ろは完全に断たれた。一時は、カムシンとゼミナが屋根から降りて切り込むほどの奮ふん闘とうで、辛かろうじて捕ほ縛ばくの網あみを脱し得たほどの危き機きにも陥っている。

（ああ、つまり、今は大人しく時が満ちるまで耐えるしかない、と）

　これらの結果、今や彼らは、遠とお巻まきに狭まる［仮装舞踏会バル・マスケ］守備隊の包ほう囲いと、押し寄せる外部からの〝徒ともがら〟による圧あつ迫ぱくで、ジワジワと『真しん宰さい社しや』方面に押し返されつつあった。

（ふむ、そういうことじゃな……あと四十分そこそこ、というところかの）

　カムシンらは時の象しよう徴ちよう物ぶつ、意い外がいに遠い中ちゆう空くうに浮かんだ砂すな時計を、目め線せんだけで見上げる。フレイムヘイズとして鉄てつ棒ぼうを振るっては殺し、コンクリートの塊かたまりを放っては殺しながら。

《４２：０１》

　と、

　その隣となり、

「む？　ギュウキさん」

　車に取り付こうとする〝徒ともがら〟の脳のう天てんを打ち砕くだいたゼミナが、異い変へんに気付いた。

　同じく［百ひやつ鬼き夜や行こう］のボスとして、ギュウキも不ふ審しんの声を運転席へとかける。

「パラ、どういうことだ」

　車が、急に速度を上げていた。

　常のパラが見せる、急速な方向転てん換かんの余よ地ちを残しての慎しん重ちような疾しつ走そうではない。進しん路ろは馬鹿のように真まっ直すぐ、加速は後あと先さき考えない、それは暴ぼう走そうだった。

　運転手としての格かく闘とうに匙さじを投げたパラが、悲鳴を上げる。

《ハ、ハンドルが利きません──いえ、制せい御ぎよ不ふ能のう！　制御不能です!!》

　緊きん急きゆう事じ態たいにひりつく危き機き感かんを覚えながら、正面に立ち塞ふさがった岩の巨きよ人じんを一いち撃げき、コンクリ塊かいで粉ふん砕さいしたカムシンは、その鼻はな先さきを掠かすめた脅きよう威いの端はしに気付き、目を剝むいた。

　それは、薄い菖蒲あやめ色いろの靄もや。

　火を吐くように、彼は叫ぶ。

「──『ダイモーン』です!!」

「むぅ!?　〝輿よ隷れいの御ぎよ者しや〟、吉よし田だ一かず美み嬢じようを守れぇ!!」

　ベヘモットの凄すさまじい大だい喝かつにパラは泡あわを食い、

《はっ、はぁ!!》

　言葉になりきれない声を返した。それでも指し示じは遺い漏ろうなく果たすところが腕うで利ききたる由ゆ縁えんである。車しや窓そうの内から琥こ珀はく以外の、白はく緑りよく色しよくが一いつ瞬しゆんで点ともった。

　防ぼう護ごの自じ在ざい法ほうに包まれたらしい吉田から、らしくない二人の剣けん幕まくに驚いた声が届く。

《ど、どうしたんですか!?》

「特とく定てい対たい象しよう物ぶつを毒どくするガス攻こう撃げきです」

　カムシンは飾らず現状を告げ、

「今さら人間に害は及ぼすまいが、念ねんのためな。二人を守って衝しよう撃げきに備えよ」

　ベヘモットが為なすべきを伝えた。

《はい！》

《お嬢じようさん、非常脱だつ出しゆつの可能性があります！　固定ベルトは外して、シートに体を押し付け、手て摺すりの方に摑つかまって下さい！　危ないのでサイドドアに手は掛けないで！》

　騒がしくなった車内を余よ所そに、ゼミナが〝徒ともがら〟で埋まる視し界かいを憎にく々にくしげに伺う。

「この期ごに及んで〝蠱こ溺できの杯はい〟まで出てきたか」

　使い手たる〝蠱こ溺できの杯はい〟ピルソインともども、この世で指ゆび折おりの悪あく名みよう高さを誇る自在法『ダイモーン』。フレイムヘイズも〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟も〝燐りん子ね〟も、場合によっては人間等などこの世の生物まで、標ひよう的てきとした対象物を酩めい酊てい・錯さく乱らん状態に陥おとしいれてしまう毒の靄もやである。生物としては不要ながら、慣かん習しゆう的に呼吸をしている者らへの、殆ほとんど必ひつ殺さつの威い力りよくを持っていた。

　その恐ろしさを熟じゆく知ちするカムシンらは［仮装舞踏会バル・マスケ］と戦う以上、用心を心がけていたが、意い思し総そう体たいの希き薄はくな〝燐りん子ね〟に細かな対たい処しよなど不ふ可能である。元が車であれば、なおさら吸きゆう気きしてエンジンを回す体を取っているため、効果も覿てき面めんだった。

　カムシンとベヘモットの方は、ピルソインを探すより、眼がん前ぜんの敵を潰つぶすことに専せん念ねんする。

「ああ、こちらが高速で走っていたせいで視し認にんが遅れたのですね」

「ふむ、まさかこのような局きよく面めんで出くわすとはの」

　なにが厄やつ介かいといって、この自在法は発はつ動どう後ごに使い手を退しりぞけても、なんの解決にもならないのである。車の〝燐りん子ね〟は既すでに狂い果てて暴走を止めず、

「くそっ！　最悪だ、進しん路ろが！」

　ギュウキの声で気付けば、真名川の堤防を、速度に任せて大きく高く飛び越えていた。

　彼らの行く手に聳そびえるのは、先せん刻こく逃げ出したばかりの巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』。

　河原かわらの中ちゆう空くうに放り出された〝燐りん子ね〟に気付き、そこに詰めかけていた〝徒ともがら〟が地からも空からも群がってくる。もはや、誰だれも逃がすだけの、誰も逃げるだけの、猶ゆう予よがない。

　しかも、煙を後に引き、無む意味に飛び上がっただけの〝燐りん子ね〟は、格かつ好こうの標ひよう的てきだった。

　坂さか井い悠ゆう二じが知ればなんとしても止めただろう、何者の生せい存ぞんも許さない数の暴ぼう力りよく、

　シャナが知れば身を挺ていして飛び入っただろう、熱ねつ狂きよう的に撃うち放たれる死の豪ごう雨う、

　全ぜん周しゆうを逃げ場なく埋め尽くした炎えん弾だんが、無む慈じ悲ひに押し寄せる。

《ボス!!》「ギュウキさん！」「くそったれえええ!!」

　自じ在ざい法ほうが一つ、

「血けつ印いん、起き動どう！」「むうっ!!」《カムシンさん!!》

　自在法が二つ、

　発はつ動どうに遅れて数秒、御み崎さき市に張られた封ふう絶ぜつ内ないを揺るがす大だい爆ばく発はつが沸わき起こった。







　至し近きんで起きた大爆発に、空そら震ふるえ川かわ波なみ立たつ『真しん宰さい社しや』基き部ぶの戦せん域いき、

「なんだなんだ、この忙せわしい時に!?」

「飛び入り、いや、出で戻もどりかな？」

　神じん器ぎ〝ゾリャー〟に摑つかまるサーレとギゾーが何事かと驚き、

「言ってる場合ですか！　援えん護ごは!?」

「あれ、爺じいさんたちでしょ、なんとかすんじゃないの？」

「つか、できるほど余よ裕ゆうないってば！」

　彼を乗せて飛ぶキアラに、ウートレンニャヤとヴェチェールニャヤが声をかけた。

　浮ふ遊ゆうする岩がん塊かいの間を縫ぬって飛ぶ彼らの前後から、数十もの鉄てつ巨きよ人じんが必ひつ殺さつ武ぶ器き『揮き拳けんの圏けん套とう』を手に群がり迫る。駄だ々だっ子このようにブンブン振り回される腕は、当たるものを片かたっ端ぱしから刮こそげ取り、牽けん制せいと放つ極きよう光こうの弾だん丸がんも全て吞み込んでしまう。しかも、これら一体一体が、即そく座ざに数十メートルからの空間を消しよう滅めつさせる究きゆう極きよく爆ばく弾だん『揮き散さんの大たい圏けん』でもあった。

　サーレはお説ごもっとも、と頷うなずきつつ、

「それでもまあ、こっちの得た情報くらいは渡しとくべきだろうさ」

　自身とある作業を続ける傍かたわら、遠えん話わを飛ばす。

　その影を、目で追い機き器きで追うのは、

《ぬぇええーい!!　妙みよぅーな大だい大大─っ爆発で！　防ぼぅー衛えい機き構こうの軌きぃー道どうに歪ゆがみが!?》

　塔とう壁へき面めんに突き出した機き器き管かん制せい室に在る教きよう授じゆと、

《たぁーだでさえ！　チョロチョロパッパと逃ぃーげ回ってる奴やつがいぃーるというのに!!　とぉーっとと後あと腐くされなく！　雲うんっー散さん霧む消しよう雲うん消しよう霧む散さんしぃーってしまいなさいっ!!》

《あっ教きよう授じゆ、新しん規き標ひよう的てきなんか打ち込んだら、ますます鉄てつ巨きよ人じんの稼か働どう容よう量りようを圧あつ迫ぱくしちゃひいはたはた》

　抓つねられつつもサポートに努めるドミノである。

　そして一人、決して必ひつ殺さつの距離に入らず岩がん塊かい上じように佇たたずみ、

（塔とうの反対側、ですか……、逃走を許すどころか振り出しに戻してしまうとは、ピルソイン殿どのも意い地じが悪い。さてさて、これは果たして全体の戦せん局きよくに幸運不ふ運うん、どちらを齎もたらすのやら）

　呟つぶやきつつ戦せん機きを窺うかがうマモン、その視し界かいの端はしを、塔の陰からの強い輝きが染そめる。

　琥こ珀はく色いろと、微かすかに混じる白はく緑りよく。

　輝きを放つ二人を抱きしめ、輪りん形けいをした防ぼう護ごの自じ在ざい式しきを頭上戴いただいた吉よし田だは、

「……う、っ……」

　呻うめきも重く、目を覚ました。

　体中、痺しびれたような鈍どん痛つうに侵おかされる中、

（そうだ、私たち──!!）

　全ぜん方ほう位いから迫る眩まばゆい炎えん弾だん、という光こう景けいが蘇よみがえり、急速に意識を覚かく醒せいさせる。なによりまず、託たくされた二人を、全身で確かめるように、ぎゅっと抱きしめ直した。

　そんな少女を見て、少々苦しげな息いき遣づかいの笑いが起きる。

「はっは、まるで親おや鳥どりだな」

「あっ……」

　見上げると、そこには獅し子し舞まいのようなシーツお化けのような、異い形ぎようの〝徒ともがら〟が、長い鎌かま首くびの先から見下ろしていた。彼女が初めて見る、ギュウキの全身である。

　微かすか恐れる少女を押しやって現れたゼミナが、己おのれのボスに気き遣づかいの声をかける。

「ギュウキさん、無む駄だ話をする暇ひまがあったら、次の出で番ばんに備えて休んだらどうだ」

「ああ……そう、させてもらうか」

　ずしん、と布に覆おおわれたギュウキの体が沈んで、床が揺れた。

　そのとき、周囲で水音が鳴って、ようやく吉田は自分がどこにいるのかを把は握あくする。

　やや傾いた床、と思っていたものは、たった今まで乗っていたライトバンの屋根だった。車しや体たいは半なかば水に沈んでおり、正面衝しよう突とつしているのは巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の基き部ぶ。すぐ脇には小山のような岩塊が破は砕さい面めんを見せて、未いまだ収まらない川面かわもの波に洗われている。

　と、その屋根を擦すり抜けてパラが現れ（小さな革かわ鞄かばんを持ち出したらしい）、

「お怪け我がは、ありませんね」

　乗客へのケアが当然の職しよく務む、とでもいうように尋たずねた。

　吉田も頭上の輪ごと、お辞じ儀ぎで返す。

「あ、ありがとうございます。この自じ在ざい法ほうのお陰で……」

「いえいえ、特とく段だんのことは」

　言いかけて、ゼミナが睨にらんでいると察したパラは、

「まあ、しましたか、それなりに」

　あっさり、控えめに、軌き道どう修しゆう正せいした。

　一応の顔かお見み知しりに出会えたことで、吉よし田だは問いかける余よ裕ゆうを得る。

「あの、私たち……あの爆ばく発はつから、一体どうやって？」

「危ないところでした。あのとき、ボスが自じ在ざい法ほう『倉くらの蓑みの笠かさ』で、この──」

　ピカピカの革かわ靴ぐつで指すように、パラは床を叩たたいた。

「私の〝燐りん子ね〟『苦く尽じん甘かん来らい号ごう』の姿すがたと気け配はいを消し去り、同時に偽ぎ装そうのばれないギリギリ後方に、幻まぼろしの『苦く尽じん甘かん来らい号ごう』を作ったのですよ。炎えん弾だんは意識によってコントロールされますからね、大たい半はんはそっちに引きつけられ、互いに衝しよう突とつして爆発した、というわけです」

「その後は、カムシン翁おうの仕事だ、な」

「!!」

　ギュウキの補ほ足そくで、吉田は自分が一いち番ばん最初に思い出すべきだった人物のことを、何な故ぜか今まで完全に失しつ念ねんしていたと気付く。それは無む意識の信頼、あるいは依い存ぞんの証あかし。姿を求め、体を返した彼女は車のすぐ後ろ、水すい没ぼつした岩がん塊かいの上に、見た。

「カムシン、さ──」

　左ひだり半身をほとんど消けし炭ずみにしてなお、鉄てつ棒ぼうを片手に屹きつ立りつするカムシンの後ろ姿を。

　遠く近く〝徒ともがら〟の動きを監かん視しするフレイムヘイズの姿には、一切の揺らぎがない。褐かつ色しよくの火ひの粉こが間かん断だんなく零こぼれ落ちる半身に、現実感かんすら失うほどの深ふか手でを負っていながら、まるでそれをこそ表現するための彫ちよう像ぞうであるかの如ごとく、弱々しさの欠片かけらも見せていなかった。

　息を吞む吉田へと、今にも崩くずれ落ちそうな左手に絡む飾り紐ひもから、ベヘモットが言う。

「ふむ、少々、強ごう引いんじゃったがの」

　彼の口く調ちようは、契けい約やく者しやの状態がどうであれ、変わらない。

　なにより、正しよう真しん正しよう銘めいのフレイムヘイズである彼は、変えない。

「話の続きとしては、車内に残しておいた石に刻んだものと、この塔とうを崩くずす際に刻んでおいたものの残り、二つの『カデシュの血けつ印いん』を起き動どう、本来は儀装を組み上げるのに使う『カデシュの血けつ脈みやく』で相互に牽けん引いんさせることで、ここまで一跳びに退たい避ひした、というわけじゃな」

「道どう理りで、身を隠かくす我らを容易に捕ほ捉そくできたわけだ……が、それより、肝かん心じんな部分が抜けている。我々を〝燐りん子ね〟ごと『心しん室しつ』で包み、後方至し近きんの大爆発、前方から来る炎弾、受けるダメージ全てを一身に集中させた、というところがな」

　何故か不ふ機き嫌げんそうなゼミナが、吐き捨てるような饒じよう舌ぜつさで、説明を付け加えた。

「えっ……」

　驚き、知らず無事な声を求めた吉田に、カムシンは答える。

　その聞きたかった通りの、これまでと全く同じ口く調ちようで。

「ああ、爆発を最小限の被ひ害がいで潜くぐり抜けるには、一ひと塊かたまりとなって突とつ破ぱするのが最も効率的だったもので。貴女あなたたちを守る、と決断した私の、これも単なる責任です」

　彼は、自身の状態がどうであれ、断固として背中だけしか見せない。

　岩の上に立つ、正しよう真しん正しよう銘めいのフレイムヘイズとして、決して近付かせない。

「そんなことより、先ほど、塔とうの反対側で戦っている『鬼き功こうの繰くり手』サーレ・ハビヒツブルグから、遠えん話わが届きました。塔を守る巨きよ人じんたちは、一体一体が強力な爆ばく弾だんだそうです」

　ぎょっとなる一同にも構わず、彼は必要な情報を最後まで伝える。

「およそ三十メートルの威い力りよく直ちよつ径けいを、余波なしで消し去る。手にある見えない渦うずの、広がった時が危ない。その小さな渦も、触れたら触れた部分だけ削けずり取られる。以上です」

「ふむ、まずいの。その巨人が幾いくらか、こちらに向かってきておる」

　ベヘモットの言う通り、車と岩を洗う波が、重なり合う地じ響ひびきに連れ、大きくなっていた。

　やがて塔の陰から、玩具おもちやめいた全長十数メートルものシルエットが、ぬうっと現れる。のみならず、川を蹴け立たてて進んでくる。しかも同時に、前後から。

「──っ!?」

　吉田は、悪夢というより冗じよう談だんの部類に入る光景に絶ぜつ句くした。それらを呼び寄せた原因だろう、輝きを放つ胸の二人を、それでもなお守らんと、抱きしめる腕に力を入れる。

　そんな少女をより脅おどしつけんとしてか、ゼミナが爆発の大おお波なみも去った河かわ岸ぎしを目で指した。

「ブリキ人形だけじゃないぞ、見ろ」

　彼らの正面、東岸の河川かせん敷しきに、異い変へんが起きている。これまで『真しん宰さい社しや』への畏い怖ふから真ま南な川がわに踏み入らなかった外がい来らいの〝徒ともがら〟が、黒こく煙えんの如ごとくジワジワと、川面かわもに溢あふれ出していた。

　岩の上からカムシンが背中越しに、やはり変わらない声を放る。

「ああ、我々がこっちに緊きん急きゆう避ひ難なんしたことで、自制の箍たがが外れてしまったようですね。無む作さく為いの結果とはいえ、『鬼き功こうの繰くり手』と『極きよつ光こうの射い手て』には迷めい惑わくを掛けてしまいますが……」

「ふむ、その分は今から取り戻せるよう励はげむとしようかの。［百ひやつ鬼き夜や行こう］の衆しゆう、儂わしらも可能な限り叩たたき潰つぶすつもりじゃが、そちらは任せて良かろうな？」

　ベヘモットに言われたギュウキは、やれやれと溜ため息いきを吐いて、身を起こす。

「おうさ。時間制限アリとはいえ、俺おれとパラまで逃げ隠かくれしながら白はく兵へい戦か、いつ以来だ？」

「ええと、北ほつ極きよく行こう以来ですね」

　パラが手て帳ちようを片手で開いて明確に答え、ついでと書き込みつつ、吉よし田だに尋たずねる。

「当面はボスに乗せて頂くとして……お嬢じようさん、この近くに駐ちゆう車しや場じよう等はありませんか？　乗り物なら船でも飛行機でもいいのですが」

「近い、かどうかは分かりませんけど、あの河川敷に」

　うろ覚えの方角を目で指す吉田は、ごく当たり前に動く［百ひやつ鬼き夜や行こう］一いち味みの様よう子すを、今さらながら不ふ思し議ぎに思った。彼らは〝徒ともがら〟なのに、どうしてここまでしてくれるのか。

（もしかして、フィレスさんやヨーハンさんに、昔助けて貰もらったりし──）

　と、事実と真ま逆ぎやくのことを考えていた襟えり首くびを木製異い形ぎようの腕が摑つかむ。

「──ひゃっ!?」

　不ふ審しんを聡さとく捉とらえたギュウキは、二人を抱く吉よし田だを顔の前に釣つり上げて言い、

「その旦だん那なと姉あね御ごは、どっちも物ぶつ情じよう騒そう然ぜんが寄って集たかってパレードかましてるようなお人だ。本来は『安全運転、安全運行、危き機きに対さば即そく退たい散さん』が俺おれたちのモットーなんだが」

　急に腕をクレーンのようにクルリ回して、自分の背中へと下ろした。

「それを破る時が、二つある。面白い奴やつを運ぶ時と、運ぶことでなにかが大きく変わると感じた時だ。いや、安全の信条は、これら運び屋の愉たのしみを感じるためにある、と言うべきか」

「今回は両方、だな」

　吉田の隣となりに音もなく降り立ったゼミナが、困った風ふうに小さく笑い、

「よいしょ……カムシン翁おう、こっちの準備は終わりです」

　最後によじ登ってきたパラが、岩上の背中へと呼びかける。

「ああ、了りよう解かいです。情勢に余よ裕ゆうもないことですし、早さつ速そく始めるとしましょうか」

「ふむ……残り時間は三十分ほど、なんとか保もたせてみるとしよう」

　フレイムヘイズ『儀ぎ装そうの駆かり手』は、傷では済まない身に、意思を源げん泉せんとする莫ばく大だいな力を注そそぎ込んだ。安静にしていれば、あるいは治ち癒ゆできたかも知れなかったが、川面かわもを雪な崩だれてくる〝徒ともがら〟を、左右から挟み撃うちに迫る鉄てつ巨きよ人じんを、まずは叩たたき潰つぶさねばならない。

「砕くだけた岩は使える、と『鬼き功こうの繰くり手』は言っていましたが」

「ちいと足りん。継ぎ足すかの」

　言って二人は足あし下もとの岩がん塊かいに、一いつ旦たん持もち上げた鉄てつ棒ぼう『メケスト』を強く重く、叩き付けた。

　瞬しゆん間かん、凄すさまじい打だ撃げきに岩は縦じゆう横おう、褐かつ色しよくの炎ほのおを撒まき散らしながら砕くだけ、各所に自じ在ざい式しきが、まるで花の咲き乱れるように次々と点ともる。その花が、周囲に飛び散った。

　炭たん化かした腕が、一切の気き遣づかいなく振り上げられ、

　一いつ旦たんは砕け、また集まった岩が数百倍の大きさの腕を成し、動きを同調させる。

　至し近きんに浮ふ遊ゆうしていた岩塊が打ち砕かれ、そこからまた、数本の腕が成され隣りん接せつする岩塊を砕いてゆく、とんでもない破は壊かいのドミノ現げん象しようが巻き起こった。

　その間も飛散を続けていた自在式が、

「儀ぎ装そう」

「カデシュの血けつ印いん、起き動どう」

　二人の声で、一いつ挙きよに活性化する。と同時に、自身も褐色の炎からなる操そう縦じゆう室しつ『カデシュの心しん室しつ』の内に浮かび上がっていた。鉄棒『メケスト』が前に突き出される。

　ベヘモットが言い、

「自じ在ざい式しき、カデシュの血けつ脈みやくを形成」

　全ての自在式から、太い綱つなのような炎ほのおが噴ふき出した。その全てが岩と岩を繫つなぐ血管として、流れを以て繫つながり、鼓こ動どうとともに強まり、急速に引き合ってゆく。

　カムシンが言い、

「展開」

　炎ほのおの血管が、次々と縒より合わされた。太さに連れて力も増し、繫がれた岩により大きな力を巡らせ、一つ物としての構成を固めて行く。そして最後、

　ベヘモットが言い、

「自じ在ざい式しき、カデシュの血けつ脈みやくに同調」

　全ての血管は『カデシュの心しん室しつ』と結合した。

　瞬しゆん間かん、

　湧わき起こり耳を叩たたく騒そう音おんの中、あり得ないほどハッキリと、




「今の苦難を経て、あなたは、もっと強くなる。これまでそうしてきたように」

「どこまでも健すこやかに、よかれと思う道を進まれよ、吉よし田だ一かず美み嬢じよう」




　吉田に声が届き、漂う微笑の気け配はいも、意味を察した絶ぜつ叫きようも、

　全て、

「カムシンさん!!　ベヘモットさん!!」

　吞み込んで、引き裂さいて、出現する。火ひの粉こ舞い散り、岩の擦こすれ砕くだける粉ふん塵じんと、川面かわもの爆はぜ散った水みず煙けむりの中から、あくまで重々しく力強く立ち上がる、巨きよ大だいな影として。

　褐かつ色しよくの炎を体の各所に吹き上げる、岩の巨きよ人じんが。












　真ま南な川がわ東岸、数万からの〝徒ともがら〟による炎えん弾だんの大爆ばく発はつが、いったいなにを齎もたらしたのか。

　中空、変質した世界の卵の下で戦う者らには一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　河川かせん敷しきに犇ひしめき合っていた──もはや目もく視しによって数を計ることすらできない──外来の〝徒ともがら〟が、暗あん黙もくの境きよう界かいとしていた川面かわもに足を踏み入れている。教きよう授じゆの鉄てつ巨人も、十体以上がサーレ・キアラとの戦いから離れ、塔とうの外周を二ふた手てに分かれ遡さかのぼり始めた。

　目指すところに輝くのは、琥こ珀はく色いろ。

　高速移動に向かないカムシンの巨人が、それを守る障しよう壁へきのように出現したのは、運び屋の逃走に障しよう害がいが発生したことの証しよう左さだった。なにより琥珀の輝き、それ自体であるはずの『約束の二人エンゲージ・リンク』も戦おうとしていない。全ての事じ象しようが、深刻な異い変へんの出しゆつ来らいを指していた。

　何より、そこには間違いなく、吉田一美もいる。

　シャナと悠ゆう二じも、この予想外の事態にどう対応すべきか、即そく断だんできなかった。

（『大たい命めい詩し篇へん』が改かい変へんされたのに、悠二はあれを使わない……ギリギリまで待つつもりだ）

　先から、中ちゆう空くうの砂すな時計に浮かんで巡る数字を、互いに目の端はしに置きながら、

《２７：４０》

　嚙かみ合う歯車のように、しかし僅わずかなズレをもって、延えん々えん回り続けている。

（あれをギリギリまで使わない、とシャナは当然、思うだろう……そうだ、それでいい）

　足踏みのようにもどかしくも止められない戦いに二人、没ぼつ頭とうせざるを得ない。

　その中、マージョリーとマルコシアスによる『鏖おう殺さつの即そつ興きよう詩し』が澱よどみなく響ひびき、


「一つだったらなにもなし、二つだったら少しだけ、三つだったらたくさんで！」

「四つだったら小こ遣づかい気分！　五つとなりゃあ大・金・持ち!!」



　魔ま獣じゆうとなって空を切るシュドナイと、その背に立つ悠二に向かって、五つの大きな炎えん弾だんが繰くり出された。群ぐん青じようの太陽群は放ほう射しや状に飛び散って数秒、一いつ挙きよに弾はじけて数百、千からの小こ粒つぶな、回かい避ひ不能な炎弾のシャワーとなって降り注そそぐ。

　粒の一つ一つが並の炎弾に匹ひつ敵てきする光こう華かの拡散に対し、シュドナイは背中以外の全身に顎あぎとを開いて高圧の炎ほのおを放射、悠二は袖そで口ぐちから『暴ぼう君くん』の部品をばらまくことで撃ち落とした。また同時に、悠二は自身の不ふ可か解かいな、煉れん瓦が状の自じ在ざい法ほうを眼前に少量浮かべ、用法についての検けん証しようを実戦の中で続けている。

　その一いつ角かく、膨ふくれ上がり空を埋め尽くす群青の、悠二の死角となる真ま下したの壁を突き破って、シャナの自在法『真しん紅く』による巨きよ大だいな拳こぶしが飛んできた。

　猛もう気きを隠かくさないシュドナイは、

「ゴアアアアアアアアアア!!」

　咆ほう哮こうと共に剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を巨大化させ、これを砕くだき払わんとする。

　その打だ撃げきに、拳は呆気あつけなく崩くずれた。

　のみならず、握り込まれた掌しよう中ちゆうから、ヴィルヘルミナが躍おどり出ていた。

「──っは！」

　狙ねらい違たがわず、振り抜かれつつあった『神しん鉄てつ如によ意い』にリボンが数本絡みつき、僅わずかな力が加わることで、槍やりを振るったはずのシュドナイの側が、あらぬ方向へと投げ飛ばされる。

　投げ飛ばされ、流れる視し界かいの中に、悠ゆう二じは新たな紅ぐ蓮れんの輝きを認めた。

　体勢の崩れを狙い、まっしぐらに飛んでくるシャナである。

　その灼しやく眼がんと目を合わせつつ、自身の自在法を使う誘ゆう惑わくから一いつ瞬しゆんで脱し、それを片手で脇わきに退のけた。そうして、もう片方の手で『吸血鬼ブルートザオガー』を握り締しめ、

「っひゅ！」

「はあっ！」

　既すでに至し近きんに迫っていた大おお太だ刀ち、自分の首元に差し向けられていた刃やいばを、剛ごう力りきで弾はじき返す。

　微かすか、擦こすれ流れた刃が首くび筋すじに掠かすっただけで、シャナは通り過ぎていた。

　双そう方ほう、この交差で合わせた目に、動どう揺ようがなかったか、確かめる。

（やっぱり、悠ゆう二じは動じない）

（流石さすがにシャナは、甘くない）

　距離は離れて、しかしどちらも同じ事を感じ、また読み取っていた。

　今という状況、下か方ほうの事態がどれだけの窮きゆう境きようなのか、互いに重じゆう々じゆう承しよう知ちしている。

　シャナにとっては、悠二の企き図とを妨ぼう害がいしつつ友人の命を守る、苦肉の策の破は綻たん。

　悠二にとっては、いずれ奪だつ還かんするはずだった、自身の計画に必要な少女の危き機き。

　でありながら、相手が動じず、甘くないことも今、再さい確認していた。

（どうして、こんな……ううん）

（分かっていながら放り投げた報むくいか!!）

　つい先せん刻こくの大爆ばく発はつが起きるまでは、その目で琥こ珀はく色いろの輝きを見るまでは、戦う双そう方ほうともが、成り行きの結果とは言え、吉よし田だを第三者に預けたことで安心して戦っていた。

　強さと強したたかさを散さん々ざん見せつけられた『約束の二人エンゲージ・リンク』に、自他共に認める実力者カムシン、曲くせ者ものの［百ひやつ鬼き夜や行こう］一いち味みまで加えたことで、シャナも悠二も無自覚に、吉田の安全に気を払う必要はなくなった、後はどうやって取り戻すか、とのいい気な油断に陥おちいっていたのだった。

　が、シャナは今さらながら思い出す。

（確かに、そうだった……あの『約束の二人エンゲージ・リンク』は）

　悠二も同じく、痛感させられていた。

（どこまでも勝かつ手てで、こっちの思い通りになんか動いてくれないんだ）

　二人して油ゆ断だんのしっぺ返しに歯は嚙がみしながらも、当然、今の戦いは止めない。

　シャナは、間もなく訪れるだろう、もう一枚残る切きり札ふだ発動の時まで、ここで悠二たちを引き付けていなければならない。そうでなくとも坂さか井い悠二と〝千せん変ぺん〟シュドナイが相手、戦い続けること自体が綱つな渡わたりである。余よ所そに気を回す余よ裕ゆうなどあるはずがなかった。

（どうする……幾いくら『儀ぎ装そうの駆かり手』でも、あの数と巨きよ人じんを一度に相手するのは……！）

　一方の悠二も、捜そう索さくと奪還への協力以上、つまり外来の〝徒ともがら〟や『約束の二人エンゲージ・リンク』らと戦え、という命令を下すことができない。吉田一かず美みは、あくまで坂井悠二の計画のピースであって、［仮装舞踏会バル・マスケ］が掲げている大たい命めいにとっては、さほど重要な存在でもない。

（搦からめ手に長たけた自じ在ざい師しを出してくれたそうだけど……それが効き過ぎたのか）

　双そう方ほう、決まり事のように、中間点に浮かぶ砂すな時計の数字を確認する。

《２５：１９》

　紅ぐ蓮れんの双そう翼よくを吹かし、悠二へと向き直ったシャナは、肩を並べるマージョリーとヴィルヘルミナに、またも視し界かいを過よぎった彼独自の自在法ほうについて意見を求めようと、顔を巡らせた。

　そして、

「──」

　唐とう突とつな確信とともに、気付く。

　顔を合わせた彼女が、思わず求め、そうしたことに気付き、己おのれを恥はじて、目を逸そらす。

　それら心の流れの、すべてに。

　自分が、できるのなら同じように求めたい、と思っていたこと。

　彼女が本来、優しく情じよう誼ぎに厚い人である、と分かっていたこと。

　そんな彼女が、誓ちかいと友情の狭間はざまで悩んでいる、と感じたこと。

　今も、それら弱い心の内を悟さとられるのを避けた、と見えたこと。

　それら心の流れの、すべてが、

「──ヴィルヘルミナ、行ってくれる？」

　シャナに、言葉をかけさせた。

　ヴィルヘルミナは、悟られた以上に、通じたことに驚かされる。

「!!」

「……」

　同時にティアマトーが、なにか言いかけて黙だまった気け配はいがあった。

　どこへ、とは訊きくまでもない。

　ヴィルヘルミナも、まさしくそれを表して、仮か面めんを心持ち下方に傾けた。そうしてから彼女は、己おのが誓いへの誠まことから、逡しゆん巡じゆんの問いを返す。

「どういう、ことでありますか」

　口を開きかけたシャナに先んじ、

「友として言う」

　そう、答えたのは、意い外がいな人物。

「子にして友たる者のためにも行ゆけ、『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメルよ」

　シャナの胸元に在る〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールだった。

「ここで戦い続けること自体は、最後の一手を喚かん起きするために必要だが、戦って得られる有利不利は、もはや大たい局きよくに影えい響きようを及ぼすものではない」

　一いつ旦たん言葉を切ってから、自らの契けい約やく者しやに向かっても、言う。

「なにより、ここで彼奴きやつらと戦うのは、我らでなければならぬ」

　シャナは応えて、にっこりと笑った。

　ふん、とマージョリーが対たい抗こうするように鼻で笑い、自身の同意を付け加える。

「それに付き合わされる私たちの方は、いい面つらの皮ってトコかしらね」

「ヒッヒッヒ！　天てん罰ばつ神しんオンミズカラの言げん詞しを頂けるたあ、有り難くって涙がちょちょぎれるってもんだあな……ま、実際んとこ時間もねえ。とっとと行ったがいいぜ、お二人さんよ」

　マルコシアスにも促うながされ、ヴィルヘルミナは、改めてシャナを見た。

　灼しやく眼がんを真まっ直すぐに向け、シャナは言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。こっちは任せて」

　今こそ同格、並び立って戦う友として。

　そこに加えられんとする、育ての親たるの感情や責任感、互いにとっての甘やかしを、しっかと立って拒きよ絶ぜつする、一人前のフレイムヘイズとして。

「一かず美みをお願い。ついでに『約束の二人エンゲージ・リンク』も、ね」

　万ばん感かんの思いを以て、ヴィルヘルミナは答える。

「了りよう解かいであります」

「好きなだけ、好きなように、戦うが良い」

　アラストールの助言にマージョリーが乗り、

「あっ、それ賛成。きっと気持ちいいわよ」

「ヒャーッハハ！　いいねいいね、その冗じようだブッ!?」

　最後に、トーガの中でマルコシアスが叩たたかれて、黙だまった。

　ヴィルヘルミナは、それらを遡さかのぼって見つめ、最後にシャナを見返す。この美しい炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの少女に、親心としてなにか言い置いてゆくことを堪こらえ、なんとか、

「では」

　その一言だけで、ストンと落ちるような降下に入った。

　風を受ける胸中は、爽さわやかだった。
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（なんと愚おろかな）

　誰だれへの罵ののしりでもない、ただ自分へと誇り、

（この身に持て余していた懊おう悩のうを、あの子は、なんと鮮あざやかに解きほぐしてくれたことか）

　身軽に飛んで行けるようになったことを、感謝する。

（好きなだけ、好きなように）

　アラストールの、彼には珍めずらしい〝徒ともがら〟らしい言葉をなぞり、

（まるで、なにもかもを貰もらったような、気持ちであります）

　なにも捨てられない自分の重さと苦しさが、その道の果てで変わったことを……背負っていたはずの少女が、いつしか隣となりで自分の背を押してくれたことを……泣く。

（応えねば、助けねば、ではなく……応えよう、助けよう）

　数すう粒つぶ、仮か面めんから零こぼれ、降下に散る涙の中で、

「そう、それこそが、私」

　フレイムヘイズ『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメルは、再び己おのが在あり様ようを誓ちかった。

　そしてその涙を隠かくして守る仮面たる神じん器ぎ〝ペルソナ〟から、

「貴女あなたらしい」

「!?」

　ずっと黙だまっていた、もう一人の『万ばん条じようの仕し手て』が、口を開く。

「そこに辿たどり着くまでに一体どれだけの年月と労力を必要としたのでありますかいえそれこそが貴女の強さを支える複雑を極めながら堅けん固ごに据すわる精神と分かっているのでありますがだとしても共に在った〝王〟として不ぶ器き用ようすぎる貴女をただ口くち先さきだけで不用意に導くわけにも行かず苦しみの海に小石を投げ込む程度の言葉しか掛けられなかったことは全く口くち惜おしい限り」

　接した意識の内に溢あふれ返る、大たい河がの水が如ごとき一いつ気き呵か成せいの言葉。

　概がい要ようを把は握あくするため、その継ぎ目の手がかりとして拾い出した定型句。

　即すなわち、異い能のうの討うち手・フレイムヘイズの語り口く調ちようだと誤ご解かいした、堅苦しい語ご尾び。

　まさしく契けい約やく時以来、数百年ぶりという珍ちん事じに、ヴィルヘルミナは感動すら覚えていた。

「口惜しい限り……でありますか、〝夢む幻げんの冠かん帯たい〟ティアマトー」

　付け加えた契約者に向けての三み言こと目は、常の、背後に膨ぼう大だいな思いを込めた一言。

「肯こう定てい」

「で、ありますか」

　自身が生まれ直したと識しったフレイムヘイズは、戦せん場じようから戦場へと舞い降りて行った。

　一方、残された側。

　二対二となった両陣じん営えいは、変わらず睨にらみ合っている。

　シャナらが話している間も、ヴィルヘルミナが離脱していった際も、悠ゆう二じはシュドナイの背に立ったまま動かず、シュドナイにも邪じや魔まをさせなかった。

　これは、代だい行こう体たい・坂さか井い悠二として、今在る立場として自分にはできない、といって［仮装舞踏会バル・マスケ］にさせることもできない助じよ勢せいを、彼女ならやってくれると分かっていたため。

（そうとも、吉よし田ださんが遠くに逃げないというのなら、まだ幾いくらでもやりようはある）

　また、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟として、大たい命めい成じよう就じゆまでの時が稼かせげるのなら、なんの問題もなかったため。それゆえにこそ、内心猛たけり狂っているシュドナイも、制止の命めいに服している。

（残る時は僅わずか……まさしく指し呼この間かんに、我が大命成就の時が迫っている……!!）

　無む論ろん、シャナらも、それらの事情を察していたからこそ、敵の前で悠ゆう長ちように会話などをしていたのである。が、それも切り上げ時、やらねばならないことを、やる時だった。

　アラストールが、口火を切る。

「我々の方も、始めるとしよう」

「うん」

　頷うなずいたシャナの傍ら、トーガを纏まとったマージョリーが、戦意と力を溜ためる。

「槍やり持ったシュドナイ含めて、二対二ね。正直、無む茶ちや苦く茶ちやきついけど、やるしかないか」

「まさか、嬢じようちゃんと背中を合わせて最終決戦たぁな、これぞ因いん果がな交差路ってやつか？」

　軽くも真剣な声こわ色いろで、マルコシアスが続けた。

　それを茶ちや化かすようなマージョリーに、

「ま、いけ好かなくても、今くらいは息を合わせてちょーだいよ」

　シャナは灼しやく眼がんを向けず、大おお真ま面じ目めに言う。

「私は、貴女あなたが嫌きらいじゃない。ううん、好きになった」

「そりゃ……どうも」

　飾らない物もの言いいに、マージョリーはトーガの内で秘ひそかに赤せき面めんした。

　マルコシアスは遠えん慮りよなく、心しん底そこからの笑しよう声せいを張り上げる。

「キィーッヒヒヒ！　ま、友情の方として受け取っとくぜ。色恋の方は先約があっからな」

「うん」

　一部分からないながらもシャナは頷うなずき、敵と対する。

《２１：５１》

　残る時間は、二十分余。







　獅し子し奮ふん迅じんの姿すがたが、真ま南な川がわの中にあった。

　カムシンの操あやつる儀ぎ装そう、岩の巨きよ人じんである。

　川面かわもを埋めて進み来る〝徒ともがら〟を、莫ばく大だいな水みず柱ばしらと共に蹴け散ちらす。

　砕くだけた岩に〝メケスト〟から炎ほのおの鞭むちを繫つないで、爆ばく弾だんとして投とう擲てきする。

　鉄てつ巨人を近付ける前に、手て近ぢかに漂い来る岩がん塊かいを強ごう引いんに手で押して挽ひき潰つぶす。

　空いた腕部の構成を解いて岩の竜たつ巻まきを発生させ、空から迫る〝徒ともがら〟を叩たたき落とす。

　死にゆく〝徒ともがら〟らの振り撒まく色とりどりの炎ほのおが、戦せん場じようを壮そう麗れいに飾り立てる。

　その中で荒れ狂う岩の巨きよ人じんは、まさに殺さつ戮りくの運命そのものと見えた。

　が、

「ああ、やはり、難しい」

「ふむ、他にやりようがないとはいえ、難しい」

　殺戮する当人らにとって現状は、良好とは全く言えない。

　彼ら自身が苦戦しているわけでは、決してなかった。

　ただ、どれだけ殺しても〝徒ともがら〟らが止まらない。

　むしろ、勇んで殺戮の場に歩み寄ってくる。

　楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』への道みち標しるべたる『真しん宰さい社しや』に誘いざなわれ、河川かせん敷しきまで詰めかけながら、誰だれが言うでもなく不ふ可か侵しん領りよう域いきと見なしていた真ま南な川がわ。そこに踏み出したことで、彼らは惑わく乱らんした。

　そうすることの意味はなんなのか、そうすることでなにが起きるのか、してはいけないことなのか、してよいことなのか、どの程度までが許されるのか、なにも考えていなかった。

「誰も彼も、すっかり燃え上がっていますね」

「この激発まで延えん々えん、燃料を積み上げてきたようなものじゃからの」

　押し寄せる外来の〝徒ともがら〟らは［仮装舞踏会バル・マスケ］構成員のように、大たい命めい遂すい行こうの実作業を与えられてもいなければ、集団で過ごすことに慣れてもいない。楽らく園えんへの期待に膨ふくれ上がった心を抱え、河川敷から街の中なか程ほどまでを埋め尽くす数が集つどっただけだった。これら非常の高こう揚よう感が相互に作用して、個々の思し考こう力を減退させるのは、むしろ自然の成り行きと言えた。

　そんな有う象ぞう無む象ぞうが、明確な敵の出現に気を引かれ、自身の攻こう撃げきで行動への弾はずみを付け、大爆ばく発はつの発生から興こう奮ふんの度を高め、逃げた敵の輝かせる琥こ珀はく色いろという目め印じるしを与えられて、大人おとなしくしていられるわけもない。東西北の戦せん場じようで起きている『大地の三さん神しん』に対する狂きよう乱らんと同様の雪崩なだれ現げん象しよう、真南川東岸における惑わく乱らんは、まさに起こるべくして起こったのだった。

　ただ、この緩ゆるくも重じゆう厚こうな邁まい進しんに立ち向かう側の状況は、より厳きびしい。

「進めば死ぬ、生きてこそ楽園に意味がある、と考える理性も欠落している、と」

「厄やつ介かいなことに、殺される側こそが現実を見ておらぬ、な」

　カムシンとベヘモットは、彼ら自身に〝徒ともがら〟が襲おそい掛かってくるのなら、それこそ『三さん神しん』並の戦果を挙げていたかも知れなかった──否、この今も、振り撒まく威い力りよくに劣るところはなかったが、ただ、一つの要因が、彼らに自じ儘ままな殺戮への没ぼつ頭とうを許さなかった。

　即すなわち、後ろに守るべき者らがいたこと、である。

　開戦以降、全力で叩たたき潰つぶそう、巨きよ体たいを障しよう壁へきにして遮さえぎろう、と努めてはいるのものの、とにかく〝徒ともがら〟の数が多過ぎる。それこそ、水を強く蹴け上あげても川の流れが止められないように、殺戮の威力は十全に発はつ揮きされて、なお多数を背後に通してしまう結果となっている。

　この、全くどうしようもない状況を、

「守る、というのは、まったく……」

「これはこれでやり甲が斐いもあろうて」

　しかし、なぜかカムシンは穏おだやかな微笑で迎えている。

　決して殺さつ戮りくの手を緩めず、周囲の状況への警けい戒かいも怠おこたらず、

「それにしても、これほどの死は、これほど苦しさは、いつ以来でしょう。必ひつ至しに足あ搔がいても手が届かず、掬すくおうとしても擦すり抜ける、そんな戦いは……」

　残った力を振り絞しぼりながら、なぜか微笑を抑えられないでいた。

　ベヘモットは、呼吸するように戦い、なおも恍こう惚こつとするカムシン──数千年の時を共に歩んできた契けい約やく者しやの声に初めての、虚きよ脱だつの浸しん透とうにも似た感かん触しよくを覚えていた。

　尽きず溢あふれて死を埋め続ける生命の証あかし、

「嗚あ呼あ、しかし」

　とりどりの炎ほのおが舞い散る地じ獄ごくの中へと、

「これほどの世界に吞まれるのなら……悪くはない」

　どこまでも穏やかな声が埋もれて行く。

　その背後、

　吉よし田だを乗せた運び屋［百ひやつ鬼き夜や行こう］一いち味みが、死地に活路を見出そうと奮ふん闘とうしている。

　無む論ろん、まともに戦って切り抜けるような馬鹿な真ま似ねはしない。彼らなりの策でもって、なんとか当とう座ざの生と乗客の命を拾おうと、手て練れん手て管くだの限りを尽くしていた。

　遠く後方を監かん視ししていたゼミナが、自分たちの姿が串くし刺ざしになるのを見届け、報告する。

「ギュウキさん、やられたぞ。次、行けるか？」

「ボ、ボス早く！　周りが気付き──ひゃあっ!?」

　帽ぼう子しに偶然、すぐ横を走り抜けた〝徒ともがら〟の槍やり先が掠かすめ、パラは悲鳴を上げた。

　二人に求められたギュウキは、木製の角張った獣じゆう面めんで器き用ように舌した打うちする。

「ちっ、少しは粘ねばりやがれってんだ。次は……」

　疲労に重く、首がグルリ回って、次なる獲え物ものの選別を始めた。

　彼らが地面の代わりと踏んでいるのは、カムシンの死し闘とうを頭上に頂く塔とうの壁。

　流れ弾だまも頻ひん々ぴんと飛んでくる周りは、獣けものがあれば鬼おにもあり、大小の虫に物も混ぜ、常じよう人じんの外見には現代の服から鎧よろいまでを纏まとう、どこもかしこも見渡す限り〝徒ともがら〟の巷ちまたである。姿を変えていなければ即そく座ざに皆殺しとなっていること、疑う余よ地ちはない。

　ギュウキは、その密集する〝徒ともがら〟の中、重じゆう装そう甲こうに身を包む猛もう牛ぎゆうの姿すがたを、遠くに認めた。

（よし、あいつだ……目立ちすぎてもすぐ死ぬ、今度は光を抑えめにしてみるか）

　残った力を搔かき集め、自じ在ざい法ほうの構成を練りつつ、背中の乗客に声を投げる。

「お嬢じようちゃん、また周りの流れが変わる。振り落とされるなよ」

「は、はい！」

　同乗するパラの腰に、輝く二人ごとしがみつく吉よし田だへと、注意の声を投げた。

　返事には答えず、彼は自じ在ざい法ほう『倉くら蓑みの笠かさ』を、新たに発動させる。

　効果の現れは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　猛もう牛ぎゆうが自分たちの姿へと変わっていた。

　途と端たん、その方向へと〝徒ともがら〟らが流れ始める。姿すがたを変えられた猛牛は、わけも分からぬまま群がり立って襲おそい来る同どう胞ほうとの戦いを強いられ、のたうち回って時間稼かせぎの餌え食じきとなる。

（たった十分そこらを凌しのぐだけで、なんて苦労だ……『倉くら蓑みの笠かさ』も、あと何度使えるか）

　ギュウキは、一いち味みや乗客に見せないよう、内心だけで弱音を吐いた。

　気け配はいと映えい像ぞうを意のままに操そう作さする『倉くら蓑みの笠かさ』──運び屋一味のキモとも言える、彼の自在法は、効果を自身だけでなく、複数他者にも及ぼし得る、という優れた特性を持っていた。つまり逃走の際、他人を身代わりにすることができるのである。

　現在の用法としては、琥こ珀はく色いろの輝きを抱いた吉よし田だ、および彼女と共に在る一味の姿を、押し寄せる〝徒ともがら〟の誰だれかに被かぶせて、姿を変えた本体は騒そう動どうをやり過ごす、というもの。

　潜せん伏ぷくと逃走の達たつ人じんたる彼らは、目立ちに目立つ二人を隠かくすよう吉田に言わなかった。それこそが敵の目を逸そらす囮おとりとして有用、と知っていたからである。見えているものを探たん索さくする者はいない。下へ手たに姿を消したり、全ぜん滅めつの幻まぼろしを見せるより、暴走のきっかけとなった輝きの偽にせ物ものを晒さらし続けることで、冷静にならないよう煽あおり続けておくのが、この場合は得とく策さくなのだった。

　ただ、『倉くら蓑みの笠かさ』は物体に被せることで効果を発はつ揮きするため、対たい象しようにされた〝徒ともがら〟が消しよう滅めつすると、幻も消えてしまう。無む駄だ撃うちを避けるべく、先刻から頑がん丈じようそうな者を選別しているが、相手の数が数、事態を楽らつ観かんできるほどの効果は得られていなかった。

（今んとこ、良いも悪いも、全て読み通り、ってのが救いか……？）

　思って、ギュウキは慎しん重ちように、自身の位置を騒そう動どうの中心から遠ざけて行く。

　一体感に酔よいしれる集団で、露ろ骨こつな逃走など見せれば、逆にその存在が浮き上がって、目め敏ざとい者の注意を引いてしまう。といって、姿と気け配はいを消して離脱するには、群ぐん衆しゆうの密度が高すぎる。もはや逃げ道も塞ふさがれた戦せん場じよう、もどかしくとも慎重に、戦火を誘ゆう導どうした場所を避けながら残り時間を潰つぶすのが、彼らに残された唯ゆい一いつの活路なのだった。

　その背中の上、しがみつく吉田を周囲の攻こう撃げきから守っているパラと、

（カムシン翁おうの踏ん張りで、殺さつ到とうする数が制せい御ぎよ可能な範はん囲い内に抑えられている状況……）

　自分たちに不ふ審しんを抱く者の有う無む、および身代わりの安あん否ぴを見張るゼミナら、

（ギュウキさんが『倉くら蓑みの笠かさ』を維い持じし続ける力……何いずれかが崩くずれたら、一いつ巻かんの終わりだ）

　ボスの体力を命いのち綱づなとした立ち往おう生じように、運び屋らの危き機き感は静かに募つのってゆく。

　と、

　そんな心弱さを狙ねらい撃うつように至し近きん、何処いずこからか炎えん弾だんが着ちやく弾だんした。

　すぐ横に在った犀さいのような〝徒ともがら〟が衝しよう撃げきの内に爆はぜて、火の舌したが一帯を舐なめる。

「うあっ!?」

「む、嬢じようちゃん！」

　後ろに上がった少女の叫びに、ギュウキは慌あわて、思わず首を回した。自分の背に乗せるほどの乗客を、みすみす傷つけたとあっては運び屋の名折れである。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。ちょっと、驚いただけで……」

　その頭上、輪形に浮かぶ防ぼう御ぎよの自じ在ざい法ほうは問題なく機能しているらしい。吉よし田だは顔を向けて、自分が無事であることを示した。ただし、蒼そう白はくな顔色は隠かくしようがない。

　少女の安全に責任を持つパラが、緊きん張ちようの様さまを硬い肩の線に見せて、言う。

「ボ、ボス、今のは幸い外れましたが──」

　直ちよく撃げきだったらお嬢さんの身の安全は保ほ証しようできません、という言葉は、乗客の精神安定への配はい慮りよから、あえて切った。

　もちろんギュウキには通じている。

（そうは言うがな、この状況じゃ逃走どころか退たい避ひすら──）

　隣となりに空いた焼け跡を、押し寄せる群衆が一いつ瞬しゆんで埋めていた。

　吹き飛んだ〝徒ともがら〟の存在など、一切無む価か値ちと断ずるように。

　いい加か減げんにしやがれ、とそれら全てを心しん中ちゆう罵ののしりつつ、彼は視線を全体に切り替える。

（──）

　切り替えた後に、ふと今、目にした物と状況とを、勘かんが射い止とめた。文字通りに思い止まり、なんだったか、と思い出すのではなく、勘を口に出すことで形にする。

「──今の隙すき間ま」

　その言葉から、勝かつ手てに理り屈くつが組み上がった。

「そうだ、今の隙間、いや壁だ」

「壁？」

　パラが聞き返して、自分たちの立つ床面──自在法がなければ横に落ちている塔とうの壁──を見下ろすが、どこもかしこも〝徒ともがら〟が充満していて、人ひと混ごみしか見えない。

　ボスの内ない心しんを把は握あくすることに常々努力しているゼミナが、思し考こうを一歩進めた。

「塔の中か」

「あっ！」

　パラも気付いて、ギュウキはにやりと笑う。

「そういうことだ。パラよ、『ヒーシの種たね』は、あとどれくらい残ってる？」

「表ひよう層そうだけの把握で良いなら、いけます」

「すぐ頼む」

「了りよう解かい」

　流れるような会話に、一人ついて行けず戸と惑まどう吉田の手に、

「？」

　パラが手て袋ぶくろの嵌はままった掌てのひらを乗せた。優しく離させて、用よう心じん棒ぼうの方に軽く引く。

「ゼミナさん、お願いします」

「心得た」

　ゼミナが代わって乗客の保護を請うけ負い、やや強ごう引いんに、自分に摑つかまらせた。

　わけが分からない吉よし田だの前で、パラの体が制服を残し、崩くずれる。

「パラさん!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、首だけ残しますよ」

　なにが大丈夫なのか、ともかくも声だけは優しく、言う通り首だけになった時点で、体の崩れは止まった。その崩れたものは、細かな翳かげりの粒つぶとなって雑ざつ踏とうの中に散らばる。

　パラの自じ在ざい法ほう、物に取り付き操そう作さする『ヒーシの種たね』である。本来はあらゆる乗り物を〝燐りん子ね〟に変える力が、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の壁面一部に浸しん透とうし、内部構造の把は握あくに入る。

　十秒あるかないか、

「どうだ？」

　頃ころ合あいと見たギュウキが急せかした。

「いけませんね。さっき、構造を組み替えた時に装そう甲こうを固めたんでしょう。窓もなければ非常用ハッチもありません。自在法への抵てい抗こう力まで持っていて、操作系けい統とうが見つかりませ──」

　対たい照しよう的に、自分の仕事については冷静沈ちん着ちやくなパラが、じっくりと確かめる。

「いえ、ありました。一つ……なんでしょう、丁ちよう度ど水面に浸つかる位置に極ごく小しようのスペースが」

「こんな出来合いの塔に船着き場か。場所は？」

　尋たずねつつ、ギュウキが首をより高く伸ばして場所の特とく定ていに入った。

　パラは、車しや内ない放送の如ごとく滑なめらかに、得られた情報を並べてゆく。

「九時方向、真下。自由落下で辿たどり着けます」

「いいぞ。次の攻こう撃げきを利用し──」

　言う間もなく、ギュウキの声を遮さえぎるように至し近きん、流れ弾だまが炸さく裂れつし、一いち味みは壁面を離れた。

　落下の感覚に息を吞む吉田には構わず、ゼミナが自身の標的を問い質ただす。

「パラ、どいつだ」

「青いドクロの真ま下したです！」

　パラの声に釣つられて吉田が見れば、無数の〝徒ともがら〟で埋まる壁面の向こうから、真ま南な川がわの川面かわもが近付いてくる。その手前、確かに青いドクロが前に進めずイライラと首を振っていた。

「五人だ、隠かくすぞゼミナ！」

「任せろ、ギュウキさん」

　言い交わす間に、自在法『倉くら蓑みの笠かさ』が発動する。

　応じて、青いドクロを含む〝徒ともがら〟五人の頭上に、大きな天てん幕まくのような『倉くら蓑みの笠かさ』が広がり、彼らを丸ごと包み込んだ。同時に、その表面に爆ばく発はつを幻まぼろしとして投とう影えい、周りが驚き硬こう直ちよくする隙すきを狙ねらい、［百ひやつ鬼き夜や行こう］は五人を包んだものと自身を隠かくすものを融ゆう合ごう、内へと踊り込んだ。

　外同どう様ように幻げん惑わくされ立ち竦すくむ五人のど真まん中なかに、ギュウキが割って入った瞬しゆん間かん、

「──一！」

　ゼミナのツルハシが振るわれ、左手に在った青いドクロを眉み間けんから叩たたき割った。次いで、

「二、三！」

　吉よし田だをしがみつかせた体は動かさず、腕先だけで右、左と両りよう刃ばのツルハシを振るう。

「四──！」

　という叫びが上がった時点で、さらに三人の眉間が一いち撃げきで貫つらぬかれていた。

　最後の一人、と飛んだ刃やいばが、止まる。

「！」

　既すでにギュウキが獅し子し舞まいのような頑がん丈じような牙きばで、残った〝徒ともがら〟の頭を粉ふん砕さいしていた。

「片付いたな。パラ、急げ」

「……ギュウキさん」

「すまねえ。一秒でも惜おしくてな」

　不満そうな用よう心じん棒ぼうに謝る彼、全員を背に乗せた巨きよ体たいの足あし下もと──壁に立つ彼らから見て、であり、実際には塔とうの壁面──が、

「ロック、解かい除じよします」

　パラの声と共に、ゆっくりと両開きにスライドして行く。

　内部は既すでに注ちゆう水すいしてあったらしく、中に川の水が流れ込むことはなかった。後は、この中に潜もぐり込み、扉とびらを閉めてから五人分を隠かくした『倉くら蓑みの笠かさ』を解くだけ。パラに周りを見晴らせて潜せん伏ぷくすれば、遠く砂すな時計を巡る数字、残り僅わずかな時間をやり過ごすことは容易たやすいはずだった。

《１８：４８》

　これだけの寸すん暇かを耐えるための退たい避ひ行動。

　あらゆる手並みは、まさに完かん璧ぺき。

　ここまでは。




　が、戦せん場じようは彼らを逃さない。




　ドガッ、と、

　頭上が割れて、炎ほのおが溢あふれ出る。

　思わずギュウキは天てん幕まくを振り仰いでいた。

（流れ弾だま、だとぉ!?）

　この今当たらずとも、という最悪のタイミングで、炎えん弾だんが命めい中ちゆうしたのである。

　天てん幕まくの内に、灼しやく熱ねつの塊かたまりが幾いくつも降りかかる中、

「いかん──『倉くら蓑みの笠かさ』が解けるぞ！」

「あっ!?」

　ゼミナは吉よし田だをギュウキの背にねじ伏せると、その上を跨またぎ、敵てき襲しゆうに備えた。

　こんな鉄てつ火か場ばのど真まん中なかに潜せん伏ぷくしていた何者かを、熱ねつ狂きように猛たける〝徒ともがら〟らが放って置くわけがない。彼らの不ふ審しんは次なる行動の指し針しんとなり、彼らの行動は今や戦いしかない。

　事態の変転は、まったく唐とう突とつに迫る。

　戦せん場じようは、彼らを決して、逃がさない。







　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』基部、塔を挟んだ正反対の場所で、繰くり広げられる二つの戦い。

　これら両方を、漂う岩がん塊かいの上からマモンが眺ながめている。

　一つは、教きよう授じゆと、サーレ、キアラによる宿しゆく縁えんの激げき突とつ。遠とお目めには暴れ回る巨きよ人じんと、それを躱かわす極きよつ光こうの曲きよく芸げい飛行という、まことに空くう想そうめいた光こう景けいである。

（先せん刻こくから『極きよつ光こうの射い手て』らが西側の空域を離れなくなったのは、東側への負ふ担たんを掛けないためか、それとも有う象ぞう無む象ぞうの群れに労力を割さきたくないからか、あるいはその両方……）

　もう一つは、無む数すうの〝徒ともがら〟と、カムシン、［百ひやつ鬼き夜や行こう］の壮そう絶ぜつな絡み合い。岩がん石せきの巨きよ人じんの振り撒まく殺さつ戮りくを、より多くの数が乗り越えるという、どこまでも凄せい惨さんな光景だった。

（あの度たび々たび居い場所を変える光は恐らく、逃げ場を失った〝深しん隠いんの柎ふ〟の幻げん術じゆつ……あれを守りながらでは、いかな壊こわし屋『儀ぎ装そうの駆かり手』といえど思うままには戦えまい）

　現在の彼の役割は、戦せん況きようを監かん視ししつつ決定打の補助を狙ねらう、というものだったが、元よりカムシンらの方は偶ぐう発はつ的な闖ちん入にゆう者しやに過ぎない。今さら『約束の二人エンゲージ・リンク』などに用はなく（むしろ消えるというなら諸もろ手てを挙げて喜んでもいい厄やつ介かいの種たねである）、彼らと共に在るだろう少女も、逆転印章アンチシールが一いつ旦たん起き動どうして空間の隙すき間まを広げた今となっては無む価か値ちな存在だった。

（いや、代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じ殿どのの仕上げには必要不ふ可か欠けつなのでしたか……どのみち、あの大群に分け入って救い出す義理はありませんが）

　実際のところ、彼がこうして双そう方ほうを眺ながめているのは、彼にとっての補助対たい象しようである教授の戦いに、反対側のトリックスターらが手を出さないかを警けい戒かいするためなのである。

（が、どうやらそれも、取り越し苦労だったようですね）

　マモンは思い、自身でも意味の不ふ鮮せん明めいな溜ため息いきを吐く。

　自分たち［仮装舞踏会バル・マスケ］が呼び寄せたとは言え、御み崎さき市しに集つどう〝徒ともがら〟の数は呆あきれるほど膨ぼう大だいで、カムシンらに他戦域への助じよ勢せい、あるいはサポートを行う余よ裕ゆうなどあるはずもなかった。

　守られている［百ひやつ鬼き夜や行こう］一いち味みも、居い場所の見当が付いてしまえば、少々厄介な自じ在ざい師し三人組、というだけの存在である。これ見よがしな輝きを放っていながら未いまだに出てこない『約束の二人エンゲージ・リンク』の意い図とだけは不ぶ気き味みに思えたが、

（もはや戦せん況きよう全体に影えい響きようを及ぼせはすまい）

　そう、マモンは判はん断だんする。

　今の彼は、サーレとキアラの隙すきは抜け目なく狙ねらい、カムシンらには僅わずかな惻そく隠いんの情を抱きつつも滅びを見けん物ぶつするという、忙せわしくも贅ぜい沢たくな位置にあるのだった。

　と、そこに遠えん話わが届く。

《マモン様》

「おや、バルマ殿どの。なにか、南なん方ぽうで戦況に変化でも？」

　南方の守備隊たいを率ひきいる〝王〟の一人、〝化か転てんの藩はん障しよう〟バルマからのものだった。

　同じく〝翻ほん移いの面めん紗さ〟オセも、重じゆう傷しようの身でなお、激しい声をぶつけてくる。

《こちらは問題ありません、それより変化というなら『真しん宰さい社しや』こそが！》

「……」

　たしかに現在、戦せん闘とうの中心は巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』である。

《我ら南なん方ぽう守備隊、運び屋の牽けん制せいに軍ぐん勢ぜいを使う程度しか、お役に立っておりません》

《先に姫ひめ様さまを通した汚お名めいを雪そそぐ機会、創そう造ぞう神しんの御おん許もとにおける戦いを……何なに卒とぞ我らにも！》

　組織の一員として、彼らが『三さん神しん』と当たっていない己おのれの無む為いに気を揉もむのは、むしろ賞すべき性質と言えるだろう──が、

「お二ふた方かたとも、お忘れですか？　敵は中ちゆう核かくに呼び込み、持てる限りの策を吐き出させ、その上で制する。姫様を通した事も参さん謀ぼう閣かつ下かの既き定てい方針の内ではありませんか」

《それは……》

《いえ、しかし》

「いえ、忘れていないからこそ、参謀閣下にではなく、私に上じよう申しんしているのでしょうね。しかし、申し訳ありませんが、取り次ぎはできません。建けん議ぎ以上の、作戦指し導どうへの横よこ車ぐるまは、我ら［仮装舞踏会バル・マスケ］の御ご法度はつとですし、なにより──」

　マモンは念を押すように、現状を確認し直した。

「──参謀閣下からのご命令はないのでしょう？　なら、放っておくのが一番良いのです。こんな戦いで［仮装舞踏会バル・マスケ］の精せい鋭えいを蕩とう尽じんするわけにはいきません」

《マモン様ご自身を救きゆう援えんすることも、許されぬのですか》

　せめてというオセの抗こう弁べんも軽く、しかも反はん撃げき不能に追い込む。

「ダンタリオン教きよう授じゆが、さっきから全力なのです。この意味がお分かりでしょう？」

《……》

《……》

「それより、ハボリム殿やリベザル殿が『三さん神しん』との交戦にかかり切りである以上、貴方あなたたちが外周警けい戒かいの統とう括かつ者なのです。どうか本来の命令にこそ、自らの身しん命めいを賭かけてください」

《……は、了りよう解かいしました》

《越えつ権けん行為、何なに卒とぞお許しを》

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、戦う意欲を声の端はしに燻くすぶらせながらも、彼らは遠えん話わを切った。

　今という戦いに栄えい誉よを感じれば感じるほど、実際に戦わないことへの引け目が増す、という心しん境きようは、同じ［仮装舞踏会バル・マスケ］の将しよう帥すいであるマモンにもよく分かる。

（が、だからといって、それで命令違反をしたのでは……）

　数段高きにある欲望を果たすため集団を成した以上、どうしても各人の自制は必要、私も役やく儀ぎゆえこんな危ない所にいるのですから等々、二人への言い訳のように思いを流す、

　その目が、

（む？）

　空から来る、なにかを射い止とめた。

（あれは──!!）

　流りゆう星せい、というには優ゆう雅が可か憐れんな捻ひねりを加えて、桜さくら色いろの光が舞い降りる。







　決して逃れられない戦せん場じように、花が咲く。

「──う!?」

　ギュウキは最初、なにが起こったか分からなかった。

　目に見えたものは簡かん単たん至し極ごく。

　だったが、何な故ぜそれが起きたのかが、分からなかった。

　存在を明かした自分たちに襲おそいかかってくる周囲の〝徒ともがら〟らが、まるで示し合わせたドミノ倒しの如ごとく、一いつ斉せいに順番に、バタバタと横よこ倒だおしになって円を描いたのである。しかも、その円は、倒れた先を押し潰つぶしながら二に巡じゆん三巡四巡五巡と広がって行く。

　そうして広がった最後、天から白い布が一いち条じよう、端はしに刺さって、誘ゆう爆ばくを引き起こした。中心に在る［百ひやつ鬼き夜や行こう］と吉よし田だには火ひの粉こも掠かすらせない距離を空け、外側に犇ひしめく〝徒ともがら〟には雪な崩だれかかる程ほどの至し近きんで。爆ばく発はつの連れん鎖さが炎ほのおを走らせ、熱ねつ風ぷうを撒まき、火の粉を散らす。

　それはまさに、彼らを中心に咲く、大たい輪りんの花だった。

「え……？」

　首だけでポカンとなるパラと一いつ緒しよに呆ぼう然ぜんとなり、

「おお！」

　事の意味に気付き上を振り仰いだゼミナに釣つられ、目め線せんを追った吉田は、

「あっ──！」

　そこに、無む数すうのリボンを靡なびかせ舞い降りる、一人のフレイムヘイズの姿すがたを見出す。

　トン、

　と足音も軽く、ギュウキの鎌かま首くびの先、額ひたいの上に降り立ったその姿すがたから、桜さくら色いろの火ひの粉こが零こぼれ落ちていた。夢の世界の住人の、可か憐れん不ふ思し議ぎな舞ぶ踏とうの余よ韻いんとして。

「助すけっ人と参さん上じよう、であります」

「後こう事じ一いち任にん」

　表情の見えない彼女が、なぜか仮か面めんごと微笑ほほえんでいるように、吉よし田だには見えた。その名を、一つの約束を果たすために呼ぶ。

「ヴィルヘルミナさん!!」

「ご無ぶ事じでありますか、吉田一かず美み嬢じよう」

　フレイムヘイズ『万ばん条じようの仕し手て』ヴィルヘルミナ・カルメルは、まずそれを確認して、次に自身の友人である『約束の二人エンゲージ・リンク』の姿を求めた。

「……」

　が、いない。

　正確には、彼女らの輝きが在るだけで、姿が見えない。

「……それは？」

　思わず尋たずねた彼女に、吉田は大事に抱いていたそれ──誰からも『約束の二人エンゲージ・リンク』と見られていた琥こ珀はく色いろの輝きの源げん泉せん──を抱え直し、上に立つ彼女にもハッキリ分かるよう、掲かかげた。

「フィレスさんと、ヨーハンさんです」

「!?」

　仮か面めんの中で息を吞むヴィルヘルミナが、なんとか把は握あくした、それは、




　透とう明めいな内に花か弁べんを降り積もらせる、複ふく雑ざつに捻ねじれた球きゆう形けいのフラスコ。




　琥珀色に輝いているのは、この中に生せい成せいされ積もってゆく花弁と、ガラスの各所に浮かんでは流れ、また薄れてゆく自じ在ざい式しきだった。掌てのひらに余るほどの大きさのそれは、捻ねじれながらも球形をした全体と、血の通うように自在式を流す構造から、どこか心しん臓ぞうにも見える。

　それと同どう様ようの印いん象しようを持つ、彼らと関わりの深い宝ほう具ぐを連れん想そうしたヴィルヘルミナに、

「『零れい時じ迷まい子ご』……では、ない？」

「これは──」

　吉田が自分の見たもの、託たくされた言葉を告げようとして、

「言げん談だん後こう刻こく」

　ティアマトーに制された。

　確かに、ゆっくり話し合っている暇ひまはない。燃え爆はぜた周囲は既すでに埋まり、新たな〝徒ともがら〟らの影が、未いまだ燃える壁の向こうから迫りつつあった。

　その足あし下もと、ギュウキが額ひたいに彼女らを乗せたまま、伸ばした腕で足あし下もとを指す。

「そういうこったな。とりあえず、俺おれたちはこの扉とびらの中に逃げ込むつもりだったんだが」

　ヴィルヘルミナは、もう一度、琥こ珀はく色いろのフラスコを見てから、頷うなずいた。

「了りよう解かい。現状、逃げることが叶かなわない、というのなら、あと十分ほど、なんとか凌しのいでみせるのであります。内部の様よう子すは？」

「警けい戒かいは私がする。危なくなったら報しらせよう」

　ゼミナが請うけ負う間にも、彼らの足下で扉が再び開き始める。

　と、突然、

「あっ!?」

　これを操そう作さしていたパラが叫んだ。

　彼と吉よし田だ以外が身み構がまえる、その数秒で、既すでに異い変へんは動き出している。

　ただし、それは内部からの急きゆう襲しゆうなどではない、もっと意味不ふ明めいなもの。

　ギュウキが身を躱かわしつつ問い質ただし、

「おい、パラ！　なにがどうなってる!?」

　パラが急ぎ状況を把は握あくする数秒で、

「い、一いつ定てい以上に開いたら、自動的にこうなるよう設定されていたようです！」

　扉周囲の壁へき面めんごと変へん形けいを終えたそれは、滑すべり台だい状じようの突とつ起き物ぶつと、奇き妙みような開口部ぶだった。

　発見段だん階かいで推すい測そくした船着き場どころか、まともな出入り口ですらない。内部に伸びる通路は直径三メートルほどの、緩やかに曲折するチューブ状で、先の見けん当とうも付かなかった。

　おっかなびっくり覗のぞき込むギュウキは、

「今になって、妙みようなもん掘り当てちまったな」

「詮せん索さくより、早く中に！」

　言って先に飛び込んだゼミナの後に、慌あわてて続く。

　その直後、

　扉の変形に刺し激げきされた〝徒ともがら〟らが、未いまだ火か勢せい盛さかんな炎ほのおの壁を乗り越えて殺さつ到とうし、

　さらに直後、

　ヴィルヘルミナの伸ばしたリボンで足を払われ、片かたっ端ぱしからもんどり打って倒れた。

　のみならず、高速で顔を壁面に強きよう打だしていた。リボンの絶ぜつ妙みような力加か減げんで突とつ進しんの力を丸々転てん倒とうに回された、この見た目の間ま抜ぬけさとは裏うら腹はらに凶きよう悪あくな打撃は、弱小な〝徒ともがら〟の頭ず蓋がいや頸けい骨こつを砕くだいて即そく死しさせ、強大なそれらも重じゆう傷しようか意識の混こん濁だくへと追い込む。

　さらに、転倒の打だ撃げきに跳ね返った体が、リボンに捻ひねりを加えられたことで、爪つめを備えた者は隣となりに爪を突き立て、剣を持った者は隣に剣を振るい、大きな者は重量で周りを押し潰つぶし、小さな者は速さで飛ばされた先々をはね除のけてゆく。

　襲おそいかかってから数秒で繰くり広げられた、数十を同時に屠ほふる絶ぜつ技ぎの様さまに、しかしやはり、常の戦いの如ごとく怯ひるむ者はない。死ねば死んだだけ、後の者が代わって進んでくる。自分の前に後ろに横に無む数すうの同どう胞ほうが在る、という異常な状況が、士し気きの蓋ふたも底も抜いた、忘ぼう我がの境きよう地ちにまで至らせていたのである。

（なるほど、『儀ぎ装そうの駆かり手』が苦しんでいるのも道どう理りであります）

（個こ我が摩ま滅めつ）

　ヴィルヘルミナは、吉よし田だと［百ひやつ鬼き夜や行こう］が飛び込んだ開口部ぶの上、滑すべり台のような突とつ起き物ぶつの上に立って、散る命と燃える炎ほのお、それを踏み越えてくる〝徒ともがら〟らを睥へい睨げいした。

（自由に動けぬは不利……しかし、それも十分少々、守りきってみせるのであります）

（堅けん守しゆ専せん心しん）

　仮か面めんの中で目を瞑つぶり、吉田が抱えていたフィレスとヨーハンを思う。吉田の姿すがたに、託された者の意い思しを見出し、より強く思う。誰だれに対してでもない、自分自身の思いを、強くする。

（そう、今度こそ、守りきってみせる）

　二人のフレイムヘイズは、ただ、守るために戦う。

　カムシンが鉄てつ砲ぽう水みずの威い力りよくを真まっ向こう受け止める岩となり、

　ヴィルヘルミナが飛び散った濁だく流りゆうを導き静める水すい路ろとなる。

　数で押してくれば数を砕くだき、巨きよ人じんが押してくれば巨人をも砕く。

　無限とすら錯さつ覚かくする〝徒ともがら〟と、蝸牛かたつむりの如ごとき鈍い時の流れの中で戦う。

《１５：５８》

　そして、開口部から飛び込んだ吉田と［百ひやつ鬼き夜や行こう］は、その激げき戦せんから、通路を数メートル進んだ地点で止まっていた。あまり深入りしては、事じ態たいの急きゆう変へんに対応できないからである。無む論ろんのこと、敵てき本ほん拠きよ地ちの奥深くへと探たん検けんに入るわけもない。

　代わりに、未いまだ首だけのパラが、自じ在ざい法ほう『ヒーシの種たね』を介かいして情報収しゆう集しゆうに努める。

「この通路、かなり深くまで伸びてますね……どうも加か速そく移動させる仕掛けのようです。とりあえず、奥から誰だれも来ないよう構成を弄いじって、機き能のうを麻ま痺ひさせておきました」

「兵を出入りさせるための通路にしては、設置された数も場所も奇き妙みようだな。まさか、この期ごに及んで［仮装舞踏会バル・マスケ］が逃げ道を備えておくとも思えんが」

　横に開くドア一つない通路の一番奥おくに立ち警けい戒かいするゼミナが、所しよ感かんを述べた。

　頭とう目もくであるギュウキは、答えの出ない問題ではなく、具体的な先の話をする。

「ふむ……ま、そっちよりもパラ、替えの車は間に合いそうか？　表おもての二人が、いよいよヤバくなったら拾い上げる程てい度どのことはしたい」

「同どう感かんですが、一面〝徒ともがら〟の中に〝燐りん子ね〟を混ぜると目立ちすぎるので、水中から向かわせてます。妨ぼう害がいがなくても、時間としては望み薄ですかね……」

　遠く〝燐りん子ね〟の調ちよう達たつを試みていたパラは、苦く渋じゆうの回答を返すしかなかった。

　ギュウキの背に座り込む吉田はそれを聞いて、視線をほんの数メートル先の外──つい先まで彼女らがいた地じ獄ごくへと向ける。抱きしめる二人を介かいして、ただ願う。

（皆、無ぶ事じで──！）







　教きよう授じゆとドミノの声が響ひびき渡る戦せん場じようは、混こん沌とんの様よう相そうを呈ていしている。

《んんーんんんー》

《22号、撃ばく破はされたんでございますです》

　マモンが距離を取った一いち因いんにして、真ま名な川がわ西岸の〝徒ともがら〟らが未いまだ川面かわもを踏まない主しゆ因いん……即すなわち、サーレとキアラが狭い空くう域いきを飛び回る戦せん法ぽうに切り替えたため、鉄てつ巨きよ人じん数十じつ体たいも自然と密みつ集しゆうし、窮きゆう屈くつな場所で必ひつ殺さつ武ぶ器きを振り回すという無む茶ちや苦く茶ちやな状況になっていたのである。

《んんーんー》

《31号右腕破は損そん……じゃない、上じよう半身爆ばく散さん》

　鉄巨人らは、何でも削けずり取る『揮き拳けんの圏けん套とう』を味み方かたに作用させないリミッターを作動させているため、どれほど体勢を崩くずされても同どう士し討うちせずに済んでいるが、単純に数十もの巨きよ体たいが入り乱れて高速飛ひ行こうする敵を追い回すのだから、混沌は至し極ごく当然の帰き結けつだった。

《34号、ジャイロに異い常じよう検けん知ち……あ、グルグルぶん投げられてんでございますですね》

《んんー》

　巨きよ腕わんをブンブン振るって、浮ふ遊ゆうする岩がん塊かいをガンガン削けずって、川の水をザバザバ蹴け立たてて、数しゆう十じつ体たいでウジャウジャ集つどって、なお〝ゾリャー〟を操あやつるキアラの超ちよう絶ぜつ的な腕うで前まえは、それら鉄巨人の攻こう勢せいを翻ほん弄ろうし、のみならず数すう体たいの撃げき破はに成功している。

《ん》

《27号、頭部破は壊かい、機き能のう停止。これで『真しん宰さい社しや』東部に出した全機が破壊され──》

　ブチッ、となにかが千ち切ぎれたような音がして、

《んんんんンノオオオオオオオオオオオ──ゥ!!》

《あっ！　教授、暴あばれないでくださいいたたたたたたたた！》

　二人の起こす騒そう動どうまでもが、戦場に溢あふれ出た。

《いぃーったい！　なぁーっ・に・を！　やぁーっているんですかぁ!?》

　叫びに呼こ応おうしてか、鉄巨人たちの動きが無む駄だに忙いそがしくなる。

《だから『戦せん技ぎ無む双そう』が上から来たんでしょう？　彼女相あい手てじゃ大物は無む意味だから、参さん謀ぼう閣かつ下かに言われるまでは放っておいた方が、ってさっき言ったじゃないいたたいいいいたたいい》

《相ぃー手が誰だれでナンッであれ！　まぁーずは試して！　計って！　分ぶん析せきする！　そぉーの事実認にん識しき現実把は握あくなくして、なぁーんの進歩が発展が得ぇーっられると言うのですか!?》

　が、

「毎まい度ど、ご高こう説せつもっともだが」

「理り念ねんも実戦に生かせなきゃ、結局は無む価か値ちだね、毎度毎度」

　神じん器ぎ〝ゾリャー〟に摑つかまるサーレとギゾーは軽く笑い飛ばす。

　具体的な対策を講こうじるでもない、単なる空から騒さわぎの度を増しただけでは、キアラの飛ひ行こうに影えい響きようなど与えられない。むしろ、そうすることで隙すきが増え、やりやすくなるだけである。

「じーさんもヴィルヘルミナも、結けつ構こうな数の巨きよ人じんを引き付けるだけじゃなく、お義と父う様のメンタルにまでダメージ与えてくれるとか、至れり尽くせりの援えん護ごザンマイね」

「こっちも負けてらんないわよ、キアラ」

　ウートレンニャヤとヴェチェールニャヤに言われて、キアラは硬く頷うなずき、

「分かってる！」

　眼がん前ぜんに繰くり出される『揮き拳けんの圏けん套とう』を紙かみ一ひと重えで避ける。

　この鉄てつ巨人の必ひつ殺さつ武ぶ器きは、全てを削けずり取るために、空気を押し退のけることで生じる衝しよう撃げき波はすらない。現実感かんのない映えい像ぞうのように、しかし当たれば終わりの力は、神じん器ぎ〝ゾリャー〟の引く極きよつ光こうのみを空むなしく消し去る。

　その間にキアラは、拳こぶしを振るった鉄巨人の脇わき腹ばらを擦すり抜けていた。

　と同時に、極光の弾だん丸がん『ドラケンの咆ほう』を真ま横よこに連れん射しや、その胴どうを貫つらぬいている。

　一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよく、半はん瞬しゆんの脱だつ力りよくを経た鉄巨人は、白けた緑の炎ほのおに極光を混ぜて爆ばく発はつ、四し散さんした。

　炎が舞い落ちる頃には、既すでに〝ゾリャー〟は別の鉄巨人の陰へと入っている。

　乗る側がフレイムヘイズでなければ、過か剰じような重力加か速そく度どで失しつ神しん、あるいは死んですらいるだろう異常な速さで神じん器ぎをブン回し、なおかつ機き動どうを過あやまたず必ひつ殺さつの武ぶ器きを搔かい潜くぐっていた。

　また鉄巨人が一機欠かけたことに、

《ぬぁーぜにっ！　どぉーうしてっ！　必ぃーっ殺武器で必ず殺せないっーのか!?　ドォーミノォー!!　予よぉー備び機きの残りを全ぜんっ──機き、出しゆつ撃げきさせなさい!!》

《さっき東側に増ぞう援えんを出した分で、もう終わりでございますです、はい》

　などと教きよう授じゆらは大おお騒さわぎしているが、実のところサーレやキアラにとって、些さ末まつな優ゆう勢せいや撃げき破はなど、ほとんど価か値ちがない。本来の目的──〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオン教授の討とう滅めつ──を許す唯ゆい一いつ無む二にの機会、なにより貴き重ちような時間を消しよう耗もう戦せんで潰つぶされている、というだけなのである。

　しかも今、グズグズしていた彼らの許もとに、新たな凶きよう兆ちようが現れる。

　マモンが再び、岩がん塊かいを伝ってこの戦せん域いきに接近している、という形で。

　キアラは〝ゾリャー〟を操そう縦じゆうしながら、しかも巨人や岩塊の狭間はざまに高速で流れる景け色しきの中にハッキリとその姿すがたを認めて、脅きよう威いを感じる。

（巨人を密みつ集しゆうさせることで、マモンが遠えん方ぽうから『貪どん恣し掌しよう』を使えないようにしてたのに）

　という戦せん術じゆつ的な懸け念ねんだけが問題なのではない。

　塔とうの反対側、カムシンやヴィルヘルミナの戦いを同時に監かん視しするため、一いつ旦たん遠ざかっていた彼が、また近付いてきている……これはつまり、派は遣けんした鉄巨人が全ぜん滅めつしてなお、監視の必要がなくなるほどに、カムシンらが苦く戦せんの最さい中ちゆうにある、ということなのである。

（どこもかしこも、戦せん況きようが逼ひつ迫ぱくしてる）

　作戦の面で言うなら、シャナら『大たい命めい詩し篇へん』に干かん渉しようする本命のチームにとっては、

《１４：４３》

　この残り時間が減って行くのも、一つの利点となるが、彼女ら制せい限げん時間内に特とく定ていの敵を討とう滅めつするチームにとっては、苦く境きようの増大でしかない。

（もう十五分を切ってる！　あの教きょう授じゆを、この短時間で!!　そんなこと──）

　負の焦あせりで焼け付く心に、

「まずいな。マモンが戻って来るぞ」

「反対側も戦せん果か相そう応おうの大だい苦く戦せん中ってことか」

　サーレとギゾーが風を入れた。

　同じ事を考えていた、という安心感かんまで付けて。

「ちっ、上に変化が起きるギリギリまで待って仕掛けるつもりだったが、仕し様ようがない」

「織り上がりは七割ほどだけど、やるしかないね」

　練れん達たつのフレイムヘイズたる二人の声は、キアラとほとんど同じことを言っていながら、調子がまるで違う。どこか諧かい謔ぎやくの風ふうさえ漂う簡単さで、告げる。

「リード、頼むぜ」

「僕らの息の合ったところを、見せつけてやろう」

　決けつ死しの始まりを。

　そしてそれが、キアラに勇気を与える。

（まだまだだ、私）

　思う契けい約やく者しやを、愛を以て〝王〟が焚たきつけ、

「頑がん張ばって褒ほめられちゃいなさい」

「私たちのキアラ」

　皆みんなに返す頷うなずきで、神じん器ぎ〝ゾリャー〟が加か速そくする。

　極きよつ光こうがより強く広い輝きを振り撒まいて複雑な軌き道どうをなぞって──一点、爆ばく発はつ的てきな膨ぼう張ちようの中から、圧あつ倒とう的てきな速度を宿す、鏃ゾリヤーが打ち出される。目指す先は──見えた、ただその一いつ瞬しゆんに進路が拓ひらけた、教授とドミノの在る機き器き管かん制せい室しつ。

　まさに閃せん光こうとなっての超ちよう速そく突進は、しかし今さらの行為でもあった。

　サーレが身しん命めいを賭かけて備え、

（さあ、勝負だ）

（なにが来る!?）

　キアラが全ぜん神しん経けいを集中させる眼がん前ぜん、

《──》

　教授の声の予よ感かんと共に、機器管制室を囲む壁へき面めんに、蜂はちの巣すのように穴が開いた。

《──ッミ》（サイ）（ル!!）

　声と思し考こう二つの連なりが実現させたかのように、

《ィーッサイル発はつ射しやぁ!!》

　壁かべ全体が火と煙を吐いて、数百からなるステレオタイプなそれが発射された。

　キアラは隣となりのサーレに、

「！」

　サーレは隣のキアラに、

「！」

　目だけで合あい図ずを交わす。

　瞬しゆん間かん、〝ゾリャー〟両側そく部ぶにある『ドラケンの咆ほう』、『グリペンの哮こう』発射口こうから、極きよつ光こうを限界まで圧あつ縮しゆくした逆ぎやく噴ふん射しやが放出された。その巨きよ大だいな体積と圧力にミサイルは次々と誘ゆう爆ばくを引き起こし、また自ら突っ込んで、爆ばく炎えんをより大きくしてゆく。

　この壮そう絶ぜつ極まる爆ばく発はつの、辛かろうじての威い力りよく圏けん、飛ぶ力を失った紙かみ飛ひ行こう機きのように、微かすか対たい空くうしたゾリャーは、瞬しゆん時じに方向転てん換かんと再さい加速を行い、離り脱だつする。

　光る航こう跡せきを、未いまだ百の単位を残すミサイル群が追いかけた。

　が、一部は、それとは全くの別方向へと逸それ、飛んで行く。

　失しつ速そくしたのではない。

　先の逆噴射で振り落とされたフレイムヘイズに向かっていた。

「来た来た」

「分かってる、いちいち言うな！」

　吞のん気きなギゾーに怒ど鳴なりつつ、川面かわもに突き出す岩を飛び石と踏んで逃げるサーレである。

　よれたミサイルが鉄てつ巨きよ人じんや浮ふ遊ゆうする岩がん塊かいに命めい中ちゆうして膨ふくらむ炎ほのおを、それを潜くぐってしつこく追いかけてくる数十のミサイルを背に、ひたすらに逃げる。

《んんーっふふふ！　停てい滞たい不ふ敏びんの失しぃーっ敗ぱい作さくこと『我がぁー学がくの結けつ晶しようエークスペリメント１３２６１─合がぁーっ体たい無む敵てき超ちよう人じん』!!　いぃーよいよ年ねん貢ぐの納め時でぇーすねえぇー!?》

　心しん底そこ楽しげな声を放る教きよう授じゆに二人は言い捨てると、

「言ってろ」

「今に吠ほえ面づらかかせてやる、くらいは──おっと」

　素早く前に伸ばした糸を手た繰ぐり、前から迫る鉄てつ巨きよ人じんの股またを抜けた。

　その滑すべり行く先に、半なかば水すい没ぼつした、別の鉄巨人が擱かく坐ざしている。

　サーレは気に留める風ふうもなく、とにかく一いつ直線に逃げていた。

　その俯ふ瞰かん図ずを写したマップを、

「ェエーックセレントな進っ路でぇーすよぉー！」

　機き器き管かん制せい室しつ、スピーカーを切った教授が、口くち元もとを押さえながら見つめている。

「教きよう授じゆ、全機、並へい列れつ制せい御ぎよシステム予よ備び動作確認、いつでも起き爆ばく可能でございますです！」

「オォーッケイ!!」

　ドミノの頭をいい子いい子と撫なでる反対側の手には、頂点に赤いボタンの付いたグリップが握られている。あからさまに怪あやしいこれは、必殺爆ばく弾だん『揮き散さんの大たい圏けん』の起爆装そう置ち。回線は、サーレが今まさに向かっている、擱かく坐ざした鉄てつ巨きよ人じんに繫つながっている。

　教授もドミノも、無む駄だに鉄巨人を暴れさせていたわけではなかったのである（もちろん好みには沿っている）。彼らは破は壊かいされた鉄巨人の幾いく体たいか、内部の『揮き拳けんの圏けん套とう』発生機関が無事な物も、完全破壊されたそれと同様に停止させ、戦せん場じように撒まき散らしていたのだった。

　塔とう全周で総数二十余よ、威い力りよく直径三十メートルの地じ雷らい群。

　その一つが、今まさに炸さく裂れつしようとしていた。

　と、

「あっ!?　教授、『極きよつ光こうの射い手て』が!!」

「っぬぁんですってぇー!?」

　ドミノの報告に、教授がマップではなく戦場を目もく視しした途と端たん、未だサーレを追っていたミサイル群が爆ばく散さんする。彼を救い上げんと、キアラが文字通りの横よこ槍やりを入れつつあった。

「多ぁー少の損っー害は構いません！　後ろから一ぃー気に追い込みなさい!!」

「はいでございますです!!」

　爆ばく発はつを突き破り、サーレ目掛けて進む鉄巨人の群れが、操そう作さを受けて加速する。足を縺もつれさせ倒れるもの幾いく体たいか、横合いからキアラの極光を受けて横倒しになるもの幾体か、しかしそれでもなお、幾体かが歩幅の圧あつ倒とう的広さを生かして、影に踵かかとに『揮き拳けんの圏けん套とう』を伸ばす。

　そこに、キアラが超ちよう高速で飛び込んできた。

（一秒でもずれちゃ駄だ目めだ）

（上う手まくやるさ、百年は伊だ達てじゃない）

　サーレと二人、思って手を伸ばす──刹せつ那な、




「──そこだぁ!!」




　マモンの『貪どん恣し掌しよう』がキアラの〝ゾリャー〟を捕らえ、速度を鈍らせていた。

「──!!」

「!?」

　二人の手は触れ合わず、すれ違った。

　疾しつ走そうの速度のまま、サーレは水面を擱坐した鉄巨人に近付き、

　愉ゆ悦えつの極きよく地ちという教授が、起爆装置のスイッチを入れ、

　眠っていた『揮き拳けんの圏けん套とう』発生機関が暴走して、

　必殺爆ばく弾だん『揮き散さんの大たい圏けん』が──起き動どうする。

　ただし、

　空中を高速で、

　飛ひ翔しようしながら。

　最もよく見える位置にいたはずのマモンが、

「─」

　起きたことの意味を、咄とつ嗟さに把は握あくできなかった。

「──」

　擱かく坐ざしていた鉄てつ巨きよ人じんが、水中に編まれた巨きよ大だいな網あみによって、まるで投石機カタパルトで放られた飛礫つぶてのように一いつ直線、教きよう授じゆとドミノのいる機き器き管かん制せい室しつ目掛け、飛翔していたのだった。

「───ッ」

　マモンの叫びが声を成すより前に、教授は尋じん常じようならざる生せい存ぞん本能から、緊きん急きゆう脱出装そう置ちのスイッチを入れていた。塔の反対側に通じる細長いチューブ状の加速レール作動スイッチを。




「おや




　全く、呆気あつけなく、教授とドミノは、消えた。何故か作動しなかった装置ごと、機器管制室を中心に、直径三十メートルの球形が抉えぐり取られ、この世から完全に消え去っていた。

　サーレとキアラは、教授の切きり札ふだを見抜いていたのである。

　最初に派は手でな超威い力りよくのアピールをして以来、混戦という絶好の機会を得ながら、教授が一度も『揮き散さんの大たい圏けん』を使わなかったことから、その爆弾の本質が『揮き拳けんの圏けん套とう』の暴走であり、ゆえに敵てき味み方かたを判別し機能を停止するリミッターの範はん疇ちゆうに入っていないことを。

　それを使わない状況下で、教授がなにを狙ねらっているのかを察し──機器管制室と一いつ直線上に倒れている鉄巨人を見つけ──それを撃うち出す網を秘ひそかに、乱戦で過ぎる度に少しずつ織り成し──自分が威力圏内に入る時点から逆算した瞬しゆん間かんに命めい中ちゆうするよう、投とう擲てきする。

　サーレとキアラの、それが教授討とう滅めつ必殺作戦の全容だった。キアラが『貪どん恣し掌しよう』で止められた（そして秘かに、教授が逃走に失敗していた、という幸運）以外は、全て、予定通り。そして、これで作戦の全てが終わったわけでは、なかった。

　この戦せん場じようで、教授が消えるという事態を想そう定てい外と感じるのは、マモンだけだった。

　教授の宿敵だった二人のフレイムヘイズは、彼をここで絶対に討滅する、と決意していたがゆえに、弛ゆるみも澱よどみもなく予定通りの、同時の行動に移っていた。

　即すなわち、通り過ぎた先に設けられた、もう一つの投石機による、キアラの速攻。

　速さのまま網に掛かり、十分に反動を付けた神じん器ぎ〝ゾリャー〟は、神がかった姿し勢せい制せい御ぎよによって反転、加速して、想定外の事態に数秒、啞あ然ぜんとなっていたマモンを襲おそう。

「───ッガ、ぁ!?」

　襲おそって、鏃やじりの先せん端たんで上下に真まっ二ぷたつ、断ち割っていた。

　痛みを感じる間もなかった強大なる〝紅ぐ世ぜの王〟は、断面から黄蘗きはだ色の炎ほのおを鮮せん血けつのように噴ふん出しゆつさせる。その上じよう半身が吹っ飛ぶように落下し、下か半身は統制を失い、散った。

　もちろんキアラは、そこで矛ほこを収めたりはしない。

　敵に致ち命めい傷しようを与えた際の習慣たる念を、強く凝こらした。

（とどめ！）

　あまりな高速から、反転に大きく距離を取らされつつも、神じん器ぎ〝ゾリャー〟は両側部の『ドラケンの咆ほう』と『グリペンの哮こう』に、とどめを指すのに十分な極きよつ光こうが漲みなぎってゆく。

　と、その視し界かい一面を、

「っな!?」

　不意に湧わいた、黒こく煙えんが隠かくした。

　慌あわててこれを避けるキアラを余よ所そに、煙えん幕まくの内で、声が交わされる。

「ご無事ですか、マモン様！」

「あ、あ……ピルソイン、殿どの。助かりました」

「……」

「は、は……命のことではなく……」

「えっ？」

「自じ在ざい師しなら、お分かり、でしょう……教きよう授じゆが、管かん制せい室しつごと消え……危険……」

「！」

「あり、がとう……ピルソイン殿。この間を頂けたこと……感謝します」

「マモン様」

「早く、遠くに退たい避ひを……」

　ほんの二、三十秒を経て、唐とう突とつに煙えん幕まくが晴れた。

　中空に残っているのは、上半身のみのマモン一人。

　再攻こう撃げきに備え、空を大回りに疾しつ駆くしていたキアラは訝いぶかしむ。

「今のは『ダイモーン』？」

　答えるウートレンニャヤとヴェチェールニャヤも、その意い図とをはかりかねていた。

「情報では見た気もするけど……なにするつもりかしら」

「死に際の苦し紛まぎれが一番怖こわいわ、気を付けて！」

　小さく頷うなずき、力を貯ためつつ窮きゆう余よの一策に備えた彼女は、不意を突かれる。

　自身への攻撃ではない、意図の察しようもない行為によって。

　その惑まどいの時間を、今度はマモンが利用していた。

（欲せよ、全てを今、欲せよ!!）

　数秒を燃やし尽くすべく、彼は欲得の力全てを『貪どん恣し掌しよう』に集める。全身に入いれ墨ずみのような自じ在ざい式しきが黄蘗きはだ色の閃せん光こうとなって浮き上がり、誰だれの対たい処しよも許さない、突とつ然ぜんの異い変へんが起きる。

「──この、手に!!」

　教きよう授じゆの消しよう滅めつと共に機き能のう停止していた鉄てつ巨きよ人じんらが、凄すさまじい速さで空中に引き寄せられ、

　そして、消えた。

　正確には、引き寄せたマモンが『揮き散さんの大たい圏けん』らしき広範囲の消滅に、巻き込まれた。

「……!!」

　自身の寸前にまで迫った、空中に渦うず巻まいた消滅の場、その三十メートルどころではない威い力りよく圏の大きさを全身で実感したキアラは、なによりまず下方へと叫ぶ。

「サーレさん!!　ギゾーさん!!」

《おう》

《生きて、無事だよ。危なかったけどね》

　気の抜けた、軽けい妙みような、二つの声が変わらず返ってきた。

「良かった……！」

　心しん底そこからの安あん堵どとともに、荒れる気流を抜けて降下したキアラは、行く手の水面までもが巨きよ大だいな陥かん没ぼつを起こしていることに気付く。

（マモンが最後の『貪どん恣し掌しよう』で巨人たちを引き寄せていなければ、この威い力りよくが『真しん宰さい社しや』至し近きんで、下へ手たするとサーレさんたちを巻き込んで、振り撒まかれていた……！）

　今になってキアラは、背せ筋すじに冷たいものを感じた。マモンに対してではなく、互いの巡り合わせに、感謝の念を送る。

　陥没を埋めてゆく水面の、大揺れに揺れる波間に立つサーレとギゾーも、同じことを思ったらしい。その声には、危き機きを脱した安堵と、危機の真因への呆あきれがあった。

《マモンの奴やつ、塔とうを守ったのか。見上げた忠ちゆう誠せい心だな》

《いやはや全く、我らが好こう敵てき手しゆは消えた後まで傍はた迷めい惑わくなことだ》

　長年の宿しゆく敵てき、フレイムヘイズたる自身を作り上げた狂きよう気きの天才の消え去った戦せん場じようを、二人で一人の『鬼き功こうの繰くり手』は、一いち抹まつの寂さびしさを以て眺ながめる。

「──」

　と、その狂気のナニガシが大たい概がい残してゆく面めん倒どうや混乱に備える、という常の用心が、この時も例外なく思し考こうを引き締しめ、巡って、探して、見つけていた。最悪の想そう像ぞうを伴って。

「──まずい」

　サーレは、思わず口にしていた。

「向こうにマモンはいねえぞ」

「東側か!!」

　ギゾーも気付き、急ぎ二人は遠えん話わを試みる。

　答えは──







　互いに切きり札ふだを隠かくしての鬩せめぎ合いに、終わりが訪れようとしていた。

　とりどりの炎ほのお咲さき乱れる空の中、悠ゆう二じは砂時計へと目線だけをやる。

《１０：１２》

　彼は、この戦いの切り上げを決断していた。というより、せざるを得なくなっていた。

　たった今、ベルペオルから遠話で、彼に諸々の機能を付加した〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオン教きよう授じゆが機き器き管かん制せい室しつ諸もろ共ともに討とう滅めつされた、という完全に予想外な出来事を告げられたのである。

（今度は、竜りゆう尾びと『暴ぼう君くん』の機能が停止した、か……！）

　茶番には執着せず、自らを乗せるシュドナイに軽く合図を送った。

「！」

　気付いたシュドナイは宙で急制動をかけ、止まる。

　同時に、魔ま獣じゆうの尾を長く太く伸ばして一円、猛もう烈れつな濁にごった紫むらさきの炎を撒まき散らした。

（っ──来た！）

　察したシャナが、彼らを追うのを止め、

（十分前、ね……また、キリの良い時間だこと）

　それと並んだマージョリーは、トーガの解除までしてみせる。

　彼女らの前、円を描いた炎ほのおの中から浮かび上がるシュドナイと、その背に立つ悠ゆう二じの姿すがたは、茶ちや番ばんと知りつつ相手をねじ伏せんとしていた奇き妙みような戦いの終しゆう幕まくに相応ふさわしい、厳いかめしさ、仰ぎよう々ぎようしさ、わざとらしさの塊かたまりだった。

　その悠二が、これ見よがしな隙すきだらけの体で、見上げる。

　先にあるのは言うまでもない、環わとして取り巻く黒い蛇じや身しんの内に浮かぶ、世界の卵。

　もはや蛇身に触れているとしか見えないほど、極限まで膨ふくれ上がった銀色のそれは──生いけ贄にえとなった巫み女この意思そのままに──己おのれを孵かえす時を待ち望んでいた。

　ただし、

「楽らく園えんにはさせぬ、と言ったな」

　悠二が、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の声で、言う。

「余よの『大たい命めい詩し篇へん』を改変することで、それが叶うと思ったか」

　銀色に輝く世界の卵、神の手になる『大たい命めい詩し篇へん』へと打ち込まれたシャナらの自じ在ざい式しきが、新たに創造されんとしている〝徒ともがら〟の楽園『無ザ何ナ有ド鏡ウ』に、一つ理ことわりを加えようとしている。

　人間を喰らえなくする。

　その一いち事じだけを、しかし、当然、創造神は拒きよ絶ぜつする。

「創造神たる余は……〝徒ともがら〟の望んだ欲望の結実に、瑕か疵しの在るを決して許さぬ」

　そうして、表明した通りに全てを動かす作業を、彼らは始める。

　まずは一人目、

「今や『大たい命めい詩し篇へん』の核かくとして、己おのが存在を生いけ贄にえとする巫み女こ〝頂いただきの座くら〟ヘカテーよ」

　世界の卵の中心、祈りを捧ささげる少女が、齎もたらされた式の改変に、苦く悶もんの表情を浮かべる。

　続いて二人目、

「余よの傍かたわらに在りて、神に仇あだ成なす何者をも屠ほふりて砕くだく、将しよう軍ぐん〝千せん変ぺん〟シュドナイよ」

　彼の足あし下もと、巫女の苦しみを感じて、憤ふん怒ぬを表す魔ま獣じゆうの面おもてが、低く獰どう猛もうな唸うなりを漏もらす。

　そして三人目、

「見よ……神意を判じ虚きよ実じつを裁さばく、参さん謀ぼう〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟ベルペオルが術じゆつ策さくの粋すいを!!」

　巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』中央司し令れい室しつに在る三さん眼がんが、満ちる喜き悦えつの中、一つの装そう置ちを起き動どうさせる。

　眷けん属ぞくらに連ねた声の末に、それは動き出す。

　両陣じん営えいが時間を費やして──否、時間を潰つぶして、起動の時を待っていたその装置は、坩堝るつぼ『吟詠炉コンロクイム』。内部に『大たい命めい詩し篇へん』を蔵ぞうした、バックアップシステムだった。

　中央制せい御ぎよ室しつの奥──かつて『星せい黎れい殿でん』秘ひ匿とく区画であった場所に据すえられる、機械を織り合わせた大たい樹じゆと、内に銀の炎ほのお乱れ舞わせる鉄の球体が、全ての輝きを失う。

　失うせた輝きは一いつ瞬しゆんで、世界の卵──常に晒さらされざるを得ない儀ぎ式しきの中ちゆう核かくを、一時的に活性化させながら一新し復旧させてゆく。銀色の輝きに再び渡る波は紋もんのように。

　が、

　またもヘカテーからの微かすかな他た心しん通つうが、

《──　きもち　わるい　──》

「!!」

　シュドナイだけに、苦く悶もんの声として伝わる。

《──　変わって　ない　──》

「そういう、ことか」

　呟つぶやき、憤怒を込めた獣じゆう面めんを向けた彼に、

　相あい対たいするマージョリーが、笑って返す。

「そういうこと、よ」

「キィーッヒヒヒヒ!!　バックアップの方から前もって書き換えときゃ、後は何やったって転びようがねえ、ってえ寸法よ！」

　マルコシアスも大いに笑い、自分たちの策の的てき中ちゆうを誇った。

　そう、シャナらが表おもてで戦う間に、運び屋［百ひやつ鬼き夜や行こう］によって『真しん宰さい社しや』へと侵しん入にゆうした二人、囮おとりのカムシンが本命を装って大暴れし、真の本命たるマージョリーが秘ひそかに『吟詠炉コンロクイム』へと改変の式を打ち込み、後は対応策を取る猶ゆう予よのない儀式発動の時まで、そしらぬ顔で戦う。

　これこそが、創造を容認しつつも抗うシャナ一派による、最後の切きり札ふだなのだった。




「これは、虚きよ」




　悠ゆう二じが、創そう造ぞう神しんの声で言った。

　その、あまりに平静な声に、フレイムヘイズらは悪お寒かんと脅きよう威いに心を凍らせる。

　二人は思わず頭上、世界の卵を振り仰いだ。

　シャナの『審しん判ぱん』は、先の『吟詠炉コンロクイム』作動で、式が変わらなかったことを確認している。

（……!?）

（なにも起きて、ない）

　マージョリーは自じ在ざい師しとして、改変した式の端はしが表面に浮かんでいる事実を読み取った。

　つまり、今も式は改変されたままである。

　そして『吟詠炉コンロクイム』の上書きにも遺い漏ろうはない。

　いかに『大たい命めい詩し篇へん』を作った創造神自身でも、たった数分で誤った式を洗い出し改変し直すことなど、まして一つ世界を作り上げる膨ぼう大だいな量の全てを作り換えられるとも思えない。

　と、シャナは、膨大、という概がい念ねんに触れた瞬しゆん間かん、

「!!」

　閃ひらめく勘かんのまま、時計の数字に視線を転じていた。

《０７：１０》

　新しん世界創そう造ぞうの始まりにして零れい時じ、そう漠ばく然ぜんと捉とらえていたカウントダウン。

　膨大な力を『零れい時じ迷まい子ご』で一気に回復させることで、儀ぎ式しきの助けにする。

　だからこそ刻こく限げんを切り、鎮ちん圧あつと阻そ止しに躍やつ起きになっていたのではないのか。

　だが、もし、それが違っていたとしたら。

「まさか『零れい時じ迷まい子ご』の用法は、あの『大たい命めい詩し篇へん』を一気に書き換えるための……？」

　常にはないことに、シャナは敵たる創造神に尋たずねていた。

　率そつ直ちよくに答えたのは、悠二の声。

「少し違うな。余よが参さん謀ぼうの気き宇うは、そこまで小さくはない。たかが補助や保険一つのために、しつこく追い回したりはしないさ。それどころじゃ、ないんだ。この『零れい時じ迷まい子ご』に──」

　言って、自らの胸に手を当てる。

　見えないはずの宝ほう具ぐが、黒い炎ほのおを上げて回転し、鼓こ動どうしているのが分かった。

「興味を持った教きよう授じゆは、エネルギー研究施設で『永遠の恋人』と交戦したデータから、長い年月をかけて、機能の本質を探り当てたんだよ」

　説明の中に、聞くだに不ふ吉きつな名が過よぎる。

「時の事象に干かん渉しようし〝ミステス〟の身に永遠を得さしめている、と謳うたわれた宝具だけど、それが『二十四時間前に戻す』等の、直接時間に作用する類たぐいのものでないのは知ってるだろ？」

　シャナに目を留めて、共同体験者として確かめ、

「じゃあ、午前零れい時じに宿やど主ぬしを回復させる機能の本質とは、なんなのか……それは、往ゆきては還かえる永遠の象しよう徴ちよう物・時計に、一日の内に起きた『劣化と消しよう耗もうを否定させる』ことだったんだよ。だから、後で吸収した力も回復するし、巡る時の性質から、同様の干かん渉しようも受け付けない」

　語りが興きように乗り、声が創そう造ぞう神しんのものへと変わる。

「では、その劣れつ化か・消耗に補ほ塡てんされる動力源は、なんなのか……それは、欠落で生じた歪みが持つ反発力、あるいは歪んだ世界の復元力……つまり、宝ほう具ぐ『零れい時じ迷まい子ご』は、この〝徒ともがら〟が乱した事じ象しように対する巨きよ大だいな回復力と共きよう振しん・連動することで〝存在の力〟を得ていたのだ」

　わざと饒じよう舌ぜつに、殊こと更さらに時を費やして、

「これらを知った教きよう授じゆは、余よの神しん意い召しよう喚かんの力を使い、アクセスの瞬しゆん間かんである午前零時に、介かい在ざいする『零れい時じ迷まい子ご』とそれを繫つなぐための式を組んだ……斯かくして余は」

　聞かざるを得ない者たちに、彼は語り続けた。

「神意召喚発動の時より、この世の歪みの総量を、己おのが力として行使し得る存在となる」

　そうして、満を持して、言う。




「これが、実じつ」




　さらに、笑えみとともに付け足す。

「カウントダウンは、まさにその発動するまでの時間……元より対策など、囮おとりとしての役割以外に必要なかったのだ。この力が手に入れば、事がなんであれ、実行は容易たやすい」

《０１：０３》

　シャナとマージョリーは、凍った心に衝しよう撃げきの皹ひびが入ったのを、ほとんど実感した。

　なににも代え難い望みを抱いていたはずのラミーが［仮装舞踏会バル・マスケ］への裏切り行為を平然と行ってきた理由を、今になって悟さとる。ヨーハンからの虎とらの巻譲じよう渡とも、『吟詠炉コンロクイム』への工作も、この最終手段の前では茶ちや番ばんに過ぎない……それゆえの情報の提供や行動の黙もつ過かだったのである。

　好きに暴れさせ、最後に決定打で引っ繰くり返す、ベルペオルの完全な勝利。

　そして、そうとも知らず掌てのひらの上でまんまと踊らされた、彼女らの完全な敗北だった。もはや止めるどころか、次になにをする時間も、残されていない。

　決して絶望と諦あきらめに落ちず、闇やみ雲くもに動く愚ぐも犯さず、探して、考えて……

　それでもなお、時は尽きようとしていた。

　最初に衝撃から立ち直り、尋たずねていたのは、同じ〝紅ぐ世ぜ〟の神たる、アラストール。

「それだけの力を得て……貴き様さまは一体、なにをするつもりだ」

　返ってくるのは、一言。

「なんでも」

　笑えみが、深まってゆく。

「創そう造ぞう神しんの性さががゆえ、決して自由にならぬ余よの創造を、余自身の意思にて自じ在ざいに、思うが侭ままに行わせる……それこそ、余の参さん謀ぼうが思い描いた理想の境きよう地ちにして、大たい命めいの真実……!!」

　自身初めての行為に対する興こう奮ふんが、吐と息いきから体から、黒い火ひの粉こを溢あふれさせていた。




「そう、これこそが……術じゆつ策さくの、粋すい」




　大きく両手を広げた彼の声が、天の高きより地の広きに降る。

「さあ、始めよう──『大たい命めい詩し篇へん』による楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創造を、余の意思で!!」

　その声を栄えい誉よと受けるベルペオルが、

（さあ、我らが創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟よ……！）

　中央司し令れい室しつでただ一人、跪ひざまずいていた。

（侭ままならぬものを全て蹴け散ちらし、御おん身みの思うが侭に創つくり給え!!）

　その様さまは静かに、

　しかし胸は痛いほどに鼓こ動どうを感じ、

　歓かん喜きの震えを以て、実現の時が来るのを、ただ待つ。

　そして違たがわず、時は来た。

《００：００》

　同時に、

　遙か僻へき遠えんの地にて、

　もう一つの神意召しよう喚かんが起きる。










　　　　幕まく間あい２　神しん託たく







　夕暮れも近い、スイスのチューリヒ。

　穏おだやかな風を受ける湖こ岸がんの歌か劇げき場じよう、その客席の最さい前列に、女性が二人、座っている。

　場内に人ひと気けはなく、ホールの照明は点つけられて、舞台上のスクリーンもオーケストラ・ピットの情報機き器きも、全て片付けられていた。ここにあった騒ぎが終しゆう幕まくを迎えた後の、弛ゆるみにも似た残ざん滓しすら失うせ、ただ寂さびしさだけが、薄うす明あかりに幽かすか漂う。

　そこに混ぜて、『震しん威いの結ゆい手』ゾフィー・サバリッシュは、

「ふう」

　長時間に渡る会議がとある急報で散会して後、初めての行為となる、溜ため息を吐ついた。

　その額ひたいに刺し繡しゆうされた、青い星型の神じん器ぎ〝ドンナー〟から、彼女と契けい約やくする〝払ふつの雷らい剣けん〟タケミカヅチが、軽く自然に、取り澄すました声を掛ける。

「徒と労ろうゆえの精神的疲ひ労ろうを覚えておいでかな、ゾフィー・サバリッシュ君？」

「いいえ、疲労に見合う、実のある会議でしたよ、タケミカヅチ氏？　時間稼かせぎとして、ね」

　悪戯いたずらっ子の稚ち気きを匂におわせて、肝っ玉母さんムツタークラージエの異い名みようを取るフレイムヘイズは笑った。

　数席空あけて座る『昏こん鴉あの御ぎよし手』ヒルデガルドが、ベールの奥で同どう調ちようの笑えみを漏もらす。

「ふふ、元総そう司し令れい官かん閣かつ下かも、お人が良いのか悪いのか……あのとき、一いつ緒しよに受け取った表ひよう明めい文ぶんで初めて知らされた事じ項こうも多かったのではありませんこと？」

「新たなる世界の創そう造ぞうに、新たなる法則の制せい定ていを以て臨のぞむとは、天てん罰ばつ神しん〝天てん壌じようの劫ごう火か〟の、契約者『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』の、なんたる心しん志しの無む謀ぼうさよ──」

　彼女の左胸にある、真まっ赤かな宝ほう石せきをあしらったブローチ型神器〝フリズスキャルヴ〟から、こちらは常の厳おごそかさに呆あきれを加えた〝鬼き道どうの魁かい主しゆ〟ヴォーダンが嘆たん息そくした。

　ゾフィーは、よく知る〝王〟と少女に思いを馳はせ、笑えみに暖かさを加える。

「確かにあのとき、そういうことを初めて知らされましたね」

　彼女ら、フレイムヘイズの情報交こう換かん・支し援えん組織たる外界宿アウトローの首しゆ脳のう部ぶが、この歌劇場で愚ぐにも付かない論ろん戦せんを連日ぶっ通しで繰くり広げていた数時間前まえ……遂ついに、日に本ほんの御み崎さき市しにおいて『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』一派と［仮装舞踏会バル・マスケ］の戦せん端たんが開かれた、との報がこの場に飛び込み、同時に様々な非常事じ態たいが開示された。

　不ふ用意な刺し激げきとなる行動を恐れ、秘ひそかに武ぶ漢かんから移動させていた一つの宝ほう具ぐが、実はとうの昔に不ふ穏おん分ぶん子しらに強ごう奪だつされ、消しよう息そくを断っていたこと（行き先は分かりきっているが）。

　日本へと流れ込む〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟監かん視しに当たっていたはずのフレイムヘイズらが、半なかば放ほう置ち状じよう態たいであったのを良いことに、いつの間にか特とく定ていの〝徒ともがら〟捜そう索さくに回されていたこと。

　それら行動が、まさにこの開戦の瞬しゆん間かん、向こうから報せてくるまで、チューリヒの総そう本部にも隠いん匿とくされていたこと。また実行者らが、そうさせる強きよう固こな結けつ束そく力りよくまで持っていたこと。

　そしてなにより、天てん罰ばつ神しん〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールと、契けい約やく者しや『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナによる、この戦いを挑いどむ真しん意いと作戦の詳しよう細さいを記した、長ちよう大だいな表ひよう明めい文ぶんが届けられたこと。

　これらが通つう達たつされたことで、自分たちだけが事じ態たいの蚊か帳やの外に置かれていた、と気付かされたチューリヒの指し導どう部ぶは、人間フレイムヘイズ問わず騒そう然ぜんとなった。具体的には、罵ば声せいと悲鳴を上げた。その矢や面おもてに、ほんの数十分前まえまで、ゾフィーは立たされていたのだった。

　彼らは、ドレル・クーベリックによる組織改かい革かく以来、絶えてなかった指導部に対する実じつ働どう部ぶ隊たいの反はん乱らんだ、と口々に言ったが、総そう司し令れい官かんたるゾフィーが秘ひそかに実働部隊に行動許きよ可かを与え、指導部の方を情報的・行動的に孤こ立りつさせていたのだから、定てい義ぎとしては少々ややこしい。

　ともかくも、彼女はこの場で総司令官職しよくを解かれ、臨りん席せきしていた指導部の面めん々めんは、より詳しよう細さいな状況把は握あくのため、歌か劇げき場じようの並びに建つ大だい邸てい宅たく地下、総本部司し令れい室しつへと撤てつ収しゆうしたのだった。

　が、クビになり取り残されたゾフィーの顔には、屈くつ辱じよくや辛しん苦くの欠片かけら一つ見られない。どころか、晴れやかですらあった。

「所しよ詮せんは、この戦いきりの総司令官だったのです。事態の収しゆう拾しゆう、あるいは大きく打開するためなら、辞やめ時が前倒しになる程度、なんということはありません」

　タケミカヅチもぬけぬけと放ほう言げんしてみせる。

「むしろ、非常の決断を下すためにこそ、権力の掌しよう握あくと組織の再さい整備を行ったのですから、強きよう権けんの行こう使しも当然の帰き結けつ。独どく断だん専せん行こうから罷ひ免めんされようと、隠いん居きよに戻るだけのことですな」

　最後の戦いに加わらずチューリヒ総本部に戻り、自身は腰を据すえて動かず、ただ組織枢すう要ようを操あやつることで、事態転てん回かいの一いち助じよを成す……まさに肝っ玉母さんムツタークラージエの面めん目もく躍やく如じよたる様さまに、ヒルダは感かん服ぷくしていた。それでも一つ、気になっていたことを尋たずねてみる。

「結局のところ、どこまでご存じでしたの？」

　この問いへの答えも、まったく野の放ほう図ずなものである。

「電話では、盗とう聴ちようの可能性もありましたからね。前まえ以もつての作戦計画は、漠ばく然ぜんとしたものしか聞かされていませんでしたよ？　だから、私の行動、他の黙もく認にん、全ては見切り発車です」

　ただ、と彼女は他者への気き遣づかいを加えた。

「行くと決めた者、残ると決めた者、どちらもが、私の思おも惑わく以上に励んでいた……憎にくしみの高こう揚ようでも、捨すて鉢ばちの軽けい忽こつでもなく、ごく自然に……あれは、なんなのでしょうね」

　その呟つぶやきに端たん的てきな言葉で答えるのは、意い外がいにもヴォーダン。

「御おん身みと同どう様ようの、打ち拉ひしがれてなお起たつ、フレイムヘイズたらんとする、魂たましい──」

「安全の保証もない狭間はざま越ごえに命など賭かけられない、この世に残る、と決めた者らも？」

　ヒルダの、自じ嘲ちようとも取れる問いに返すのは、タケミカヅチ。

「現状、世界の全体がどう形作られるかは不明なのです。居い残のこる〝徒ともがら〟への対抗勢力としても、向こうに対する抑よく止し力りよくとしても、ある程てい度どの数はこちらに残ざん留りゆうせねばなりますまい。であれば、引ひいて構えるのも、また覚かく悟ごの一つ形……些いささか自己弁べん護ごめいておりますが」

　手の甲こうを軽く口くち元もとにやって、ヒルダは笑う。

「貴方あなた方がたが弱気から逃げるなどと誹そしる者が、この世に──」

　と、そこに、

「総そう司し令れい官かん閣かつ下か！」

「元、でしょ」

　ゾフィーの元副官（こちらも解かい任にんされていた）『姿し影えいの派はし手』フランソワ・オーリックが叫んで歩み入り、またその背に負われた壺つぼ型がた神じん器ぎ〝スプレット〟から〝布ふ置ちの霊れい泉せん〟グローガッハが冷静に訂てい正せいした。

　総本部から持ってきたらしい、手にある通信端たん末まつの表ひよう示じ内容を、ゾフィーは察する。

「ようやく、ロフォカレを捉とらえたのかしら？」

「は、ミサキ市では未いまだ戦せん闘とう中とのことですので、交こう渉しよう次し第だいでは〝神しん託たく〟も間に合うかと」

　フランソワは端たん末まつを弄いじり、表示がリアルタイムになっているか確認してから、報告した。

　その背から、グローガッハが補ほ足そくする。

「作戦課かの予測だと、戦せん局きよくの転てん換かんする可能性が最も高いのは、宝ほう具ぐ『零れい時じ迷まい子ご』が発はつ動どうする午前零時だったわね。日に本ほん時間では……後あと一時間ほどだから、今にもなにか起きるんじゃ？」

　ゾフィーは頷うなずいて、

「ええ。それまでに〝神託〟が、あの絶ぜつ大だいな感かん化か能力が発はつ現げんすれば、あの子たちの作戦が成功するしないに拠らず、〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟たちの志し向こうにも一定の影えい響きようを与えることが……」

　ふと、中ちゆう途とで空気が抜けるような溜ため息いきを漏もらす。

「どうか、なさいまして？」

　先とは違う、その重さに気付いたヒルダが、ベールのかかったの面おもてを向けた。

　気き遣づかいを謝して、ゾフィーはまた、別の笑えみで返す。

「いえ、もし、彼らを覆ふく滅めつしていなければ、こんなとき役立ったのだろうか、と調子よく思ったりしたのですよ。数百年ねん来らいの友を殺され、彼らを最も憎にくんでいたのは私だというのに」

「あの時点では［革正団レボルシオン］は滅ほろぼさねばならなかった」

　タケミカヅチは言葉を濁にごさず、いつものように遠えん慮りよ容よう赦しやなくハッキリ言った。殺されたのは彼自じ身しんにとっても友だったが、それはそれ、なのである。

「他でもない、あの〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟とさえ、暗あん黙もくの了りよう解かいを交わしたことですぞ」

「いずれにせよ、世界は作られてしまいます。できることも全て、終おえてしまいました」

　ヒルダが静かに言い、ヴォーダンが厳おごそかに言う。

「今や、時、満つるを待つ、時──」

「どうぞ、元もと総そう司し令れい官かん閣かつ下か」

　フランソワが端たん末まつを渡し、グローガッハが軽く笑う。

「せいぜい、こっちは高みの見けん物ぶつといきましょ」

　受け取った端末に示される文字だけの世界に、ゾフィーは思いを遣やった。

「なにをもって勝利と為なすのか……誰だれにとっての納なつ得とくを目指すのか……」







　湧わき出す閃せん光こうと吹き荒すさぶ力が、人なき幻まぼろしの公園を、内から猛もう烈れつに叩たたいていた。

「なんたる……なんたる栄えい誉よ……っ!!」

　公園の一角、白はく馬ばの遊ゆう具ぐ上じように立つ楽がく士し〝笑しよう謔ぎやくの聘へい〟ロフォカレの声が、穏おだやかながら大きく響ひびき渡る。感かん極きわまったその声は、己おのれの内より溢あふれた閃せん光こうと力に狂きよう喜きし、震えていた。

「数千年を空むなしく流離さまようも珍めずらしくない、我ら〝覚かくの嘯しよう吟ぎん〟シャヘルが眷けん属ぞく……その悲願たる神しん意い召しよう喚かんを為なす大たい任にんが、私に授さずけられようとは!!　ああ、新たなるものを見つけ、知った、この私……〝笑しよう謔ぎやくの聘へい〟ロフォカレが『先さき触ぶれの歌』を吟ぎんずる栄えい誉よを!!」

　これを至し近きんで聴きかされる『骸がい軀くの換かえ手』アーネスト・フリーダーは、手をかざし眼めを細めて、自分たちの前で唐とう突とつに勃ぼつ発ぱつした異常事じ態たいの意味を摑つかもうと足あ搔がき、

「今から神意召喚を行う!?　一体、なにを見たというんだ!?」

「いいい、生いけ贄にえもなしに儀ぎ式しきを!?　まさか、私たちなんじゃ!?」

　逆に〝応おう化かの伎ぎ芸げい〟ブリギッドは慌あわてふためく。

　バラン、と、もはや場ば違ちがいなリュートの音が、それでも響いた。

「なにを、かは今より伝わるでしょう……この世に在る全ての同どう胞ほうに、満まん遍べんなく」

　弦げんを払った手を優ゆう雅がに振り上げ、ロフォカレは陶とう然ぜんと説明する。

「生贄についても、どうぞご心配なく。古こ来らい、幾いく度どとなく為されてきた、我らが導きの神の神意召喚……なぜ斯かくも、在ると分かっていながら、内ない実じつが詳らかでないのか？」

「な、に？」

　訝いぶかしむフリーダーに見せつけるように、導きの神の眷属は、胸に掌てのひらを当てた。

「それは、行った者が、決して後に伝えられないからなのです。即すなわち、我らが神の、神意召喚における生贄とは、霊れい告こく──『知らしむるべし』──を受ける、眷属自じ身しん」

　彼は、己の死を大いに誇る。

「心より感謝いたします、お二ふた方かた。我らが神の神意召喚は、決して自然には起こらない。我らが神の耳じ目もくは、眷属を通してしか、世界に開かれていないのですから。ゆえに我らは、ゆえに私は、世を彷徨さまよい、見けん聞ぶんし続け……そして、今……　　──　　降り給たまえ　　──　　」

　誇って、まるで誰だれかを迎えるかのように、両手を大きく、天に広げた。

　演奏を終え満場の喝かつ采さいを受ける様さまを錯さつ覚かくする姿すがたで、彼は、唱える。




「──〝嘯しよう飛ひ吟ぎん声せい〟──」




　その一ひと言ことで、

　天より一いち撃げき、落らく雷らいのように、膨ぼう大だいななにかが彼に入り込んだ。

　自じ在ざい法ほう『パラシオスの小路こみち』が、ひとたまりもなく裂さけて、砕くだけた。

　フリーダーとの合流を目指していた近きん隣りんの討うち手らの前に、広がって行く。

　導きの神〝覚かくの嘯しよう吟ぎん〟シャヘル顕けん現げんの証あかし、全てを搔かき消す忘ぼう我がの色──純じゆん白ぱくが。

　ロフォカレの存在が、天の声と化して、降り撒まかれる。










　　　　３　涯はてより開く、幕まくの名は







　午前零れい時じに至るまでの流れは、完かん璧ぺきといって良かった。

　宝ほう具ぐ『零れい時じ迷まい子ご』の動どう力りよく源げんの正しよう体たい──変へん質しつを復ふく元げんしようとする、この世の反はん発ぱつ力りよく。

　本来は『劣れつ化かせず消しよう耗もうしない』現げん象しようを起こすため供きよう給きゆうされてきた、それが、

　今や、時間と量のリミッターを『大たい命めい詩し篇へん』によって強ごう引いんに外され、

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の神しん威い召しよう喚かんに全て饗きようされようとしていた。

　この一言に、




「──〝祭さい基き礼れい創そう〟──」




　応こたえて、膨ぼう張ちようし続けていた世界の卵が、遂ついに己おのれを抱く黒い蛇じや身しんに、触れる。

　触れて、しかし圧力を受け、割れたのは、卵ではなく蛇身の方。

　それは誕生の枷かせを解き放った、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』そのものの姿すがた。

　黒い蛇じや身しんも、ただ無む為いに砕くだけて消えたりはしない。

　硬こう質しつの砕さい片へんが断だん面めんを艶つややかに輝かせ、飛び散った破は片へんはさらに割れ、空に振り撒まかれて行く。世界の卵を中ちゆう核かくに据すえ、周囲を渦うず巻まきながら広がり行く、それはまるで黒い銀ぎん河が。封ふう絶ぜつの空はすぐに埋まり、銀河は外へすら広がり行く勢いを見せていた。

　人ひと型がたに戻った将しよう軍ぐん〝千せん変ぺん〟シュドナイが、悠ゆう二じから距離を取って、始まった儀ぎ式しきの様さまを、次いで頭上、世界の卵の内に在る巫み女こ〝頂いただきの座くら〟ヘカテーへと、目を移す。

　サングラスの奥にある瞳ひとみには、沈ちん鬱うつの色が濃い。

（さて、幾いくらでも変えられる、という計画だが……実際は、どうなることか）

　午前零れい時じの接せつ続ぞくを経た力が、止とめ処どなく奔ほん出しゆつしていた。

　代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じの蔵ぞうする宝ほう具ぐ『零れい時じ迷まい子ご』が、数千年に渡り営えい々えいと備え続けてきた［仮装舞踏会バル・マスケ］の『大たい命めい』計画を完全な形で、あるいはそれ以上、創そう造ぞう神しんの意の侭ままとなる楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創造を実現するための力を、どこまでも吐き出し続ける。

　奔出の圧力に押され、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナは、隣となりに在る『弔ちよう詞しの詠よみ手』マージョリー・ドーとともに、悠二を間に、シュドナイと反対側に陣じん取どった。

　悔くやしさを満まん面めんに表し、また観かん念ねんして成り行きを見やる。

「変えられ、なかった……！」

「こうなったら、もうジタバタしてもしよーがないわね」

　やがて力は、黒と銀との炎ほのおを混ぜ、稲いな妻ずまとなった。

　悠二から溢あふれ出す力は、それら稲妻の輝きをもって頭上の黒い銀河に注そそがれ、星々を散りばめ、また閃ひらめき渡る川と成す。力は最終的に世界の卵へと集中して、銀色の輝きをさらに、どこまでも、目を焼くほどに強めていった。

　その中、まず〝天てん壌じようの劫ごう火か〟アラストールが、次いで〝蹂じゆう躙りんの爪そう牙が〟マルコシアスが、自分たちが得ている感覚、過去何いく度どとなくあった異い変へんの勃ぼつ発ぱつに戸と惑まどう。

「むう、これは……っ！」

「おいおいおいおい、まさか、こんな時にか!?」

　封絶の中、いつしか駆かける足を止め、戦いの手を休め、頭上を見上げていた無む数すうの〝徒ともがら〟らは、遂ついに到来した創造の時を迎えるだけではない、不意の来訪までを、受けていた。




《──　　　　──》




　それは、声の気け配はい。

　創造神の神しん威い召しよう喚かんと時を合わせて起きた、もう一つの神意召喚だった。

　少しでも年とし経た〝徒ともがら〟ならば、誰だれでもこの事じ象しようの意味を知っている。なぜ今、この時に起こるのか、と皆して狼ろう狽ばいし、中には不ふ吉きつの予よ感かんに身み震ぶるいする者まであった。

　導きの神〝覚かくの嘯しよう吟ぎん〟シャヘル。

　唆そそのかし誑たぶらかす言葉だけで物事を変へん質しつさせる、と相そう当とう数すうの〝徒ともがら〟に忌いみ嫌きらわれる、〝紅ぐ世ぜ〟真しん正せいの神が起こしている、神しん意い召しよう喚かんだった。遠くから、途と切ぎれ途切れに響ひびいてくる言葉が、




《──　偉い大だい　　こと　　行われて　　いる　──》




　いきなり、この世にある〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟全ての意識に弾はじける。耳みみ元もとで叩たたかれる割れ鐘がねの音ねのような、記き憶おくに刻む痛さすら感じる、異常に明めい瞭りような声として、それは聞く者の総身を劈つんざいた。

　御み崎さき市しの戦せん場じように在る者も、その外に詰めかけている者も、今まさに向かっている者も、秘ひそかに隠かくれている者も、フレイムヘイズの中に在る〝王〟も、それを介かいしたフレイムヘイズも、封ふう絶ぜつの内外、距離の遠えん近きん、聞くつもりがあろうとなかろうと、一切構かまわず、聞かされる。




《──　其そ　　偉大なれど　　護まもりなくば　　儚はかなく失うせる　　新たな灯ひ　──》




　参さん謀ぼう〝逆ぎやく理りの裁さい者しや〟ベルペオルは、思わぬ邪じや魔ま立だてに愕がく然ぜんとなっていた。

（今──よりにもよって、この、今──二重の神威召喚だと!?）

　こんなタイミングが、偶ぐう然ぜんであるわけがない。そう……この、過去幾いく度どとなく発生し、全ての〝徒ともがら〟に影えい響きようを与えてきた神意召喚は、必ず振り回される側にとって最悪な瞬しゆん間かんに起きる。ゆえにこそ、その被害に遭あう者にとって、導きの神は忌いむべき存在となるのだった。




《──　其　　実現すれど　　知られずば　　埋もれ行く　　新たな灯　──》




　初めてこれに遭そう遇ぐうする代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じは、迸ほとばしる力の中に立ってなお絶ぜつ大だいな他た心しん通つう、ただそれだけしかない〝紅ぐ世ぜ〟真正の神の威い力りよくに当とう惑わくする。

（なんだ、聞かされる……強きよう制せい力、か？）

　午前零れい時じの瞬しゆん間かん、身の内にある『零れい時じ迷まい子ご』を核かくに、この世の歪みに等しい、圧あつ倒とう的てきな力に直ちよつ結けつされているというのに、碌ろくに身動きも取れず、無む理り矢や理りに聞かされる。さらに、誰だれもが同じことを聞いているという、異い様ように広い共きよう感かんまでもがあった。




《──　よって　　導きの神〝覚かくの嘯しよう吟ぎん〟　　名において　　これ　　伝える　　──》




　戦場では完かん膚ぷ無なきまでに敗れたが、導きの神の〝神しん託たく〟を得る、という戦場外がいでの作戦の方は、どうやら成功したらしい。そのことに、シャナとアラストールは複雑な思いを抱く。

（これが、導きの神の〝神託〟？）

（予防措そ置ちの成功を喜ぶべきか、我が身の不ふ甲が斐いなさを嘆なげくべきか）

　自分たちが手て管くだと力を尽くし為なそうとした作戦は失敗に終わった、後は『大地の三さん神しん』の行為や、この創そう造ぞう神しんの〝神しん託たく〟という強きよう制せい力を持たない事じ象しようによって、新しん世界での志し向こうを僅わずかでも示すしかない……と、二人はらしくもなく楽らつ観かん的に考え、期待を裏切られる。




《──　為なしたる　『約束の二人エンゲージ・リンク』　　研けん鑽さん　　互いの　　結けつ節せつ　　結けつ晶しよう　──》




　乱らん雑ざつにばらけた〝神託〟の内容、導きの神が全ぜん〝徒ともがら〟に伝える事こと柄がらは、シャナ一いつ派ぱの行い、新たに織り入れんとした理ことわりについてでは、なかったのである。

（!?）

（これでも、無む理りだったか──しかし『約束の二人エンゲージ・リンク』だと？）

　シャナは驚いたが、アラストールは同じ〝紅ぐ世ぜ〟真しん正せいの神として、その性質・法則に多少の理解がある。それでも、自分たちの提てい示じしたものが一いつ蹴しゆうされ〝神託〟がなかった、ではなく、代わりの〝神託〟がある、という結果は想そう像ぞうの範はん疇ちゆう外がいだった。

　しかも、対たい象しようが『約束の二人エンゲージ・リンク』であるという。

　どこまでも騒そう動どうの源げん泉せんとして物事を引っ搔かき回す二人と、全ての〝徒ともがら〟に無む闇やみかつ不用意な影えい響きよう力りよくを行こう使しする神……考えられる中でも最悪の組み合わせだった。

　その神は、変わらず声をぶつけてくる。




《──　新た　　形を得て　　見出せ　　新た　　己おのれ　　在り様よう　──》




　そして、ヴィルヘルミナ。

（なぜ二人を……あの姿すがたに、形に、導きの神が目を留めるほどのなにかがあると!?）

　今の彼女にとっては、なにより大きな脅きよう威いとなる言葉だった。

　導きの神は、その影響力を無む自覚に、あるいは自覚して振るい、これまで度たび々たび、世界の在り様に干かん渉しようしている。それが今度は、どういうわけか彼女の友達、たった二人に目を付けているという。断じて、守らねばならなかった。




《──　新た　　希望持もて　　旅立て　　新た　　地　　旅立て　──》




　全ての〝徒ともがら〟らは、ただ聞かされているだけではない。

　記き憶おくに、印いん象しように、刻みつけられている。その〝神託〟の対象が『約束の二人エンゲージ・リンク』であることについても、一つ一つ断だん片ぺん的ながら、後から容易に思い出せる単たん語ごについても、そして……それら意味を集しゆう約やくさせる、最も大きな、言葉の爆ばく弾だんについても。




《──　己おのが身を　　投じ　　生み出される　　『両りよう界かいの嗣し子し』　　と共に　──》




　それは、聞かされた者の中で、先の大おお戦いくさを伝でん聞ぶんにせよ体験にせよ知る者だけが、思い当たった名前だった。そして、思い当たった者らは、例外なく驚きよう愕がくした。

『両りよう界かいの嗣し子し』。

　かつて、強大な〝紅ぐ世ぜの王〟たる〝棺ひつぎの織おり手て〟アシズが生み出そうと試み、フレイムヘイズによって阻そ止しされた、両界（即すなわち〝紅ぐ世ぜ〟とこの世）の存在の融ゆう合ごう体たい……だという。

　つまり、アシズは自じ在ざい法ほうによって、契けい約やく者しやたる人間との間に子を成そうとしたのである。

　まさしく狂きよう気きの沙さ汰たと呼ぶべき行いだった。

　この架空存在は、生せい成せいに莫ばく大だいな〝存在の力〟を要し、史し上じよう指ゆび折おりの自在師しであるアシズの技量をもってしても実現し得なかった、徒と労ろうの象しよう徴ちようとして語り継がれている。

　が、ベルペオルら［仮装舞踏会バル・マスケ］枢すう要ようの者らは知っていた。その生成に使われたものが他でもない、創そう造ぞう神しんの手になる門もん外がい不ふ出しゆつの自在式しき『大たい命めい詩し篇へん』の一部であり、ゆえに彼の計画頓とん挫ざに［仮装舞踏会バル・マスケ］が消極的ながら協力したことを。

　また、古いフレイムヘイズらも知っていた。今に伝わる徒労の評ひよう価かは、莫大な〝存在の力〟を要する行為の模も倣ほうを恐れたフレイムヘイズ陣じん営えいによって意い図と的に広められた、必ずしも実じつ態たいにそぐわない不当なものであるということを。

　その『両りよう界かいの嗣し子し』が、再び生成されつつあるという。

　かつては〝紅ぐ世ぜの王〟とフレイムヘイズの間で。

　今は〝紅ぐ世ぜの王〟と〝ミステス〟の間で。

　導きの神による、驚きよう天てん動どう地ちの告知。

　違たがえようのない事実だった。

　全ぜん世界、この世にある全ての〝徒ともがら〟に伝え終えた導きの神は、そうして、去る。

　伝えるだけ伝え、刻みつけるだけ刻みつけて、後のことは知らず、ただ、去る。

　神としての権けん能のう、『喚かん起き』と『伝でん播ぱ』、ただそれだけの存在であると示しながら。




《──　求め　　よ　　新た　　在り様よう　──》




　耳みみ元もとで叩たたかれていた割れ鐘がねの音ねが、記き憶おくに刻みつけられる痛さが、唐とう突とつに消えた。

　まったく呆気あつけなく、記き憶おくには克こく明めいに。

　と、

「なるほど……面白い。余よの『大たい命めい詩し篇へん』で変へん質しつした体を、そのような形で補おうとは」

　ただ一人、導きの神の圧あつ倒とう的な他た心しん通つうに晒さらされ、新たに『両りよう界かいの嗣し子し』が生成されつつある事実を知り、なお笑っている者が在った。

「これも創そう造ぞう、まったく新しきものの、創造だ」

　己おのれが迎えた最高の瞬しゆん間かんに、予想外がいの水を差された、創造神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟である。

「よもや、あの珍しがりに、余よの得え手てを取られようとは……因いん果がの交こう差さ路ろも、集つどう路みちの多きに過ぎると、思わぬ事じ象しようが出しゆつ来らいするものよな、裁きたがりな〝天てん壌じようの劫ごう火か〟よ」

　渦うず巻まく力の中から、前方に佇たたずむシャナ、その胸に下がる〝コキュートス〟へと笑いかける。

　同じ〝紅ぐ世ぜ〟真しん正せいの神として語りかけられたアラストールは、笑い返せるはずもない。数百年前、死し闘とうの末『両りよう界かいの嗣し子し』生せい成せいを阻はばんだのは、他ならぬ彼と、その契けい約やく者しやなのである。

「彼奴きやつがそうと告げた以上、あり得ぬ、とは言えまい……だが、あの存在が成されるには、莫ばく大だいな〝存在の力〟が……む、そうか──！」

　シャナも気付いて、悠ゆう二じも自分の周りを見やる。

「この世界を去る時に〝徒ともがら〟が残していく〝存在の力〟──！」

「そして、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』には〝存在の力〟が溢あふれている──！」

　アラストールは、自身目もく論ろんだものではない、新たな理ことわりの出現に、唸うなるしかない。

「むう……あの二人は、それを見み越こして……」

「邪じや魔まどころか、花を添えられようとは」

　同じ声を、傍かたわらのシュドナイ、中央司し令れい室しつのベルペオルら眷けん属ぞくに届けて、創造神は大いに笑う。笑って、頭上に生まれつつあるものを、大きく振り仰いだ。

「大いに、大いに、期待に応えようではないか。新たな創造、新たな世界、そして、奴やつの言うところに沿うならば、新たな在り様ようとやらも、楽園『無ザ何ナ有ド鏡ウ』にて、見つかろう」

　そうして、膨ぼう大だいな力を弾はじけさせて、悠二は飛ぶ。

「前ぜん座ざは終わりだ。準備も整った」

　誰だれにも目をくれず、創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟として、歓かん喜きに踊るように。

　周りに黒と銀の稲いな妻ずまを撒まき散らしながら、天を埋める黒い銀ぎん河がの中央、世界の卵へと逆ぎやく向むきに着ちやく地ちし、愛すべき同どう胞ほうら、〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟で満ちる光こう景けいに眼めを細める。

「余よが楽園『無ザ何ナ有ド鏡ウ』……多少の改かい変へんがあったとて、もはや何の掣せい肘ちゆうにもならぬ」

　その全身からは既すでに、閃ひらめく稲妻どころか、溢れる大たい海かいのような規模で力が噴ふん出しゆつし、足あし下もとの世界の卵へと、周囲を取り巻く黒い銀河へと、膨大な量を注そそぎ込んでいる。

　世界の卵は銀の輝きを極きよく限げんまで強め、自じ在ざい式しきの紋もん様ようすら見えない銀色の太陽となった。

　黒い銀河は渦巻く中に無む数すうの星々と稲妻を舞わせて、静かに始まりの時を待っている。




「──さあ──」




　何者も近付けない、この神の座から、創造神は自身の頭上、大地へと手を伸ばした。なにかを摑つかむように、あるいは全てに触れるように、いっぱいに掌てのひらを広げ、言う。




「──愛いとしき〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟よ。思うが侭ままに抱け──」




　見上げていた〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟らは、誰だれ一人の例外もなく、跪ひざまずいていた。彼らの神が、欲望の肯こう定てい者が、尋たずねてくれる。その喜びと興こう奮ふんで、足が体を支えきれなくなっていた。




「──望み求める世界を、余よが集め、束ねよう──」




　見上げていたフレイムヘイズらは、誰一人の例外もなく、地に立った。巨きよ大だいすぎる存在を頭上に置いて、屈することのできない彼らは、大地に支えを求めるしかなかった。




「──今こそ、楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』の、開くとき──」




　やがて一人、天を制する創そう造ぞう神しんは、伸ばした掌しよう中ちゆうに望みを受け止め、それを余すところなく込めて、神しん威い召しよう喚かんされた己おのれの力を、解放する。世界の卵が、黒い銀ぎん河がが、鈍い震動を始め、いつか起きた『朧ろう天てん震しん』にも似た、空間の微び震しんが一帯に振り撒まかれる。

　実じつ体験から、誰だれもが容易に想そう像ぞうできた。

　世界の境きよう界かいに穴が開きつつある、その先に自分たちの楽園が生まれつつあることを。

　そして、世界の卵の核かくとなっていた〝紅ぐ世ぜの王〟が、生いけ贄にえとして死ぬ。彼女の影を映していた神しん殿でんの黒き御み簾すだれ、そこに揺蕩たゆたっていた存在の投とう写しやたる銀色の影が、一気に侵しん食しよくされた。

《また会おう……望まれて来たる、我が巫女よ》

　この声だけは唯ただ一人へと送り……しかし無む論ろん止めず、彼女を黒い種たね火びとして、燃やす。中ちゆう核かくに点ともったそれは、自じ在ざい式しき『大たい命めい詩し篇へん』を黒く記しるすことで、瞬しゆん時じに世界の卵を起き動どうさせた。




「──『天てん梯てい』よ、在れ──」




　唱えた足あし下もと、さらには球きゆう体たい表面を全ぜん域いき、黒い炎ほのおは同時に点って、いきなり消えた。

　と見えたそれは、爆ばく縮しゆくして、かつて生贄の在った場所に、凄すさまじい密みつ度どを持った珠たまとして収しゆう束そくした。それは動かず、放出される力をなおも受け取り続けながら、一点に留まり続ける。

　やがて次段、新世界へと至るための通路の創造が始まる。既すでに『真しん宰さい社しや』内で感応、稼か働どうしていた装そう置ちの補助を受け、黒い銀河の渦うずが、猛もう烈れつな加速を始めた。星を混ぜ稲妻を散らして、これもどんどん収束して行く。

　世界の卵があった空域だけを円形に開けたこの渦は程なく、はち切れんばかりの力を凝ぎよう縮しゆくした環わになった。黒い蛇じや身しんとは比べものにならない力の塊かたまりとなって、緩く滞たい空くうする。

　跪ひざまずき見上げる〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟らに向かって、




「──愛いとしき〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟よ。この一いつ瞬しゆんに、願いを込めよ──」




　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟は己おのれの全てを尽くす。

　跪き見上げる〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟らは願い捧ささげ、




「────　　っ　　────」




　創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟は自身の全てを尽くす。

　跪き見上げる〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟らの頭上に遙か、




「──成った──」




　創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟は自身の全てを終えた。

　ぷつりと力の放ほう出しゆつが途と切ぎれ、最後の一いつ滴てきまでもが、珠たまへと注そそがれる。

　と、突とつ然ぜん、黒い環が、その場から真ま上うえに向かって、螺ら旋せん状じように弾はじけて伸びた。

　黒い螺旋は封ふう絶ぜつのドームを貫つらぬき、どこまでもどこまでも伸びて、行く先で消える。

　そして珠が……孵かえる時を迎えた卵が、螺旋の中央を抜けて、上へ上へと、昇って行った。

　まるで、生いけ贄にえの魂たましいが漂い行くように。

　その様さまを、将しよう軍ぐんは無む言ごんのまま、見送った。

　同じく、参さん謀ぼうも塔とうの内から、三さん眼がんで追つい送そうする。

「……」

　ふと、そんな彼女の目が、司し令れい室しつの片かた隅すみにある、一つの装そう置ちに向いた。やり終えたことを確認する、常の習しゆう慣かんにしか過ぎない行為だった──が、

「……？」

　数秒見みて、彼女らしくもない、ポカンとした顔になる。

　理解できないものが映っているような気がしたのだった。

「いや」

　声に出して言っていた。

　気がした、のではない。

「そんな馬鹿な」

　映っていた、のである。

　理解できないものが、そこに、ハッキリと。

　正確には、表ひよう示じの内容自じ体たいは理解できていた。しかし、なぜそのようなものが映っているのか、前後の脈みやく絡らくが繫つながらないことを、理解できなかったのだった。

　その不ふ可か解かいさを、鬼き謀ぼうの〝王〟は端たん的てきに言い表していた。

「変わっていない!?」

　装そう置ちに歩み寄り、手を掛けて表示に狂いがないか確認する。教きよう授じゆは既すでに消え去っていたが、構造も操そう作さも表示も把は握あくしていた。不ふ便べんなく滞とどこおりなく、装置の状態に目を流す。

「変わって、いない？」

　結論は、同じだった。

　楽らく園えん『無ザ何ナ有ド鏡ウ』の創そう造ぞうは完成した。後は、両りよう界かいの狭間はざまへと伸びる螺ら旋せんの通路『天てん梯てい』の先で、世界の卵が孵かえるのを待つだけである。であるが、その肝かん心じんの、世界の卵の構造が、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』によって改かい変へんされた式から、全く変化を起こしていない。

　わけが分からなかった。

「いったい、どうして」

　呆ぼう然ぜんとなった彼女の許もとに、遠えん話わが。

《不ふ可か思し議ぎなことが、起きたぞ……我が参さん謀ぼう》

「盟めい主しゆ」

《愛いとしき〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟たちは、あれだけの自由を与えられて、どれだけの不自由があるか知っていた。でありながら、あの〝祭さい基き礼れい創そう〟成じよう就じゆの瞬しゆん間かん……こう、思っていたのだ》

「……」

　説明を待つ参謀に、




《それでいい、と》




　創造神しんは、言った。

《なぜ、不ふ自由な楽園を、彼らは望んだのだ？》

　答えるよりも、ベルペオルは聞き返す。

「では……では、なぜ」

　仮に彼の言うことが真実だとしても、そんな不ふ条じよう理りを易やす々やすとひっくり返せるだけの仕掛けも力も、彼女は準備万ばん端たん、用意したはずだった。否、はずではない、用意していた。

「なぜ盟主、御おん自みずからが力を振るい、変えられなかったのです!?」

　不ふ遜そんにも声を張り上げていることに気付かないほど、彼女は答えを欲していた。こんなことは在り得ない。起きるはずのない出来事だった。

　創造神は、何な故ぜか少し間を空けてから、返す。




《皆──どこか、悲しそうだったのだ》




「……」

　今度こそ本当に、ベルペオルはポカンとなった。が、やがて、創そう造ぞう神しんが答えを返す前の間の意味を、その声こわ色いろから明確に察する。全く、どうしようもない、意味を。

　つまり、創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟は、そうしてしまった己おのれへの含がん羞しゆうから、色々やってくれた参さん謀ぼうに、今は怒っているらしい参謀に、言い出し辛づらかったのである。

　開いていた口を閉じて、怒るべきなのか嘆たん息そくすべきなのか、考えたベルペオルは、

「……っ」

　つい、口くち元もとに手を当てて、笑っていた。

「っく、うふ、ふふ、ふ」

　笑いが止まらない。馬鹿らしさと愉ゆ快かいさと愛いとおしさが混じり合って、堪こらえれば堪えるほど笑いが込み上げてくる。通じている遠えん話わの向こうで、盟めい主しゆが困っていることも分かって、だからなおのこと、おかしくて堪たまらなかった。

「あは、あははははははは!!」

《……》

　遂ついに口元を押さえることすら放ほう棄きして、ベルペオルは大笑いしていた。

「はは！　は、ああ、まったく、御おん身みのなんという……ああ、もう」

《いけなかったか、やはり》

　おずおずと訊きいてくる創造神に、忠ちゆう実じつなる参謀は殊こと更さら畏かしこまって言う。

「いえ、それも思いの侭ままなれば、我らに異いの在ろうはずもなく」

《そうか……ああ、それならば、いい》

　どうやらなんとかなった、などと思ったらしい。

　誤ご魔ま化かすように彼は、話題を変える。

　本来、最も大事な話題に。

《今、新世界が孵かえるぞ、我が参謀》

「は。神しん殿でんにてお待ちを、我らが盟主」

　ベルペオルは答えて、部屋に残った全てに欠片かけらの未み練れんも残さず、足音高たかく去った。







　三柱臣トリニテイの一角が既すでに欠け、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』頂いただきの神しん殿でんには、創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟と左右にベルペオル、シュドナイが付き従っている。

　教きよう授じゆによる再さい構成が成された後も、その構造には大きな変化はなく、穴の塞ふさがれたそこは、立つ者を正せい反対に映す漆しつ黒こくの床と、大きな円形に立てられた柱ちゆう列れつ、そして暗あん夜やの海に浮かぶ氷ひよう塊かいのような純じゆん白ぱくの祭さい壇だんを競せり上がらせている。

　創そう造ぞう神しんは、その祭さい壇だん上の玉ぎよく座ざに座らず、塔とうの真ま上うえを仰あおぎ見ていた。

「……〝徒ともがら〟らに伝えるべきか……いや」

　そこには、封ふう絶ぜつのドームを破る巨きよ大だいな黒い螺ら旋せんが構こう築ちくされている。螺旋の内側には銀ぎん色いろの火ひの粉こが緩く舞って、その向こうには夜空が見えている。螺旋には実体こそないものの、封ふう絶ぜつから出てしまっている部分は人間にも見える状態になっているはずだったが、今さらどうでも良いことだった。

「ともに見ていれば、分かろう」

　悠ゆう二じの顔で陶とう然ぜんと言う様さまには、先の狼ろう狽ばいぶりなど微み塵じんも見えない。

　ベルペオルはそのおかしさを隠かくしつつ、あくまで参さん謀ぼうとして将しよう軍ぐんに訊きく。

「どうやら、全方面で戦せん闘とうは停止しているようだが、撤収させても問題ないかね、将軍」

「そうだな……ああ、それがいい」

　一いつ旦たん、気の抜けた答えを返してから、シュドナイは改めて頭を巡らし、言い直す。

「三さん方ぽうの『四し神しん』には十分注意の上でな。奴やつらもこれ以上、無む益えきな戦いはすまいが……」

　そこに創造神が軽く、

「孵かえるぞ」

　重じゆう大だい事じを報しらせた。

　三さん眼がん、サングラスが視線を追って、螺旋の彼方かなたにある夜や天てんを見上げる。

　チカッと、星が一つ、輝いた。

　そう見えた刹せつ那な、夜天が見えなくなった。

　というより、銀ぎん色いろの輝きに満たされて、色を失った。

　一いつ瞬しゆん、塔の周りで風が踊り、螺旋に吸い込まれる感覚があった。

　そして、螺旋の周囲で力が弾はじけ──遂ついに『無ザ何ナ有ド鏡ウ』への通路が、通った。

　螺旋の内で舞っていた銀色の火ひの粉こが、上空へと吸い出されている。

　その行く先にあるだろう新世界は輝きに満ちて、一切が見えなかった。

　なんの作用で鳴っているのか、澄すんだ鈴すずのような音ねが聞こえている。

　さて、と創造神は一歩前に出て、




「巡回士ヴアンデラー〝驀ばく地ち祲しん〟リベザル!!」




　鋭くも楽しげに、名を呼んだ。

　応じて、ベルペオルが『タルタロス』の内に封じた自じ在ざい式しきで、彼に託した『非常手段ゴルデイアン・ノツト』を起き動どうさせる。一いつ瞬しゆんの起動で転てん移いが発はつ動どうし、神しん殿でんの床に片かた腕うでのもげたリベザルが出現した。

「っは!?」

　名を呼ばれた感覚から一いつ瞬しゆん、我が身に起こった事じ態たいが理解できず、周囲、上空、正面と見てから、ようやく彼は、大きな体を屈かがめ、片かた膝ひざを着く臣しん礼れいの姿し勢せいを取る。バラバラと傷きず口ぐちから弁べん柄がら色いろの火ひの粉こが零こぼれ落ちる様さまが痛々しい。

　創そう造ぞう神しんはそんな彼に、あくまで強く命じる。

「汝なんじに、新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』出しゆつ立たつの呼び水たる、一番乗のりを命ず」

　その強さをこそ快く聞いてから数秒、

「は……は、はああ──っ!!」

　名めい誉よに過ぎる内容を理解して、リベザルは改めて頭こうべを垂たれた。

　ベルペオルがそこに指し示じを加える。

「かねてよりの計画通り、まずは我ら［仮装舞踏会バル・マスケ］は、一いつ旦たんの散さん会かいだ。同どう胞ほうらが新世界でどう動くか……それを見定める期間を置くとしよう。時間にして十年、気が向いたら、それ以下でも構わないが、まずは好きに彷徨さまようが良いさ」

「はっ！　して、参さん謀ぼう閣かつ下か、この度たびの戦せん果か報告は」

　場の空気に流されず、律りち儀ぎに職しよく務む遂すい行こうを求める部ぶ下かに、参謀は苦く笑しようせざるを得ない。

「向こうに行ってから、いつもの方法でいつもの場所に送っておくれ。人間の方は普通に、そのままいるわけだしね」

「了りよう解かい致しました！　……」

　威い勢せい良よく返してから、しかしまだ彼は頭を上げず、言葉を探す体たいを取った。

　シュドナイが察して、

「捜索猟兵イエーガー〝蠱こ溺できの杯はい〟ピルソイン」

「ふむ」

　ベルペオルがやはり『非常手段ゴルデイアン・ノツト』で呼び出す。

　リザベルの隣となりに、ピルソインがポテンと落ちてきた。

「うわっと!?」

　キョロキョロしてから、慌あわてて隣となりに倣ならい、臣礼の姿勢を取る。

　そうして、ベルペオルによる二度目の説明を終えるや、創造神が愉ゆ快かいそうにけしかける。

「では、行くが良い。無む名めいの輩やからに抜け駆がけされては、体てい裁さいも悪かろう」

「はっ!!　行くぞピルソイン！」

　リベザルは小こ気き味みよく一いち礼れいするや、

「それでわあっ!?」

　残った腕でピルソインを抱え、執しゆう着ちやくもなく飛び立った。

　二人紛まごうことなき一番乗りとして、『天てん梯てい』の螺ら旋せんに入る。

　その体が、やがて彼らの炎ほのおの色となり、火の粉をどんどん振り落として、内にある同色の輝きだけとなって上昇、螺ら旋せんの中を一いつ直線に駆かけ抜けていった。







　たくさんの誰だれかが、その二人の飛ひ翔しようを見ていた。

　天を貫つらぬく螺ら旋せんが、なんであるかを理解した。

　その先になにがあるのかも、分かった。

　遂に与えられたのだ──新しん世界を。

「おお」

　言葉ではなく、感かん嘆たんの声だけを漏もらして、一人、

「は、ははっ」

　でなければ、おずおずとした笑えみがあり、

「行けるん、だ？」

　ようやく口くちの端はから零こぼれた問いに、

「行ける、よな──？」

　答えるでもない答えが返り、

「行ける」「うん」「ああ、行けるぞ」

　ざわめきが広がって、

「行くぞ、俺おれは」「俺もだ」「よし」「行こう」

　決意となって、

「創つくられた」「俺たちの」「やった、やったぞ」「素晴らしい」「行けるんだ」

　そして、

「……『無ザ何ナ有ド鏡ウ』に……」

　誰かが呟つぶやいた、たった一ひと言ことを口くち火びに、




「　　　　…………　　────────　　ッッッ　　！！！！　　　　」




　空気の破は裂れつするように、同時無む数すう、終わりなき歓声が重なり合った。

　空に在った者らが我われ先さきに、地に在った者らが一いつ斉せいに、天空の螺旋へと雪崩なだれを打って押し寄せた。誰が先とも意識せず、誰が前でも争わず、ただ自分、自分のことだけを考えて、行く。

　そんな〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟らを、新世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』は迎え入れる。

　誰一人ひとりの例外もなく、来る者を拒こばまず、懐ふところへと導き入れる。

　巨きよ大だいな螺旋に入った大おお鷲わしが、火ひの粉こを零し、輝きとなって、上昇する。次に入った有ゆう角かくの馬が、火の粉を零し、輝きとなって、上昇する。その次に入ったマントの少女が、火の粉を零し、輝きとなって、上昇する。その次の山やま猫ねこも、その次の鎧よろいの少年も、その次の旗魚かじきも、その次の蟷螂かまきりも、その次の烏からすも、その次の大おお男おとこもその次の黒こく竜りゆうもその次の狼おおかみも、その次の鼠ねずみも牙きばの男も亀かめも雉きじも、次々、次々、次々、溢あふれて、集まって、飛んで行く。

　この世の陰に跋ばつ扈こし、秘ひそかに人を喰らってきた、人ならぬ者たち。

　古き詩し人じんによって、この世で〝紅ぐ世ぜ〟の〝徒ともがら〟と名付けられた者たち。

　この世の〝歩いて行けない隣となり〟から遙はる々ばると渡り来た、招かれざる客人まろうどたち。

　人がこの世に存在するための根こん源げんの力〝存在の力〟を奪って自らを顕けん現げんさせ、在り得ない不ふ思し議ぎを起こし、思いの侭ままに、力の限り、滅びの時まで、生きてきた〝徒ともがら〟たちが、去る。

　創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟に願い、数千年の時をかけて降り積もらせた願いの結けつ晶しよう、また彼ら自身にその仕上げまでも委ゆだねられた新しん世界──『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へと。

　彼らは、熱ねつ狂きように駆かられて突進しながらも、

　創造神には、それでいいじゃないか、と答え、

　導きの神には、それどころじゃない、と返し、

　勝かつ手て気き侭ままに、暴ぼう慢まんに、この世を後にする。

　彼らが人を喰らった証あかし、その体を構成していた〝存在の力〟を火ひの粉こと振り撒まいて。

　持ち主も使い手もなくした、数かず知しれない存在の残ざん滓しは、とりどりな炎ほのおの吹雪ふぶきとなって、緩やかな輝きの流りゆう星せい群ぐんとなって、広大な封ふう絶ぜつ内の空間を埋めて、延えん々えん咲き乱れる。

　その炎と輝きに埋もれるような巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』頂いただきの神しん殿でんで、

「余よの手は、成じよう就じゆに届いた──見事なり、［仮装舞踏会バル・マスケ］」

　ベルペオルとシュドナイを左右に従えた創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟が、祭さい壇だん前方に居並んだ［仮装舞踏会バル・マスケ］の諸しよ将しようらに、音おん吐と朗ろう々ろうと触れていた。

　猫ねこ背ぜを伸ばして胸を張る〝煬よう煽せん〟ハボリム、

　戦せん傷しようの身を歓喜に震わせる〝翻ほん移いの面めん紗さ〟オセ、

　長い鼻から息を荒く噴ふき出す〝化か転てんの藩はん障しよう〟バルマ、

　感かん極きわまり涙を流す、疲ひ弊へいしきった〝獰どう暴ぼうの鞍くら〟オロバス、

　その袖そでの端はしを指先で、しかし強く摑つかむ〝朧ろう光こうの衣きぬ〟レライエ、

　あくまで静かに穏やかに、鳥の身を屈かがめ控える〝翠すい翔しよう〟ストラス、

　さらに多くの生せい在ある将しよう兵へい、見慣れた顔ぶれから、三柱臣トリニテイの巫み女こ〝頂いただきの座くら〟ヘカテーを始め、客きやく分ぶんたる〝探たん耽たん求きゆう究きゆう〟ダンタリオン教きよう授じゆに、助手の『我が学かくの結晶エクセレント28−カンターテ・ドミノ』、枢すう要ように在った〝冀き求きゆうの金きん掌しよう〟マモンらが欠けている、と見て取った彼は、

「戦って、戦って、全てを奮ふるい起こし、知ち勇ゆうを振り絞しぼって駆け、熱く滾たぎる炎ほのおを燃やし、牙を爪つめを剝むきだして咆ほえ、研とぎ澄すました剣を振るった汝なんじらと──」

　既すでに亡なき要よう塞さい司し令れい官かん〝嵐らん蹄てい〟フェコルー、外界宿アウトロー征せい討とう軍ぐん総司令官〝淼びよう渺びよう吏り〟デカラビア、要よう塞さい守備隊たい〝哮こう呼この狻しゆん猊げい〟プルソンに〝駝だ鼓この乱らん囃そう〟ウアル、客分たる〝壊かい刃じん〟サブラク、さらに多くの死したる将兵にも思いを向けて、

「道みち半なかばに散りつつも、道を拓ひらいた者たちに、余よより望む」

　ゆっくりと、言葉を紡つむぐ。

「余と進みし証あかしたる新しん世界に、舞い踊れ」

　尽くされるが常の神として、彼は礼を言わない。

　ただ、言祝ことほぐ。

「身の戦おののきを昂こう揚ように向け、心の予感を歓喜に放て……汝なんじらがための、世界ゆえ」

　そうして、僅わずか哀かなしげに眼めを細め、見上げた。

「頭上が『天てん梯てい』の閉じ、新世界に欠片かけらの散り咲く時──」

　その場に在る者全すべて、視線を揃そろえる。

　自らの成し遂とげた光こう景けいを眺ながめやる。

　天地に満ちる、炎ほのおと輝きの様さまを。

「余は、新たな微睡まどろみに落ちる。その中でまた、汝らの次なる望みを受け取ろう、汝らのさらに欲するものを感じよう。望み欲する光こう彩さいの強きに目覚める、その日まで」

　零こぼれる声が、別れを告げていた。

　誰だれもが、その事実に寂さびしさを得る。

　得てなお、喜びと栄えい誉よに震えていた。

　誰もが語り難い、長いようで短い沈ちん黙もくの末、

「我ら［仮装舞踏会バル・マスケ］」

　常に損な役回りを自らに課すベルペオルが、告げる。

「本来、己おのが持ちたる欲望を、大たい命めいなる仮か装そうにて固めたる舞ぶ踏とうの時も、まずは散さん会かいだ」

　その声が、彼らに常の気の張りを取り戻させてゆく。

「同どう胞ほうの動どう静せいを見定め、自らの為なすを知るに十年、と定めはしたが、まあ思う侭でいいさ」

「らしくないお言葉ですこと」

　レライエが、命令になっていない命令を、邪じや気きなく笑った。

　バルマがオセを鼻で助け起こしつつ、尋たずねる。

「参さん謀ぼう閣かつ下か、この『天てん梯てい』で渡った先は、新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』のミサキ市に通じているのでしょうか？　我らが先さき駆がけるとして、彼方かなたでお出迎えの準備など致したく」

「心こころ遣づかいは有り難いが、散会直後にそれは不ぶ格かつ好こうだねえ」

　言って、ベルペオルは肩を竦すくめた。

「出る場所も、教きよう授じゆがいないから、理り屈くつとしては説明し辛づらいが……その言ったところでは『同じ星の上』だとさ。手を繫つないでなきゃ、方々にばら撒まかれるはずだよ。何せ」

　付け加えて──代だい行こう体たいの顔が、微かすか硬くなっているのを知りつつも──ハッキリ言う。

「向こうにミサキ市は、ないのだから」

　それには大した気も留めず、オロバスが戦せん士しとして、

「宝ほう具ぐは、如何いかが相あい成なりましょうや？」

　袖そでを握られていない方の手にある、長なが柄えの斧おのを微かすか傾けて見せた。

　これには、シュドナイが答える。

「新しん調ちようの心配は不要だ。お前たちの大事な物を守り、持ち込ませるための『天てん梯てい』でもあるからな。フレイムヘイズに同どう様ようの効果を齎もたらすのは痛いが、そこは仕し様ようがあるまい」

「やはり、彼奴きやつらも来ますか」

　ストラスが、飛ひ翔しようの準備と一ひと打うち翼つばさを羽ばたかせて、確認した。

　当然とばかり、シュドナイは請うけ合う。

「そりゃあ、姫ひめ様さまがあれだけの啖たん呵かを切ったんだ、来るさ。『天てん梯てい』はすぐには消えんし、宝具が通る、と俺おれたち自身で示したが最後、勇ゆう躍やくして飛び込んでくるに決まっている」

　聞いて、ベルペオルが足あし下もとを軽く、踵かかとで打った。

「ふむ……といって、これを持って行かないわけにもいかないからね」

「行った先が宿やど無なしではな」

　シュドナイの声に連れて広がった、陽よう気きで切ない笑いの散ずる頃ころ合あいに、諸しよ将しようを代表し、感情を表さないハボリムが胸に片手を当て、求める。

「畏かしこみ、畏み、申もうす──何なに卒とぞ、出しゆつ立たつの神しん勅ちよくを、我らが盟めい主しゆ、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟──」

　創造神は頷うなずいて、




「転うた楽だのしく発たて、余よの神バ楽ル舞・いマたスちケよ」




　やはり言祝ことほいだ。

　一いつ斉せいの返礼が為なされ、［仮装舞踏会バル・マスケ］は新世界に飛び立つ。

　諸将が発し、次いで神しん殿でんより下層に待たい機きしていた兵らも続く。

　誇りがさせるのか、今も飛び込み続けている他の〝徒ともがら〟らの雑ざつ然ぜんとした様さまとは真ま逆ぎやくの、将に兵が続いて隊を成し、隊に隊が並んで軍を為なす、どこまでも整せい然ぜんとした様で。その、ゆるりと描かれた綺き麗れいな曲きよく線せん群ぐんも、次々『天てん梯てい』に飛び込んで、火ひの粉こを撒まいて、消えた。

　その快感の余よ韻いんも去らぬ中、ベルペオルが、創造神に向き直る。

「では盟主、無む駄だな騒ぎの起こらぬ間に、我らも」

　言われた彼は実に人間くさく、腰に両手を当てて、全ての光こう景けいを見渡した。

　自らの行いと、その結果、

「うむ」

　空を貫つらぬく『天てん梯てい』と、舞い散る無数の火の粉を目に刻みつけ、

「惜しい」

　一言、呟つぶやいてから、ベルペオルに笑いかける。

「が──それくらいは、おまえの言う通りにしよう」

「は」

　まるで駄だ々だっ子こが観かん念ねんしたような様さまに、思わずベルペオルは身を屈かがめ、止められない微笑を隠かくした。その傍かたわら、彼女の宝ほう具ぐ、鉤こう鎖さ『タルタロス』が一いち条じよう、飛ぶ。

　それは、代だい行こう体たい・坂さか井い悠ゆう二じの周りで輪を作り、

「断だん割かつせよ、『タルタロス』」

　持ち主の命で、鎖くさりの輪一つ一つを外して広がった。

　瞬しゆん間かん、

　二つで一つだった存在が、分かれる。

（！）

　その感覚に、悠二は自身から血けつ肉にくを引き抜かれるような、根こん源げん的な喪そう失しつ感かんを覚えた。

　バラバラになった鎖の環わは、再びベルペオルの前に集つどい、連れん結けつし、回転し、いつの間にか縮んで、その掌てのひらの上に収まるほどの大きさになる。

　その渦うず巻まく鎖の中に、彼はいた。

　なにものも照らさない黒い炎ほのおの塊かたまりとして、創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟の意思総体が。

　これまで、坂井悠二という〝ミステス〟の中に在り、代行体としての権けん能のうと力を与えていた彼は、創造神として新しん世界を作り上げた彼は、既すでに微睡まどろみを端はしに乗せた、緩い声で言う。

「おまえがどうしたか、余よは知っている。おまえの望んだものを、余も共に見た。実に、愉ゆ快かいであった……使えるモノならば、神をも使う人間よ」

　悠二は困った風ふうに笑い、

「それは、褒ほめてるのかな？」

「無む論ろんだ」

　創造神は大おお真ま面じ目めに答えた。そうして、付け加える。

「だが、今のおまえを置いて去るのは、いかにも心苦しい」

「約束は『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創造まで、だったろう？　状況も物も方法も、あのままでいたら、なに一つ得られなかったものさ……これ以上は叶かなえすぎだよ」

　どこまでも甘い、他者の願いに直向ひたむきな〝紅ぐ世ぜ〟の神に、悠二はハッキリ言った。

　ベルペオルが、キリのない盟めい主しゆに代わる。

「肝かん心じん要かなめな戦いの待っている今、我らに縋すがろうとしない心こころ根ねは見上げたものだ……ともあれ、我ら〝紅世の徒〟は去る。この結果は、おまえにとって幸いになったものかね？」

「まだまだ、これからだけど……概ね」

　苦しいところを指し摘てきしつつ感想を尋たずねる参さん謀ぼうに、悠二は採点された生徒の気分で答えた。

　その参謀は、採点する教師のように、厳げん然ぜんと今の悠二の戦力評ひよう価かを突きつける。

「今のおまえに勝ち目があるとも思えないが」

　まったく、その通りだった。

　今の悠ゆう二じは、ヨーハンが出て行ったことで気け配はいの感かん知ち能力を失い、教きよう授じゆが消えたことで竜りゆう尾びも『暴ぼう君くん』も使えなくなっている。創そう造ぞう神しん〝祭さい礼れいの蛇へび〟と分かれたことの直接的な影えい響きようはないが、自身の確信に同意してくれる相手を失ったことは、想そう像ぞう以上の心こころ細ぼそさだった。

　が、それでも悠二は言う。

「やるって決めたからね」

「……ふん」

　ベルペオルは興きよう深ぶかげに笑って、一つの物を放って寄よ越こした。

「同じ精神論ろんなら、せめてこれで揺さぶるがいいさ」

　悠二が掌しよう中ちゆうに受けたのは、一つきりの鎖くさりの環わ。

「この街に未いまだ施ほどこされている『タルタロス』の制せい御ぎよキーだ。修しゆう復ふくをアピールして相手の刃やいばを鈍らせるにせよ、逆に修復しないと脅おどすにせよ、おまえなら上う手まく使えるだろう」

「ありがとう」

　たった今まで盟めい主しゆとして接していた悠二の素直な礼に、ベルペオルは不ふ慣なれゆえの苦く笑しようで答えた。盟主とは別の意味で、この〝ミステス〟を惜おしく思っていたが、その盟主のお気に入りに手を出す選択肢しは、彼女にはなかった。

　と、それまで気の抜けた様よう子すで佇たたずんでいたシュドナイが、唐とう突とつに言う。

「俺おれが、付いていってやろう」

「将しよう軍ぐん？」

　意い外がいな顔をするベルペオルに、

「おまえのお陰で、我らの盟主が随ずい分ぶんと楽しく過すごせたようだからな」

　今思いついた理由を、付け足して見せた。

　創造神が、その行為も肯こう定ていする。

「大たい命めいは成じよう就じゆした。そうしたいというならば、せよ」

「は」

　シュドナイは、にやりと笑って、先までの倦けん怠たいもどこへやら、鮮あざやか軽やかに剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』を回して一礼した。

　まったく思いもしなかった助すけ太だ刀ちに驚く悠二へと、

「坂さか井い悠二。かの姫が、新たな理ことわりを余よの『大たい命めい詩し篇へん』へと織り入れたとき──」

「！」

　創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟は、最後の言葉と、言う。

「おまえの心は、行く道を重ね得る可能性を前に、大いに揺れたな？　余は、おまえの志し操そうの固さを好ましく思い、尊そん重ちようもしているつもりだが……結局のところ、余はこういう神だ」

　ともに歩いた、ただ一人の人間に、言う。

「許そう──余よは欲望の肯こう定てい者なれば、他の誰だれが許さずとも、余が許そう」

「……」

　返事は、決してできなかった。

　それを分かって、創そう造ぞう神しんは己おのれを手にする参さん謀ぼうを促うながす。

「行くか、新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』に」

「は」

　ベルペオルは、もう片方の手で、どこからか松明たいまつ型がたの宝ほう具ぐ『トリヴィア』を取り出した。

　それを高く掲げるや、銀色の炎ほのおが点ともり、彼女らの立つ巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』が、震動を始めた。やがて、その揺れによって隙すき間まが生じ、ゆっくりと崩くずれて、一つ一つの部品にまで分ぶん解かいする。そうして、その中から『星せい黎れい殿でん』の部品だけが回かい収しゆうされ、松明の示す空へと流れていった。

　宝具と言うには大きすぎ多すぎる、緩やかな部品の雪崩なだれの中、共に中ちゆう空くうへと浮かんだ悠ゆう二じとシュドナイの前に、創造神とベルペオルが向き合う。

　別れの声を掛けるべきか、迷う悠二の前で、

「ああ、楽しみだ……次なる望みは、いかなる形となるのか……」

　創造神〝祭さい礼れいの蛇へび〟は、もう微睡まどろみの先を、新たな世界を、夢見ていた。

「我が参謀よ、斯くなる世界になった、とフレイムヘイズにも言い告げてやってよいか」

　ベルペオルは仕し様ようのない、という顔で彼を眺ながめ、それでも楽しげに飛ぶ。

「よろしいでしょう。その方が、初しよ期き段階での無む駄だな争いもなくなりましょう程ほどに」

　飛んで、無む数すうの部品の中へと紛まぎれ入るや、




「──喜べ、フレイムヘイズ!!　喜べ、〝天てん壌じようの劫ごう火か〟!!──」




　無む邪じや気きな大だい音おん声じようが封ふう絶ぜつ内に鳴り響ひびいて、




「──新世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』に、人間を喰らえず、の新たな理ことわりは織り込まれた!!──」




　まったく野の放ほう図ずな告こく知ちを終えて程なく、




「──汝なんじらの悲ひ願がん、成りしぞ!!　汝らの戦い、実りしぞ!!──」




　創造神と参謀の、二人も、去った。







　崩れて浮かんだ部品も、必要な物は全て回収し終わったらしい。

　巻き込まれて浮かんでいた『真しん宰さい社しや』の残ざん骸がい、あるいは『星せい黎れい殿でん』の抜ぬけ殻がらが、ゆっくりと真ま南な川がわの水面に向かって落下を始める。

　その様よう子すを、またより広く、御み崎さき市し全ぜん域いきを眺ながめた悠ゆう二じは、

（これからだ）

　感かん慨がいに浸ひたるでもなく、自身の計画へと意識を振り向ける。

　シュドナイと二人、落ちて行く装そう甲こう板ばんや鉄てつ骨こつなどを搔かい潜くぐって進まんとしたとき、

「やれやれ……まだ中に誰だれか居る、とは考えなかったのかね」

　上から、老人の声が降りかかった。

　悠二は、実のところ探していた存在へと、浮かぶ体からだ全体で向き直る。

「ラミー」

　老ろう紳しん士し然ぜんとした〝屍しかばね拾ひろい〟ラミーが、元もと『吟詠炉コンロクイム』であったらしい構造物の上に座って、彼らの方を見ていた。その手には、いつか見た〝存在の力〟の塊かたまりたる毛け糸いと玉だまが載せられており、深ふか緑みどりに輝く細い糸が端はしから伸びている。

　見上げついでに、どこまで続くのか、その先を目で追った悠二は、浮かんだ部品の向こうに広がる光こう景けいに息を吞んだ。シュドナイも同どう様よう、サングラスの奥で目を見み張はる。

　糸の先は遙か上空まで伸び、その先せん端たんが、封ふう絶ぜつ内ないに散る無む数すうの火ひの粉こを片かたっ端ぱしから吸い寄せていた。力は糸を伝ってラミーの掌てのひらにある毛糸玉へと伝わり、巻まき球だまを大きく育てて行く。それはまるで、小型の『大たい命めい詩し篇へん』にも見えた。

　シュドナイが、構えていた槍やりを肩に担かつぎ上げ、敵てき対たいの意い思しがないことを示す。

「なるほど。おまえへの報ほう酬しゆうは、この同どう胞ほうたちが残してゆく〝存在の力〟だったな」

「足たりるかい？」

　悠二はなんとなく尋たずねた、わけではない。これから行うことのためにも、絶対に聞いておかなければならないことだった。

　天才的な自じ在ざい師しであるラミーは、掌しよう中ちゆうの現げん象しようを正確に把は握あくし、

「十分だ。さすがに、この世の〝徒ともがら〟がほぼ全て集まっただけのことはある」

「そう、か」

　安あん堵どの吐と息いきを漏もらした悠二の前で、ラミーは腰を下ろした構造物ごと上に飛んだ。逃げる、と言うほどの勢いではなく、ただ単に周りの物体が邪じや魔ま、というだけのことらしい。

「ここでは、碌ろくに見ることもできないからな。フレイムヘイズの邪魔が入るのも面めん倒どうだ」

　聞かせるでもなく言って、部品が全て落ちきった、火の粉の密みつ度ども高い上空へと抜けた。そうして、伸ばした糸へと、遠えん慮りよなく火の粉を吸い取って行く。

　その瞬しゆん間かんは、

　ラミーが流る浪ろうの果てに辿たどり着いた結けつ実じつの時は、

　なんの外け連れん味みもなく、全く簡単にやってきた。

　その掌てのひらの上で、毛け糸いと玉だまが膨ふくらむ。

「おお……」

　呟つぶやく顔より大きく、毛糸玉は膨ふくらんで、拡大した。

　驚いた悠ゆう二じが見たそれは、自じ在ざい式しき。

　これまで毛糸に見えていたものは、繊せん維い一つまで微び細さいに編あみ込まれた、自在式の塊かたまりだったのである。それらが〝存在の力〟の満たされることで大きくなり、稼か働どうを始めている。

　ラミー自身が、そのことに感動の声を漏もらしてさえいた。

「動く……私の自在式が……動いている……」

　所ところ構かまわず空をのたくって、深ふか緑みどり色の輝きを伸ばしていったそれは、最後の一いつ片ぺんまで存ぞん分ぶんに力を満たすと、その端はしから火の点ついた導どう火か線せんのように逆ぎやく流りゆうを始める。後に残る物はない。膨ぼう大だいな量の自在式全すべてが、火ひ花ばなとなって逆流と共に凝ぎよう縮しゆくされているのだった。

　人に聞かせるものではない、感動の具ぐ現げん化かした声が零こぼれ落ちる。

「遺い失しつ物ぶつ、既すでにこの世にない物の、再生……」

　異常なまでの世界への干かん渉しよう力りよくが、封ふう絶ぜつ内ないにあっても周囲の空間を歪ゆがめ、歪みは極きよく大だい化かに反はん比ぴ例れいして体積を縮めてゆく。自在式の凝縮される火花の周り数センチを流体に包む、それはまるで、極ごく小しようの雲くも巻まく惑わく星せいとも見えた。

　この余よ波はを至し近きん、物理的な衝しよう撃げきとして受ける悠二とシュドナイは、この規き模ぼの自在式を完全稼働させるためには、まさに今のような状況しかない、と肌はだで感じることができた。

　そして、同じ衝撃で、彼女の被かぶっていた擬ぎ装そう、憑ひよう依いしていたトーチを、消し飛ばす。

「ローマ劫略サツコ・デイ・ローマで失われた……ドナートの……」

　内から現れ、呟くのは、儚はかなげで華きや奢しやな少女──〝螺ら旋せんの風ふう琴きん〟リャナンシーだった。

　封絶の空を暴れ回った導火線の火花、極きよく限げんまで凝縮された自在式は終しゆう着ちやく点てん、彼女の正面で、衝しよう突とつしたように唐とう突とつに止まり、空間を拉ひしやげさせ、時をも押し潰つぶす。それが小さく小さく、消え入りそうに小さく、縮んだ挙あげ句くに、一つの物体として、忽こつ然ぜんと出現した。




　小さく粗そ末まつな板絵。




　失われた瞬しゆん間かんのまま、それは、そこに、蘇よみがえった。

　震えるか細い手で、それを手に取ったリャナンシーは、微かすかに笑い、微かに呟く。

「下手なんだから」

　たった、それだけを言うために、数百年。

　仮かりの体に憑依し、仮の名を騙かたり、他の〝徒ともがら〟から〝屍しかばね拾ひろい〟と蔑さげすまれながら、微び量りようの〝存在の力〟しかないトーチだけを摘つんで、世界中を流浪してきた。

　が、彼女は心から満足していた。

　板絵を抱きしめ、彼女だけが見ることを許された似姿、込められた心を、体で確かめる。

　悠ゆう二じもシュドナイも、声を掛けることなく、ただそれを見ていた。

　と、数分経たったのかどうか。

　あれだけのことが起きても未いまだ尽きない火ひの粉こを潜くぐって、

「坂さか井い悠二」

「ぅわっ!?」

　唐とう突とつに軽やかに、リャナンシーは悠二に顔を寄せるほど近くへと舞い降りていた。驚く彼の様よう子すを愉ゆ快かいそうに笑って、手を差し出す。

「これだ」

「あ、ああ」

　悠二は、彼女への協力を条件に約束していたものを、受け取る。

　掌てのひらの上に浮かぶ、先の火ひ花ばな、あるいは歪ゆがみの欠片かけらとして、握り込む。

「ずるい奴やつだな、君は」

　年とし下したとしか見えない少女に、老人だった時と同じ口く調ちようで言われて、悠二は鼻はな白じろんだ。

「後になって相あい乗のりした身で、新たにそれを交こう換かん条件として差し出すよう言うとは。私が断れないのを分かっていれば、なおさらずるい」

　もちろんリャナンシーは、責めるのではなく、からかっている。自身の悲ひ願がんが成じよう就じゆされ、絵を抱きしめる今、不満も悲ひ嘆たんも、彼女には在り得なかった。

　そんな二人の様よう子すに、シュドナイも思わず口くち元もとを緩める。

　悠二だけが、貰もらった物を大切に握り込んで、ややの仏ぶつ頂ちよう面づらになった。

　と、その胸に、トン、とリャナンシーが指を突きつける。

「ずるい君への……なんだろうな、罰ばつでもなければ礼でもない」

　指を突きつけているのが、自分が凱がい甲こうの懐ふところにしまっている火ひ除よけの指ゆび輪わ『アズュール』であることに、悠二は気付いた。意味が分からず、尋たずねる。

「これに、なにかあるのか？」

「こんなところで出くわした、面白い巡り合わせへの興きよう味み、というところか」

　彼女が言うや、ビュン、と一いつ瞬しゆんだけ深ふか緑みどり色の自じ在ざい式しきが展開して、呼こ応おうするように指輪の内側にも自在式が輝いた。薄く燃えるように揺らめいて、またすぐ消える。

「そのオンボロの体への、せめてもの保ほ護ごだ、餞せん別べつ代わりに受け取っておくといい」

「！」

　流石さすがに天才的てき自在師しの目は誤ご魔ま化かせなかった。

　訝いぶかしげなシュドナイを会話に加わらせまいと、悠二は訊きかでものことを訊く。

「シャナやアラストールには、会わなくていいのか」

「……」

　リャナンシーは少し彼を見つめて、含みのある笑いで返した。

「友であれば、会うべき場所は選ばなければな」

「？」

　妙みような言い回しを理解できない悠ゆう二じの前に、ふと一枚、軽やかななにかが舞った。

　それは、羽は根ね。

　どこから現れたのか、周囲に一羽、二羽と白い鳩はとが飛んでいた。

　彼女も行くのだ、と分かって、悠二は可か憐れんな、見慣れない知り合いを見る。かけるべきは湿っぽい言葉でも未み練れんがましい制せい止しでもなく、一つしかないと分かった。

「因いん果がの交こう叉さ路ろで」

「ああ、また会おう」
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　声に重なって、羽ばたきの音と羽根が一いつ斉せいに散り、絵板を抱いた彼女の姿すがたは、消える。

　と、その一枚、白い羽根が額ひたいに触れて、

《もう一つ、サービスだ》

　遠ざかりつつある少女の声が、響ひびいてきた。

《君の自じ在ざい法ほうに、名を付けてやろう──『グランマティカ』──達たつ意いの言げんを繰くって、その意味なすところを考えてみれば、使い道も察しが付くだろう》

「……『グランマティカ』……」

　鸚鵡おうむ返がえしに言って、悠ゆう二じは聞こえなくなった少女の声を、飛び去る鳩はとの群れに追う。鳩たちは『天てん梯てい』に入る前に、未いまだ無む数すうに舞う火ひの粉こに紛まぎれ、見えなくなっていた。







　真ま南な川がわ東岸の河川かせん敷しき、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』崩ほう壊かいに際して、色々と運んできた［百ひやつ鬼き夜や行こう］一いち味みの三人が頭上、同どう胞ほうを吸い込み続ける『天てん梯てい』を振り仰あおいでいる。

「ったく、神様ってなあ、いい気なもんだ……野や郎ろうども、予定にゃなかったが、どうも河か岸しを変えることになりそうだぜ」

　ギュウキが、今さらのように調ちよう達たつされた〝燐りん子ね〟こと、カラフルな動物の顔を象かたどった幼よう稚ち園えんバスの上に、長い首だけを出して表ひよう明めいした。

　その運転席に在るパラが、ハンドルにもたれかかりながら返す。

「そうですね……人間が多少、大事にされるってんなら、行くのもいいかもしれません」

「こっちじゃ、仕事もあがったりになるだろうしな」

　乗じよう降こう口ぐちに座ったゼミナが付け加えて、ギュウキは笑った。

「ああ、そうだ。そりゃ一いち大だい事じだ」

　そうして、バスの前でもう数分、琥こ珀はく色いろの光にしがみつき、足を震わせ立ち竦すくんでいる少女に、駄だ弁べっている自分たちは居なくなる、残された後は自分で立て、と突き放す。

「嬢じようちゃん、俺おれたちもここまでだ。人の死に目を見物する趣しゆ味みはねえし、行くぜ」

「！」

　吉よし田だ一かず美みは、無む意識に頼っていた三人が去ることに驚き、たまらず腰が砕くだけそうになる。彼女にとって今、前に歩いてゆく行為は、あまりに辛つらすぎた。

　パラは断だん腸ちようの思いでエンジンをかける。

「またのご利用を……とは、言えませんね、はは」

　下へ手たな冗じよう談だんに渋い顔をしたゼミナが乗降口から車内に入った。

　ギュウキがバックを始めた車の上から別れを告げる。

「じゃあな、嬢ちゃん。フレイムヘイズどもが血ち迷まよって攻こう撃げきしようとしたら、これは〝燐りん子ね〟が『天てん梯てい』とやらを通るかどうかの実験だ、って説得してくれや」

　と、抜かりなく言い置いて行くことも忘れない。

　未いまだ修しゆう復ふくの行われていない河川敷の戦せん場じようをガタガタ車体を揺らしてバックし、距離を取った幼稚園バスの〝燐りん子ね〟は、パラのかけ声と共に、宙へ飛んで行く。

「では、『無む常じよう迅じん速そく号ごう』、発車します」

　それを呆ぼう然ぜんと見送る吉田に、

「「「良い旅を」」」

　三人は揃そろえて、声を放った。

　言われた吉よし田だは、泣きそうな顔ごと、琥こ珀はく色いろの光を抱いて、深々とお辞じ儀ぎをする。

　その姿すがたも小さく、舞い散る火ひの粉この果てに薄れた頃、

「ハードなドライブでしたが、その分のやり甲が斐いはありましたかね」

　ほとんど意味のないハンドルとアクセル操そう作さを気分で行いつつ、言った。

　最さい後こう部ぶの狭い長いすに寝ね転ころんだゼミナが、不満もありありに口を尖とがらせる。

「だとしても、こんな無む茶ちやな戦いは、もう御ご免めんだ」

「確かにな。だがよゼミナ、人間が喰えないとなりゃ、もっと俺おれたちみたいに人間と近しく付き合う奴やつも増えて、無茶な戦いも無む駄だな戦いも、少なくなるかもしれんぜ？」

　ギュウキの、あえてだろう、希望的すぎる観かん測そくに、ゼミナは顔を背そむけて拗すねた。

「だとしても、だ。人間のためにギュウキさんが身を危うくするのでは、本ほん末まつ転てん倒とうもいいところじゃないか」

「がはは、可愛かわいいこと言ってくれるな！　安心しろって、俺は［革正団レボルシオン］みたく極きよく端たんじゃねえからよ、人間とのナンチャラで命までは張らねえさ。危き機きに出会わば即そく退たい散さん、だ」

　響ひびく大声の中、

「［革正団レボルシオン］といえば……彼、生きてますかねえ」

　パラはふと、八十年ほど前に欧おう州しゆうで何なん度ども運んだ〝徒ともがら〟のことを思い出していた。不ぶ器き用ような口こう舌ぜつだけで世界の在り様ようを変えようと奮ふん闘とうし続け、結果その運動の広がりで、誰だれ彼かれなく否いや応おうなく〝徒ともがら〟に『人間との関係性』を意識させることとなった、一いち途ずな〝徒ともがら〟のことを。

　ギュウキの方は、そのおかげで酷ひどい目に遭あったことばかりを思い出す。

「そうだな。生き残ってりゃ、喜ぶだろうよ」

「臆おく病びような奴やつは長生きする。私たちのように」

　ゼミナが遠とお回まわしに肯こう定ていし、本ほん格かく的に眠る体勢になった。

　違えねえ、とギュウキは笑う。

「さあて、向こうに到着したらまず、馴な染じみの店のソックリさんがあるかどうか確かめて、祝しゆく杯はいをあげるとしようぜ！」

「はいっ！」

「ああ」

　他の二人も、大おお声ごえ小こ声ごえの笑いで答えた。

　こうして［百ひやつ鬼き夜や行こう］一いち味みも、去った。

　その少し後、

「……」

　三さん方ぽうで行われていた『大地の三さん神しん』の激げき戦せんから逃げ回り、戦いの終わったことを確かめてから、おっかなびっくり入ってきた、小さな〝徒ともがら〟が一人。

「……同どう志し、サラカエル。同志、ハリエット・スミス。俺、行って、くる……あれが、あそこが、探して、いた物、なのかどうか……確かめて、くる……！」

　言って、直立する猫ねこ背ぜな黒くろ犬いぬ〝吠はい狗こう首しゆ〟ドゥーグも、去る。







　残された吉よし田だは、二人を胸に強く抱いて、ようやく前に進んだ。

　危うい彼女を誰だれも呼ばず、また手を引くこともなく、ただ一人で歩いてくるのを待っていたのは、全く彼女がそういうことに不ふ慣なれだと知っていたからである。

　即すなわち、人の死に。

　歩きながら、吉田は何度も倒れそうになった。

　未いまだ封ふう絶ぜつ内ないの修しゆう復ふくは為なされておらず、先のバスですら大おお揺ゆれに揺れる地面である。そこかしこに炎えん弾だんの破は孔こうが開いて、砕くだけたアスファルトやコンクリートの塊かたまりも散らばっている。

　それらをなんとか越えた先、河川かせん敷しきの土ど手てに、フレイムヘイズたちが集まって、彼女が自じ力りきでやってくるのを待っていた。

　吉田にとっては知っている顔と同数、知らない顔もあったが、そんな人ひと見み知しりをしている場合ではない。また、そんなことを感じるだけの余よ裕ゆうもなかった。

　待っているフレイムヘイズら、

　吉田の知っている三人、シャナとマージョリー、ヴィルヘルミナ、

　知らない三人、イーストエッジ、サウスバレイ、ウェストショア、

　そして、それらの中心、河川敷の土手に、もう一人が寝かされていた。

　彼女に、大事なことを数多く教えてくれた『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシン。

　彼は今まさに、死に瀕ひんしていた。

　重じゆう傷しよう、という言葉で言い表せるレベルの傷ではない。

　傷、と呼ぶことにすら憚はばかりがあった。

　左半はん身しんは黒く炭たん化かして、ようやく形を留める程てい度ど、右半身はごっそりと欠けつ落らくして、断面からは弱々しく褐かつ色しよくの火ひの粉こが零こぼれている。麦わら帽ぼう子しもなくし、髪かみも解ほどけた傷だらけの顔のみ無む傷きずなのが、逆に凄せい惨さんの度ど合あいをより深めていた。

　ようやくやってきた友達の弱々しさに、シャナはなにか言いそうになって、

「！」

　マージョリーに肩を摑つかまれた。アラストールもマルコシアスも、沈ちん黙もくで制せい止しを肯こう定ていする。

　この場の誰もが、看み取とるのは彼女だと何な故ぜか理解して、ただ立っていた。

　小こ柄がらなカムシンの、より小さくなった体の前に立った吉田は、まるで許されたように膝ひざから崩くずれ落ちる。地面に膝ひざを打ち、擦すり剝むいて、しかし彼女が最初にやってみせたのは、

「カムシンさん……これ」

　胸の内に抱いた、琥こ珀はく色いろに輝くフラスコを翳かざしてみせることだった。

　ヴィルヘルミナは黙だまって、それを凝ぎよう視しする。

　空の『天てん梯てい』を潜くぐって〝徒ともがら〟たちが新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』に雪な崩だれ込み始めてから、この心しん臓ぞうとも見える、捻ねじれた球きゆう形けいのフラスコに、静かな異い変へんが生じていた。

　透とう明めいな内に琥こ珀はく色いろの花か弁べんを降り積もらせていたそれは、多くの火ひの粉こを内側に取り込んで、ゆっくりと鼓こ動どうを始めていたのである。花弁は、その鼓動に従ってフラスコの中を巡り、少しずつ数を減らしていた。それは一つ、また一つと、融ゆう合ごうを続けている。

　吉よし田だはそれを、震える手で見せ、

「フィレスさんとヨーハンさんにとって何より大切なものと、神様にも認められるくらい深い意味を持ったものを、カムシンさんとベヘモットさんが守って、託たくさせてくれたんです」

　拙つたない言葉で、彼女にできるなりの気き遣づかいの声を掛けた。カムシンという人物であれば、どう言えば喜ぶだろう、と考えた末の、彼女なりの答え……戦うに値あたいする大たい義ぎ名めい分ぶんだった。

　反応して、縦たてに一いつ線せん、傷の入った唇くちびるが、小さく開く。

「──」

　彼の脳のう裏りに、戦いの最後に見た光こう景けいが、閃ひらめき過よぎった。

　戦うことに、戦って死ぬことの陶とう酔すいに浸ひたりきって、思し考こうを放ほう棄きしつつあった彼は、半なかば水すい没ぼつした鉄てつ巨きよ人じんが幾いく体たいか、妙みような動きを見せているのを目にしていた。していながら、それまで行っていた群がる〝徒ともがら〟の殺さつ戮りくを続けていた。

　なにが起こっても、もはや弛し緩かんした思し考こう、虚きよ脱だつした精神は、反応しなかった。

　それを、

「死に耽ふけるな、カムシン・ネブハーウ!!」

「ッ!!」

　ベヘモットが叩たたいて、突然回かい路ろに電流が巡ったように全てが鮮せん明めいになった。

　カムシンは、周囲で擱かく坐ざした鉄巨人の数と位置を把は握あくし、サーレに警けい告こくされた切きり札ふだたる爆ばく弾だんのことを思い起こし、後方で防ぼう戦せんしているヴィルヘルミナらの状況を見て取り、動きの鈍い瓦が礫れきの巨きよ体たいで行い得る最さい善ぜんの手を、弾はじき出した。

　即すなわち、上半はん身しんを腰から超ちよう速そく回転させ、熊くま手でのように広げた掌てのひらで、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の壁へき面めんごと中にいる吉田や［百ひやつ鬼き夜や行こう］一いち味みを刮こそぎ出し、遠えん方ぽうへと放り投げたのである。

　とんでもない投とう擲てきを終えた、まさにその瞬しゆん間かん、周囲の鉄巨人が教きよう授じゆと機き器き管かん制せい室しつの消しよう滅めつによって暴ぼう走そう、一帯を丸ごと抉えぐり取る大だい爆ばく発はつが起きた……。

　以上の光こう景けいを思い出し、

「──っ」

　ようやく薄い目を開けた彼は、まず吉田の言葉を吞み込んで、微かすかな笑顔を見せた。

　そうして、首が動かないことを確かめると、言葉だけでヴィルヘルミナに礼を言う。

「ああ……『万ばん条じようの仕し手て』、貴方あなたが……来てくれて、良かった」

　カムシンが、壁へき面めんごと吉よし田だや［百ひやつ鬼き夜や行こう］を抉えぐり取って脱だつ出しゆつさせる、という乱らん暴ぼうどころか無む茶ちや苦く茶ちやな方法を採った際、普通ならば即そく死ししていただろう崩ほう壊かいと打だ撃げきの圧力を、ヴィルヘルミナが瞬しゆん時じにリボンによる繭まゆへと包み込むことで防いだのだった。

　ヴィルヘルミナの絶ぜつ技ぎと瞬しゆん間かん的な判断力りよくあってこそ、投とう擲てきされることでカムシン以外が全員一気に離り脱だつし、命を拾い得た。そしてカムシンも、ヴィルヘルミナならば対応してくれる、と信用していたからこそ、乱らん暴ぼうで無茶苦茶な方法を取ったのだった。

　が、もちろんヴィルヘルミナは、こんな場面で賞しよう賛さんされても喜んだりできない。むしろ、勢い込んで助すけっ人とに入っていながら、長年の知ち己きを守りきれなかったことで苦しんでいた。

「いえ」

　答えも、ゆえにその一つきり。

　聞こえたのか聞こえなかったのか、カムシンは次に、『大地の三さん神しん』らへと声を掛ける。

「ああ……『三さん神しん』の皆さん……貴方あなた方がたが言われた『人間を喰らう、時の終わり』同どう様よう……今が『闇やみ雲くもに〝徒ともがら〟を殺す時の、終わり』……どうも、私はやり遂とげたよう、ですね……」

　顔を笑えみのまま固めるサウスバレイ、涙を零こぼし会話など不ふ可能なウェストショアに代わり、常と変わらないイーストエッジが『三さん神しん』の代表として、吉田の傍かたわらに片かた膝ひざをついた。

「聳そびえる岩よ」

　彼ら独どく自じの符ふ丁ちようで、薄うす目めしか開けないカムシンに呼びかける。

「例えおまえが、私の前から去った後でも」

「おまえの手は、しっかりと握られている」

　その声を継いで、ケツアルコアトルが手た向むけの詩しい歌かを唱えた。

　意い図とを汲くんで、カムシンは目を瞑つむる。もう動かない首による、頷うなずきのつもりだった。

　と、その瞼まぶたから力が失うせる。

　死に緩んで、力が入らない。

「天てん罰ばつ神しん〝天てん壌じようの、劫ごう火か〟」

　もはや譫うわ言ごとのような、小さく頼りない声を漏もらし、

「なんだ」

「新たな使し命めいに、生きられ……光こう栄えいです」

　そんなフレイムヘイズとしての、最後のけじめを付けた。

「我らこそ、だ」

「……」

　聞こえているのか分からない声を、それでもアラストールは返し、シャナは唇くちびるを嚙かむ。

　そうして静かに、穏おだやかに、

（……──）

　最さい古このフレイムヘイズの命の火は、尽きていった。

　そのとき、それでも、




「死んじゃ嫌いやです!!」




　吉よし田だは、叫んでいた。

（　　──、……？）

　閉じた瞼まぶたの上に熱い水すい滴てきが、抱きつかんばかりの近さで声が、在る。

　勢いに押されて、瞼がうっすらと、もう一度開ひらいていた。

　カムシンは、そこに顔をグシャグシャにして泣く、よく知る少女、人間の素晴らしさを体たい現げんしたような少女の姿すがたを見出す。なにか言ってあげなければ、

「……」

　その一いち念ねんで、後は燃え尽きるだけだったはずの力が、結けつ集しゆうした。

「ああ、あんな、偉そうな別れをしておいて、これでは格かつ好こうが付きませんね」

　声がしっかり通る。

　その奇き跡せきのある内に、この少女に贈れるものを全て贈りたいと願う。

　それを、

「ふむ、それは儂わしとて同じこと。だが、吉田一かず美み嬢じよう、せめて忘れてくれるな」

　数千年の相あい棒ぼうが代だい弁べんしてくれた。

　吉田は泣いたままで頷うなずく。

「はい、はい！」

　カムシンは、感謝を贈る間を少女が与えてくれたことが嬉うれしかった。その嬉しさを声にすることもできるという、たまらない気持ちで、言う。

「ああ──〝不ふ抜ばつの尖せん嶺れい〟ベヘモット、やはり貴方あなたは、最高ですよ」

「ふむ……なにせ、契けい約やく者しやが良いからの。そうそう無ぶ様ざまも見せられぬわ」

　そうして、目を少女に留める。

「悪いことばかりでも、ありませんよ」

「えっ」

　戸と惑まどう少女に、心からの笑顔を向けて、

「使命のない場所なら……あの人とも、素直に向き合えるかも知れませんからね」

　言いたいことを言い切ってから、

　残った力を全て使い切ってから、

「……はい、きっと」

　聞きたい言葉を耳に貰もらいながら、

　ゆっくりと散らず、カムシンは、消えた。

　ただ一つ、

（ああ、麦わら帽ぼう子し、なくしてすいません）

　それを言えなかったことだけが、少し、心こころ残のこりだった。







　フレイムヘイズ『儀ぎ装そうの駆かり手』カムシンの体が消え果て〝不ふ抜ばつの尖せん嶺れい〟ベヘモットの意い思しを表ひよう出しゆつしていた〝サービア〟も、地面に落ちる前に、火ひの粉ことなって散った。

　吉よし田だは、取り乱して泣き喚わめいたりはしなかった。

　ただただ、涙の中でその様を目に焼き付け、忘れないよう強く瞼を閉じる。それでも、涙は尽き果てない。暗い中で熱い滴しずくが溢あふれ出て行く、その感覚だけがあった。

　と、

「うん」

　シャナが短く言って、彼女を抱き締めていた。

　吉田はその暖かさに身を委ゆだねて数秒、

「ありがとう……シャナちゃん、もう大だい丈じよう夫ぶ」

　言って、身を立たせる。

　涙は、瞳ひとみを揺らしていたが、零こぼれ落ちはしなかった。

　嗚咽おえつを抑えて、ようやく、自分が託されたものを、差し出す。

「カルメルさん。ヨーハンさんから、伝でん言ごんがあります」

「！」

　ヴィルヘルミナは、背せ筋すじに力を入れ、ゆっくりと鼓こ動どうを続けるフラスコ──かつてはその阻そ止しのため戦い、無む二にの友までなくした──『両りよう界かいの嗣し子し』を、前に立った。

　吉田はこれを差し出して、声を震わせながら、言う。

「──『ヴィルヘルミナ、この子をよろしく。名前は、ユストゥスだ』──」

　その、一いち言ごん一いつ句く間違えないことを条件に封じられていた力が、解放された。

　フラスコの内に、真しん空くうが起きる、

　という奇き妙みような感覚とともに、周りから力の集まる予よ感かんが、フレイムヘイズ全員に走る。それは違わず、まるでフィレスが行っているかのような、竜たつ巻まきとなって現れた。

　ただし、それは天てん空くうから一いち陣じんだけ降り立ち、巻き込んだ火ひの粉こを『両りよう界かいの嗣し子し』たるフラスコに注そそぎ、鼓こ動どうする心しん臓ぞうへと〝存在の力〟を満たしてゆく形で現れていた。

　持ちきれない、でも離せない、と吉田が倒れ込みそうになったところを、正面のヴィルヘルミナが、差し出された手の下に、自分の手を添えて支えた。

　重い、という単純な感覚ではない。

　膨ぼう大だいな〝存在の力〟が集められていることによる、存在感かんからなる極きよく限げんの圧あつ迫ぱく、とでも言うべき感覚だった。フレイムヘイズであっても、大した助けにはならない。それでも託されたものを放り出さず堪こらえる吉よし田だと、託たくされる者として決して離さないヴィルヘルミナ、二人によって『両りよう界かいの嗣し子し』は支えられてゆく。

　いったいどれほどの時間が経たったのか。

　シャナもマージョリーも『大地の三さん神しん』も、起きた物事の意味すら把は握あくできなかった。我に返る、鈍くて重い立ち直りの間を経て、ようやっと彼らは、そこに見る。

　ヴィルヘルミナと吉田の、支え合う手の間に乗って泣いている、赤あかん坊ぼうの姿すがたを。

　父に貰もらった名をユストゥスという──史し上じよう最初の、『両りよう界かいの嗣し子し』だった。




「オギャアー!!」




　まったく人間と同じ声で、

　まったく人間と同じ姿すがたで、

　その、生物として無力な赤ん坊は泣いている。

「えっ、ど、どうすれば」

　吉田は慣れないものを前に、唯ただ慌あわてふためくしかない。

　ヴィルヘルミナが、昔──丸まる五百年ばかりの──取った杵きね柄づかと、

「お任せを！」

　その子を受け取って、自らのリボンで産うぶ着ぎを織り成した。そのまま抱きかかえて、ゆったりとあやし、持ち上げて背中を軽くトントンと叩たたく。実に堂に入った仕し草ぐさだった。

「男の子でありますな」

「健けん康こう体」

　ティアマトー共々確かめてから、その顔をジッと見つめる。本当に生まれたばかりの、肌はだの色も真まっ赤かな赤ん坊は、どちらに似ているのか、まだその判別すら付かない。

　共に取り上げた吉田も、その存在に絆ほだされていると感じつつ、伝でん言ごんの続きを口にする。

「ヨーハンさんは、あのままだと、もう長くなかった……だからフィレスさんに、こう言ったそうです──『死を唯ゆい一いつ乗り越えられる生、子供を、僕らの存在で作ろう』──って」

　言われて、ヴィルヘルミナは『約束の二人エンゲージ・リンク』のことを思う。

　フィレスも、ヨーハンも、二人して死ぬのなら、喜んで死ぬだろう。

　片方だけが死ぬのなら、もう一人も、すぐに後を追って死ぬだろう。

　では、二人とも生きる方法が、今のこれだけだったら、どうするか。

　答えは……考えるまでもなかった。

　そうと分かって、まだヴィルヘルミナは全てを吞み込みきることができない。

「自分たちの存在を、別の命に……」

　吉よし田だはそれを、無む理りもないと思う。自身も、夢で二人の安らいだ姿を見ていなければ、自己の存在を消去した上での新たな生命創そう造ぞうなど、納なつ得とくできなかったに違いない。否、今も納得はできなかったが、既に今、存在している。それは、とても大事なことのように思えた。

　自分でも言いたいことの深しん層そうを理解できないまま──未いまだ頭上に輝いている白はく緑りよく色しよくの自じ在ざい法ほうを介かいし届いた声を思い出しながら──少女は言う。

「私には、このユストゥス君に、あの神様が言ったみたいに大きな意味があるかどうかは分かりません。でも、こうして生まれて、ここにいるんです。育てて、守るべきだと思います」

　これに、厳きびしい声で返したのは、イーストエッジとケツアルコアトル。

「真実がどのような形であれ、今、早急な結論を出すことは不可能だ。現に、この子はただそこにいるだけの現状でも、破は天てん荒こうの存在と言える。なにしろ──」

「封絶の、中で、動いている」

　誰だれもが誕生の衝しよう撃げきで失しつ念ねんしていた、それは決定的な異い能のうだった。

　一いつ瞬しゆんの、息を吞む沈ちん黙もくの後、

　ウェストショアが、感かん涙るいを抑えずに優しく取りなす。

「一人の子供を育てるには、村中の努力が必要だ、といいます。まずは周りが努力して、どのような子であるのかを確かめれば良いではありませんか」

「導きの神の言葉こそ、この子の存在を世界が容認している証あかし、と言えるかもしれません。ただし、彼かの地『無ザ何ナ有ド鏡ウ』に行くことが前提となりますが」

　チャルチウィトリクエの方は、あくまで〝紅ぐ世ぜの王〟としての理り屈くつで補足した。

　サウスバレイとテスカトリポカは物見高く言うだけである。

「これが本当の、死により私は生まれる、というやつか？」

「歩いた足あし跡あとで、人は永遠に知られる！　『約束の二人エンゲージ・リンク』は、『両りよう界かいの嗣し子し』を生み出した行為自体、『両りよう界かいの嗣し子し』が起こす新たな流れ、どちらによって永遠となるのだろうな!?」

　そのとき、

「あー」

　怒ど鳴なり声に反応したのか、その『両りよう界かいの嗣し子し』ユストゥス自身が、場に声を齎もたらした。

　それを胸の内に抱くヴィルヘルミナは、

「……」

　遅まきながら、この友らの忘れ形がた見みという存在を、観念ではなく肌はだ身みで感じた。それが、自分に託たくしてくれた、という実感として、心に染しみ入ってくる。今や、余よ計けいな思おも惑わくも、互いの立場の違いも、まして戦いや謀はかりごとも介さず、ただ──この子が在る。

　それだけで、ヴィルヘルミナの心に熱いものが溢あふれていた。

　この子が『両りよう界かいの嗣し子し』だろうがなんだろうが関係ない。

　託されたことと、より以上の愛いとしさで、この子を守る。

　誰に言われるでもなく、なんの理屈もなく、誓ちかった。

　シャナは、ちょっと面白くない。

「……」

「この『両りよう界かいの嗣し子し』──」

　言って、話を始めようとしたアラストールに、

「ユストゥスであります」

「周しゆう知ち徹てつ底てい」

　ヴィルヘルミナとティアマトーはぴしゃりと言い、口を封じた。

　代わりにシャナが、ちょっと意い地じ悪わるなことを自己嫌けん悪おしつつ、冷静に展望を推測する。

「今はまだ〝徒ともがら〟の誰だれもが、新しん世界創そう造ぞうに浮かれて、この子のことは気に留めてないと思う。でも、そう遠くない未来に、導きの神に示された可能性や、今在る場所でなにができるか、真剣に考える者たちも出てくるはず。それに備えるためにも、まずは、その……ユストゥスを、向こうで育てなきゃいけないと思う」

　ヴィルヘルミナの横で、赤あかん坊ぼうに指を出して遊んでいたマージョリーが、

「まずは、ってんなら、キアラたちが戻ってきたらどうすんのか、から考えましょ」

「まあ、あんま余よ裕ゆうのある状況でもねーわな」

　さらにマルコシアスが、現実的な意見で当面の話を締めた。

　そこに、

《私たちが、どうかしましたか？》

《戻ってきたわよー。外もまあ、すごいのなんの。封ふう絶ぜつに入りきらない〝徒ともがら〟の山よ》

《未いまだに創造神しん様の命令守って、人間を喰らってる様よう子すがないのは救いかしらね》

　キアラとウートレンニャヤ、ヴェチェールニャヤの遠えん話わが届いた。

　声に遅れて数秒、火ひの粉こ舞い散る北の空に、より眩まばゆい極きよう光こうが一点、煌きらめく。

　常の飛行よりも、かなり低い。ほとんど民みん家かの屋根の上スレスレで、そう高くないマンションを避けなければならないほどの高度で〝ゾリャー〟は飛んでいた。

　そうするのも当然、御み崎さき市し全域を包み込む封絶の空は今、戦い終わってなお雪な崩だれ込んでくる〝徒ともがら〟により、渋てい滞たいよろしく埋め尽くされているのだった。

　悠ゆう長ちように地面を走ってなどいられない、既すでにできあがっている『天てん梯てい』に、その入り口たる空を、直接飛び行こう。誰だれもがそう考え、そうしていた。

　おかげで、と言うべきなのか、熾し烈れつな戦いでボロボロになった御崎市の街並みは、冗じよう談だんのように閑かん散さんとして、風ふう変がわりな雲に敷かれている。

　それらが飛び込み続ける『天てん梯てい』と、後に残され散って行く火の粉で、空は光の海に影の行き交う、幻げん想そう的な光こう景けいを現出させていた。

　と、不意に、

　キアラら後方のマンションが崩くずれた。

　巨きよ大だいな〝徒ともがら〟が薙なぎ倒したわけでもないらしい。炎ほのおの色も進んでくる影も見えない。

　と、またも、

　彼女らの脇に建つマンションが崩くずれた。

　やはり〝徒ともがら〟の姿すがたは見えないが、明らかな方向性を持ってキアラたちを追ってくる。

　と、さらに、

　今度は二つ同時に、マンションが崩れた。

　見る者らは、ようやく実感した。キアラの後方に、見えない巨大な物体がいる、と。

　これに、シャナが向き直り、ヴィルヘルミナが倣ならった。

　二人が見やる先、キアラのすぐ後ろに、空気を押し退のける得え体たいの知れない感覚がある。

　その中、

《よう、おひさー》

《というほど、日数は経たってないはずだがね》

　陽気で気きっ風ぷの良い女の声と、のんびりした男の声が響ひびいた。

　キアラも〝ゾリャー〟を縮めて髪かみ飾かざりに変え、一同の前に着きやく地ちする。

「誘ゆう導どう完了です」

　言って、後ろを見上げた。

　シャナとヴィルヘルミナは感かん慨がいを持って見上げ、吉よし田だやマージョリー、『三さん神しん』が視線を彷徨さまよわせる宙ちゆう空くうから、急に姿を現した長細い橋が降りてくる。

　その先せん端たんに一人、立っているのは、ショートの髪かみとギラギラした目つきが印いん象しよう的な女フレイムヘイズ、『輝き爍しやくの撒まき手』レベッカ・リードだった。

「全世界の物好き、総そう勢ぜい千二百二十五名のフレイムヘイズ、集めてきたぜ」

「いやあ、秘ひそかに情報を回してくれた、ゾフィーに感かん謝しや感謝だねえ」

　その右手首のブレスレット〝クルワッハ〟から言うのは〝糜び砕さいの裂れつ眥せい〟バラルである。

　ズシン、と橋が降りると、その背後にうっすら、巨大ななにかが浮かび上がってくる。

　微かすかに球形の輪りん郭かくが見え、やがてそれも透すけて、内部の構造物が古めかしい陰を浮かび上がらせる。それは、石造りの双そう塔とう城門を構えた、巨大な移動城じよう塞さいだった。

　驚く吉田に、シャナが誇るように教える。

「これが、私の故こ郷きよう。『天てん道どう宮きゆう』っていうの」

「シャナちゃんの故郷……」

　美術品と言っていい壮そう麗れいな姿に、吉田は息を吞む思いだったが、絵画と違って、その城じよう門もんの中や城じよう壁へきの上には、服装様さま々ざまなフレイムヘイズらしき人ひと影かげが数多く見えていた。

　アラストールが、少々不ふ機き嫌げんに言う。

「この場で『秘ク匿リのユ聖プ室タ』を開けるのは不ぶ用よう心じんであろう。上空には無数の〝徒ともがら〟が、至し近きんには未だ、奴らもいるのだぞ」

「この方が、上空への展開が早いんだよ。それに、キアラが言うには、もう戦せん闘とうは終了して、創そう造ぞう神しんもあっちに行っちまったんだろ？　今さら千人に喧けん嘩か売るわけ……あり得るか」

　言う間に自説の破は綻たんしたレベッカは、困って腕を組んだ。

　バラルが、やはりノンビリとフォローする。

「中の皆が、来る前からかなりピリピリしててね。空じゃなく実景でなきゃ停てい泊はくすべきじゃないって人までいるんだよ。これだけの数を見るのも初めてなんだ、勘かん弁べんしてくれないかな」

　ふん、とマージョリーが鼻を鳴らした。

「遅れてきて甘っちょろいこと言う奴やつがいるわねえ。こちとらさっきまで、天地を埋め尽くす雑ざ魚こと［仮装舞踏会バル・マスケ］全軍と三柱臣トリニテイと創造神と、諸もろ々もろごっちゃに戦ってたのよ？」

「なんせカムシンの爺じいさんも、逝いっちまうくらいだからな」

　マルコシアスが静かに付け加えた言葉に、レベッカは目を剝むく。

　キアラも周りに目をやって、その事実を確かめ、沈ちん痛つうな面おも持もちになった。

　その重くなりかけた空気を、シャナが打だ破はする。

「この今、来てくれたことに意味があるんだから、いい」

「うむ。そちらとて無む謀ぼうな冒ぼう険けんに、これから挑いどまねばならんのだからな」

　アラストールも言って、話を戻した。

　レベッカが移動城じよう塞さい『天てん道どう宮きゆう』に乗せ、引き連れてきた一千二百余名は、これから新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へと向かうべく志し願がんし集つどったフレイムヘイズらである。

　膨ぼう大だいな数の〝徒ともがら〟がこの世から逃げることを許さない憤ふん怒ぬ、結局は場所を移すだけで放ほう埒らつの行いに変わりはないとの推測、復ふく讐しゆうの対象を逃のがさず討うつ執しゆう念ねん、今後の世界の在あり様ようを見届けたい好こう奇き心しん、戦いのなくなる世界への不安等々、志願の理由は様さま々ざまである。

　中ちゆう国ごくでの戦いに敗れて後、レベッカは御み崎さき市しにおける決戦の後を託たくされて、一人この招しよう集しゆうをかけるための（ついでに『天てん道どう宮きゆう』を強ごう奪だつするための）別行動を取っていたのだった。

　新世界の創造が成った後に、フレイムヘイズ不在の世界ではない、と知らしめることによる抑よく止し力りよくを僅わずかでも作るために。彼らにとって『無ザ何ナ有ド鏡ウ』が無制限の楽らく園えんではない、と示し続けるために。少なくとも、何らかの新たな対たい抗こう策が構築されるまで、フレイムヘイズは、その多た寡かによらず新世界に存在することに意義があるのだった。

　その、必ずしも明るくはない未来に向けて、人員を集めるという難なん行ぎようを、レベッカは見事にやり遂とげた。元より人望と統とう率そつ力があったとはいえ、やはり只ただ者ものではない。

「で、実験してるっていうサーレの野や郎ろうはどこだ？」

　早さつ速そくと周りを見渡す彼女に、

《後ろの土ど手てだ。やれることはやって、実りなし。あとは親おや父じ殿どのよろしく人体実験だな》

　サーレからの遠えん話わが届いた。

　言われた通りに見れば、やや離れた位置、土手の階段に気の抜けた風ふうに彼が座っている。周りには、死体かと見み紛まごう土の人形が幾いく体たいか、乱雑に散らかっている。

　彼は先せん刻こくから、新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』にフレイムヘイズが無事渡れるかどうかを調査していたのだった。死に目に遭あうより、できることがあるなら即そく座ざにやっておく。それをこそカムシンが望むと分かっていたからである（これは『天てん道どう宮きゆう』誘ゆう導どうに向かったキアラも同様）。

　上空、火ひの粉この彼方かなたに霞かすむ『天てん梯てい』を見上げて、続ける。

《どうやら［百ひやつ鬼き夜や行こう］の〝燐りん子ね〟は無事に通れたようだ。糸は伸ばしたが、入った途と端たんに分解されて向こうに届かせることはできなかった。同様の理由で人形も無む意味だ》

　言いつつ、合流するため歩き出した。

　レベッカはマージョリーと顔を見合わせる。

「人体実験、ねえ」

「放り込んだとして、報告に帰れないんじゃ意味もなさそうだけど」

　また志し願がんを募つのるのか、と多少気を重くする二人に、

「我々が行こう」

「我ら三人、纏まとまれば、戦力も、大きい」

　イーストエッジとケツアルコアトル、

「ははははは！　偉そうにしてる分は働かなきゃならんか」

「今さら勇なきなりと誹そしられるも業ごう腹はら、やるよりあるまい!!」

　サウスバレイとテスカトリポカ、

「やっぱり、そうなります、よね……」

「ええ。私たちの力なら、到着先での状況にも対たい抗こうできるでしょうし」

　ウェストショアとチャルチウィトリクエら『大地の三さん神しん』が、無む駄だな反論も無む為いな拒否も許さない、決定事項として各おの々おの言い合った。

　レベッカは、この言い出したら聞かない三人にして六人の申し出に、

「どうするよ、贄にえ殿とのの？」

　まず天てん罰ばつ神しんの契けい約やく者しやたるシャナへと意見を求めた。

　アラストールが先に答える。

「止める理由はないな。実力的にも順当なところだ」

　シャナは少し考えてから、

「三人、ただ漫まん然ぜんと飛び込むんじゃなく、衝しよう撃げきや幻げん惑わくに備えて、互いをしっかり保持していくのなら、いいと思う」

　と、実行段階での提案をした。

　つまるところ、誰だれからも反対意見は出ない。

　提案に、『三さん神しん』は各々の形で肯こう定ていし、さっさと発たつべく頭上を見上げた。

　そんな気の早い彼らは措おいて、シャナはもう一つ提案する。

「『天てん道どう宮きゆう』に入るのは、操そう縦じゆうに慣れたヴィルヘルミナだけにして、他の連れん中ちゆうは外で生なま身みのまま突とつ入にゆうした方がいい。向こうで［仮装舞踏会バル・マスケ］が待ち構えてたら、中から出る前に──」

「お、お待ちを」

「容よう認にん不ふ可か」

　ヴィルヘルミナとティアマトーが、たまらず遮さえぎった。彼女が、まだ最後の戦いをここに残していることを、当然自分はその助けとなることを、二人は考えていたのである。

「これから、まだ貴女あなたは──」

　が、

「ヴィルヘルミナとティアマトーは、その子を守って」

　今度はシャナが、遮り返した。

　レベッカが初めて、その存在に気付いて、

「なんだ、そのガキンチョ？」

「ん、赤あかん坊ぼうって、まさか……導きの神の言ってた……!?」

　頭の巡りの早いバラルが、あっさり察する。

　マージョリーやサーレ、初対面のキアラ、『大地の三さん神しん』までも、この子について今、レベッカらに説明すべきなのか分からず、あえて黙だまった。レベッカだけならともかく、他に一千二百余よ名めいのフレイムヘイズまでいるのである。無む駄だに事態を拗こじらせるわけにはいかない。

　当のヴィルヘルミナとティアマトーの方は、

「……」

「……」

　胸の内で眠る子を前に、言い返せなかった。

　未いまだ危険なこの状況下、どんな考えを持つか知れない他人に、この『両りよう界かいの嗣し子し』ユストゥスを預けるのは、敵であれ味み方かたであれ、在り得なかった。

　個人としての友情、戦友としての信頼、討うち手としての節せつ義ぎ、この場合はどれも全く、目安にもならず役にも立たない。ユストゥスの特とく異いさ、存在の意義から、下へ手たをするとレベッカやサーレ、キアラにすら──有能であればなおさら、フレイムヘイズたる彼女ら彼らに──どんな魔まが差すか分からないのである。

　まさしく、託たくされた自分たちしか、本当にこの子を守る者がいない。

　そのことにヴィルヘルミナとティアマトーは気付き、愕がく然ぜんとなった。

　二人ともが、シャナを見て、なにか言おうとして、結局は言えない。

　絶対に放り出せないものを抱いて、今度は揃そろって立ち竦すくんでしまう。

「私、は……」

「……」

　またも背負っているもののせいで、と落らく胆たんしかけた彼女の懊おう悩のうを、

「だから、任せてくれればいいの」

　またも彼女の育てた少女が、まったく鮮あざやかに解きほぐしていた。

「!!」

「!!」

　シャナは育ての親らを煌きらめく灼しやく眼がんで見上げて、

「だから、先に行って、待ってて」

「我らの心配は無用だ。こちらに残る『弔ちよう詞しの詠よみ手』も居る」

　アラストール共とも々ども、ハッキリと別れを告げた。

　すぐ傍そばにあったマージョリーが、思わず苦く笑しようする。

「そりゃ、そーだけどさ。こういう形であてにされちゃうわけ？」

「カタブツ大だい魔ま神じんに見抜かれるほど露ろ骨こつな、自分のラブラブさ加か減げんを恨うらみやがブッ!?」

　マルコシアスも言って、バンと叩たたかれた。













　移動城じよう塞さい『天てん道どう宮きゆう』周囲の空域へと展開したフレイムヘイズ一千二百余よ名めいが、隊たい伍ごを隙すきなく纏まとめて、慎しん重ちように上昇を始める。戦せん闘とうにならないよう、距きよ離りを取って、『天てん道どう宮きゆう』諸もろ共とも一いつ緒しよに新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へと雪な崩だれ込む算段である。

　それを、シャナとマージョリー、吉よし田だだけが見送る。

　新世界に続く『天てん梯てい』は、いつ消えるか分からない。慌あわてて全員で飛び込むような真ま似ねが危険である以上、彼女らの戦いの決着を律りち儀ぎに待ち続けることはできなかった。

　そして、未知の世界に飛び込むとなれば、戦力を集中させておいた方が良いのは自じ明めいの理りである。誰だれを残す必要もない、フレイムヘイズらは一ひと纏まとめで突とつ入にゆうすべきだった。

　斯かくして、残ることになった彼女らに、

　逸はやる気持ちを隠かくさずに飛び上がったレベッカとバラルが、

「またな！　ケーサクによろしく言っといてくれ！」

「それじゃあ、因いん果がの交こう叉さ路ろで」

　と簡かん潔けつに言い置いて去り、

　いつも通り、気の抜けた風ふうなサーレと気き取どったギゾーが、

「このまま一いつ緒しよにいきゃいいものを、物好きの極きわみだな」

「恋愛が物好きの極み以外のなんだと言うんだい？　でなきゃキアラが君なんか──」

　並んでいたキアラにぎゅっと首を絞しめられ、すぐ威い儀ぎを正した彼女ら、

「が、頑がん張ばって下さいね。絶対負けないと思いますけど」

「男ブッ倒して凱がい旋せんかあ。後で話聞かせてよね」

「そうそう、うちのキアラにも見習わせたいし！」

　ウートレンニャヤ、ヴェチェールニャヤにも囃はやされて、

　イーストエッジとケツアルコアトルから、

「真まっ直すぐ語れば、光の如ごとく心に届く、という」

「裁さばきの業わざよ、眩まばゆき炎ほのおよ、疾とく片付け、『無ザ何ナ有ド鏡ウ』に、来たれ」

　サウスバレイとテスカトリポカから、

「ははははは、俺おれたちが向こうで全ぜん滅めつしてないよう祈ってくれ！」

「せめて、相手が世界の法則などではなく、牙きばの立つ敵であればよいのだがな！」

　ウェストショアとチャルチウィトリクエから、

「うう、こんな酷ひどい戦いに……決して負けてはいけませんよ？」

「今の状況を戦せん場じようを、利用することです」

　それぞれ言葉を受け取り、

　最後に、シャナが言う。

「またすぐ、探すね」

「良い戦せん果か報告を期待するがいい」

　言われてヴィルヘルミナは、この期ごに及んで愛いとしい少女に不安を抱かせまいと、無む表情であるよう努めた。が、しかし、いつもそれはすぐに暴あばかれてしまう。

　マージョリーが呆あきれた風ふうに肩を竦すくめた。

「なーに泣きそうな顔してんのよ」

「いい年した飲み友達の別れだぜ、すっきりさっぱりいこうや」

　マルコシアスは、その言った通りの態度で接する。

　彼女らと吉よし田だには、もう二度と会えない可能性の方が高い。

　そう思うと、ヴィルヘルミナはやっぱり、駄だ目めなのだった。

　吉田が、強く明るく笑って、その胸に抱かれて眠るユストゥスを見る。

「元気でね」

　小こ声ごえで言ってから、ヴィルヘルミナに向き直った。

「お世話になりました、カルメルさん。この街も、私も守ってもらって……他にも、誕生日とか、お食事会とか、清せい秋しゆう祭さいとか、勉強を見てもらったり、シャナちゃんと遊びに行ったり、たくさん、たくさん、本当に……ありがとうございました」

　言えること全部、巡って終わる日々を込め、深々とお辞じ儀ぎする。

「皆さんの作った世界が、良いところであって欲しいと……心から思います」

「そのお言葉、有り難く頂ちよう戴だいするのであります」

「多た々た感かん謝しや」

　負けずに深々とお辞儀してから、ヴィルヘルミナは隣となりを見た。

　マージョリーは可お笑かしそうな顔に、少しだけ泣きそうな顔を、混ぜている。

「その子、新しい生き甲が斐いってやつ……他人から貰もらってばっかりで、不満じゃない？」

「前ぜん代だい未み聞もん空くう前ぜん絶ぜつ後ご！　重荷厄やつ介かい七しち面めん倒どう！　ってか？」

　彼女らは、嫌いや味みでからかっているのではなく、思いやりで確かめている、とヴィルヘルミナにはちゃんと分かった。一いつ緒しよに飲んだ分くらいは、通じ合っている。その通じ合っているものを声に込めて、堂々と言い放つ。

「応えねば、助けねば、ではなく……応えよう、助けよう、そう思えたのであります」

「依い然ぜん不安定」

　ゴン、と余よ計けいなことを言ったティアマトーを、自分の頭を殴なぐって懲こらしめ、もう一度。

「それこそが私だと、思えたのであります」

　マージョリーは、ふーん、と妙みような声を出してから、にこっと笑う。

「なら、いいわ」

「ヒヒッ、せーぜー幸せに暮らしました、ってテンマツになるよう励んでくれや」

　マルコシアスも、声で笑って、声で発はつ破ぱを掛ける。

　そしてヴィルヘルミナは、シャナに言う。

「今の貴女あなたにこそ……この言葉は、相応ふさわしい」

　抱き合わず、握あく手しゆもせず、二人は笑顔だけを、交わしていた。

「天てん下か無む敵てきの幸運を、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』──シャナ」







　空に穴を開ける『天てん梯てい』に向かって『天てん道どう宮きゆう』が、飛び立つ。

　それを取り巻く一千を超える、しかし〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟に比べ微び々びたる数の、フレイムヘイズ。

　先頭を行く『大地の三さん神しん』始め、見知った顔も、見知らぬ顔も、皆して、別れを告げる世界を見下ろし、またすぐ、行くべき世界を見み据すえて、飛んで行く。

　見送るシャナとマージョリー、吉よし田だの視し界かいの中で、それは無数に舞い続ける火ひの粉この中へと薄れ……唐とう突とつに、吸い込まれたのか転てん移いしたのか、空中に『天てん道どう宮きゆう』分の大穴と、周囲のフレイムヘイズら分の空白とが、できていた。

　見る側としては、まことに呆気あつけない、旅立ちを見届けた三人にして五人は、残った気配二つに向けて、歩き出す。河川かせん敷しきから、泥どろに埋もれかけている石段を上がって、土ど手ての上に。

　しばらく、誰だれも口を利かない。

　しかし、嫌いやな気分ではなかった。

　互いに、こういう組み合わせで歩いたことがあっただろうか、と思い、一年にも満たない付き合いなのに意い外がいと長く感じる、と思い、こうやって歩くのも最後か、と思う。

　土手の上の道から、御み崎さき市しを見る。

　戦いの痕あとは酷ひどいもので、見知った全てに、なんらかの破は壊かいがなされていた。

　であるというのに、どこにも〝徒ともがら〟が見当たらない。今も上空、舞い踊る火ひの粉この上を無数に飛んでいるのだろうが、地上には見当たらない。あれだけの数で彼女らを取り囲んだ〝徒ともがら〟が、襲おそい来た［仮装舞踏会バル・マスケ］が、聳そびえていた巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』さえ、見当たらない。

　その光こう景けいは、奇き妙みような虚きよ無む感かんを以て、戦いが終わったことを錯覚させた。

　と、

「あっ？」

　歩いている吉よし田だの前にあった石が、独ひとりでに動いていた。

　シャナとマージョリーが、歩く調子は変えないまま、周囲に気を配る。

　フレイムヘイズにとって、起きている現げん象しようには、数え切れないほどの覚えがあった。

　封ふう絶ぜつの修復である。

　広大な御み崎さき市し全域で、無数の破は壊かいされた箇か所しよが、ゆっくりと、無音で、テープの逆回しのように、封絶の張られた瞬しゆん間かんの姿すがたへと、復元されていく。

　砕くだけたアスファルトがひびを霞かすませ、跡あと形かたもなくなったビルが建て直され、燃え落ちた屋根が持ち上がり、半なかばから折れた街がい灯とうが伸び、消し飛んだ人間も元の姿を取り戻す。黒い焼け跡や、薄く澱よどんでいた煙さえ、跡形もなく消えてゆく。

　光景は、どんどん元通りになっていった。

　戦いの痕こん跡せきを、隠かくすように。

　なぜか、それに耐えられなくなった吉田が、尋たずねていた。

「マージョリーさんは」

「んー？」

「やっぱり、佐さ藤とう君がいるから、残るんですか？」

　常ならはぐらかすなり誤ご魔ま化かすなりするだろう、ストレート過ぎる質問だったが、マージョリーはのんびり歩きながら、ごく当たり前に答える。

「まあね。今さら捨てたら泣いちゃうでしょ」

「ヒャッハハ、そーりゃどっちが？」

「……」

　マルコシアスをブッ叩たたくべきか考え、馬鹿らしくなって、止めた。回った会話の惰だ性せいのように、吉田にとって意味があるかどうかは関係なく、説明を始める。

「……それだけじゃ、なくってさ。あの新しん世界、まったく〝徒ともがら〟らしいっちゃらしいけど、強制的に全〝徒ともがら〟を搔かき集めるんじゃなく、行きたい奴やつしか行かせなかったでしょ？」

「行きたい、奴……あっ」

「分かった？　そう多くはないはずだけど、こっちが好きで残っているかも知れない〝徒ともがら〟を始し末まつするため、私は残ざん留りゆうするの。それに、儀ぎ式しきだの『天てん梯てい』だの、なにがどう行われたか、詳しく知ってる奴が残って、そっちとの行き来ができるか、研究する必要もあるし」

　これを聞いて、吉よし田だが顔を明るくした。

「できるんですか？」

　が、

「できない」

　あっさり、マージョリーは言い切る。

「新世界と〝紅ぐ世ぜ〟はそうなるけど、こっちとは行き来させる要因が不明なんだもの。仮に手がかりらしいものを得たとしても、数百年ってレベルの研究が必要かも知れない」

「そう、ですか」

　落らく胆たんした少女の気持ちを切り替えさせるために、また今から起きる事への覚かく悟ごを決めさせるために、しっかりと現状を把は握あくさせる。

「ま、そんな未来のことよりも、今すぐやらなきゃいけないこと、多分ここでの最後のお仕事の方に、専念するとしましょうか」

「……はい」

　しっかりと、吉田は答えた。

　マージョリーもマルコシアスも、いつしか一歩前を無言のまま進んでいるシャナも、アラストールでさえ、付いてくるな、と彼女に言わなかった。全く、今さらの話なのだった。

　シャナの足が、土ど手て上の地面から、平へい坦たんな敷しき石いしの上に乗る。

　そこは、御み崎さき大おお橋はし。

　吉田の頭上、パラの名残なごりのように浮かんでいた白はく緑りよくの輪が、

「！」

　マージョリーの色、群ぐん青じようからなる自じ在ざい式しきへと上書きされる。

　途と端たんに体が軽くなり、一歩歩く前より先に、足の裏が地面を離れた。紅ぐ蓮れんの双そう翼よくを燃やして先頭を行くシャナと、神じん器ぎ〝グリモア〟に乗って飛ぶマージョリーに続く。

　三人は高く舞い上がり、橋に二つある大きなＡ型の主しゆ塔とう、その東側の頂いただきへと舞い降りた。

　封ふう絶ぜつの中に、風は未いまだ吹かない。

　ただ、全て直った光こう景けいだけが、眼がん下か一面広がっていた。

　唯ゆい一いつ、橋のすぐ脇には、巨きよ塔とう『真しん宰さい社しや』の残ざん骸がいが、砕くだけた岩がん塊かいともども見えている。

　そこに、

「──ッ」

　シャナの深い呼吸の音が過よぎる。

　マージョリーも、気付いて吉田も向き合う、もう一つの主塔の頂に、人ひと影かげが二つあった。

　一つは、主塔の端はしに腰を下ろし、もう一つは、そのすぐ後ろに立っている。

　腰を下ろして、手先で透とう明めいな煉れん瓦が状の自在法ほうを弄いじっているのは、坂さか井い悠ゆう二じ。

　興きよう味みなさ気に、その肩に剛ごう槍そうを掛け、立っているのは〝千せん変ぺん〟シュドナイ。

　御み崎さき市しに残された最後の異い能のう者らが、ここに対たい峙じを果たす。

　そのとき、

　シャナらが思いもよらない異い変へんが──起きた。

「!?」

　封ふう絶ぜつが、解けたのである。







（どう、なったかなあ……）

　自宅のベッドで、落ち着かない気分のままゴロゴロと寝返りを打っていた田た中なか栄えい太たは、自分の視し界かいが突とつ然ぜん、稲いな光びかりの中に埋まったように思った。

（雪が降るような日に、雷かみなり？）

　思ってから、

「──」

　異変の原因に思い至って、がばっと飛び起きる。

「──どうなった!?」

　変な叫び声を上げて、自宅の大窓から外を見た彼は、




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」




　意識せず、腹の底からの絶ぜつ叫きようを上げていた。

　見る限り、街には傷一つ付いていない。

　遠くのビルから黒こく煙えんも上がっていない。

　今さら確認したが、自分も生きている。

　が、それらよりも、

　頭上、

　曇どん天てんだったそこに、

　真夜中の空を染め上げる、とんでもない輝きが広がっていた。

　眩まぶしさに眼めを細めてよく見れば、それは密集した火ひの粉こからなる、雲。

　その奥には、目に見える形でハッキリと、無数の〝紅ぐ世ぜの徒ともがら〟が、飛んでいる。

　そして、雲の中心たる場所に、螺ら旋せん状の巨きよ大だいな物体が浮かび、これらを吸い込んでいた。

「──」

　あまりにも無む茶ちや苦く茶ちやな、なにを表しているのかも理解できない、文字通り想そう像ぞうを絶する光こう景けいに面した彼は、ただただ見上げることしかできない。理性など働かず、さっきまで思っていたはずの、シャナらの勝敗も、全て頭から吹っ飛んでしまっている。

　この反応は、気付いて空を見上げた御み崎さき市しの住人、全てに言えることだった。

　見上げる以外になにか行えるほどの、精神的な余よ裕ゆうを持つことができない。

　田た中なかも、何事もなければ、恐らくはそのまま見上げ続けたはずである。

　が、

　何分かして、携けい帯たい電話が鳴った。

　ビクッとなってそれを見、自分がなにをしているのか、なにをしようとしていたのか、なにをすべきなのか、ゆっくり、おぼろげに、思い出してゆき、

　その表ひよう示じの『佐さ藤とう』の文字で、突とつ如じよ鮮せん明めいになった。

「──ッあ!?」

　しがみつくように携帯を取り上げ、通話ボタンを押す。

《通じた!!》

「佐藤─!!」

　田中は何な故ぜだか叫んでいた。

《田中─!!》

　佐藤の方も叫び返してくる。

《なんともないよな？　こっちじゃ被ひ害がいとか見えないけどよ!?》

「どこにいるんだよ!?」

　田中は語気が抑えられない。相手を罵ののしっているのではなく、まるでなぜここで一いつ緒しよに感じない、という風ふうな、残念さすら籠こもった妙みような叫びだった。

　佐藤の方も似たようなもので、

《山やまの手て、大おお戸との方だよ!!　行きたいんだけど、レベッカさんに止められて、監かん視し班はんに入れられてる!!》

　入れられてる、というのは聞き捨てならないな、と感度が良いらしい電話（実はマイク付きの無線機に繫いでいる）から、男の声が入る。その後も文もん句くを言う男に向かってらしい、

《すいません、オルメスさん。いえだから、そういうことではなくって》

　まあいい、無事な友人と話したまえ、とまた男の声がしてから、

《とにかくだな、御崎市の封ふう絶ぜつが突とつ然ぜん解かれて、そういうことになってんだよ！　オルメスさん──すごいフレイムヘイズなんだけど、その人が言うには、たぶんシャナちゃんの計画は成功したらしい！　レベッカさんたちも『天てん道どう宮きゆう』ごと新しん世界ってのに渡ってだな》

「待て待て待て待て!!」

　堰せき切きったように続く説明に、逆に混乱した田中が、声を切らせた。

「つまり、シャナちゃんが勝って、坂さか井いは負けちまったのか!?」

　外の様よう子すを見るに、明らかに〝徒ともがら〟が黒い螺ら旋せんから何処いずこかに出て行って、主しゆ観かん時間でほんの少し前、坂井悠ゆう二じに聞かされた『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞうが成ったとしか思えない。

《それが、シャナちゃんはその『無ザ何ナ有ド鏡ウ』ってのを、人間にとってもいいものに変えたんだとさ。要するに、だいたいは万ばん々ばい歳ざいなわけだ！》

　息が切れてきたらしい佐さ藤とうは、それでも最後まで言い切った。

　田た中なかはだいたいのことを把は握あくして、そしてつまり、なにがどうなったかを、感じる。

「もう誰も喰われなくて済むんだ!!」

　嬉うれしさが爆ばく発はつしそうになる。

　しそうに、なって、しかし、思った。

「ん、じゃあなんで、今みたいなことになったんだ？」

《ああ、それだ。俺おれも遠くでの待たい機きと監かん視しになってる理由なんだが、まだ街に大物の〝徒ともがら〟が残ってるらしい》

「上で、いっぱい飛んでるのとは、また違うのか？」

　だんだんわけが分からなくなってきた田中は、携帯を摑つかんで、窓から身を乗り出した。

　佐藤も説明し難いらしく、声に勢いがなくなる。

《さあ……それがよく分からな──》

「いや、いい」

《はあ？》

　急に田中の声が平へい淡たんになったことに、佐藤は戸と惑まどいの声を返した。

　しばらく、といっても数秒ほど、沈ちん黙もくを経て、田中は言う。

「見えた」

《なにが》

　言ってから、佐藤は気付いた。

《ちょっ、待て!!》

「御み崎さき大おお橋はしだ」

　田中は呆ぼう然ぜんと、声を返してくる。

　佐藤の側も、監視の望遠カメラが微び調整を行い、映えい像ぞうを捉とらえた。

《は……なんだ、こりゃ》

「なんだろうな」

　二人は、見えているものについて、そう言い交わすしかない。

　封ふう絶ぜつの中ではない、街明かりが背後に見えている御崎大橋の主しゆ塔とう双そう方ほうに、まるで怪かい獣じゆう映画のように、二体の巨きよ大だいな怪かい物ぶつが取り付ついていたのである。







　悠ゆう二じは、自じ在ざい法ほうを弄いじる手を止め、まず最初に礼を言った。

「戻ってきてくれてありがとう、吉よし田ださん」

　吉よし田だは、遠くにありながら自分にもハッキリと聞こえる声に、ゆっくりと声を返す。

「坂さか井い君自身の望み、っていうのが、あるんですよね？　私、それを聞きに来たんです」

　聞かれた悠ゆう二じは、危なげなく主しゆ塔とうの橋から立ち上がり、

「ここまで来たんなら、聞く権利はあるだろうね」

　未いまだ代だい行こう体たいの時から変わっていない風ふう貌ぼうで、しかしどこか柔らかくなった声で返した。

「吉田さんに、最初にやって貰もらったことを、覚えてるかな」

「ええと、たしか大きな力を通すための、逆転アンチ、印章シール？」

　記き憶おくを辿たどる吉田に、頷うなずいて見せる。

「うん。かつて膨ぼう大だいな存在の欠けつ落らくによって生じた隙すき間まだらけ、不安定になった御み崎さき市しを、吉田さんという、ここで生まれ育った人間のイメージで整合・収しゆう縮しゆくさせた調ちよう律りつ……それと逆のことを行って隙間を大きく広げたのが、逆転印章アンチシール」

　言いながら、確かめるように、彼女らを順じゆん繰ぐりに見つめた。

「そうすると、この世の存在は互いの結びつきを見失って、ないも同然の状態になる……ここまでは、話したよね？」

　その視線を最期に当てられたシャナが、話を継ぐ。

「生じた大きな隙間に『零れい時じ迷まい子ご』から出した力を通して、あの『天てん梯てい』を作った」

「そう。本来は『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創そう造ぞうの負ふ担たんを軽減させるために、僕が提案した」

　その一人称しようの変化に、

「「!!」」

　シャナと吉田はともに驚き、目と目を合わせた。

　坂井悠二が、元に戻っている。思えば当然、代行体としての任務、新世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』創造は、全て終えたのである。創造神しんが何い時つまでも一いつ緒しよにいる意味はない。

　悠二は、そんな二人の衝しよう撃げきを知ってか知らずか、透とう明めいな自じ在ざい法ほうを手に、続ける。

「でも、本当は違う」

　シュドナイが眉まゆを微かすか、上げる。

　これにも悠二は構わず、続ける。

「効果はまったくその通り」

　手に在る自在法の内に、黒い自在式しきが燃えて浮かんだ。

「だからこそ容いれられたわけだしね。でも、坂井悠二は、それとは全く別のことも、同時に思っていた。逆転印章アンチシールで大きく広げられた隙間、つまりこの街に本来あった欠落に……今、頭上に渦うず巻まいている、空くう前ぜん絶ぜつ後ごの莫ばく大だいな力を注そそぎ込んだら、どうなるだろうって」

　あまりにも平然と口にされた言葉の意味を、最初、誰だれも理解できなかった。

　それが染しみ込んで、驚きに変わる少し前、悠二が継ぎ足す。

「いつか、ラミーが……〝螺ら旋せんの風ふう琴きん〟リャナンシーが、僕に言った。この世で完全に存在を無くした遺失物を復元する自在式を編み上げた、と。現に、たった今、彼女はそうした」

　驚きに変わって、表おもてに吹き出す少し前、悠ゆう二じは掌てのひらを広げる。

「そして、彼女に協力を要よう請せいし、その式も、もらった」

　そこには、彼女の自じ在ざい式しきの証あかしである、深ふか緑みどり色いろの結けつ晶しよう体たいが光っていた。

「死、という普ふ遍へん的な現げん象しようは払えない。でも〝存在の力〟の喪そう失しつなら元の型、つまり調ちよう律りつという整理・圧あつ縮しゆくで保存された断面が鮮せん明めいに残っていれば、可能だ……封ふう絶ぜつ内の修しゆう復ふくのように」

　誰だれもが、勘かんという次元で確信する。

（できる）

　全ての条件が、確かに揃そろっていた。

　逆転印章アンチシールにより広がった欠けつ落らくと、吉よし田だ一かず美み自身。

　リャナンシーの作った、遺い失しつ物ぶつを復元する自在式。

　この世に〝徒ともがら〟が残していった、莫ばく大だいな〝存在の力〟。

　吉田の境きよう遇ぐうを使い、リャナンシーの想おもいを使い、創そう造ぞう神しんの大たい命めいをも使った、それ。

　シャナもアラストールも、マージョリーもマルコシアスも、吉田一美も、シュドナイでさえも、この〝ミステス〟が秘めていた計画──御み崎さき市しの復元──に、ようやく驚きよう愕がくしていた。

　その隙すきを突いて、透とう明めいな自在法ほうが発動し、

「協力して、くれるよね？」

　悠二はいつかのように、しかし遙かに速く、主しゆ塔とうの間を渡っていた。

　ガン、と端はしに足をかけて、吉田の正面に立っていた彼の、あまりに優しく切ない、真しん摯しな声への戸と惑まどいと、瞬しゆん間かん移動そのものという、とんでもない速さで現れた驚きが、

（なっ!?）

（しまっ──）

　まんまと吉田を掠さらわれる、という失しつ態たいを、シャナとマージョリーに犯させた。

　再び主塔の床を蹴けって、吉田を連れた悠二が離れる、その姿すがたを目で追ったシャナは、

「悠二は」

　シャナはまず、その狙ねらいがどこまでの範囲を持つのか、問い質たださざるを得なかった。

「悠二は、自分も!?」

　主塔の間、元の位置に戻りつつある悠二は、悲しげに笑う。

　もちろん彼は、自身の復活など端はなから考えてはいなかった。

「まさか。ここにトーチとしての、僕の主体があるのに……でも」

「──ッ!!」

　シャナは、その最後の「でも」に、心からの寒さを覚えた。

　感じた寒さのままの、悠二の思いやりの言葉が、紡つむがれる。




「願わくば、平ひら井いゆかりさんを、再生させてあげてほしい」




　悠ゆう二じの抱える悲しみは、自分一人分のものでは、なかった。

　その言葉の意味を理解した吉よし田だは、刹せつ那なに涙を零こぼしていた。

「──っ!!」

　それら、分かっていた二人の反応を、悠二は覚かく悟ごの上にも辛つらく、無表情で見る。

　少女『平井ゆかり』とは、御み崎さき市しを蚕さん食しよくしていた強大なる〝紅ぐ世ぜの王〟──〝狩人かりうど〟フリアグネ一いつ党とうの〝燐りん子ね〟に喰われて死んだ、悠二や吉田のクラスメイトである。

　喰われた彼女は、フレイムヘイズを引き寄せる喪そう失しつの違い和わ感かんを和らげるため、存在感や居い場所をなくしながら燃え尽きてゆく、人間の代だい替たい物ぶつ『トーチ』となった。

　正確には、彼女は喰われた時点で既すでに死んでおり、その残り滓かすが『平井ゆかりのトーチ』として代わりに動いていただけ、それはそんな、ただの道具だった。

　そして、フリアグネの存在を察さつ知ちし御崎市に現れた『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』が、この街での活動を円えん滑かつに行うために存在を割り込ませたのが、それだった。

　それの存在に割り込むことで『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』は学校へと潜せん入にゆうし、この街に住処すみかを得、友達や知り合いを持ち、日々の暮らしを重ねていった。

　逆に言えば、それを手放すということは、この街に本来『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』など存在しなかった、という元の状態に戻ることを意味する。

　しかし、代わりに、悠二の言う通りのことが起こるとすれば、この街に──『平井ゆかり』が、喰われた両親とともに、戻ってくる。

　シャナが、フレイムヘイズ『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』が、ここで過ごした事実は、周囲の記き憶おく諸もろ共ともに消え去ることになる。吉田や佐さ藤とう、田た中なから〝紅ぐ世ぜ〟の理り屈くつを知り〝存在の力〟にも度たび々たび触れている者なら記憶は失われないが、そうでない者……悠二の母である坂井千ち草ぐさや、池いけ速はや人とや緒お方がた真ま竹たけら他のクラスメイトからは、平井ゆかりを名乗っていた『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナの記憶は完全に消え去り、本来の平井ゆかりが元の場所へと収まることになる。

　だが、それがいいことなのだ。

　誰だれでも分かる、理り屈くつだった。

　それを、悠二は突きつける。

　それを、シャナは受け止める。

「そうしたら……悠二は、どうするの？」

　再び、一人の居い場所のみを移して、主しゆ塔とうで双そう方ほうが向き合っていた。

　悠二は吉田を傍かたわらに離し、答える、のみならず、シャナに求める。

「それができたら、もう心残りはない……一いつ緒しよに、新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へ行こう」

　言いつつ彼は、もう一度透とう明めいな煉れん瓦が状の自じ在ざい法ほう『グランマティカ』を展開していた。

　明らかな戦せん闘とう準備を前にして、マージョリーは先の失しつ態たいから警けい戒かい心を強める。

「次は向こうの、コピーされた御み崎さき市しも直すつもり？」

「コピーって語感は酷ひどいな。せめて並へい行こう世界とでも言って欲しいんですけど……まあ、どのみち、向こうの御崎市どうこうは無む理りですよ」

　悠ゆう二じの悲しみは、強いて固めた顔には表れず、ただ声の端はしにのみ、漂っていた。

「この世と完全に同じ形をしている『無ザ何ナ有ド鏡ウ』にも、御崎市だけは存在しないんですから」

　シャナと行く、と明言した悠二に、シャナではなく吉よし田だが尋たずねる。

「どういう、ことですか？」

「さっき説明した通りだよ」

　悠二は問いかける吉田ではなく真ま正面、苦しそうな、だからこそ血けつ路ろを開かんと飛びかかってきそうなシャナを睨にらみつつ、リャナンシーの自じ在ざい式しきを『グランマティカ』に込める。

「力を通すための隙すき間まが広がりすぎると、この世の存在は互いの結びつきを見失って、ないも同然の状態になる、って……ないものの写うつし世よは、作れない」

「！」

　渡る新しん世界に故こ郷きようだけがない、という状況に絶ぜつ句くする吉田とは別方向、そもそもの目的意識の上から、マルコシアスが聞いていた。

「あん？　じゃあ一体、なんのために向こうに渡るんでえ？」

「それは……」

　答える素そ振ぶりを見せて──一転、

　悠二は、吉田を抱えて──飛ぶ。

「あっ!?」

「ゆけ、シュドナイ!!」

　それまで黙もくして力を貯ためていたシュドナイは、

「────」

　全てのリミッターを外して、まさに自じ暴ぼうの変化を一いつ瞬しゆんで行った。

「────ゴアアアアアアアアアアオオオオオオオオオオオオ────ッ!!」

　地じ響ひびきと共に現れたモノが、主しゆ塔とうを圧して取り付く。それは、全身に浮うき彫ぼりのような紋もん様ようを張り巡らせた、獰どう猛もうな虎とらとも重じゆう厚こうな鎧よろいとも付かない、巨きよ大だいな人型の怪かい物ぶつだった。

　悠二の自在法『グランマティカ』は、その変化した額ひたいの上で、新たに発動する。

　先の加速効果とはまるで違う──吉田を緩く囲う鳥かごの格こう子しとなって。

　それは瞬しゆん時じに、吉田が広げた隙間を把は握あくし、復元を始めていった。

「坂さか井い君!?」

　振り回される混乱の中、吉田は、全く意い外がいなものを見る。

「お願いだ、ただ、これだけを……!!」

　坂さか井い悠ゆう二じの、懇こん願がんする姿すがたを。







　なんの作用で鳴っているのか、澄すんだ鈴すずのような音ねが、響ひびいている。

　それを、御み崎さき市しの人間たちは驚きよう愕がくの中で聞かされていた。

　御崎大おお橋はしに取り付く怪かい物ぶつの真ま正面で、マージョリーが唇くちびるを微かすかに舐なめる。

「マルコシアス、こうなったらもう、ケチケチしないわよ……!!」

「ヒヒ、今さらの確認だぜ、我が短き導どう火か線せん、マージョリー・ドー……!!」

　二人は、戦っている最さ中なかに延々、空中にばら撒まき続けていた自じ在ざい式しきを起き動どうさせていた。

　応じて、稲いな妻ずまと言うには密度と重さのある、力の奔ほん流りゆうが彼女らの元へと、雪な崩だれ落ちる。

　常のトーガではない変身が、起きる。

「チビジャリ！　あの面めん倒どうくさい男、とっととふん捕まえなさい!!」

「ヒャーッハハハ！　その後は、新しん世界にしけ込むなりなんなり、勝かつ手てにしな!!」

　シャナが返事をするより前に、その身に群ぐん青じよう色いろと化した力の奔流がぶつかり、弾はじけた。

　紅ぐ蓮れんの双そう翼よくを噴ふん射しやして距きよ離りを取ったシャナが驚き見たそれは、いつか戦った覚えのある、しかしより密度と大きさの増した、群青色に燃え上がる巨きよ大だいな多た頭とうの狼おおかみだった。

　この、市の中心部に忽こつ然ぜんと出現した怪物二体を見て、しかし御崎市の人間たちは、逃げられなかった。彼らの心に向かって、誰だれかが語りかけて、その心を揺さぶっていたからである。

　それは、澄んだ鈴のような音と重なって響く、少年の声。

《──見ていてくれ、覚えていてくれ──》

　切ないと言うには力強く、

《──ただ、ここにいたことを──》

　叫びと言うには悲しい、

《──一夜の幻まぼろしでもいい──》

　誰かからの、声。

《──この、光こう景けいを──》

　坂井貫かん太た郎ろうも、坂井千ち草ぐさも、吉よし田だ一かず美みも、吉田健けんも、池いけ速はや人とも、田た中なか栄えい太たも、緒お方がた真ま竹たけも、中なか村むら公きみ子こも、藤ふじ田た晴はる美みも、浅あさ沼ぬま稲いな穂ほも、黒くろ田だ寿すみ子こも、接近中の佐さ藤とう啓けい作さくも、声を聞いた。

　その声の主、悠二自身は、意い図としてそうしているわけではなかった。

　というより、その声が響いていることにすら、気付いていなかった。

　彼は、ただ己おのれの成した自在法ほう『グランマティカ』により、吉田一美の思いを基点に、リャナンシーの自在法へと、上空に満ち溢あふれる〝存在の力〟を注そそぎ込んでいるだけである。

　それは、単なる偶ぐう然ぜんの結果。

　復元され埋まって行く、かつて〝紅ぐ世ぜの王〟の一いつ党とうに食い荒らされた隙すき間ま、それを復元せんとする者の意い思し総体が放つ、あまりに強い願いが、街まち中なかに響ひびき渡っているのだった。

　不ふ思し議ぎなことに、この声を聞く者全て、より危き機き的状況にある者としては御み崎さき大おお橋はし上に自動車を走らせていた者ら、脇の歩道に在った者らは、誰だれ一人として怪け我がをしていない。

　これは、確実な必然の結果。

　悠ゆう二じは、ベルペオルから渡された『タルタロス』の制せい御ぎよキーを、防ぼう護ごだけに使っていた。どんな現げん象しようも切り離してしまう創そう造ぞう神しんの宝ほう具ぐは、今、対象への破は壊かいを切り離していた。

　御崎市しの人間たちは、どんな理由からか分からないまま、この夢とも現実とも思えない光こう景けいを、ただ見つめることしかできなかった。同時に、自分たちが亡くしていたなにかが、戻ってくるような、不思議な充じゆう足そく感をも同時に得ていた。

　橋の上で嚙かみ合いもつれ合う巨きよ大だいな怪かい物ぶつ、頭上にある光の雲、そして街まち中なかに溢あふれる不思議な鈴すずの音ねと誰だれかの声、あまりに凶きよう暴ぼうな戦いの光景と、あまりに胸に迫る思いの力は、人を屋外へと向かわせていた。どこにも行かない、ただ空を、あるいは橋を、また遠くを見る。

　悠二は、周りの状況に気付いていない。

「こっちを復元できる代わりに、向こうの御崎市は失われる。いや、最初からないから、この表現はおかしいか！　そして僕は、その御崎市のない新世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』に行く！」

　暴あばれるシュドナイの額ひたいの上で、叫んでいる。

　自分が今まで隠かくしていた思いを全て、ぶつけている。

「そこで、食わなくてもいいのだと、ならば、その先に共に在ることもできると──〝徒ともがら〟たちに訴えよう。何百、何千年かかろうと!!」

　対するシャナは、マージョリーの狼おおかみ、その頭の一つに乗って、正面から彼に立ち向かっている。力ではなく思いを、受け止めてぶつけ返すために。

「今の『無ザ何ナ有ド鏡ウ』、私たちが織り入れた理ことわりじゃ不足なの!?」

「あれは重要だけど、実際はただの禁きん止し令だ。僕の望みはその先、共に在ること……それも、僕が思い描いただけなら、ただの夢として、僕自身が片付けていただろう。でも、そうじゃなかったんだ……〝徒ともがら〟も、思ってくれていたんだ。ほんの、数十年前にも」

　アラストールが、これに気付く。

「まさか、［革正団レボルシオン］か!!」

「知ってるんだ？　そう、達たつ意いの言げんの訓練中、僕は彼らの残した本の写しを『星せい黎れい殿でん』の書しよ庫こで見つけた。彼らは、人間を認めていた。人間を素晴らしいと思い、一いつ緒しよに進もうとまで思っていた!!　そう思うことが、彼ら〝徒ともがら〟にもできるんだよ!!」

　二人の真ま下したで、全開の力を振るうシュドナイと、ほとんど無む尽じん蔵ぞうな〝存在の力〟を使い続けるマージョリーが、激げき突とつしている。が、二人は、お互いしか目に入っていない。

「たった今、ここで起きたことが、それを示している。なぜ〝徒ともがら〟たちは『無ザ何ナ有ド鏡ウ』を作る時、それでいい、と思った？　それがいつか辿たどり着けるという希望の端はしだ！　導きの神の言葉と『両りよう界かいの嗣し子し』の存在は、他でもない君のくれた材料だ、絶対に生かしてみせる!!」

　アラストールは、ほとんど呆あきれていた。

「では、坂さか井い悠ゆう二じ、貴き様さまは己おのれのみを欠いた御み崎さき市しを復元して此方こなたを去り、彼方かなたで御崎市を欠いた世界を、その望み叶かなう数百数千年を流離さすらい行くというのか……!?」

「そうだ。そのいつかを迎えて初めて、僕はシャナと歩いてゆける。一いつ緒しよに歩く資格を得られる。もう人間じゃない、ずっと存在している坂井悠二だからこそ、それができる」

　悠二は、御崎市が満ちていく感覚に、自じ在ざい法ほうを制せい御ぎよする者としての快感を得る。そこに在るべきパーツを、シュドナイがマージョリーに激げき突とつした反動を使って、迎えに行った。

「シャナ」

　眼前、シャナに額ひたいをぶつけるほどの近さになった悠二は、求める。

「ここに、平ひら井いゆかりさんを、戻してあげよう」

「言ってくれれば──」

「？」

「──言ってくれれば、いいのに!!」

　シャナは呟つぶやきから絶ぜつ叫きようへ、声のボルテージを上げるトリガーのように、至し近きんの悠二の腹を、あらん限りの思いをぶつけるように、全力でぶん殴なぐっていた。

「ぐ、はっ!?」

「私は、この今からでも、一緒に歩いて行ける!!」

　大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』を核かくに、自在法『断だん罪ざい』が軽い振りを後方、返し太刀を神しん速そく、前に向けて振り抜かれる。凄まじい熱量が、下方シュドナイの腕を、まるで砂でも搔かくように炭たん化かさせながら切り落として、悠二を狙ねらった。

　が、その体の周囲を、胸に提さげた火ひ除よけの指ゆび輪わ『アズュール』の結けつ界かいが守る。

「──あ、危な──」

　言いかけた悠二は、自分の腹に彼女の火ひの粉こ、小さな紅ぐ蓮れんが残っていることに気が付いた。炎ほのおではないそれを、指先に映して確かめた悠二は、

（平井さんの、トーチの欠片かけら!!）

　飛び上がらんばかりに喜びの叫びを上げていた。

「シャナ!!」

「うるさいうるさいうるさい──!!」

　今度は『アズュール』で防がれる炎による攻こう撃げきではない。彼女の力を物質として具ぐ現げん化させた巨きよ大だいな拳こぶし『真しん紅く』だった。その悠二の身の丈たけほどもある拳の突とつ進しんを、

「ゴアアアアアアアアアア!!」

　シュドナイの巨大化に同調した、まるで列車ほどの直径もある『神しん鉄てつ如によ意い』が弾はじく。

　そうやって得られた余よ裕ゆうの中で、悠二は傍かたわらで目を回す吉よし田だの鳥かごに、平井ゆかりのトーチの欠片かけらを漂い流す。それは瞬しゆん時じに、吉よし田だ一かず美みの思いと同調し、鳥かごの構成に編み込まれたリャナンシーの自じ在ざい式によって効力を発はつ揮きし始めた。

　そうしてからやっと、悠ゆう二じは後回しにしていたシャナの気持ちに答える。

「そう、今の気持ちだ……今すぐシャナと歩いて行くなんて、そんな調子の良い結果が許されるわけがない。僕は今までなにをしてきた？　［仮装舞踏会バル・マスケ］の盟めい主しゆと一つになって、数多くのフレイムヘイズを殺したんだ。間接的に、もっと多くの人間も殺しただろう」

　静かな、しかし血を吐くような告こつ解かいを、吉田は至し近きんで受け、体を硬こう直ちよくさせた。

「僕は全部分かってやったんだ。シャナと歩くため、フレイムヘイズの運命を変えるため、街のみんなを守るため、この世の人々を守るため……だから邪じや魔まする奴やつを殺したんだ!!」

　シャナはそれに、身も蓋ふたもない訊きき方をする。

「悠二がたった一人でウロウロすることが、罰ばつになるっていうの？」

「君といたら、僕は幸せになってしまう。こんな僕が幸せになっても許される日が来るとしたら、それは君が戦いの運命から解放され、僕と一いつ緒しよに歩いて行くことの実現する時……つまり人間と〝徒ともがら〟が向き合える世界の到来した時、それだけしかない」

　惚気のろけのようだが、悠二は大おお真ま面じ目めである。

「難しいことだなんて分かってる。もしかしたら新しん世界は今より輪を掛けて〝徒ともがら〟たちが跋ばつ扈こする、地じ獄ごくになっているかも知れない。それでも、決めたからには、やる」

　凱がい甲こうの胸を自分でガンと叩たたいて、シャナに示す。

「この僕は、代だい行こう体たいだった頃の力を殆ほとんどなくしている。ここにある『零れい時じ迷まい子ご』も元から力に溢あふれた『無ザ何ナ有ド鏡ウ』じゃ意味がない。神しん威い召しよう喚かんで歪ゆがみの力を放出したせいで、宝ほう具ぐ自体の歯車もガタガタだ。施ほどこされていた『戒かい禁きん』もほとんど機能していない」

　どれほど弱くなったかを、自分でアピールする。辛かろうじて己おのれを支えてきた自じ尊そん心しんを大きく傷つける行為だったが、この今という時に、シャナに隠かくし事はしない。

「でも、そんな僕だからこそ、困難に意味がある。君と一緒だったら、さっきの全部、なにもかもが、僕の力になってしまうんだ。それが一体、なんの罰になる!?」

　シャナは、殊しゆ勝しような少年に、しかし大いに怒っていた。

　足あし下もとに踵かかとをドンと乱暴にぶつけ、マージョリーをけしかける。

　アラストールも同様、かつて見込んだ男の頑がん固こさに大いに怒っていた。

「貴き様さまは背負いすぎる！　何な故ぜそう極きよく端たんなのだ!?」

　怒れる二人を乗せたマージョリーの首は、他のそれを牽けん制せいに使いながら（具体的には何本もシュドナイに握り潰つぶされ引き千ち切ぎられながら）、一気にシュドナイの頭部に迫る。

　その突とつ進しんの先せん端たんとして大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』を前に指し、シャナは咆ほえた。

「はああああああ!!」

　瞬しゆん間かん、紅ぐ蓮れんの双そう翼よくが爆ばく発はつして、さらなる加速を得る。

「天てん罰ばつ神しんに……言われたくはない!!」

　怒り返す悠ゆう二じは、しかし常のように『吸血鬼ブルートザオガー』を構えず、代わりに透とう明めいな煉れん瓦が状の自じ在ざい法ほうを前にかざしていた。その中には、やはり黒い自在式しきが燃えている。

（また、さっきと違う自在法!?）

　シャナは勘かんだけで察し、黒衣『夜笠』の内から、自分の手て札ふだを放った。

　即すなわち、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを宿した数十の指ゆび輪わ、宝ほう具ぐ『コルデー』を。

「!?」

　これを予測していなかった悠二は、複雑な曲線軌き道どうを描きながら迫る数十の攻こう撃げきに晒さらされ、堪たまらず舌した打うち、緊きん急きゆう避ひ難なんとして自在法『グランマティカ』を起き動どうさせた。

　異い様ようなことが起きる。

　方々飛んでいた『コルデー』の全てが、まるで磁じ石しやくに吸い寄せられるように『グランマティカ』の集積した板に吸い寄せられ、吸きゆう着ちやくしたのである。

　ようやくシャナは気付く。

「今度は捕ほ縛ばく……そうか、なんでもできるんだ！」

　複数の自在式を幾いくつものブロックとして組み合わせることで様さま々ざまな効果を発はつ揮きする、自在式を実際に組み立てながら使用する、変則的かつ多た岐き万能な自在法──それが『文法グランマテイカ』の正体なのだった。まったく、いかにも、悠二らしい理り詰づめな自在法である。

「つまり、決定的な対策はなしか」

　アラストールは唸うなったが、シャナは気にせず、簡単に言う。

「押し切る!!」

「!!」

　あまりな愉ゆ快かいさに、アラストールは笑しよう声せいすら忘れた。

　シャナは狼おおかみの頭に再び降り立ち、大おお太だ刀ちを持たない方の手を握る。

　同時一いつ斉せい、悠二が『グランマティカ』に吸着させていた『コルデー』が爆ばく発はつした。

「ぐっ！」

　炎えん熱ねつではなく爆ばく圧あつで押さえつけ、彼が『グランマティカ』を解除した瞬しゆん間かん『コルデー』を『夜よ笠がさ』に回収、同時にシュドナイの頭上へと乗り移り、大太刀『贄にえ殿とのの遮しや那な』で斬きりかかる。

「はあああああっ！」

「っく!?」

　悠二は、すでにその斬りかかってくる姿すがたが至し近きんにあると気付いたが、これまでのように代だい行こう体たいの接せつ近きん戦せん用機能が働かない。袖そで口ぐちから『暴ぼう君くん』も出ず、後頭の竜りゆう尾びも動かない。

（──『吸血鬼ブルートザオガー』!!）

　不自然な体勢から、手の内に残った宝ほう具ぐである大たい剣けんを跳ね上げた。

　バキ！

　と金属同士の、鼓こ膜まくを突くような激げき突とつ音が爆はぜ、二人はそれぞれ、その場で互い違いに回転して、二に太た刀ち目の激突に入る。そのとき悠ゆう二じの、今やただの飾りとなった後頭の竜りゆう尾びが、回転に取り残され、『贄にえ殿とのの遮しや那な』の斬ざん撃げきの軌き道どうに靡なびいた。

　ゾン！

　と鈍い、柔らかで分ぶ厚あついものを斬きった音が響ひびき、竜尾が千ち切ぎれ飛ぶ。

　二人の視線がかち合う場所で、丁ちよう度どそれは髪かみの房ふさと化して、ばらけ、散った。

　妙みようなザンバラ髪になってしまった悠二は、それでもなんとか鍔つば迫ぜり合いに持ち込んだ。

　大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』は、刃やいばを触れ合わせた相手に傷を負わせる宝ほう具ぐであり、言うまでもなく鍔迫り合いには有利である、この機能をよく知るシャナは、悠二との幾いく度どかの戦いでも極力そうなることを避け、刃を合わせること自体を避けてもいた。

　が、なぜか今、彼女はその鍔迫り合いの体勢、つまりは正面至し近きんから叫ぶ。

「アラストールの言う通り！　悠二は、なんでも背負いすぎる!!」

「そう、かな？　でも、たしかに『永遠の恋人』にも似たようなことを言われた、な！」

　己おのれが有利な、いつでも攻こう撃げきを仕掛けられる状況であることから、悠二も答えていた。

　シャナは言葉の届く間にと思ってか、矢や継つぎ早に言う。

「なんで、一人で勝かつ手てに片付けようとするの!?」

　悠二はすぐに『吸血鬼ブルートザオガー』の機能を使っても良かったが、この至近距離で彼女を傷だらけにすることに、微かすかな躊ちゆう躇ちよを覚えた、代わりに、眼前の少女に自分の覚かく悟ごを表明する。

「言ったろ、一人じゃなきゃ罰ばつの意味がない、って！　でなきゃ君と一いつ緒しよに──」

「私は……悠二の」

　言葉を切らせたシャナが、がくん、と後ろに体勢を崩くずした、

「採点係がかりじゃ」

　のではなく──緩やかに、後ろへと仰のけ反ぞって、

「ない！」

　思い切り頭ず突つきを叩たたき込んでいた。

「ん、がぁ!?」

　額の衝撃にたまらず腰が砕くだけそうになるのを、悠二は意思力を総動員して必死に堪こらえた。

　その間、大おお太刀を構え直したシャナが、剣尖で指して強要する。

「絶対に、拒こばまない！　だから今すぐ、私と行くって言いなさい!!」

「絶対に、嫌いやだ!!」

　意地が矜きよう持じが爆ばく発はつして、悠二は大声を上げていた。

　答えを予想していたのか、表情を崩くずさないシャナは突とつ如じよ、手首だけで何かを投とう擲てきする。

　宝具か、と警けい戒かいした悠二の傍かたわらを、ゆるりと飛んだそれは、

「えっ!?」

　鳥かご状の自じ在ざい式しきの中にある吉よし田だに手渡された。

　戸と惑まどう彼女に、シャナが求める。

「一かず美み、その中にあったもの、復ふく元げんできる？」

「これは？」

　吉田が受け取ったのは、掌てのひらに載のる大きさの、千ち代よ紙がみを貼はった葛かずら籠かご。

　なんの変へん哲てつもない、ただの小道具容いれだった。

　吉田はとりあえず、なにかできるのかどうか、そこから感じようとして、すぐ見出した。実際に目で捉とらえたのではなく、欠けている物がある、とリャナンシーの自在式が反応し、その存在の色合いを知っている、と彼女の感覚が教えている。

「中の空白は、坂さか井い君の……？」

「!?」

　悠ゆう二じは驚き見たが、そんな箱は知らない。

　止めるべきなのか、迷う間にも復元は自動的に始まる。現在も、御み崎さき市しの欠けつ落らくを復元し続けている流れの中である。吉田がなにかを感じた時点で、それは勝かつ手てに起こるのだった。

　彼らを乗せる巨きよ大だいなシュドナイが、またもマージョリーの長く伸びた狼おおかみの首を引き千ち切ぎり、真ま南な川がわの中に放り捨てる。

　その揺れに身を任せる奇き妙みような対たい峙じを経て、

「シャナちゃん、できたみたい……これって？」

「悠二の手紙」

　シャナがあっさりとその正しよう体たいを明かした。

　が、やはり悠二には覚えがない。

「僕の？」

　分からないながら、シャナが微かすか頷うなずいたのを見て、悠二は吉田から小箱を受け取った。

　そのすぐ横にシャナがいて、吉田の鳥かごを自在法『真しん紅く』で摑つかんでいる。

「!?」

「一美、ちょっと我が慢まんして！」

　完全に油ゆ断だんしていた悠二は、その彼女を中ちゆう核かくにした自在法ごと、紅ぐ蓮れんの双そう翼よくを噴ふん射しやしたシャナに強ごう奪だつされるのを、まんまと許していた。

　シャナに連れ出された吉田は、急きゆう加速の反動に息を詰まらせたが、それもすぐに終わる。真南川の堤てい防ぼう上じように彼女を降ろすと、シャナはすぐさま上昇した。後を追って、悠二も同じ場所に着ちやく地ち、吉田が遠くに連れ去られなかったことを確認して、同じく上昇する。

　そしてやはり秘ひそかに、シャナとマージョリー、

《これでいいんでしょ!?》

《サンキュー、チビジャリ！》

《ヒャーッハハハ！　これで準備は完了か!?》

　ついでにマルコシアスが、遠えん話わで声を掛け合った。

　今から行うことのため、吉よし田だにはあんな危険な場所にいて貰もらっては困るのである。その言うように、『弔ちよう詞しの詠よみ手』による準備は全て、完了した。

（一いつ世せい一いち代だいの『鏖おう殺さつの即そつ興きよう詩し』、いくわよ!!）

（こんな豪ごう華かな舞台は二度とねーだろうしな!!）

　真ま南な川がわの水を搔かいて激げき突とつする巨きよ大だいな怪かい物ぶつ二体、その片方である多た頭とうの狼おおかみは、全ての首を伸ばして、虎とらとも鎧よろいとも付かないシュドナイへと絡みつく。


「誰だれがコマドリ殺したか!?　誰がコマドリ死ぬを見た!?」



　マージョリーの歌声を受け、川面かわもから千ち切ぎれた首が、大だい蛇じやのように鎌かま首くびを持ち上げた。

「誰がその血を受けたのか!?　誰がかたびら作るのか!?」

　マルコシアスの歌声を受け、さらに別の首が、同どう様ようにシュドナイを挟んで持ち上がる。


「誰が墓ぼ穴けつを掘るのかね!?　誰が牧ぼく師しになるのかね!?」



　さらなるマージョリーの歌声で、また一つ二つ、今まで千ち切ぎられた首が水面から現れた。


「誰が付き添いしてくれる!?　誰が松明たいまつ持つのかね!?」



　さらなるマルコシアスの歌声で、シュドナイを囲んで、十からの首が持ち上がっている。


「誰がお悔くやみ受けるのか!?　誰がお棺かんを運ぶのか!?」



　次なるマージョリーの歌声で、その口から群ぐん青じよう色いろの高こう密みつ度ど火か炎えんが噴ふん射しやされた。


「誰が覆おおいを捧ささげ持つ!?　誰が賛さん美び歌か歌うのか!?」



　次なるマルコシアスの歌声で、全方向からの火炎噴射が、中央に収しゆう束そくされる。

　まるで河かわ中なかに出現した溶よう鉱こう炉ろのように、シュドナイは猛もう烈れつな水すい蒸じよう気きの中に撒まかれ、燃やされていった。取り囲む首には、上空から〝存在の力〟が稲いな妻ずま状じようの奔ほん流りゆうとなって流れ込み、創そう造ぞう神しんの眷けん属ぞくにして最強を謳うたわれる〝紅ぐ世ぜの王〟──〝千せん変ぺん〟シュドナイを、殺すためなら殺す分だけ、供きよう給きゆうされてゆく。そうするだけの力が、今の御み崎さき市しになら在った。

「ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　聞く者の魂たましいを消し飛ばすような獣けものの咆ほう哮こうが水蒸気を劈つんざいて走り、目を焼く群青色の炎ほのおの中に濁にごった紫むらさきの影が過よぎる。藻も搔がくその力の穂ほ先さきが、巨きよ大だいな剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』となって、火炎を放射していた首の一つを違たがわず貫つらぬいて爆ばく散さんさせる。


「誰が弔ちよう鐘しよう撞つくのかね!?」



　マージョリーの次なる即興詩が響ひびいて、予備の首が持ち上がり、包ほう囲い網もうを崩くずさず、さらなる高密度火炎を叩たたき付ける。

（ちょっと、これでもまだ死なないって冗じよう談だんじゃないわよ！　さっきからフレイムヘイズ何万人分ぶんの力を注そそぎ込んでると思ってんのよ!?）

（あれでも、とんでもねえ強さ一匹ぴき、この場の〝存在の力〟を吸収したりする手て管くだを一切使つかってねえってんだから恐れ入るぜ、ったくよ!!）

　高こう密みつ度どの火か炎えんによって釘くぎ付づけにされ、同時に焼き続けられながら、それでもシュドナイは一本二本三本と狼おおかみの首を砕くだき続けたが、それが遂ついに何度目か、

「かわいそうだね、コマドリッさん!!」

　マルコシアスによる息切れ寸すん前ぜんの歌声とともに持ち上がった、新たな首からの噴ふん射しやに直ちよく撃げきされた腕が、その握っていた『神しん鉄てつ如によ意い』ごと、引きちぎれて宙を舞う。

　巨大な穂先の、河川かせん敷しきに突き立った衝しよう撃げきが、地じ響ひびきとなって収まる頃、八はつ方ぽうから収しゆう束そくした高密度火炎の中で揺らめいていた紫むらさきの影は、まったく跡あと形かたもなく消えていた。

　そして同時に、創そう造ぞう神しんの眷けん属ぞくが宝ほう具ぐ、剛ごう槍そう『神しん鉄てつ如によ意い』が、その堅けん固ごな姿すがたを唐とう突とつに、濁にごった紫の火ひの粉こへと変え、崩くずれ去る。

　それでも数分、念のためと噴ふん射しやを続けていたマージョリーとマルコシアスは、

「……」

「……」

　さらにこれを止めて数分、水すい蒸じよう気きが去って、本当に殺せたのかを実感するまで緊きん張ちようの極きわみで待ち構え、在るものが静かな川面かわもだけであると確認すると……狼の体を火の粉と散らして河川敷に着ちやく地ち、というよりフラフラと墜つい落らくし、

「もう、だめ、こっちが、死ぬ……」

「ハ、ハヒィヒャハヤ……ああ、死ぬ……」

　そのまま大だいの字じになって、伸びた。







　やってきた男に、少女が顔を向ける。

「珍めずらしく、死んでしまったのですか、将しよう軍ぐん」

「ああ。まあ、そのつもりだったような、気がするな」

　素そっ気けなさを装って、男は言った。

　少女は少しだけ咎とがめる風ふうを込める。

「参さん謀ぼうは、一人だけになってしまいました」

「ああ……そういえば、そうか」

　男は一いつ旦たん、サングラスの奥で済まなそうな顔をして、しかしすぐ笑う。

「だがまあ、上う手まくやるさ。やらなかったことがない」

「そう、ですね」

　少女は笑わずに言って、彼方かなたを見やった。

　男は笑ったまま、遠くに視線を合わせる。

「次は、いつ……あいつと巡り会えるだろうな」

「まずは、同どう胞ほうの願いの結けつ晶しようとして生まれ出る、私から先」

　言って少女は、男に手を差し出した。

　男は恭うやうやしく、その手を取る。

「巫み女こが守って欲しい、と望めば、即そく座ざに俺おれが」

「そうして、また三人。盟めい主しゆも合わせて、四人」

　男の手を引いて、少女は歩き出した。

　少女に手を引かれて、男も歩き出す。

「ああ、また、必ず──」

　そうして二人は、遠とおけき彼方かなたへと、ゆっくり歩いて行った。
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　シャナを追つい跡せきする悠ゆう二じは、攻こう撃げきに警けい戒かいしつつ、やはり、どうしても見み覚おぼえのない葛かずら籠かごを開けていた。中には、紙切れが一枚だけ、入っている。

「……？」

　手紙などではない、ただのメモ用紙。

　ふと、記き憶おくの何ど処こかに引っかかりを覚えつつも、裏うら返がえす。




『　　なんでも言って　　ちゃんと聞くから　　』




　たった、それだけ。

　たった、それだけだったが、

「──!!」

　悠ゆう二じはその、自分の書いた言葉で衝しよう撃げきを受け、それを渡された意味を感じ、痺れた。

　と、そこに、声が。

「読んだ？」

　衝撃の隙すきに神しん速そく、反はん転てんしてきたシャナだった。

　驚いた悠二の、『吸血鬼ブルートザオガー』を持っている方の手を握ると、

「来て」

　紅ぐ蓮れんの双そう翼よくを圧あつ倒とう的な勢いで噴ふん射しやして、飛ひ翔しようする。

　無む理り矢や理りに抗あらがうこともできたはずだったが、結けつ局きよく悠二は、大人おとなしく従った。久しぶりな、シャナに引かれての飛翔は、すぐに上空の火ひの粉この雲へと突き刺さる。

　戦いを繰くり広げる間、遂ついに新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へと旅立つ〝徒ともがら〟の姿すがたも尽きて、封ふう絶ぜつの張られていない空は、御み崎さき市し上空を覆おおう火の粉の雲だけしか見えない。

　そして、その上、真夜中の空は、本物の雲一つない、快晴だった。

　月と星だけが頭上を飾り、足あし下もとを火の粉が光の絨じゆう毯たんと広がっている。

　それから天地を差し渡し、伸びた先を朧おぼろに霞ます『天てん梯てい』が伸びていた。

　あまりに幻げん想そう的な光こう景けいに、悠二はなにを考えるでもなく、なにをするでもなく、

「こんな、眺ながめがあるんだ」

　一言、ぽつりと零こぼす。

　先までの剣けん幕まくをすっかり消したシャナが、穏おだやかに言って、

「うん、まだまだ、たくさん、あるはず」

　摑つかんでいた悠二の手を離し、大たい剣けん『吸血鬼ブルートザオガー』を自由にした。そうして次に、自分の大おお太だ刀ち『贄にえ殿とのの遮しや那な』を、自じ在ざいの黒こく衣い『夜よ笠がさ』の内に仕し舞まう。

「悠二、聞いて」

　言って、シャナは真まっ正しよう面めんに漂い来た。

　月明かりと、とりどりな火の粉の明かりが、少女を清せい澄ちように煌めかせる。




「私は、悠二が誰だれよりも好き。ずっと一いつ緒しよにいたい」




　強きよう烈れつな、どんな斬ざん撃げきや自在法ほうよりも強きよう烈れつな一いち撃げきが、悠二の腕を下げさせた。

　極きよく限げんまで余よ計けいな物をこそげ落とした言葉が、再び放たれる。

「一いつ緒しよにいるのが駄だ目めだなんて、私は嫌いや。私は絶対、悠ゆう二じと一緒にいる」

「ふ、ふふ」

　今まであえて口を閉じていたらしいアラストールが、まるで子供が駄だ々だをこねるような宣せん言げんに、つい忍しのび笑いを漏もらした。

　シャナはちょっと膨ふくれて、水を悠二に向ける。

「悠二はどうなの？　まだ聞いてない」

「えっ？」

　悠二は自分がそれらしいことを、少女に一度も一いつ片ぺんも言っていない。自分がやろうとしていることの重さゆえに、ずっと封ふうじてきた。その戒めが緩みつつあることを、感じる。

（──「愛が根っこの理由なら、もっと自分勝手に振る舞ってもいいと思うけどな」──）

　唐突に、忌々しい少年の言葉が蘇り、それでもなお、志操の固さが躊躇させた。

　そんな考えて惑う彼に、シャナは簡単に、胸へと届く言葉で言う。

「なんでも言って。ちゃんと聞くから」

「シャナ」

　悠二は、なんだか泣きたいような抱きつきたいような衝しよう動どうを、なんとか抑えた。この少女に贈るものを、改めて、考えるのではなく、ただ口にする。




「シャナ、君が好きだ。世界を変えてやる、と思えるほどに」




　想いを伝える言葉まで理屈っぽい、実際そうした少年は、口を閉じない。

「これが、ずっと言いたかった」

　シャナではなく、傍かたわらの空に聳そびえる『天てん梯てい』を、その頂いただきを眺ながめる。

「でも、言っちゃ駄目だと思った。自分のやりたいことだけを押しつけて、無む茶ちや苦く茶ちやなことをして、そのくせ我わが侭ままに絆きずなだけは求めて、ここまでやってきたんだから」

　そこに、

「いいよ」

　シャナが短く──創そう造ぞう神しんと同じことを──言った。

「それでも、好き」

「それでも、好き」

　簡単な言葉を、悠二はなぞった。

　その頰ほおに、シャナは掌てのひらを添えて、言う。

「どんな勝かつ手てをしようと、私は悪いと思ったら止める。苦しんでたら助けるし、悩んでたら一緒に考える。でも、ただ一つ……離れるのだけは、駄目」

「勝手は、すると思う。たぶん、悪いことも。苦しんだら、助けてもらうだろうし、悩んでたら、知ち恵えも借りたい。でも」

　悠ゆう二じはまったく律りち儀ぎに、シャナの言葉を一つずつ、嚙かみ締めていった。

　しかし、

「許してくれるなら……一いつ緒しよにいたい」

　ほしかったもの、結論は、重なった。

「いいよ」

　シャナはもう一度、許して、

　悠二は頰ほおに掌てのひらを添えて、自分の全てに近付けてもいい、自分の全てを任せてもいい、そう誓ちかう行為として──唇くちびると唇を、合わせた。




　そのとき、キス、ただ一つだけが条件だった自じ在ざい法ほうが、起き動どうした。




　驚く二人の胸の間、火ひ除よけの指ゆび輪わ『アズュール』が浮かび上がっていた。それは深ふか緑みどり色いろの自じ在ざい式しきを内側に巡らせながら、至し近きんにある〝存在の力〟、足あし下もとの火ひの粉この雲を引き寄せ始める。

「これは、そういえばラミーが……」

「アラストール？」

「分からん、だが……」

　アラストールは、何がこの事態を引き起こしたのか、察していた。

　そして彼女が、どれだけその力を貴き重ちように思っているか、知っていた。

　悠二は体の内に漲みなぎりを感じる。

　指輪の内にどんどん吸い込まれていく火の粉が、変へん質しつを起こして自身に転てん化かされていた。

　トーチとして〝ミステス〟として代だい行こう体たいとして、様々な、人間ではない物としての経験を経てきた中で自然と芽め生ばえた感覚が、伝えていた。今ここに在る悠二の根本を成していた、曖あい昧まいな自身への恐きよう怖ふと危き機き感かんが、これまで抱いたことのない、一つの確かさを、伝えていた。

　自分が、吹けば飛ぶ儚はかない火ではなくなったことを。

　ここに在る、と自覚できる自分になっていることを。

　たった、それだけのことなのに、嬉うれしくてたまらない。

　式の発はつ動どうが終わったらしい身体からだを見て、悠二は胸を触る。

「僕は……随ずい分ぶんと現金だったんだな」

「悠二？」

　気き遣づかわしげに自分を見るシャナに、悠二は微笑ほほえみかけた。

「なんでもできる、そんな気がする」

「!!」

　その言葉を発する時の気持ちを、シャナも共きよう感かんして、笑う。

　空の中、ぎゅっと抱き締めて、ぎゅっと抱き締められて、シャナは笑う。

　悠ゆう二じはその笑顔に、自分から目を背そむけていたことの愚おろかさを、自覚した。確かにそこに在ると感じる手で、シャナの手を固く握り締めた。シャナもお返しに手を引いて、夜空を降る。

　そして、アラストールが言った。




「行くか、新しん世界『無ザ何ナ有ド鏡ウ』へ──」




　シャナの背に、紅ぐ蓮れんの双そう翼よくが爆ばく発はつした。

　それが火ひの粉この雲を一線、貫いたとき、

　底が抜けたように、雲が、溢あふれ落ちる。

　層として形作られていた構成が解けて、未いまだ大量にあったそれらは、一いつ斉せいに光の雪となって降り注そそいだ。この世の陰に跋ばつ扈こし人を喰らっていた異い世界の住人らの残ざん滓しとは思えない、圧あつ倒とう的な豪ごう奢しやさで、光の雪は御み崎さき市しへと降り注そそぐ。

　その中、豪奢な光の雪に混ぜて、『炎えん髪ぱつ灼しやく眼がんの討うち手』シャナの歌も、降り注ぐ。




（　　新しい　熱い歌を　私は作ろう　　）




　ヴィルヘルミナに習った、大きな魔ま法ほうの掛けられた、それは愛あい在る者の歌。




（　　風が吹き　雨が降り　霜しもが降りる　その前に　　）




　その、古いオック語オクシタンによる歌の名は──『私は他の誰だれも愛さない』──。




（　　我が恋人は　私を試す　　）




　御崎市に在る人間たちは、降り注いでくる光こう景けいと歌に、息を吞む。




（　　私が彼を　どんなに愛しているか　　）




　そして、この光景の意味を知る者らは、交々の思いで見送る。




（　　どんな諍いさかいの種たねを　蒔まこうとも無む駄だ　　）




　別れの言葉の一つもなしに、ただ圧あつ倒とう的な光こう景けいを見せつけて、彼女らが去る。




（　　私は　この絆きずなを　解きはしない　　）




　実にらしい、と可お笑かしく思い、やはり当然こうなった、と心から喜ぶ。




（　　かえって私は　恋人に全てを与え　全てを委ゆだねる　　）




　マージョリーの許もとへと辿たどり着いた佐さ藤とう啓けい作さくをマルコシアスが笑い、




（　　そう　彼のものとなっても構わない　　）




　田た中なかは佐藤から報しらせを受け、その旅立ちの姿すがたを泣いて見送り、




（　　酔よっているなぞとは　思い給たもうな　　）




　坂さか井い夫婦はお腹なかの子を守りながら、光の降る様さまを仰ぎ、




（　　私が　あの美しい炎ほのおを　愛しているからといって　　）




　池いけ速はや人とや緒お方がた真ま竹たけも、啞あ然ぜんとしながら見上げ、




（　　私は　彼なしには　生きられない　　）




　そして、シャナと共に『天てん梯てい』を潜くぐる悠ゆう二じは『タルタロス』の力を、消す。




（　　彼の愛の傍そばにいて　それほど私は　満たされている　　）




　やがて、鈴の音に連れて、歌が消えた頃、

　吉よし田だ一かず美みを囲っていた鳥かごの格こう子しも、消えた。

　土ど手ての上、解放されたと同時に、彼女は感じる。

「あ……っ」

　御み崎さき市しにたゆたっていた存在の隙すき間ま……虚きよ無むとも暗がりとも付かない陽炎かげろうの波が、食い荒らされた場所特とく有ゆうのそうだったろうかという違い和わ感かんが、一点を残し、消きえていることを。

　復ふく元げんの自じ在ざい法ほうが、その役割を全て、終えたのだった。調ちよう律りつの時とも違う、ごく当たり前にあることの嬉うれしさが、光の雪降ふる光こう景けいから染しみ渡ってくる。

　吉よし田だは今こそ、光降る中で、旅立った二人……欠けたまま去った少年と、一人を残して去った少女を、彼らの齎した大切な日々を思い、万感の涙を零していた。

　そこからほど近く、

　かつてヴィルヘルミナ・カルメルとシャナが住んでいたマンションのベランダで、一組の夫婦が他の部屋の人々と同どう様よう、御み崎さき市し全ぜん域いきに降る光の雪、という光景に見入っていた。

　その後ろから、少女が一人、出てくる。

「ゆかり、起きてたのか。来てみろ！」

　父らしき男性が声を掛けた。

「すごいわねえ、なんなのかしら」

　母らしき女性からも言われた少女は、

「うわあ……」

　感動に目を見開き、どういうわけかよく知っている身み重おもの女性が、この影響で体調を悪くしていないか、明日あした、皆を誘ってお見み舞まいに行ってみよう、と思った。










　　　　エピローグ







　歌声を遙か、うっすら遠く、耳に響ひびかせて、

　創そう造ぞう神しんは、とうの昔に自身の『天てん梯てい』が消しよう滅めつしていたことを、感じる。

　微睡まどろみの中で、どれほど眠ったのか分からないまま、瞼まぶたを幽かすか開ける。

　よく知っている、かつての器うつわの姿すがたが見えた。

　時に街、時に村、あるいは人ひと里ざと離はなれた奥地、

　時に子供、時に大人おとな、老ろう若にやく男なん女によを構わない、

　時に追い立てられ、時に命さえも狙ねらわれる、

　それでもなお説いては説き、説いては説く、

　流離さすらいの旅を続ける、よく知る姿の行ぎよう者じやを。

　彼の行いが、なにを齎すのかは分からない。

　いつかまた、己おのが願いを受けて目覚めるときに分かるだろう、と思う。

　創造神は、また微睡みの中に落ちていった。

　共に眠る二人の眷けん属ぞく、愛すべき息子むすこと娘むすめを包み込み、浅く長い眠りに。

　世に残ったもう一人、寂さびしがり屋の娘に、優しく思いを馳はせながら。

　行ぎよう者じやの傍かたわらに、彼を殺せる唯ゆい一いつの神の契けい約やく者しやの足音を聞きながら。

　二つの足音が共に進みゆく未いまだ来ぬ先……未来を、感じながら。
















　世界の理ことわりは定まり、

　時が流れ始める。

　命抱いだく、時が。







　　　　あとがき







　はじめての方、はじめまして。

　久しぶりの方、お久しぶりです。

　高たか橋はし弥や七しち郎ろうです。

　また皆様のお目にかかることができました。ありがたいことです。




　さて本作は、痛つう快かい娯ご楽らくアクション小説です。本ほん巻かんをもちまして『灼しやく眼がんのシャナ』は最終巻と相あい成なります。予定されている『シャナ』の刊かん行こうは、次回の外がい伝でん三巻で、全て終了です。

　テーマは、描びよう写しや的には「決けつ着ちやくと未来」、内容的には「つなぐ」です。シャナと悠ゆう二じ、フレイムヘイズと〝徒ともがら〟の戦い、その結末が描かれました。二人がどうなったか、見み届とどけて下さい。

　いとうのいぢさんは『灼眼のシャナ』の挿さし絵え描かきさんです。躍やく動どうする命、微笑ほほえむ顔、羽ばたく翼つばさ、拙せつ作さくに宿る無む双そうの力は全て、御おん身みの挿絵に与えて頂きました。ありがとうございます。

　三み木き一かず馬ま氏は『灼眼のシャナ』の担たん当とう編集者さんです。お世せ話わになった、どころではありません。我が侭も、無む理りも、泣き言ごとも、たくさん聞いて頂きました。ありがとうございます。

　お二ふた方かたに、心よりの感謝を。重ねて、ありがとうございます。

　県・地ち名めい五十音順じゆんに、愛あい知ちのＫ柳さん、Ｓ浦さん、Ｓ本さん、Ｙ田さん、青あお森もりのＳ守さん、茨いばら城きのＵ野さん、愛媛えひめのＵ田さん、大おお分いたのＴ島さん（どうもありがとうございます）、岡おか山やまのＭ山さん、鹿か児ご島しまのＫ玉さん、韓かん国こくの尹さん、熊くま本もとのＮ野さん、埼さい玉たまのＨ戸さん、Ｍ山さん、静しず岡おかのＮ羽さん、台たい湾わんのＫ尚さん（ご丁てい寧ねいにありがとうございます）、千ち葉ばのＭ原さん、東とう京きようのＹ山（久菜）さん、徳とく島しまのＯ田さん、長なが野ののＦ島さん、奈な良らのＴ口さん、兵ひよう庫ごのＭ下さん、Ｓ本さん、福ふく岡おかのＫ野さん、Ｍ上さん、宮みや城ぎのＮ田さん、和わ歌か山やまのＳ路さん（頑がん張ばって下さい）、いつも送ってくださる方、初めて送ってくださった方、いずれも大変励はげみにさせて頂いております。どうもありがとうございます。アルファベット一ひと文字は苗みよう字じ一文字の方で、県・地が同じ場合はアルファベット順になっています。

　年ねん賀が状じようも頂きました。後ればせながら、この場を借りて御お礼れい申もうし上げます。当方、いささか事情あって、返信ができません。お手紙をしっかり読ませてもらっていることを右に示すことで、これに代えさせて頂きたいと思います。

　読者の皆様方がたにも、心よりの感謝を。重ねて、重ねて、ありがとうございます。

　それでは、今回はこのあたりで。

　この本を手に取ってくれた読者の皆様に、無む上じようの感謝を、変わらず。

　また皆様のお目にかかれる日がありますように。


二〇一一年八月　　　高橋弥七郎









[image: ]







高たか橋はし弥や七しち郎ろう

今年はずっと東京人な大阪人。豆知識その22ー。電撃文庫のカバーは、印刷した後、劣化しないようコーティングされてるんやでー。専門用語で「グロスＰＰ」加工いうらしいんやー。カバーに接着剤を塗布してＰＰフィルムを圧着させるのをＰＰ加工いうんやってー。
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淡い光に包まれてゆく作者




いとうのいぢ

長い付き合いだったシャナ達とも、これでいったんはお別れです。スタッフの一人として、最後を見届ける事が出来て感無量です！長い間ありがとうございました！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「高橋弥七郎先生」係

「いとうのいぢ先生」係
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灼しゃく眼がんのシャナ[image: 22]








高たか橋はし弥や七しち郎ろう
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